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じ
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、
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、
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じ
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じ
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る
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く
る
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小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
と
は

　
小
金
井
市
で
は
、
二
〇
〇
八
年
度
に
小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
そ
の
条
例
の
目
的
を
ふ
ま
え
た
最
初
の
計
画
と
な
る
の
が
、
小
金
井
市
芸
術
文
化

振
興
計
画
（
小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
）
で
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
計
画

期
間
の
一
〇 

年
間
の
理
念
と
し
て
、「
誰
も
が
芸
術
文
化
を
楽
し
め
る
ま
ち
へ
　
芸
術

文
化
の
振
興
で
人
と
ま
ち
を
豊
か
に
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
も
つ
市
民
の
方
々
の
誰
も
が
望
め
ば
芸
術
文
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
機
会
・
環
境
の
整
備
を
通
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
芸
術
文
化
に
よ
っ
て
心
を
豊

か
に
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
地
域
に
波
及
し
て
ま
ち
全
体
を
活
気
あ
る
も
の
と
し
て
い

く
こ
と
、
そ
う
し
た
地
域
の
活
性
化
が
ま
た
市
民
に
還
元
さ
れ
て
個
々
の
暮
ら
し
も
豊

か
に
な
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
芸
術
文
化
の
振
興
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
期
間

　
本
計
画
は
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
四
月
か
ら
一
〇
年
間
か
け
、
計
画
期
間
を

大
き
く
三 

つ
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

第 

一 

期

：

市
民
に
よ
る
実
施
主
体
立
ち
上
げ
の
準
備

平
成 

二
一
（
二
〇
〇
九
）
│ 

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
度
・
一
│
三
年
目

第 

二 

期

：

市
民
主
体
の
推
進
体
制
開
始

平
成 

二
四
（
二
〇
一
二
）
│ 

平
成 

二
六
（
二
〇
一
四
）
年
度
・
四
│
六
年
目

第 

三 

期

：

次
の
一
〇
年
間
の
計
画
を
市
民
と
市
の
協
働
で
検
討

平
成 

二
七
（
二
〇
一
五
）
│ 

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
度
・
七
│
一
〇
年
目

計
画
の
内
容

　
こ
の
事
業
で
は
市
民
が
芸
術
文
化
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
芸
術
文
化
そ

の
も
の
へ
の
新
た
な
見
方
を
発
見
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

芸
術
文
化
と
の
出
会
い
は
時
と
し
て
非
日
常
的
な
経
験
と
な
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

固
定
化
し
が
ち
な
価
値
観
や
も
の
の
見
方
へ
変
化
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
を
与
え
ま

す
。
事
業
を
通
じ
て
市
民
が
芸
術
文
化
活
動
に
出
会
い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生

活
に
お
い
て
地
域
の
新
た
な
見
方
を
発
見
し
て
い
く
こ
と
は
、
ま
ち
全
体
の
魅
力
を
発

見
し
て
い
く
こ
と
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
計
画
の
理
念
で
は

「
誰
も
が
芸
術
文
化
を
楽
し
め
る
ま
ち
へ
」
を
掲
げ
、「
す
べ
て
の
人
が
芸
術
文
化
に 

出
会
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
」
を
目
指
す
姿
と
し
て
い
ま
す
が
、
小
金
井
市
の
現
状
で

は
課
題
も
存
在
し
、
理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
芸
術
文
化
そ
の
も
の
の
価
値
や

魅
力
を
発
見
す
る
機
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
芸
術
文
化
活
動
へ
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
事
業
を
通
じ
て
芸
術
文
化
そ
の
も
の
へ
新
た
な
見
方
を
発
見
し
て

い
く
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
見
直
す
こ
と
や
新
た
な
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
い

く
こ
と
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
テ
ー
マ
は
事
業
全
体
の
目
指
す
方
向
性
を
示

し
、
事
業
を
通
じ
て
計
画
の
理
念
を
よ
り
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
次
の
三
つ
の
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
つ
の
事
業
を
推

し
進
め
て
い
く
た
め
の
施
策
を
体
系
図
に
示
し
ま
す
。

事
業 

一

：

市
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
働
し
た
作
品
の
制
作 

事
業 

二

：

芸
術
文
化
と
市
民
を
つ
な
ぐ
機
会
の
整
備

事
業 

三

：

市
民
参
加
の
き
っ
か
け
と
な
る
講
座
の
運
営 

実
施
主
体 

　
計
画
で
は
、
市
の
芸
術
文
化
振
興
を
考
え
る
市
民
が
担
い
手
と
し
て
の
力
を
つ
け
、

小
金
井
市
の
芸
術
文
化
振
興
を
推
進
し
て
い
く
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
く
こ
と
も
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
だ
け
で
な
く
、
小
金
井
市
全
体
の
芸
術
文
化
振
興

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
こ
と
で

多
様
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
主
体
の
芸
術
文
化
振
興
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
ゆ
る
や
か
に
近
隣
大
学
、
N
P
O
、
企
業
、
福
祉
施
設
等
の
み
な
さ

ん
と
協
働
し
な
が
ら
継
続
的
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
は
東
京
都
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
（
公
益
財
団
法

人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）
と
共
催
し
た
「
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」
の
一
環
と

し
て
も
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画

：

https://w
w

w.city.koganei.lg.jp/kankobunka/453/geijutubunkasinkou/
geijutubunkasinkoukeikaku.files/sinko-keikaku.pdf

事業 1 市民とアーティストが協働した作品の制作

視点1 市民が芸術文化活動に参加する
 新たな機会をつくる

① 芸術文化準備拠点
② 学校連携事業
③ 小金井アートウイークス事業

情報拠点
準備拠点
表現拠点

講座

ラボ
情報拠点
準備拠点
表現拠点

視点2 地域内外の多くの人々が参加できる
 実践の場をつくる

事業 2 芸術文化と市民をつなぐ機会の整備

視点1 市民が日常生活の様々な場面で
 芸術文化に出会う機会を整備する

視点2 芸術文化活動を行う市民を支える
 基盤を整備する

事業 3 市民参加のきっかけとなる講座の運営

視点1 市民が芸術文化活動への参加や
 活動そのものへの理解を促すきっかけを提供する

視点2 新たに地域で芸術文化活動を担っていける
 人材の育成を行う

その他の事業

計画の体系図
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2009

○芸術文化拠点事業
・空っぽオープニング
○学校連携事業
・今、子ども達にとって必要な文化環
境とは？│小金井アートフル・アク
ション！実行委員会主催
○アートウィークス事業
・小金井アートフル・ジャック！

○講座
・月例リレートーク
○地域ラボ
・みんなが見つけたまちのドキドキや
わくわくをマップにしよう！
・まちの宝物を探そう! ─フィールド
ミュージアムをめざして、マップを
作ろう─
○発信ラボ
・メディアラボ【編集デザイン編】／
【映像編】
○歴史ラボ
・現代美術の流れを知る
◯表現ラボ
・アートで「からだ」と自然をつなぐ
　インプロ・ダンス ワークショップ
・映画フィルムの魅力、発見・再見！ 
・小金井に咲く100人の初恋

2010

○アーティスト招聘事業
・ニューカマーズ・ヴュー2011│
　a：岩井成昭
・ほうほう堂＠小金井│a：ほうほう堂
・植物になった白線│a：淺井裕介

○アートウィークス事業
・初冬のシャトー
・アートフル・ジャック！レディース・
アンド・ジェントルメン

○講座
・月例リレートーク
○地域ラボ・発信ラボ
・小金井110人のストーリー

2011

○アーティスト招聘事業
・ニューカマーズ・ヴュー2012│
　a：岩井成昭
・ほうほう堂＠小金井│a：ほうほう堂
・植物になった白線│a：淺井裕介

○アートウィークス事業
・アートむすび＠小金井

・芸術文化振興のための基盤づくり

2012

○アーティスト招聘事業
・ニューカマーズ・ヴュー2013│
　a：岩井成昭
◯保育園アートプロジェクト
・さくら保育園│さくら保育園卒園記念
壁画制作│a：RIE

◯学校連携事業
・本町小学校│ドキュメンツ／カメラと
箒と雑巾と│a：岩井優
・南小学校│植物になった白線＠南小学
校│a：淺井裕介

◯講座
・市民による現代アート入門講座　
　全6回
・あたりまえを描き直すこころみ展

2013

◯保育園アートプロジェクト
・さくら保育園卒園制作│こども
たちの作る宇宙│a：中島崇
・くりのみ保育園│魔界アドベン
チャー劇場～魔物を退治して
宝をgetせよ！│a：藤塚陽子＋
学習懇談会

◯学校連携事業
・本町小学校│いっぽんみちをあ
るいていたら│a：多田淳之介
・前原小学校│森を動かす─困
難なもの、固いものに向き合う
│a：菅野麻衣子

・コミュニティとアートプロジェ
クト│相互の成長につなげるた
めのスパイラル講座（アートプ
ロジェクトの現場から文化政策
の課題解決に向けて）

・市制施行55周年事業 コガネイ
の地上絵
・多摩島しょ子ども体験塾 5市
共同事業 タマのカーニヴァル

2014

◯保育園アートプロジェクト
・わかたけ保育園│わかたけこど
もミュージアム│a：武政朋子
・小金井保育園│小金井保育園
卒園記念壁画制作│a：井上ヤ
スミチ
・さくら保育園│親子で描く子ど
もの等身大の姿（フォローアッ
ププログラム）│小金井市立さ
くら保育園／父母会役員会

◯学校連携事業
・本町小学校│ドラマチック図工
時間│a：藤塚陽子、澤和幸、
松村拓海
・前原小学校│野川フィールド
ミュージアム（学校創設50周年
事業）

・地域プロジェクトのしくみ研究
会 全4回

2015

◯保育園アートプロジェクト
・けやき保育園│けやきまつりプ
ロジェクト│a：亀田奈美子他
・さくら保育園│親子で描くみん
なの手（フォローアッププログ
ラム）│小金井市立さくら保育
園／父母会役員会

◯学校連携事業
・本町小学校│本町写し絵劇場│
結城座他
・前原小学校＋第四小学校│音の
贈りもの

・小金井と私 秘かな表現│
　a：アサダワタル

2016

・愛の園保育園│ぼくの、わたし
の、「あきのようせい」みーつけ
た！│a：松村拓海他

◯学校連携事業
・第四小学校│草や布をねじる、
組む、そして空間を編む│a：
下中菜穂
・前原小学校│前原たてもの園を
つくろう！
・本町小学校│六年生のわたし 
本町小自画像展│a：いちむら
みさこ

・小金井と私 秘かな表現 想起の 
ボタン│a：アサダワタル

2017

・Hi-Blood Pressure展│
　キュレーター：
　Karol Kaczorowski
　 （カロル・カチョロフスキ）

◯学校連携事業
・第四小学校│見ないでおぼえま
しょう│a：アーサー・ファン
・緑小学校│森の中に風景をつく
る
・本町小学校│想起の遠足 本町
小学校編│a：アサダワタル

・小金井と私 秘かな表現 想起の
遠足│a：アサダワタル
・まちはみんなのミュージアム　
かがわ工房編│トークゲスト：
渡邉知樹

事業1　市民とアーティストが協働した作品の制作

事業2　芸術文化と市民をつなぐ機会の整備

事業3　市民参加のきっかけとなる講座の運営

その他の事業

計画の進捗
第1期：
市民による実施主体立ち上げの準備
（2009年度から2011年度）

第2期：
市民主体の推進体制開始
（2012年度から2014年度）

第3期：
次の10年間の計画を市民と市の協働で検討
（2015年度から2018年度）

年度

※ a：は参加アーティストを示す。
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は
じ
め
に
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計
画
の
体
系
図

002 

計
画
の
進
捗

008 

i
─
モ
ノ
と
コ
ト
を
つ
く
る
│
小
学
校
の
活
動
を
例
に
し
な
が
ら

 

●
1
─
物
語
と
出
会
う
、
自
分
の
物
語
を
つ
く
る
　

010 

い
っ
ぽ
ん
み
ち
を
あ
る
い
て
い
た
ら 

本
町
小
学
校
─
二
〇
一
三
年
度

015 

森
を
動
か
す

│
困
難
な
も
の
、
固
い
も
の
に
向
き
合
う 

前
原
小
学
校
─
二
〇
一
三
年
度

報
告
書
の
構
成

　
本
報
告
書
は
、
計
画
目
標
の
実
現
に
向
け
て
事
業
実
施
を
担
っ
た
N
P
O
が
、
多
く

の
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
、
学
校
の
授
業
で
の
活
動
に
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
、
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に
、
こ
の
活

動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
振
り
返
り
つ
つ
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　
行
政
の
計
画
の
実
現
は
、
と
も
す
る
と
目
標
へ
向
か
っ
て
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
に
乗
っ
て

規
則
正
し
く
階
段
を
登
り
、
想
定
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
に
至
る
こ
と
が
成
果
で
あ
る
と
と
ら
え

ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
市
民
の
み
な
さ

ん
の
日
々
の
営
み
は
、
定
規
で
引
か
れ
た
線
の
上
を
同
じ
ピ
ッ
チ
で
行
軍
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
中
の
喜
び
や
悲
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
に
よ
っ
て
、
多
様
に
豊
か
に
営
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
み
な
さ
ん
の
営
み
に

沿
い
な
が
ら
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
関
わ
る
人
た
ち
に
新
た
な
対
話
が
育
ま
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
活
動
の
多
様
さ
を
可
能
な
限
り
お
伝
え
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
活
動
を
一
つ
の
価
値
に
縛
ら
れ
な
い
よ
う
に

参
加
し
た
人
た
ち
の
多
様
な
声
を
並
置
し
、
多
面
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
構
成
し

て
い
ま
す
。

　
本
文
中
、
過
去
の
報
告
書
や
事
業
実
施
時
の
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
各
事
業
の
振
り

返
り
の
会
の
記
録
な
ど
か
ら
活
動
の
躍
動
感
や
時
に
は
混
迷
を
伝
え
る
も
の
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
再
掲
で
あ
る
こ
と
や
出
典
を
明
記
し
て
い
ま
す
。
掲
載

し
て
い
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
概
ね
二
〇
一
七
年
九
月
か
ら
二
〇
一
八
年
三
月
に
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
煩
雑
さ
を
さ
け
る
た
め
、
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を

A
A
と
記
載
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
特
に
断
り
の
な
い
場
合
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
N
P
O
ス
タ
ッ
フ
の
宮
下
が
行
い
ま
し
た
。

020 

本
町 

写
し
絵
劇
場 

本
町
小
学
校
─
二
〇
一
五
年
度

 

●
2
─
フ
ィ
ー
ル
ド
と
交
感
す
る

029 

野
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

前
原
小
学
校
─
二
〇
一
四
年
度

032 

草
や
布
を
ね
じ
る
、
組
む
、
そ
し
て
空
間
を
編
む 

第
四
小
学
校
─
二
〇
一
六
年
度

038 

見
な
い
で
お
ぼ
え
ま
し
ょ
う 

第
四
小
学
校
─
二
〇
一
七
年
度

042 

森
の
中
に
風
景
を
つ
く
る 

緑
小
学
校
─
二
〇
一
七
年
度

046 

想
起
の
遠
足 

本
町
小
学
校
編 

本
町
小
学
校
─
二
〇
一
七
年
度

 

●
3
─
モ
ノ
と
コ
ト
を
つ
く
る

051 

植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
本
町
小
学
校 

本
町
小
学
校
─
二
〇
一
一
年
度

053 

植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
南
小
学
校 

南
小
学
校
─
二
〇
一
二
年
度

053 

音
の
贈
り
も
の 

前
原
小
学
校
＋
第
四
小
学
校
─
二
〇
一
五
年
度

058 

前
原
た
て
も
の
園
を
つ
く
ろ
う
！ 

前
原
小
学
校
─
二
〇
一
六
年
度

064 

ド
キ
ュ
メ
ン
ツ
／
カ
メ
ラ
と
箒
と
雑
巾
と 

本
町
小
学
校
─
二
〇
一
二
年
度

066 

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
図
工
時
間 

本
町
小
学
校
─
二
〇
一
四
年
度

 

●
4
─
み
る
こ
と
、
描
く
こ
と

069 

六
年
生
の
わ
た
し 

本
町
小
自
画
像
展 

本
町
小
学
校
─
二
〇
一
六
年
度

目
次

❖
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

014 

日
下
美
和

022 

相
澤
陽
子

043 

鈴
木
容
子

052 

鈴
木
佳
子

058 

西
村
徳
行

062 

井
上
麻
衣
子

063 

河
野 

路

070 

菊
地
順
子

074 

日
下
美
和
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●
ま
ち
に
暮
ら
す
人
と
出
会
う
こ
と
、
街
そ
の
も
の
と
出
会
う
こ
と

152 

小
金
井
と
私
　
秘
か
な
表
現

│
須
藤
正
樹
・
長
澤
麻
紀
・
荒
田
詩
乃
・
河
村 

宏
・
環 

笑
子
・
石
川
明
代
・
平
田
絵
美
子
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル

166 

﹇
市
民
企
画
﹈
ま
ち
は
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
か
が
わ
工
房
編

176 

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
大
川
直
志
─
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
な
く
て
、
可
能
性
が
あ
っ
た

178 

iii
─
コ
ト
を
育
む
人
、
場
が
生
ま
れ
て
コ
ト
が
生
ま
れ
る
、
こ
と

180 

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
鉃
矢
悦
朗
─
揺
れ
な
が
ら
、
つ
づ
け
て
い
く

184 

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
小
川 

希
─
わ
が
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
厭
わ
ず
に

187 

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
長
島 

確
─
日
常
と
の
つ
き
あ
い
方

192 

「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う
主
体
の
問
題

│
戸
舘 

正
史

198 

本
報
告
書
で
取
り
あ
げ
た
活
動
に
参
加
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

200 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
事
業
に
か
か
る
　
補
助
・
助
成
・
共
催
・
事
業
委
託
一
覧

078 

観
察
の
こ
こ
ろ
み
│
ド
キ
ュ
メ
ン
ツ
／
カ
メ
ラ
と
箒
と
雑
巾
と

102 

保
育
園
で
の
こ
こ
ろ
み

112 

開
催
記
録

114 

ii
─
街
の
な
か
に
、
外
に
出
て
行
く
こ
と
、
街
の
な
か
の
き
ざ
し
を
つ
か
む

 

│
振
り
返
り
つ
つ
、
未
来
を
展
望
す
る

 

●
街
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
　
そ
し
て
、
街
は
誰
の
も
の
？

116 

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
が
で
き
る
ま
で

128 

誰
も
が
表
現
者
と
し
て
存
在
で
き
る
よ
う
な
、
市
民
を
巻
き
込
む
作
品
の
制
作
を
目
指
す

│
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井

 

●
越
境
す
る
こ
と
、
ア
ー
ト
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
ア
ー
ト
に
で
き
る
こ
と

139 

そ
の
後
の
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
東
京

│
岩
井
成
昭

145 
H

i-Blood Pressure 

ハ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
展

❖
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

125 

鈴
木
雅
子

143 

宮
下
美
穂

149 

瀧
本 

多
加
志

❖
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

180 

須
藤
み
ど
り

188 

鈴
木
祐
輔

193 

鈴
木
幹
雄

195 

マ
ス
タ
ー
（
村
松
真
文
）

108 

酒
井
桃
子



 年度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

 年度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
モノとコトをつくる
小学校の活動を例にしながら 

物語と出会う、自分の物語をつくる　
　幼い頃、私たちは物語の世界といわゆる現実の世界を自由に行ったり来たりすることができました。その頃は、こんなこと
はあるはずはない、こんなことはできないなと思わずに無限にあちらこちらをさすらう能力がありました。好奇心に裏打ちさ
れたその力は、長じて人が困難に遭遇した時に物の見方を変えたり裏返して見たり、笑い飛ばしたりする生きる技術にもつな
がっていきます。
　旅に出るという物語を想定しながら舟を作ったらどうなるでしょう？　心の中にたくさんの物語を描きながらの造形となる
はずです。また、小学校では国語の時間にたくさんの物語に接します。読む経験を漢字の習得や文字や文章の「理解」に留め
ず、出会った物語を実際に手を動かして描いてみたり歌ってみたり、友達と語らいながら一人ひとりの身体全体で受け止め、
描写される痛みや重さを感じながら物語の経験をその子なりの新しい表現につなげていくことを目指しました。

フィールドと交感する
　遠い昔の人たちが収穫のお祝いや冠婚葬祭に用いた仮面や踊り、季節ごとの風習にはその地域の風土に根付いた表
現が存在します。その表現には草や木々、川の流れや小さな生き物に心を通わせ自分を生かしてくれる風土に対する
畏敬の気持ちが込められています。
　私たちも、先入観や面倒臭い気持ちを追い払い、見慣れた風景を新しい気持ちで見直してみると、立ち止まって眺
めた野川の水面が光ること、当然のように見過ごしてしまう紙縒り（こより）をつくることの楽しさ、校庭に出て匂
いや音に心を澄ませると普段は見えてこない世界と出会うことができる、など、豊かなフィールドとの対話が生まれ
ます。そこにはその時そこにしか生まれない時間が存在します。造形するというプログラムを通して、フィールドと
心を通わせることで新しいものの見方を発見したり、新しい世界と出会うことができました。

モノとコトをつくる
　図工の時間は一見すると「モノ」を作る時間に思えます。木工作をしたり絵を描いたり、牛乳パックで街をつ
くったり。でも、図工室の様子をじっくり観察したらどうでしょう？　モノを作っていますが、たとえば太い木を
切る時に支えてくれるお友達と今までなかった交流が生まれたり、竹のささくれを削る作業の中で、竹で遊ぶ低学
年の子どもたちが怪我をしないといいなという気持ちだったり、他校のお友達と、手作りの楽器をはさんで初めて
出会う時、緊張しながらひたすら相手のことを想像する時間だったりします。図工の時間には、モノをつくるだけ
ではないさまざまなできごとが満ちています。ものづくりだけでなく、そこで生まれる「コト」は、造形だけでな
い成果として丁寧に考えることが必要です。

みること、描くこと
　描くことは見ること、そこで求められる「見ること」は、ただ、表面を眺めるだけではなく、このものは一体
何？　と、「観る」ことも必要になります。真似る、トレースする、上書きするだけであっても、そのものを、心
の中で見なければなりません。少なくとも向き合うことは求められます。自画像を描くためには、似ている、似て
いない、を超えて、ここにいる私は誰なのだろう？　ということを強く意識することになりました。
　描く過程は物事を理解することでもあります。喜びや悲しみなどの感情を持った私は、どのようなものとしてそ
こに存在しているのでしょう？　描く時間は自問自答の時間でもありました。また、出来上がった誰とも同じでな
い自画像が並んだことは、子どもたちにとってもかけがえのない自分と遭遇する時間となりました。

六年生のわたし 本町小自画像展
本町小学校　2017年2月～3月

ドラマチック図工時間
本町小学校　2014年11月～12月

ドキュメンツ／カメラと箒と雑巾と
本町小学校　2012年12月～2013年1月

前原たてもの園をつくろう！
前原小学校　2017年2月

音の贈りもの
前原小学校＋第四小学校　2015年12月～2016年1月

植物になった白線＠南小学校
南小学校　2012年11月

植物になった白線＠本町小学校
本町小学校　2011年12月

想起の遠足 本町小学校編
本町小学校　2017年12月

森の中に風景をつくる
緑小学校　2017年12月

見ないでおぼえましょう
第四小学校　2017年10月～11月

草や布をねじる、組む、そして空間を編む
第四小学校　2017年1月～2月

野川フィールドミュージアム
前原小学校　2015年1月～3月

本町 写し絵劇場
本町小学校　2015年11月～12月

森を動かす─ 困難なもの、固いものに向き合う
前原小学校　2014年1月～2月

いっぽんみちをあるいていたら
本町小学校　2014年1月～3月

1

2

3

4

i
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本
町
小
学
校
六
年
生
の
み
ん
な
へ

　

 

　
今
日
は
学
校
に
行
け
ず
に
残
念
で
す
が
、
日
下
先
生
と
大
人
た
ち
に
今
日
や
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
る
の

で
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
「
パ
レ
ー
ド
」
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

　
自
分
が
つ
く
っ
た
物
を
人
に
見
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
授
業
や
行
事
で
み
ん
な
も
や
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
「
パ
レ
ー
ド
」
で
は
知
ら
な
い
人
に
見
せ
た
り
、
話
し

か
け
た
り
も
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
知
ら
な
い
人
に
何
か
を
見
せ
た
り
、
何

か
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
み
ん
な

が
ま
だ
小
学
生
だ
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
み
ん
な
は
中
学
生
に
な
り
ま
す
が
、
知

ら
な
い
人
に
何
か
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
実
は
も
っ
と
大
人
に
な
っ
て
仕
事

を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
で
も
大
人
に
な
る
ま
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を

学
校
で
は
あ
ま
り
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
大
人
で
も
知
ら
な
い
人
に
何

か
を
す
る
の
が
苦
手
で
困
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、 〝
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
〞
か
ら
で
す
。

「
パ
レ
ー
ド
」
も
や
っ
て
み
る
ま
で
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
こ
う
や
っ
た
ら
絶
対
こ
う
な
る
よ
、
と

い
う
こ
と
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
僕
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、〝
ど
う

な
る
か
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
〞
を
や
る
の
は
、
僕
は
お
も
し
ろ
く
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
は
、
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

な
に
し
ろ
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
実
は
勉
強
だ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
て
、
こ
う
や
れ

ば
上
手
く
い
く
な
ん
て
本
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
は
そ
う
い
う
も
の
で
す
。
だ

か
ら
お
も
し
ろ
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
四
月
か
ら
の
中
学
校
生
活
だ
っ
て
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
わ
け
で
、
い
ま
か
ら
中
学
の
成
績
や
、
い
つ
何
が
起
き
る
か
わ

か
っ
て
た
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
い
で
し
ょ
？

　「
パ
レ
ー
ド
」
は
、〝
ビ
ッ
ク
リ
〞
と 〝
嬉
し
い
〞
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
ビ
ッ
ク
リ
し
て
く
れ
る
か
、
嬉
し
い
と
思
っ
て
く
れ
る
か
、
ど
う
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
で
も
み
ん
な
で
色
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
パ
レ
ー
ド
を
つ
く
っ

て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
ど
う
な
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
知
ら
な
い
人
の
と
こ
ろ

へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
や
っ
て
み
れ
ば
、
ど
う
な
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
「
発
見
」

と
言
い
ま
す
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
失
敗
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は
「
発
見
」

だ
け
で
す
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
で
何
か
を
「
発
見
」
し
た
ら
、
終
わ
っ
た
後
に
教
え

て
下
さ
い
。

　
み
ん
な
が
何
を
「
発
見
」
す
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
楽
し
み
で
す
。

1
 

物
語
と
出
会
う
、
自
分
の
物
語
を
つ
く
る
　

　い
っ
ぽ
ん
み
ち
を
あ
る
い
て
い
た
ら
─
本
町
小
学
校
─
二
〇
一
三
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
劇
作
家
、
演
出
家
の
多
田
淳
之
介
さ
ん
を
招
き
、
本
町
小
学
校
の
六
年
生
全
員
を
対
象
と
し
、
校
内
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
全
五
回
）
と
、
小
学
校
か
ら
小
金
井
市
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
絵
本 『
い
っ
ぽ
ん
み
ち
を
あ
る
い
て
い
た
ら
』（
市
居
み
か
）
を
読
み
、
参
考
に
し
な
が
ら

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
分
た
ち
な
り
の
物
語
を
つ
く
り
、
具
体
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
身
体
表
現
に
落
と

し
込
み
、
パ
レ
ー
ド
の
た
め
の
衣
装
や
持
ち
物
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
創
作
す
る
造
形
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
び
っ
く
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
」。
街
を
行
き
交
う
人
た
ち
に
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
て
少
し
嬉
し
い
体
験
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
見
知
ら
ぬ
人
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
で
き
る
の
か
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
考
え
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
見
知
ら
ぬ
街
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
を
通
じ
、
他
者
へ
の
想
像
力
を

も
ち
、
豊
か
な
関
係
性
を
形
成
す
る
た
め
の
子
ど
も
た
ち
自
身
の
表
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

◉
内
容

　
初
回
の
授
業
で
は
、
自
己
紹
介
と
し
て
、
多
田
淳
之
介
さ
ん
が
二
人
の
役
者
と
と
も
に
「
演
じ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
身
体
を
使
う
こ
と
で
、
怒
り
や
喜
び
の
感
情
を
は
じ
め
、
親
密
さ
と
い
っ
た
気

配
や
、
重
さ
、
軽
さ
な
ど
の
体
で
感
じ
る
感
覚
を
他
者
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
子
ど
も
た
ち
は
少
し
気
づ
い
た
様
子
で
し
た
。
そ
の
あ
と
、
体
育
館
に
移
動
し
、
身

体
を
動
か
す
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
や
、
身
体
を
使
っ
て
友
だ
ち
同
士
で
空
間
に
何
か
を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
、
何
か
を

想
像
し
な
が
ら
身
体
を
動
か
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
回
目
の
授
業
で
は
、
絵
本
『
い
っ
ぽ
ん
み
ち
を
あ
る
い
て
い
た
ら
』
に
描
か
れ
て
い
る
内
容
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
読

み
下
し
、
自
分
た
ち
の
表
現
を
目
指
し
ま
し
た
。
大
き
な
お
ば
あ
さ
ん
や
小
さ
な
人
、
体
の
長
い
猫
な
ど
奇
想
天
外
な
人

や
動
物
に
次
々
出
会
っ
て
い
く
絵
本
で
す
。
こ
の
本
の
あ
と
が
き
に
は
、「
い
ろ
ん
な
人
に
出
会
い
な
が
ら
、
み
ん
な
今
日

も
、
何
が
先
に
待
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
自
分
一
人
の
一
本
道
を
歩
い
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。
道
で
大
き
な
お
ば
さ

ん
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
迂
回
す
る
か
？
　
内
容
を
読
み
取
り
、
解
釈
し
、
自
分
た
ち
が
感
じ
取
っ
た

も
の
を
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
、
こ
の
授
業
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
こ
と
へ
の
戸
惑

い
が
子
ど
も
た
ち
の
間
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、多
田
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に
手
紙
を
書
き
、配
布
し
ま
し
た
。
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と
歩
き
ま
し
た
。

◉
子
ど
も
た
ち
の
声

　
以
下
に
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
記
し
ま
す
。

▼
予
想
外
だ
っ
た
こ
と
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
ア
メ
（
ら
し
き

も
の
）
を
受
け
取
り
、
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
人
で
も
優
し
い
心
は
持
っ
て
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

▼
知
ら
な
い
人
が
ぼ
く
に
「
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
」
と
返
し
て
く

れ
た
。
そ
の
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

▼
僕
は
一
つ
み
つ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
人
た

ち
か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
く
じ
け
ず

パ
レ
ー
ド
を
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
自
分
を
み
つ
け
ま
し
た
。

▼
自
分
自
身
の
課
題
だ
っ
た
「
自
分
を
越
え
る
」
こ
と
が
で

き
た
の
が
予
想
外
で
、
自
然
に
で
き
た
の
だ
と
思
う
と
よ
ほ

ど
楽
し
ん
で
い
た
の
だ
と
分
か
っ
た
。

▼
い
ざ
声
を
か
け
て
も
ほ
め
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
ら
ず
、
少

し
沈
黙
が
あ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
悪
か
っ
た
こ
と
で
す
。

▼
も
と
を
た
ど
れ
ば
、
一
冊
の
絵
本
を
読
ん
だ
こ
と
で
表
現

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
が
味
わ
え
た
こ
と
に
私
は
驚
い

て
い
ま
す
。
最
初
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
体
験
を
す
る
と
は

思
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

▼
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
渡
す
時
に
「
は
い
ど
う
ぞ
」
と
言
っ
て
わ

た
す
と
「
ニ
セ
モ
ノ
か
」、「
た
べ
ら
れ
な
い
の
？
」
と
言
わ

　
ち
な
み
に
、
僕
が
い
ち
ば
ん
ビ
ッ
ク
リ
し
て
嬉
し
い
の
は
、
み
ん
な
が
色
々
な

「
発
見
」
を
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
僕
の
こ
と
も
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
て
、
嬉

し
く
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
。
　
多
田
淳
之
介

　　
三
回
目
の
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
街
で
出
会
っ
た
人
が
「
ち
ょ
っ

と
び
っ
く
り
し
て
嬉
し
い
」
と
感
じ
て
く
れ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え
ま
し

た
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
ご
と
に
（
均
一
な
人
数
な
ど
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
）
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
ま
し
た
。
以
下
、
一
〇
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
ま
し
た
。

一
　
　
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
な
が
ら
ク
イ
ズ
を
出
し
、
当
た
っ
た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
渡
す

二
　
　
七
人
の
不
良
が
出
会
っ
た
人
に
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
も
ら
う

三
　
　
幸
せ
に
な
る
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

四
　
　
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ト
レ
イ
ン （
そ
の
一
、二
）

五
　
　
マ
フ
ネ
コ
　
出
会
っ
た
人
に
五
秒
間
ぬ
く
も
り
を
マ
フ

ラ
ー
す
る

六
　
　
一
列
に
並
ん
で
一
〇
カ
国
語
で
こ
ん
に
ち
は
と
い
う

七
　
　
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
メ
ダ
ル
を
か
け
る

八
　
　
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
体
操
を
す
る

九
　
　
自
作
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
リ
モ
コ
ン
を
通
行
人
に
渡
し
て
動

か
し
て
も
ら
う

一
〇
　
怪
し
げ
な
格
好
を
し
た
女
子
が
突
然
囲
ん
で
ほ
め
ま
く
る
　

　
四
回
目
、
五
回
目
の
授
業
で
は
、
パ
レ
ー
ド
の
ア
イ
デ
ア
を
考

え
な
が
ら
、
衣
装
や
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
二
ク
ラ
ス
合
同
で
市
民
ス
タ
ッ
フ
、
担
任
、

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
と
小
学
校
か
ら
小
金
井
市
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
ま

で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
初
め
て

会
う
人
に
声
を
か
け
る
な
ど
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
工
夫
を
凝
ら
し
、
出
会
っ
た
人
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
る

か
、
思
う
か
を
想
像
し
、
出
会
う
人
に
準
備
し
た
働
き
か
け
を
し

な
が
ら
街
を
歩
き
ま
し
た
。

　
各
授
業
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ

に
地
域
の
市
民
や
学
生
な
ど
の
大
人
が
入
り
、
パ
レ
ー
ド
当
日
の

地
元
商
店
街
や
近
隣
住
宅
へ
の
挨
拶
な
ど
も
含
め
、
子
ど
も
た
ち
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れ
少
し
残
念
で
し
た
。「
願
い
が

叶
う
キ
ャ
ン
デ
ィ
で
す
よ
」
と

言
っ
て
わ
た
す
と
み
な
さ
ん
と
て

も
喜
ん
で
も
ら
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
配
っ
て
い
る
と

き
に
、
配
っ
て
い
る
人
の
中
で
だ

ん
だ
ん
と
歌
が
で
き
て
き
て
、
そ

の
歌
が
お
も
し
ろ
く
て
、
キ
ャ
ン

デ
ィ
を
配
る
の
が
と
て
も
た
の
し

か
っ
た
で
す
。

▼
パ
レ
ー
ド
を
や
っ
て
い
る
中
で

お
年
寄
り
の
方
々
は
挨
拶
を
返
し

て
く
れ
る
け
れ
ど
、
二
〇
代
か
ら

三
〇
代
の
人
は
素
通
り
と
い
う
感

じ
で
「
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
な

の
か
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
多
田
さ
ん
の
授

業
で
は
主
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

を
習
っ
て
い
た
の
で
、
メ
ダ
ル
を

わ
た
す
時
、
わ
た
さ
れ
た
相
手
の

よ
う
す
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
相
手
が
快
く
受
け

と
っ
て
く
れ
る
よ
う
す
を
想
像
し

て
い
た
け
れ
ど
、
断
る
人
も
い
た

の
で
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
他
の
人

に
は
首
に
か
け
て
あ
げ
よ
う
と
し

た
ら
よ
け
ら
れ
て
い
た
人
も
い
た

の
で
可
哀
想
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
図
工
専
科
の
担
当
の
日
下
先
生
か

ら
は
、「
感
想
を
読
ん
で
実
施
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
感
想
の
中
で

一
番
多
か
っ
た
の
は
『
ひ
と
が
嬉
し
く

な
る
と
自
分
も
嬉
し
く
な
る
』
と
い
う

コ
メ
ン
ト
で
す
。
自
分
が
し
た
こ
と
で

人
が
笑
っ
て
く
れ
る
と
気
分
が
い
い
な
と
知
っ
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
多
田
さ
ん
に
つ
い
て

の
お
べ
っ
か
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

森
を
動
か
す
│
困
難
な
も
の
、
固
い
も
の
に
向
き
合
う
─
前
原
小
学
校
─
二
〇
一
三
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
前
原
小
学
校
の
す
ぐ
脇
に
は
野
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
少
し
歩
く
と
武
蔵
野
公
園
や
野
川
公
園
も
あ
り
、
市
内

で
も
外
遊
び
が
で
き
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
学
校
で
す
。

　
こ
の
学
校
の
五
年
生
三
ク
ラ
ス
を
対
象
に
し
て
、
自
然
素
材
を
使
っ
て
造
形
を
し
、
そ
の
造
形
物
を
用
い
て
野

川
と
触
れ
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
造
形
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
取
り
扱
い
が
困
難
な
素
材
を
あ
え
て
用
い
ま
し
た
。
日
頃
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い

自
然
素
材
、
重
た
い
も
の
、
取
り
扱
い
が
技
術
的
に
難
し
か
っ
た
り
、
厄
介
だ
っ
た
り
す
る
も
の
を
扱
う
作
業
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
学
ん
だ
り
、
難
し
そ
う
に
見
え
て
も
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
心
の
あ
り
方
を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
危
険
だ
か
ら
と
い
う
理
由

で
、
多
様
な
道
具
を
手
渡
さ
ず
に
、
キ
ッ
ト
化
さ
れ
た
教
材
や
工
夫
を
要
し
な
い
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
（
接
着
剤
）
な

ど
が
利
用
さ
れ
る
と
い
う
、
一
般
的
な
図
工
の
授
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
授
業
で
は
、
キ
ッ

ト
化
さ
れ
た
材
料
が
提
供
す
る
よ
う
な
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
完
成
形
は
あ
り
ま

せ
ん
。
言
わ
ば
解
答
の
見
え
な
い
も
の
に
、
子
ど
も
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
力
で
向
き
合

う
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

　
野
川
と
触
れ
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
働
き
か
け
次
第
で
遊
び
慣
れ
た
場
所
や
風
景

を
、
ふ
だ
ん
見
慣
れ
た
も
の
か
ら
違
う
も
の
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
実

感
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。

◉
内
容

1
─ 

事
前
準
備

│
実
験

　
授
業
で
は
、
舟
を
造
形
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
事
前
に
図
工
専
科
の
先
生
と
私
た

ち
は
、
舟
を
つ
く
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
材
料
が
適
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
程
度
の
難

易
度
で
あ
れ
ば
、
定
め
ら
れ
た
時
間
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
思
う
存
分
に
造
形
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
何
度
か
に
わ
た
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
実
験
で
は
、
材
料
と
し

て
、
杉
な
ど
の
針
葉
樹
は
柔
ら
か
い
が
木
の
繊
維
が
一
方
向
で
あ
る
た
め
に
造
形
の
多

様
性
が
得
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
硬
い
け
れ
ど
手
応
え
が
あ
る
桜
の
木
を
用

い
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
表
情
豊
か
な
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
立
派
な
桜
の
原
木
、
長
い

ん
な
続
け
た
い
と
思
っ
た
し
、
担
任
の
先
生
も
い

い
活
動
だ
っ
た
な
あ
と
い
う
ふ
う
に
…
…
。
あ
の

と
き
の
子
ど
も
た
ち
、
も
の
す
ご
い
影
響
を
受
け

て
。
ち
ょ
っ
と
難
し
い
子
た
ち
が
い
た
け
ど
、
そ

の
子
た
ち
が
軒
並
み
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
よ

ね
。
や
っ
ぱ
り
そ
の
子
た
ち
の
そ
の
姿
を
見
て
、

担
任
も
変
わ
る
し
、
私
も
「
あ
あ
っ
」
と
思
う
。

や
は
り
学
校
は
子
ど
も
の
変
容
で
評
価
す
る
か
、

そ
う
い
う
価
値
が
あ
っ
た
活
動
だ
っ
た
か
ら
、
み

ん
な
が
「
あ
あ
、面
白
か
っ
た
な
、良
か
っ
た
な
」

と
思
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

＊
く
さ
か
・
み
わ
│
本
町
小
学
校
・
図
工
専
科
。
平
成
一
六
年

の
「
は
け
の
森
美
術
館
」
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
市
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
」
よ
り
お
話
を
頂
き
、

平
成
二
三
年
よ
り
小
金
井
市
立
本
町
小
学
校
に
お
い
て
ア
ー
ト
フ

ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
や
学
芸
大
と
の
連
携
授
業
を
始
め
る
。
初
め
て

の
連
携
授
業
に
お
い
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
関
わ
る
こ
と
で
大
き

く
変
容
す
る
子
ど
も
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
、
是
非
こ
う
い
っ

た
機
会
を
翌
年
か
ら
も
続
け
た
い
と
希
望
。
そ
の
後
も
機
会
に
恵

ま
れ
毎
年
六
年
生
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
普
段
出

会
う
チ
ャ
ン
ス
の
な
い
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
個
性
豊
か
に
、
子

ど
も
た
ち
の
育
ち
を
見
守
っ
て
く
れ

る
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
の
関
わ
り
は
、

素
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
す
っ
と
入

り
込
み
、
豊
か
な
成
長
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
是
非
、
今
後
も
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

日
下
美
和

携
授
業
は
子
ど
も
た
ち
が
普
段
出
会
わ
な
い
人
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
の
が
一
番
い
い
点
で
し
た
。
宮
下
さ
ん
た
ち
は
連
携
授
業

の
時
出
会
う
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
わ
け
な
の
で
す
が
、
普
通
、
他
の
勉
強
や

私
の
授
業
は
「
学
校
に
い
る
僕
た
ち
私
た
ち
」
と
い
う
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
み
ん

な
学
習
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
連
携
授
業
の
と
き
に
は
学
校
と
い
う
入
れ
物
に
い

な
が
ら
、「
素
で
あ
る
私
た
ち
、
僕
た
ち
」
に
な
っ
て
い
る
瞬
間
が
見
ら
れ
る
の

が
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
風
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

と
い
う
言
い
方
は
変
だ
な
あ
…
…
、
開
放
さ
れ
る
と
い
う
感
じ
な
の
か
な
？
　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
心
が
開
放
さ
れ
る
感
じ

の
姿
に
子
ど
も
た
ち
が
な
れ
る
時
間
と
空
間
だ
っ
た
な
あ
っ
て
。
そ
れ
を
学
校
と
い
う
箱
の
中
で
で
き
た
こ
と
に
や
は
り
価

値
が
あ
っ
た
な
あ
っ
て
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
ん
な
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が
来
る
の
だ
け
ど
、
だ
い
た
い
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
キ
ッ
ト
的
な

授
業
を
持
っ
て
来
て
、
や
っ
て
「
は
い
、
終
わ
り
」
と
い
う
も
の
な
の
で
す
が
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
は

毎
回
、
今
年
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
話
し
た
り
し
な
が
ら
、
で
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
し
ま
す
か
？
　
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ら
れ
る
の
で
、
本
当
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
で
は
な
い
子
ど
も
た
ち
に
合
っ
た
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
ア
ー
ト
フ
ル
の

方
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
く
れ
る
わ
け
で
す
が
、
人
間
教
育
と
い
う
部
分
で
ズ
レ
て
い

な
い
。
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
の
が
一
番
大
き
い
と
は
思
う
の
で
す
け
ど
、
本
当
の
芯
の
部
分
と
い
う
の
が
ブ
レ
て
い

な
く
て
、
単
純
に
あ
あ
、
楽
し
か
っ
た
と
い
う
よ
り
も
深
い
学
び
が
で
き
て
い
た
。

　
私
が
、
こ
う
い
う
人
が
来
て
く
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
う
変
容
し
た
ん
だ
と
い
う
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
、

岩
井
優
さ
ん
の
時
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
し
ち
ゃ
っ
て
、
ま
あ
」
み
た
い
な
。
そ
れ
を
、
子
ど
も
た
ち
が
面
白
が
っ
た
と
い

う
の
が
一
番
大
き
な
驚
き
で
し
た
。
自
分
も
こ
こ
ま
で
で
き
る
ん
だ
と
い
う
の
が
、
最
初
は
強
か
っ
た
。
自
分
も
そ
れ
を

「
や
っ
て
い
い
ん
だ
」
と
い
う
と
変
だ
け
ど
、
こ
れ
は
学
校
教
育
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
位
置
付
け
ら
れ
た
活
動
で
「
や
っ
て
い

い
ん
だ
な
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ち
ゃ
ん
と
落
ち
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
印
象
深
か
っ
た
と
い
う
か
。

　
マ
タ
ギ
を
招
い
た
時
は
国
語
の
授
業
と
図
工
を
連
携
さ
せ
、
担
任
の
先
生
と
も
、
ち
ゃ
ん
と
打
ち
合
わ
せ
も
さ
せ
て
い
た

だ
け
た
。
担
任
の
先
生
は
振
り
返
り
会
も
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
お
子
さ
ん
の
話
も
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
良

か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
学
校
の
中
で
図
工
か
ら
学
級
ま
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
ら
面
白

か
っ
た
な
あ
と
い
う
感
じ
は
し
ま
す
ね
。

　
前
に
何
度
か
高
学
年
を
持
っ
て
い
て
、
連
携
授
業
を
体
験
し
て
い
る
学
級
担
任
が
一
昨
年
、
国
語
の
宮
沢
賢
治
の
と
こ
ろ

と
図
工
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
提
案
に
、「
で
き
る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
担
任
の
先
生
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、「
こ
こ
使
え

る
か
も
？
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
、
他
教
科
に
広
げ
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
た

子
ど
も
た
ち
の
変
容
を
、
繰
り
返
し
た
先
生
は
見
て
い
る
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
興
味
が
持
て
た
の
で
は
な
い
か
な
。
だ
か
ら
み

❖
連
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力
し
て
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
初
回
の
授
業
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
紹
介
、
授
業
の
概
説
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
、
ま
た
舟
に

関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
た
め
、
ヨ
ッ
ト
競
技
の
全
日
本
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
た
市
民
が
舟
の
仕

組
み
や
可
能
性
、
魅
力
に
つ
い
て
語
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。 

　
二
回
目
の
授
業
で
は
、
山
積
み
の
材
料
の
中
か
ら
自
分
が
使
い
た
い
材
料
を
お
も
い
お
も
い
に
選

び
、
鋸
を
使
っ
て
切
り
出
し
、
大
人
の
力
を
借
り
て
鉈
で
半
裁
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
か

て
ー
」「
お
も
て
ー
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
り
、
木
の
皮
が
付
い
た
ま
ま
の
木
材
同
士
を
接
着
し
よ

う
と
す
る
も
う
ま
く
い
か
ず
、
皮
を
剥
い
で
み
た
り
、
ボ
ン
ド
が
効
く
よ
う
に
削
り
出
し
た
り
と
い
う

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
鋸
や
鉈
を
使
う
こ
と
が
初
め
て
の
子
ど
も
も
多
く
、
体
の
向
き
と
刃
物
の
向

き
、
力
加
減
な
ど
の
助
言
は
と
て
も
大
切
で
し
た
。
ま
た
、
ど
う
し
た
ら
思
い
ど
お
り
の
形
が
で
き
る

の
か
、
子
ど
も
た
ち
は
一
つ
ひ
と
つ
を
や
り
な
が
ら
考
え
、
と
き
に
思
い
ど
お
り
に
刃
物
が
動
か
な

か
っ
た
か
ら
こ
そ
意
図
し
な
い
形
が
生
ま
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た
次
の
形
へ
の
想
像
力
が
生
ま

れ
る
と
い
う
体
験
も
し
ま
し
た
。

　
三
回
目
の
授
業
で
は
帆
、
オ
ー
ル
や
装
飾
な
ど
を
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
な
ど

簡
単
に
接
着
で
き
る
材
料
は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
和
紙
と
木
材
を
つ
な
げ
る
た
め
、
和
紙
を
針
と
糸

で
縫
っ
た
り
、
持
ち
寄
っ
た
金
属
を
釘
を

使
っ
て
木
に
止
め
る
な
ど
、
多
様
な
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
授
業
の
あ
と
、
ふ
だ
ん
身
近
に
感
じ
て
い

る
野
川
に
つ
く
っ
た
舟
を
流
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
こ
の
舟
に
自
分
た
ち
が
乗
っ
て

舟
出
を
し
、
そ
の
行
き
先
を
想
像
し
ま
し

た
。
帆
を
つ
く
る
、
オ
ー
ル
を
つ
く
る
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
旅
の
同
伴
者
と
し
て
楽
し

い
仲
間
、
想
像
の
船
出
の
中
に
は
た
く
さ
ん

の
物
語
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
体

験
は
、
図
工
の
時
間
を
子
ど
も
の
個
人
的
な

体
験
と
し
て
よ
り
深
い
も
の
に
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
図
工
専
科
の
先
生
は
、
常
々
「
子
ど
も
た

ち
を
地
域
に
返
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
の
授
業
が
塀
に
囲
ま
れ
た
中
だ
け
で
完

結
す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
を
取
り
巻
く
環

境
と
の
相
互
作
用
で
成
り
立
つ
こ
と
は
と
て

も
豊
か
な
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
し
た
。

も
の
は
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、
直
径
も
二
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
、
節
が
あ
っ
た
り
ね
じ
曲
が
っ
て

い
た
り
、
苔
が
生
え
て
い
る
も
の
も
含
め
て
用
意
し
ま

し
た
。

2
─
道
具
の
こ
と

　
よ
く
切
れ
な
い
刃
物
は
不
要
な
力
を
か
け
て
し
ま

い
、
暴
走
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
刃
物
は
よ
く
切
れ

る
ほ
う
が
扱
い
や
す
く
、
怪
我
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

ひ
と
ク
ラ
ス
分
の
丸
ノ
ミ
を
よ
く
切
れ
る
よ
う
研
ぎ
出

し
、
鋸の
こ
ぎ
り、
木
槌
、
金
槌
、
錐き
り

、
鉈な
た

、
釘
、
木
工
用
ボ
ン

ド
な
ど
と
と
も
に
用
意
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
大
人

は
、
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
の
電
動
工
具
を
用
意
し
ま
し
た

が
、
基
本
的
に
子
ど
も
た
ち
は
電
動
工
具
は
使
わ
な
い

こ
と
に
し
ま
し
た
。

3
─
授
業
の
す
す
め
か
た

　
一
ク
ラ
ス
を
六
、七
名
の
班
に
分
け
、
大
人
が
班
ご

と
に
一
人
の
割
合
で
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
ま
し
た
。
サ

ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
大
人
の
役
目
は
、
刃
物
の
使
い
方
、

混
雑
す
る
図
工
室
の
中
で
の
刃
物
の
向
き
な
ど
に
留
意

し
、
子
ど
も
た
ち
が
道
具
の
安
全
な
使
い
方
を
見
つ
け

て
い
く
よ
う
な
支
援
で
す
。
ま
た
、
硬
く
、
切
る
こ
と

も
釘
な
ど
を
打
つ
こ
と
も
難
し
い
大
き
い
木
の
節
を
選

ん
だ
子
ど
も
に
は
、
む
し
ろ
そ
こ
を
生
か
し
て
造
形
す

る
こ
と
に
一
緒
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
な
ど
、「
教

え
る
大
人
、
教
え
ら
れ
る
子
ど
も
」
と
い
う
構
造
に
は

ま
ら
な
い
関
与
を
こ
こ
ろ
み
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
で
は
、
小
学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
経

験
の
な
い
彫
刻
家
を
あ
え
て
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
招
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
経
験
よ
り
も
、
彫
刻
と
い
う
領
域
の
専
門
性
を

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
求
め
た
た
め
で
す
。
さ
ら
に
図
工
を
担
当
す
る
先
生
の
現

場
へ
の
理
解
、
課
題
認
識
を
も
っ
と
も
重
視
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
主
導
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
し
な
い
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
材
料
の
選
定
、
加
工
方
法
、
道
具
の
使
い
方
、
道
具
の
手
入
れ
な
ど
に
注
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◉
授
業
を
終
え
て

　
参
加
し
た
大
人
と
図
工
専
科
の
担
当
し
た
先
生
と
の
振
り
返
り
の
際
に
も
っ
と
も
話

題
に
な
っ
た
の
は
、
ど
の
段
階
で
大
人
が
子
ど
も
の
作
業
に
手
を
出
す
か
と
い
う
点
で

し
た
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
児
童
が
丸
ノ
ミ
や
鉈
に
触
れ
る
の
は
初
め
て
、
ま
た
図
工
室
全

体
を
使
っ
て
危
険
な
道
具
を
使
用
す
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
程

度
、
危
険
を
認
識
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
段
階
で
大
人
が
介
入
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
の
か
、
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
た
ん
な
る
危
険
回
避
で
は
な
く
、
授
業
の
意
図
に
即
し

た
危
険
の
度
合
い
も
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。
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書
で
読
ん
で
い
な
い
宮
沢
賢
治
の
物
語
を
あ
え
て
選
び
ま
し
た
。

2
─
表
現
の
技
法
の
こ
と

 

①
写
し
絵
の
こ
と

│
先
に
挙
げ
た
五
つ
の
意
図
の
も
と
で
こ
の
授

業
を
進
め
る
た
め
に
、
も
っ
と
も
適
切
な
方
法
は
な
ん
だ
ろ
う
か
？
　

宮
沢
賢
治
が
描
き
出
す
時
間
、
空
間
の
奥
行
き
、
豊
か
な
色
彩
、
水
や

光
の
描
写
を
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
身
体
の
中
で
深
く
と
ら
え
る
に

は
「
写
し
絵
」
が
適
し
て
い
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
写
し
絵
と
は
、
江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
表
現
技
術
で
、
光
源
の
前
に

着
彩
さ
れ
た
絵
を
置
き
、
レ
ン
ズ
を
通
し
て
そ
の
絵
を
投
影
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
描
か
れ
た
絵
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
歪
ん
だ
り
、
小
さ

く
な
っ
た
り
、
不
意
に
消
え
た
り
す
る
様
は
、
画
用
紙
へ
の
描
画
と
異

な
り
ま
す
。
ご
く
ご
く
ゆ
っ
く
り
動
く
時
間
や
さ
っ
と
鋭
角
的
に
変
化

す
る
図
像
、
ほ
か
の
図
像
と
重
な
り
合
う
こ
と
な
ど
で
空
間
的
な
深
み

や
奥
行
き
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
描
い
た
絵

を
枠
（
種
板
）
に
貼
り
、
そ
の
枠
を
光
源
の
前
に
設
置
し
、
絵
を
送
っ

て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
五
枚
の
絵

を
貼
り
付
け
る
こ
と

の
で
き
る
種
板
を
用

意
し
、
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
二
つ
の
風

呂
（
投
影
す
る
道

具
）
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
（
五
枚
の
種
板

に
絵
を
描
い
て
い
く

こ
と
は
、
当
初
、
出

来
事
と
出
来
事
の
関

係
性
を
把
握
し
、
物

語
を
分
解
し
理
解
す

る
た
め
に
有
効
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
こ
の
点
に
関
し

て
は
、
反
省
が
あ
り

本
町 
写
し
絵
劇
場
─
本
町
小
学
校
─
二
〇
一
五
年
度
　

　◉
こ
こ
ろ
み
た
こ
と

　
こ
の
年
の
小
学
校
六
年
生
の
国
語
の
教
科
書
に
は
宮
沢
賢
治
の
『
や
ま
な
し
』
が
載
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
物
語
が
も
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
力
は
と
て
も
深
い
も
の
が
あ
り
、

読
み
手
に
思
索
的
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
宮
沢
賢
治
を
読
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
体
験
を
も
と
に
、
図
工
と
国
語
の
授
業
時

間
を
連
携
し
、
国
語
で
の
体
験
を
図
工
の
授
業
を
使
っ
て
深
め
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
ま
し

た
。
六
年
生
全
員
が
写
し
絵
を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
て
い
る
宮
沢
賢
治
の
世
界
を
表

現
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
教
科
間
の
連
携
に
あ
た
っ
て
意
図
し
た
こ
と
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
国
語
で
学
ん
だ
宮
沢
賢
治
の
体
験
を
下
敷
き
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の

奥
深
く
に
あ
る
、
そ
の
子
ど
も
に
し
か
な
い
世
界
観
を
、
写
し
絵
と
い
う
表
現
の
技
術
を

使
っ
て
引
き
出
す
。

②
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
表
現
を
深
め
な
が
ら
も
グ
ル
ー
プ
で
の
制
作
や
発
表
を
行
う

こ
と
で
、
表
現
や
ア
イ
デ
ア
が
他
者
の
目
に
触
れ
、
表
現
が
相
対
化
さ
れ
る
。
ま
た
、
ひ
と

り
の
表
現
が
み
ん
な
の
表
現
と
混
じ
り
合
う
こ
と
で
複
合
的
な
物
語
経
験
が
生
ま
れ
、
そ
の

過
程
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
の
思
索
の
過
程
を
深
め
る
。

③
描
く
こ
と
を
通
し
て
、
物
語
の
読
解
を
よ
り
深
め
る
。

④
図
工
に
国
語
の
要
素
を
強
く
取
り
込
む
こ
と
で
、
全
体
的
な
体
験
と
し
て
の
子
ど
も
の
学

び
、
経
験
の
深
ま
り
を
生
む
。

⑤
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
身
体
全
体
を
使
っ
て
表
現
を
す
る
経
験
が
減
っ
て
い
る
。
小
さ
い

画
面
に
描
い
て
み
る
不
自
由
さ
、
写
し
絵
の
投
影
に
あ
た
っ
て
自
分
自
身
の
動
き
に
よ
っ
て

画
像
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
体
の
動
き
を
取
り
込
む
。

◉
授
業
の
内
容

1
─
授
業
の
主
題
に
つ
い
て

　
本
町
小
学
校
で
は
、
国
語
の
授
業
で
と
り
あ
げ
た
作
家
の
図
書
を
図
書
館
か
ら
移
し
、
廊
下
に
小
さ
な
文
庫
と
し

て
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
が
作
品

を
一
つ
選
び
、
調
べ
学
習
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
宮
沢
賢
治
の
作
品
が
と
り
上
げ
ら
れ
た
際
も
、
ク
ラ
ス
の
前
の
廊
下
に
小
さ
な
文
庫
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
宮
沢
賢
治
経
験
が
積
み
重
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
国
語
と
連
携
し
、
宮
沢
賢
治
を
題
材
に

図
工
の
授
業
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
り
あ
げ
た
の
は
『
な
め
と
こ
や
ま
の
熊
』
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
教
科
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③
子
ど
も
た
ち
に
並
走
す
る
ス
タ
ッ
フ

の
こ
と

│
小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア

ク
シ
ョ
ン
！
の
事
業
で
は
、
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

回
も
、
市
民
の
方
々
が
授
業
の
サ
ポ
ー
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
の
場
は
子
ど
も
を
「
教
え
る
」
場

で
は
な
い
こ
と
、
大
人
は
正
解
を
も
っ
て

い
て
、
子
ど
も
は
も
っ
て
い
な
い
と
い
う

位
置
関
係
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
ま
た
各
回
の
授
業
ご
と
に
あ
る
主
題
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
考
え

ら
れ
る
の
か
、
事
前
に
準
備
も
重
ね
ま
し
た
。
こ
の
授
業
の
狙
い
に
つ
い
て

多
方
面
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
ま
た
、
写
し
絵
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
可
能
に
な
る
の
か
を
つ
か
む
た
め
に
、
劇
団
が
行
っ
た
写
し
絵
の
公
演
映

像
を
借
り
て
き
て
全
編
を
見
ま
し
た
。『
な
め
と
こ
山
の
熊
』
や
『
や
ま
な

し
』
を
読
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、『
詩
的
思
考
の
目
覚
め
』（
阿
部
公
彦
）
な

ど
、『
な
め
と
こ
山
の
熊
』
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
読
み
、
授
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
大
人
も
そ
の
世
界
に
あ
る
も
の
を
一
人
ひ
と
り
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
見
つ
け
た
大
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
し
て
子
ど
も
に
押
し
付

け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
、忘
れ
ず
に
共
有
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

④
物
語
の
体
験
を
深
め
る
こ
と

│
『
な
め
と
こ
山
の
熊
』
に
は
マ
タ
ギ
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
秋
田
県
か
ら
マ
タ
ギ
の
鈴
木
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
き
、
自
分
が
生
き
る
た
め
に
生
き
物
を
殺
す
こ
と
で
成
り
立
つ
マ
タ
ギ
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
で
行
う
狩
猟
や
熊
と
対
峙

し
た
経
験
、
射
止
め
た
熊
の
解
体
や
山
深
い
地
域
で
の
暮
ら
し
の
様
子
は
、

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
熊
の

胆
、
足
や
熊
の
食
べ
物
、
熊
を
授
か
っ
た
あ
と
、
解
体
す
る
と
き
に
用
い
た

刀
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
に
同
行
し
て
い
ら
し
た
マ
タ

ギ
見
習
い
を
し
て
い
る
青
年
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
パ
ッ
ク
に
詰
め

ら
れ
て
売
っ
て
い
る
肉
や
魚
に
疑
問
を
感
じ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん

と
考
え
て
み
よ
う
と
大
学
を
休
学
し
、
マ
タ
ギ
見
習
い
を
し
て
い
る
こ
と
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
す
。
物
語
を
分
節
化
す
る
に

は
紙
芝
居
の
よ
う
な
も
の
の
ほ

う
が
よ
く
、
写
し
絵
に
は
リ
ニ

ア
な
一
方
向
の
時
間
軸
だ
け
で

な
く
、
奥
行
き
、
物
事
の
重
な

り
合
い
に
よ
り
別
な
世
界
が
生

ま
れ
る
と
い
っ
た
可
能
性
に
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
見
る
中

で
大
人
が
気
づ
い
て
い
き
ま
し

た
）。

 

②
音
楽
の
こ
と

│
物
語
と

「
音
」
と
い
う
要
素
も
考
え
て

み
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
前
年
度

の
授
業
で
子
ど
も
た
ち
が
つ

く
っ
た
音
の
で
る
さ
ま
ざ
ま
な

ガ
ジ
ェ
ッ
ト
（
手
づ
く
り
の
レ

イ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
タ
ン
バ
リ

ン
の
よ
う
に
叩
く
と
音
の
出
る

も
の
、
段
ボ
ー
ル
に
穴
を
開
け

て
、
風
圧
で
音
が
鳴
る
鞴ふ
い
ごの
よ

う
な
も
の
）
を
用
意
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
楽
器

に
、
参
加
し
た
大
人
か
ら
も
手

づ
く
り
の
音
の
出
る
も
の
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
音
づ
く
り
に

は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
参
加

し
、
で
き
あ
が
っ
た
楽
器
を
あ

て
が
う
の
で
は
な
く
、
た
ん
な

る
「
効
果
」
を
超
え
た
音
の
表

現
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
図
し

な
が
ら
、
全
体
の
物
語
性
な
ど

に
つ
い
て
も
相
談
に
の
っ
た

り
、
一
緒
に
音
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

て
、
大
切
な
経
験
だ
と
い
う
こ
と
を
思
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
野
生
的
な

子
た
ち
で
も
あ
る
の
で
マ
タ
ギ
の
人
に
す
ご
く
く
ら
い
つ
い
て
、
熊
が
食
べ
る
木
の
実

と
か
、
熊
の
胃
や
血
を
乾
か
し
た
も
の
を
持
っ
て
き
て
食
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
が
、
も
の
す
ご
く
目
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。

＊
あ
い
ざ
わ
・
よ
う
こ
│
前
本
町
小
学
校
・
六
年
生
学
級
担
任

相
澤
陽
子

た
ち
が
二
年
間
学
級
担
任
を
し

て
い
る
こ
の
子
た
ち
は
、
例
え

ば
五
年
生
の
時
に
社
会
の
時
間
で
自
動
車
会
社

を
立
ち
上
げ
て
新
車
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
は
、
ど
う
し
て
も

自
分
の
つ
く
り
た
い
車
を
譲
れ
な
く
て
会
社
が

分
裂
し
た
グ
ル
ー
プ
が
二
グ
ル
ー
プ
あ
っ
て
、

一
人
に
な
っ
て
で
も
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
貫
く
と
い
う
人
た
ち
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ

で
何
か
を
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
集
団
だ
っ
た
の
で
す
が
、
き
の
う
見
た
感
じ
で
は
、

こ
の
わ
ず
か
な
時
間
に
集
ま
っ
て
、
何
を
つ
く
る
か
相
談
し
て
決
め
て
や
る
と
い
う
、
こ

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
非
常
に
困
難
な
課
題
に
ち
ゃ
ん
と
打
ち
勝
っ
て
み
ん
な
で
や
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
私
は
と
て
も
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。「
ま
あ
、
い
い
か
」
と
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
だ
な
と
い
う
の
が
、
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　
実
は
五
月
に
こ
の
子
た
ち
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
一
人
亡
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
命
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
ま
と

も
に
く
ら
っ
て
、
そ
こ
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
と
い
う
過
程
が
あ
っ
て
、
死
生
観
と
い
う
の
を
も
の
す
ご
く
強
烈
に
感
じ
な
が
ら
き

た
一
年
間
だ
っ
た
の
で
す
。
宮
沢
賢
治
の
『
や
ま
な
し
』
を
勉
強
し
、
最
終
的
に
感
想
文
、
解
説
文
を
書
い
た
の
で
す
が
、
た
と
え

ば
、「『
や
ま
な
し
』
を
通
し
て
、
死
の
陰
に
は
生
、
喜
び
が
あ
り
、
生
の
裏
に
は
死
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
命
は
命
に
助
け
ら
れ

て
生
き
て
い
る
と
い
う
命
の
大
切
さ
を
賢
治
は
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
思

い
や
、「
魚
に
は
賢
治
で
い
う
悲
し
さ
や
苦
の
部
分
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
逆
に
や
ま
な
し

の
ほ
う
は
一
生
を
全
う
し
、
ま
た
周
り
に
与
え
る
喜
び
が
酒
と
な
っ
て
出
て
き
て
い
る
。
五

月
と
一
二
月
の
情
景
に
は
一
つ
だ
け
共
通
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
食
で
あ
る
。
食
と
い
う
観
点

か
ら
見
る
と
、
ど
ち
ら
も
同
じ
だ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。『
や
ま

な
し
』
を
通
じ
て
死
生
観
、
命
の
こ
と
と
、
食
の
つ
な
が
り
み
た
い
な
も
の
を
漠
然
と
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
へ
マ
タ
ギ
の
方
が
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
熊
を
捕
っ
て
命
を
い
た
だ
く
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
マ
タ
ギ
の
方
に
二
一
歳
の
大
学
生
の
方
が
一
緒
に
つ
い
て
き
て
、

平
気
で
命
を
も
ら
っ
て
食
べ
て
い
る
の
に
、
殺
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
嫌
悪
感
を
持
っ
て
い

る
自
分
が
す
ご
く
嫌
と
い
う
か
、
そ
れ
っ
て
ど
う
な
の
だ
ろ
う
、
傲
慢
な
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
、
マ
タ
ギ
の
方
に
く
っ
つ
い
て
生
活
し
て
い
る
と
い
う
話
を
、
子
ど
も
た
ち
は
聞
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
も
の
す
ご
く
ま
と
も
に
受
け
止
め
て
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後
の
感
想
文
で

は
、
そ
の
大
学
生
の
方
の
命
の
大
切
さ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
子
ど
も
も
い

❖
私
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こ
の
段
階
で
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
　
と
い
う
戸
惑
い
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
、
大
袈
裟
に
言
う
と
「
格
闘
」
で

す
。
役
割
分
担
と
い
う
名
の
逃
避
や
、
合
議
で
は
な
く
自
分
の
意
見
を
と
お
し
た
い
と
い
う
意
志
も
子
ど
も
た
ち
の
中
に
見
ら
れ
は
し
た

も
の
の
、
多
く
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
も
わ
か
な
い
と
こ
ろ
に
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
戸
惑
い
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

3
─
進
め
方

　
子
ど
も
た
ち
は
写
し
絵
の
技
術
を
経
験
し
、
マ
タ
ギ
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
自
分
た
ち
の
物
語

を
表
現
す
る
こ
と
に
臨
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
一
人
ひ
と
り
が
表
現
し
た
い
こ
と
を
深
め
て
か
ら
、

自
分
た
ち
の
物
語
づ
く
り
に
と
り
か
か
る
グ
ル
ー
プ
や
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
主
題
を
決
め
て
か
ら

物
語
づ
く
り
に
と
り
か
か
る
グ
ル
ー
プ
、
ど
ち
ら
も
う
ま
く
い
か
ず
、
な
か
な
か
方
針
が
定
ま
ら

ず
に
混
迷
す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
ア
プ
ロ
ー
チ
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
マ
ッ
プ

を
つ
く
る
こ
と
で
表
現
し
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
は
自
分
た
ち
の
物
語
の
主
題
を

決
め
、
主
題
を
伝
え
る
た
め
の
絵
と
言
葉
を
選
び
、
音
を
つ
け
る
な
ど
で
表
現
の
幅
を
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　
途
中
、
グ
ル
ー
プ
内
で
テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い
、
役
割
分
担
が
で
き
な
い
、
表
現
し
た
い
こ
と

に
技
術
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
っ
た
迷
走
も
あ
り
ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
に
並
走
す
る
大
人
の
助

言
や
グ
ル
ー
プ
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ラ
ン
ス
で
発
表
に
至
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
授
業
の
最
終
日
に
は
、
多
目
的
室
で
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
保
護
者
や
担
任
、
ほ
か
の
ク
ラ

ス
の
先
生
方
を
招
き
、
二
ク
ラ
ス
で
一
〇
グ
ル
ー
プ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
五
分
か
ら
八
分
程
度
で

発
表
し
、
終
了
後
に
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
挨
拶
を
し
、
質
問
に
も
応
じ
ま
し
た
。
授
業
の
あ
と

に
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
作
文
で
は
、多
く
の
子
が
発
表
の
時
間
を
振
り
返
り
、「
ホ
ッ
と
し
た
」

「
も
っ
と
頑
張
れ
ば
よ
か
っ
た
」「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
達
成
で
き
た
」
な
ど
と
述
べ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
見
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
で
は
思
い
つ

か
な
か
っ
た
方
法
や
内
容
に
触
れ
、
感
嘆
す
る
記
述
も
あ
り
ま
し
た
。

　
発
表
で
は
、
写
し
絵
を
教
え
に
き
た
劇
団
結
城
座
の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
公

演
に
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ま
し
た
。

◉
授
業
を
終
え
て

　
授
業
の
あ
と
に
書
い
た
子
ど
も
た
ち
の
作
文
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
マ
タ
ギ
の
話
や
写
し
絵
の

体
験
を
経
て
、
実
際
に
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
て
み
る
と
い
う
段
階
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
困
難
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

▼
写
し
絵
の
上
映
・
準
備
を
や
っ
て
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
し
っ
か
り
自
分
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
一
つ
の

作
品
が
完
成
し
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
準
備
を
し
て
い
る
と
き
に
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
や
、
上
映
中
に
あ

わ
て
て
し
ま
い
物
を
た
く
さ
ん
落
と
し
た
り
、
と
て
も
大
変
で
、
効
率
よ
く
進
め
る
こ
と
が
少
し
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。

▼
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
直
前
ま
で
、
も
め
合
い
を
し
て
い
た
の
で
、
で
き
る
の
か

と
て
も
不
安
で
し
た
。
で
も
、
一
つ
だ
け
グ
ル
ー
プ
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
誰
も
終
わ
っ

て
文
句
を
言
っ
た
り
、
人
の
せ
い
に
し
た
り
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

▼
人
と
物
語
を
考
え
て
も
の
を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
は
楽
し
い
と
感
じ
た
。「
ふ
ろ
」
は

き
れ
い
に
映
す
の
が
難
し
か
っ
た
。
最
初
は

全
然
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
。
紙
に

絵
を
描
い
て
い
る
う
ち
に
話
が
ま
と
ま
っ
て

き
た
。
ま
ず
は
書
き
出
し
て
み
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
た
。
最
初
の
絵
は
大
き
く
書
い

た
。
フ
ィ
ル
ム
に
小
さ
く
書
く
の
が
難
し

か
っ
た
。
昔
の
人
は
上
手
に
「
ふ
ろ
」
を

使
っ
て
映
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

ま
た
、「
ふ
ろ
」
を
つ
く
っ
た
人
た
ち
は
と

て
も
す
ご
い
と
思
っ
た
。
揉
め
た
り
し
た
班

も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
よ
い
作
品
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
人
と
話
し
合
う
こ

と
や
行
動
を
し
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
。
こ
れ
か
ら
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　「
解
答
の
な
い
問
い
」
に
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し

な
が
ら
立
ち
向
か
う
経
験
を
、
ど
の
く
ら
い
の
子

ど
も
た
ち
が
学
校
の
中
で
し
て
い
る
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
大
き
な
模
造
紙
を
敷
き
、
言
葉
だ
け

で
は
通
じ
に
く
い
ア
イ
デ
ア
を
視
覚
化
す
る
と
い

う
議
論
の
エ
ス
キ
ス
が
多
少
は
機
能
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
を

め
ぐ
っ
て
仮
説
や
代
替
案
を
出
し
て
く
る
と
い
う

よ
り
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
否
定
す
る
か
採
用
す

る
か
、
採
用
し
た
ら
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
頼
り
に
ど

の
程
度
ま
で
展
開
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
は

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
議
論
の
エ
ス
キ
ス
の
経
験

は
ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
た
め
に
役
に
立
ち
ま
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し
た
。▼

写
し
絵
は
昔
か
ら
の
も
の
で
、
今
で
言
う
映
画
と
は
ま
た
違
う

こ
と
を
知
っ
た
。
自
分
以
外
の
グ
ル
ー
プ
は
、
音
や
動
か
し
方
を

変
え
る
と
違
う
感
じ
が
生
ま
れ
て
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

自
分
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
足
音
や
キ
ラ
キ
ラ
光
る
感
じ
を
鈴
や
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
表
現
し
ま
し
た
。
風
呂
を
追
い
か
け
て
い
る
と

き
は
ぐ
る
ぐ
る
回
し
た
り
、
工
夫
し
ま
し
た
。
で
も
少
し
安
心
し

た
こ
と
は
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
風
呂
の
人
に
合
わ
せ
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
に
風
呂

の
人
を
見
て
い
な
く
て
、
先
々
進
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
機

会
が
あ
っ
た
ら
気
を
つ
け
た
い
で
す
。

▼
大
変
だ
っ
た
の
が
、
数
の
制
限
で
す
。
今
回
は
映
写
機
一
台
に

つ
き
フ
ィ
ル
ム
五
枚
だ
っ
た
の
で
、
映
写
機
二
台
と
フ
ィ
ル
ム
十

枚
の
中
で
ど
う
物
語
を
つ
く
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
つ

の
絵
に
つ
き
一
台
な
の
で
、
二
台
使
っ
て
動
き
を
出
し
た
り
、
セ
ロ
ハ
ン
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
色
を
変
え
る
な
ど
の
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の
学
習
で
、
ど
ん
な
も
の
で
も
そ
れ
な
ら
で
は
の
使
い
方
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

▼
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
絵
の
大
き
さ
を
意
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
に
合
っ
た
音
響
を
つ
け
る
こ
と
も
し

ま
し
た
。
音
響
と
絵
を
合
わ
せ
る
の
が
大
変
で
し
た
。
私
は
、
フ
ロ
ー
を
し
ま
し
た
。
大
き
さ
を
変
え
る
と
、
絵
が

ぼ
け
る
の
で
合
わ
せ
る
の
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。
話
を
決
め
る
と
き
、
み
ん
な
の
話
が
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
か
ら
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
ら
、自
分
自
身
す
ご
い
の
が
で
き
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

▼
写
し
絵
で
学
ん
だ
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
一
つ
の
機
械
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
横
に
フ
ィ
ル
ム
を
ず
ら
す
と
綺
麗
に
映
っ
た
り
、
大
き
さ
が
変
え
ら
れ
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
二
つ

目
は
、
物
語
は
絵
を
変
え
る
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
話
に
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
写
し
絵
の
発
表
時
に
、
同
じ
道
具

で
も
全
然
話
が
違
っ
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

▼
反
省
点
と
し
て 「
話
の
内
容
が
少
し
重
す
ぎ
た
か
な
」
と
感
じ
た
。
昔
か
ら
あ
る
文
化
に
触
れ
、
自
分
で
体
験
す

る
、
そ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
忘
れ
ず
、
ま
た
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る

き
っ
か
け
と
し
た
い
。
そ
れ
か
ら
写
し
絵
の
感
想
を
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
た
い
。

▼
今
回
こ
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は 「
ま
た
ぎ
」
に
つ
い
て
で
す
。
今
ま
で
は
、 

「
ま
た
ぎ
」
と
言
わ
れ
て
も
、
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
学
習
で
は
「
ま
た
ぎ
」
の
こ
と
に
つ
い
て
や

熊
の
食
べ
物
や
住
む
所
が
分
か
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

▼
今
回 「
本
町
小
、
写
し
絵
劇
場
」
を
し
て
昔
の
人
々
も
す
ば
ら
し
い
技
術
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。
私
達
は
現

在
、
テ
レ
ビ
や
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
を
使
っ
て
物
語
を
表
現
し
て
い
る
が
、
昔
の
人
々
は
今
み
た
い
な
〝
技
術
〞
に
た



029 028i　モノとコトをつくる│小学校の活動を例にしながら やってみる、たちどまる、そしてまたはじめる│小金井アートフル・アクション！（小金井市芸術文化振興計画推進事業）2009-2017 活動記録

2

 

フ
ィ
ー
ル
ド
と
交
感
す
る

野
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
─
前
原
小
学
校
─
二
〇
一
四
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
前
原
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
流
れ
る
野
川
は
、
毎
日
の
遊
び
場
と
し
て
も
、
教
材
と

し
て
も
、
と
て
も
身
近
で
大
切
な
場
所
で
す
。

　
こ
の
年
、
学
校
の
創
設
五
〇
周
年
を
迎
え
る
前
原
小
学
校
の
六
年
生
を
対
象
と
し
た
授
業
と
し
て
、
学
外
と
学
内
を
つ

な
ぐ
こ
と
を
め
ざ
し
た
前
原
の
が
わ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。
展
示
は
、
周
年
事
業
を
機
に
学
校
が
地
域
に
ひ

ら
か
れ
て
い
く
可
能
性
を
模
索
し
た
結
果
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

　
授
業
で
は
野
川
を
リ
サ
ー
チ
し
、
野
川
の
楽
し
さ
や
野
川
か
ら
触
発
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
展
示

し
て
い
き
ま
す
。
リ
サ
ー
チ
で
は
、
日
頃
、
見
慣
れ
た
場
所
を
新
し

い
眼
差
し
で
と
ら
え
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
に
物
事
を
伝
え
る
仕
組
み
と
し
て
の
美
術
館
が
ど
の
よ

う
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
も
学
び
、
制
作
に
生
か
し
ま
し
た
。
地

域
の
歴
史
、
地
域
の
資
源
と
つ
な
が
る
た
め
の
回
路
と
し
て
の
表
現

に
つ
い
て
探
求
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、
作
品
は
開
校
五
〇
周
年

記
念
作
品
展
「
マ
エ
ハ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〜
で
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、

ひ
び
き
あ
い
〜
」
と
し
て
学
内
外
で
展
示
し
、
近
隣
住
民
、
保
護
者

を
招
き
、
鑑
賞
す
る
機
会
に
し
ま
し
た
。

◉
お
こ
な
っ
た
こ
と

　
三
回
の
交
流
授
業
の
う
ち
、
一
回
は
武
蔵
野
美
術
大
学
の
杉
浦
幸

子
先
生
と
大
学
美
術
館
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
、
世
田
谷
美
術
館
の
学
芸

員
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
作
品
を
通
じ
て
人
に
何
か
を
伝
え
る
術

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
図
工
の
先
生
が
、
当
た
り
前
だ
と
思
い
込
ん
で
見
過
ご
し
て

し
ま
う
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
や
物
事
に
つ
い
て
、
考
え
方
や
見
方
を

変
え
る
こ
と
で
、
見
え
方
が
変
わ
る
こ
と
を
質
感
、
色
、
素
材
、
サ

イ
ズ
な
ど
の
事
例
で
写
真
を
使
っ
て
説
明
し
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ

よ
ら
ず
に
現
代
に
は
な
い
よ
う
な
広
い
想
像
力

を
使
っ
て
物
語
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
と
て
も

す
ご
い
と
思
っ
た
。
ま
た
昔
の
人
々
は
、
写
し

絵
を
見
る
側
に
も
す
ご
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
写

し
絵
は
声
や
背
景
な
ど
が
少
な
く
て
周
り
の
様

子
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
見
て
い
る
側
が
想
像
し
て
い
る
の
が
い

い
な
と
思
っ
た
。
ま
た
『
な
め
と
こ
山
の
熊
』

の
中
に
出
る
、
マ
タ
ギ
の
方
に
話
し
を
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
や
、
熊
の
こ
と
、
地
方
の
方
言
な

ど
が
知
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
発
表
会
で
、
他
の

班
の
人
た
ち
が
お
も
し
ろ
い
話
や
、
悲
し
い
話

を
つ
く
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。

5
─
次
に
つ
な
げ
る
た
め
に

　
い
か
に
物
語
を
読
解
す
る
か
、
ま
た
読
解
し
た
世
界
と
自
分
の
表
現
と
の
往
復
の
体
験
も
、
こ

の
授
業
で
目
指
し
た
こ
と
の
一
つ
で
す
。
今
回
は
物
語
、
描
画
、
音
、
投
影
と
た
く
さ
ん
の
要
素

が
入
っ
た
授
業
で
し
た
。

　
国
語
と
図
工
を
連
携
す
る
こ
と
で
、
教
科
で
分
断
さ
れ
な
い
総
体
と
し
て
の
経
験
が
子
ど
も
た

ち
に
生
ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
宮
沢
賢
治
と
写
し
絵
は
適
切
な
組
み
合
わ
せ
で
し
た
。
し
か

し
一
方
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
時
系
列
の
表
現
、
主
体
間
の
関
係
性
に
引
っ
張
ら
れ
、
写
し
絵

と
い
う
技
術
が
も
つ
奥
行
き
や
時
間
表
現
が
生
か
せ
な
か
っ
た
感
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
授
業
当

初
に
写
し
絵
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
解
説
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
本
来
、
写
し
絵

に
は
前
後
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
動
か
し
た
り
、
早
く
動
か
し
た
り
、
と
い
う
動
作
が
表
現
に
直
結
す
る
も
の
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
も
体
を
動
か
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
感
想
の
中
で
も
類
す
る
言
及
が
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と

と
言
え
ま
す
。

　
国
語
の
授
業
の
典
型
で
あ
る
書
き
手
が
い
て
（
作
品
が
あ
っ
て
）、
読
み
手
が
い
る
読
書
経
験
の
プ
ロ
セ
ス
に
造
形
を

加
え
る
こ
と
で
、
読
み
手
に
は
よ
り
深
い
読
解
の
過
程
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
い
か
に
読
解

す
る
か
」
を
め
ぐ
っ
て
絵
を
描
い
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
芝
居
を
つ
く
っ
て
み
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
と
て
も
意
義
の
あ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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生
ま
れ
、
色
、
形
、
植
物
素

材
、
振
動
、
光
を
抽
出
し
、

作
品
、
壁
画
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
遊

び
の
経
験
な
ど
か
ら
、
公
園

に
遊
び
に
き
た
子
ど
も
た
ち

に
向
け
た
遊
具
の
提
案
、
参

加
型
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
展
開
し
た
グ
ル
ー
プ
も

生
ま
れ
ま
し
た
。
環
境
に
働

き
か
け
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
授
業
の
最
初
に
物
の
見
方
を
少
し
変
え
て
見
る
、
よ
り
多
様
な
表
現
に
つ
い
て
の

先
生
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
の
学
習
か
ら
触
発
さ
れ
た
部
分
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

2
─
伝
え
る
た
め
の
工
夫

│
見
る
人
を
想
定
し
た

制
作

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
「
展
示
す
る
」
と
い
う
課
題
が
出

さ
れ
た
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
作
品
を
見
て
く
れ
る
人

が
い
る
こ
と
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
訪
れ
た
人
が
ど
の
よ

う
に
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
見
る
の
か
を
考
え

な
が
ら
制
作
が
で
き
、
作
品
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
者

を
想
定
す
る
こ
と
は
、
伝
え
た
い
こ

と
、
表
現
し
た
い
こ
と
の
絞
り
込
み

も
必
要
と
な
り
、
よ
い
影
響
を
も
た

ら
し
た
と
言
え
ま
す
。
制
作
物
の
タ

イ
ト
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
　

　一
　
　
迷
路

二
　
　
川
と
橋

三
　
　
ザ
・
ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

四
　
　
け
や
き
の
森
の
中

五
　
　
キ
ノ
パ
ラ

六
　
　
け
や
き
の
五
〇
川

七
　
　
仲
良
し
五
人
ぐ
み

八
　
　
ま
わ
し
て
ま
わ
っ
て
と
ん
で
い
け

れ
ず
に
出
来
事
や
物
事
を
見
る
こ
と
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
野
川
に
出
か
け
、
橋
の
上
を
人
が
通
っ
た
と
き
の
鉄
板
の
振
動
や
、
水
面

に
映
え
る
光
、
枯
れ
草
、
水
中
の
ゴ
ミ
、
走
る
人
、
植
物
や
石
な
ど
に
注
目
し
ま
し

た
。
教
室
に
戻
る
と
発
見
の
結
果
を
一
人
ひ
と
り
発
表
し
、
全
員
で
意
見
を
聞
き
ま
し

た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
板
書
し
、
素
材
、
ア
イ
デ
ア
、
展
示
場
所
な
ど
を
軸
に
し
な
が
ら

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、
作
品
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
回
目
、
三
回
目
の
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
制
作
を
し
ま
し
た
。
映
像
制

作
、
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
、
近
隣
公
園
へ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
野
川
か
ら
触
発

さ
れ
た
こ
と
を
い
っ
た
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
身
の
内
に
入
れ
、
そ
の
あ
と
、
共
同
し
な
が

ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
中
に
は
ア
イ
デ
ア
が
な
か
な
か
固
ま
ら
ず
、
苦

心
す
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
野
川
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
た
人
を
め
ぐ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、「
進
撃
の
野
川
お
ば
さ
ん
」
が
生
ま
れ
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
し
て
い
る
女
性
を
、
五
メ
ー
ト
ル
近
い
プ
ラ
板
に
描
画
し
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
が
出
な
い
段
階
で
は
な
か
な
か
や
る

気
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
一
度
ア
イ
デ
ア
が
固
ま
る
と
色
や
そ
の
人
物
が
履
い
て
い
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
細
部
に
注
力
す
る
子
ど
も
も
い
て
、
と
て
も
生
き
生
き
と
し
た
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
で
き
あ
が
っ
た
作
品
を
校
内
、
学
校
に
隣
接
す
る
公
園
に
展
示
し
ま
し
た
。

◉
ふ
り
か
え
り

1
─
つ
く
る
こ
と
を
通
し
て

場
所
を
見
直
す
き
っ
か
け

　
長
年
、
親
し
ん
で
き
た
場

所
で
、
自
分
が
表
現
し
た
い

テ
ー
マ
の
素
材
や
ア
イ
デ
ア

探
し
を
行
う
こ
と
を
通
し

て
、
よ
り
注
意
深
く
場
所
や

出
来
事
を
眺
め
、「
さ
が
す
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
能
動
的

に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
授
業
は
雪
や
雨
な
ど
の
荒

天
の
日
も
あ
り
、
ふ
だ
ん
目

に
し
な
い
野
川
の
風
景
に
接

す
る
中
か
ら
川
面
の
光
の
反

射
、
冬
芽
、
ゴ
ミ
、
広
い
面

積
の
壁
面
と
い
っ
た
発
見
が
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も
た
ち
が
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
古
く
な
っ
た
衣
類
や
シ
ー
ツ
を
割
き
、
紐
玉
を
つ
く
り
ま
し
た
。
紐
玉
づ
く
り

も
大
切
な
活
動
で
、
体
を
使
っ
て
大
き
な
シ
ー
ツ
を
割
く
、
縛
る
を
繰
り
返
し
、
鮮
や
か
な
色
、
く
ぐ
も
っ
た
色

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
太
さ
や
色
の
予
期
せ
ぬ
紐
玉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
次
か
ら
の
授
業
の
材
料
と
な
り

ま
す
。

　
二
日
目
に
は
そ
れ
ら
の
玉
を
、
E
C
フ
ィ
ル
ム
を
見
な
が
ら
再
現
し
た
器
具
を
使
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
や
一
人
ひ

と
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
紐
を
編
み
ま
し
た
。
初
回
の
授
業
か
ら
一
週
間
、
ク
ラ
ス
で
一
本
、
大
き
な
紐
を
編
み
上
げ

ま
し
た
。
な
か
に
は
紙
縒
り
（
こ
よ
り
）
に
熱
中
す
る
子
ど
も
も
出
現
し
ま
し
た
。
大
掛
か
り
な
紐
か
ら
、
紙
縒

り
の
よ
う
な
小
さ
な
紐
ま
で
、「
撚よ

る
」「
ね
じ
る
」「
編
む
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
材
料

や
技
法
を
自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
紐
を
つ
く
っ
て

み
ま
し
た
。
藁
で
編
ん
だ
紐
も
あ
り

ま
し
た
。
　

　
三
回
目
の
授
業
は
、
学
校
に
隣
接
す
る
三

楽
公
園
に
出
か
け
、
一
反
の
着
物
を
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
で
一
本
の
大
き
な
紐
に
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
公
園

内
に
グ
ル
ー
プ
作
品
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま

し
た
。
遠
目
に
は
樹
木
に
紐
が
引
っ
掛
か
っ

て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
、
近

く
に
寄
る
と
非
常
に
丁
寧
で
、
可
愛
ら
し
く

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
想
像
以
上
に

子
ど
も
た
ち
が
素
材
や
デ
ィ
テ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
展
示
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
紐
の
登
場
で
空
間
が
変
わ
る
こ

と
、
そ
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
作
品
と

い
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は

竜
舌
蘭
（
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
）
か
ら
一
人

黙
々
と
繊
維
を
取
り
出
し
て
い
た
子
も
い
ま

し
た
。
こ
の
竜
舌
蘭
は
、
私
た
ち
が
E
C

フ
ィ
ル
ム
の
映
像
で
見
て
触
発
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
に
見
せ
る
た
め
に
用
意
し
た
も
の
で

し
た
。
初
回
授
業
で
体
育
館
で
一
緒
に
映
像

を
見
る
中
で
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
で
し
ょ

う
、
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま

れ
た
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
し
た
。

九
　
　
小
金
井
市
を
お
も
て
な
し

一
〇
　
電
線
と
線
路
と
ロ
ケ
ッ
ト

一
一
　
進
撃
の
野
川
お
ば
さ
ん

 

3
─
大
人
の
参
加

　
グ
ル
ー
プ
に
一
人
、
造
形
経
験
の
あ
る
大
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
初
、
想
定
し
た
大
人
の
役
割
と
し
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
伴
走
す
る
こ
と
、
グ
ル
ー
プ
運
営
の
補
助
を
す
る
こ
と
で
し
た
が
、
子
ど
も
同

士
の
議
論
に
大
人
が
加
わ
る
こ
と
で
、
提
案
を
受
け
止
め
て
次
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
造
形
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
、
創
造
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

草
や
布
を
ね
じ
る
、
組
む
、
そ
し
て
空
間
を
編
む
─
第
四
小
学
校
─
二
〇
一
六
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
E
C
フ
ィ
ル
ム
（
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
カ
。
世

界
各
国
の
風
俗
や
生
活
習
慣
を
記
録
し
た
映
像
）
を
見
な
が
ら
そ
の
土
地
に
伝

わ
る
紐
づ
く
り
の
仕
組
み
を
読
み
解
き
、
そ
の
知
識
を
も
っ
て
実
際
に
紐
を
編

み
、
編
ん
だ
紐
で
子
ど
も
た
ち
が
ふ
だ
ん
遊
ん
で
い
る
近
所
の
公
園
に
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
こ
の
授
業
で
講
師
と
し
て
お
呼
び
し

た
の
は
、
下
中
菜
穂
さ
ん
で
す
。

　
あ
る
行
為
を
言
葉
や
図
な
ど
に
よ
る
「
説
明
や
解
説
」
で
読
み
解
く
の
で
は

な
く
、
映
し
出
さ
れ
る
画
像
を
見
な
が
ら
手
順
も
含
め
て
再
現
す
る
と
い
う
過

程
を
と
お
し
、
日
常
の
中
に
何
気
な
く
存
在
す
る
「
紐
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
丁
寧
に
見
て
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
紐
を
編
む
と
い

う
目
的
の
た
め
に
映
像
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
る
、
物
事
を
能
動
的
に
見
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
無
音
の
映

像
を
何
気
な
く
見
る
、
の
で
は
な
く
、積
極
的
に
見
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
、「
紐
」
は
、
紐
と
し
て
の
美
し
さ
と
と
も
に
、
体
を
使
っ
て
何

か
を
つ
く
る
こ
と
、
思
い
が
け
な
い
造
形
や
色
合
い
に
驚
い
た
り
、
周
り
の
人

た
ち
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
展
示
を
つ
く
っ
て
い
く
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

◉
や
っ
た
こ
と

　
映
像
を
見
た
あ
と
班
に
分
か
れ
て
、
紐
を
つ
く
る
材
料
に
す
る
た
め
に
子
ど
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　◉
振
り
返
っ
て

子
ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て
、
未
知
な
コ
ト
に
挑
戦
し
た
い

│
下
中
菜
穂
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

◎
疑
似
体
験
と
し
て
、
映
像
を
能
動
的
に
「
見
る
」
と
い
う
こ
と

　「
紐
を
編
む
、
組
む
、
そ
し
て
空
間
を
編
む
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
冒
頭
に
見
て
も

ら
っ
た
E
C
フ
ィ
ル
ム
は
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
解
説
も
な
い
映
像
で
、
分
か
り
や
す
さ
を
第
一
に
考
え
て
つ

く
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
現
代
の
映
像
と
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
映
像
体
験
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
図
工
の
授
業
の
最
初
に
映
像
を
見
る
と
い
う
経
験
も
、
お
そ
ら
く
初
め
て
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
見
慣
れ
な
い
映
像
を
、
目
を
皿
の
よ
う
に
し
て
前
の
め
り
に
、「
な
ん
だ
ろ
う
」
と
見
る
と

こ
ろ
に
、「
能
動
的
に
見
る
」
と
い
う
こ
と
が
わ
き
起
こ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
に
は
、
映
像
で
は
な
く
、
生
活
の
中
に
モ
ノ
づ
く
り
と
出
会
う
ナ
マ
の
体
験
が
あ

り
ま
し
た
。
例
え
ば
街
を
歩
け
ば
畳
屋
さ
ん
が
戸
を
開
け
ひ
ろ
げ
て
作
業
し
て
い
て
、
怒
ら
れ
な
が
ら
も
そ

れ
を
じ
っ
と
見
て
い
た
り
、
家
の
中
で
も
親
が
な
に
か
を
つ
く
っ
て
い
る
姿
が
日
常
的
に
あ
っ
た
わ
け
で

す
。
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
中
国
の
撚
り
機
は
、
私
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
と
き
に
た
ま
た
ま
出

会
っ
た
も
の
で
、
お
正
月
に
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
か
ら
、
な
に
か
普
段
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
や
ろ
う

と
い
っ
て
突
然
始
ま
っ
た
コ
ト
で
し
た
。

　
太
い
ヒ
モ
を
撚
り
あ
げ
る
の
は
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
村
人
が
総
出
で
や
る
。
そ
の
素
材
は
、
普
段
の
暮
ら
し

の
中
で
少
し
ず
つ
用
意
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
、
み
ん
な
が
そ
う
し
た
素
材
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
て
、
手
づ
く
り
の
機
械
で
撚
る
ん

で
す
ね
。
私
に
は
そ
の
光
景
自
体
が
美
し
く
見
え
た
し
、
で
き
上
が
っ
た
紐
も
と
て
も
美
し
い
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
も
、

美
し
い
紐
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
意
識
は
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
か
つ
て
の
日
本
に
も
普
通
に
あ
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
の
風
景
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
な
が
ら
子
ど
も
が
育
つ
と
い
う
状
況
が
、
今
の
暮

ら
し
に
は
失
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
E
C
フ
ィ
ル
ム
を
見
て
紐
を
つ
く
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
代
替
と
し
て
構
想
し

た
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
不
親
切
な
映
像
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
能
動
的
に
見
る
こ
と
で
、
そ
の
中
か
ら
何
か
を
汲
み
取
っ
て

い
く
と
い
う
疑
似
体
験
が
で
き
た
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

◎
自
分
で
発
見
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
き
な
喜
び
に
つ
な
が
る

　
こ
れ
は
大
人
に
と
っ
て
も
す
ご
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ん
（
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た

大
人
た
ち
）
と
中
国
の
撚
り
機
を
一
緒
に
つ
く
っ
た
の
で
す
が
、
映
像
を
見
な
が
ら
、
た
ぶ
ん
こ
う
だ
ろ
う
と
つ
く
っ
て
は
み
る
け

れ
ど
、
ど
う
も
う
ま
く
稼
働
し
な
い
。
何
度
も
映
像
を
見
返
し
て
、
初
め
て
後
ろ
に
い
た
お
ば
さ
ん
の
動
作
に
重
要
な
意
味
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
し
た
（
笑
）。

　「
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
？
」
と
映
像
を
見
て
、「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
、
方
向
が
違
っ
て
い
た
の
か
…
…
」
と
発
見
を
し
て
い
く
過
程

は
、
よ
く
知
っ
て
い
る
「
名
人
」
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
モ
ノ
を
つ
く
る
こ
と
と
は
、
ま
た
違
っ
た
お
も
し
ろ
さ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
大
人
た
ち
の
そ
の
試
行
錯
誤
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
人
た
ち
の
「
失
敗
」
を
そ
の
ま
ま
見
せ
る
と

い
う
こ
と
も
、
そ
の
意
味
で
は
、
か
え
っ
て
良
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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考
は
、
机
の
上
で
腕
組
み
を
し
て
念
仏
を
唱
え
る
よ
う

に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
ず
は
も
っ
と
も
直
接
的
な
身
体
の
セ
ン
サ
ー
を

使
い
そ
の
抽
象
的
な
思
考
が
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
視
覚
に
特
化
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
嗅
覚
、
味
覚
、
聴
覚

は
、
視
覚
＝
見
る
感
覚
よ
り
は
る
か
に
直
接
的
な
強
度

で
、
よ
り
具
体
的
な
知
覚
や
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
視
覚
以
外
の

感
覚
、
匂
い
と
音
の
感
覚
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
体
が
感
じ
る
匂
い
や
音
、
光
の
体
験
が
ど
の
よ
う
な

知
覚
や
記
憶
を
形
成
、
想
起
さ
せ
、
そ
れ
が
表
現
に

な
る
の
か
、
あ
る
い
は
表
現
を
目
指
す
こ
と
で
匂
い

や
音
、
光
の
経
験
が
ど
の
よ
う
に
定
置
さ
れ
る
の
か
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
体
験
し
ま

し
た
。
例
え
ば
調
理
室
か
ら
カ
レ
ー
の
匂
い
が
し
て
き

た
の
で
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
絵
を
描
く
の
で
は
な
く
、

そ
の
匂
い
か
ら
想
起
さ
れ
る
「
美
味
し
さ
」
の
経
験
を

図
像
化
す
る
、
匂
い
に
色
を
つ
け
て
み
る
と
い
っ
た
こ

と
を
通
じ
、
造
形
表
現
と
抽
象
的
な
思
考
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。

◉
や
っ
た
こ
と

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
初
日
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ー
サ
ー
・
フ
ァ
ン
さ
ん
が
彼
自
身
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
の
一
環
で
あ
る
日
常
的
な

記
憶
と
表
現
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
二
ク
ラ
ス
、
七
八
人
の
子
ど
も
た
ち
は
一
〇
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

オ
ー
デ
ィ
オ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
携
え
て
ふ
だ
ん
遊
び
慣
れ
た
校
庭
を
ま
わ
り
、
風
の
音
、
遊
具
の
音
、
木
々
が
風
に
そ
よ
ぐ
音
、
子
ど

も
た
ち
の
話
し
声
な
ど
を
録
音
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
生
徒
は
見
た
色
、
匂
い
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
促
さ
れ
ま
し
た
。
歩
き
な
が

ら
の
ほ
か
の
生
徒
と
の
対
話
も
大
切
に
し
ま
し
た
。
そ
の
途
中
、
す
べ
て
の
生
徒
が
同
時
に
約
二
分
間
、目
を
閉
じ
、立
ち
止
ま
り
、

音
や
匂
い
を
感
じ
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

　
図
工
室
に
戻
り
、
校
庭
で
経
験
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
色
、
音
、
匂
い
の
記
憶
を
「
地
図
」
と
し
て
一
人
一
枚
、
画
用
紙
に
描
き
ま
し

た
。
描
画
で
は
、
抽
象
的
な
体
験
を
具
現
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
、
通
常
の
絵
筆
は
用
い
ず
、
ス
ポ
ン
ジ
や
布
、
拾
っ
て
き
た

枝
や
葉
な
ど
を
使
い
ま
し
た
。
透
明
水
彩
の
絵
の
具
を
使
い
、
力
ま
ず
に
自
由
に
手
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
問
い
か
け
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
自
身
に
と
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
こ
よ
り
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
し
た
。
私
は
昔
か
ら
ま
っ
す
ぐ
ピ
ン
と
立
つ
こ
よ
り

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
そ
れ
に
憧
れ
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
子
ど
も
た
ち
に
こ
よ
り
づ
く
り
を
教
え
た
く

て
、
二
晩
か
け
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
笑
）。
そ
れ
は

努
力
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
紐
を
つ
く
る
原
理
が
、
機
械

を
使
っ
て
撚
る
よ
う
な
大
き
く
て
太
い
紐
も
、
こ
よ
り
の
よ

う
な
小
さ
な
紐
も
、
じ
つ
は
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ

い
た
か
ら
で
す
。
夜
中
で
し
た
が
、
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
と

き
の
喜
び
は
、
す
ぐ
に
も
誰
か
に
電
話
し
た
く
な
る
よ
う

な
、
久
し
ぶ
り
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
つ
い
教
え
て
し
ま
う
こ
と
で
、
自
分

で
発
見
す
る
喜
び
を
奪
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
だ
か
ら
な
る
べ
く
教
え
な
い
。
そ
の
喜
び
の
瞬
間
に
、

自
分
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
出
会
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
出
会
い
が
準
備
で
き
る
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
簡
単
に
い
え
ば
、「
子
ど
も
と
一
緒
に
未
知
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

見
な
い
で
お
ぼ
え
ま
し
ょ
う
─
第
四
小
学
校
─
二
〇
一
七
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
造
形
表
現
を
通
じ
た
、
小
学
四
年
生
に
ふ
さ
わ
し
い
抽
象
的
な
思
考
を
こ
こ
ろ
み
ま
し
た
。

　
自
分
以
外
の
人
や
出
来
事
へ
心
を
寄
せ
共
感
す
る
こ
と
、
物
事
の
成
り
立
ち
に
好
奇
心
を
も
っ
て
向
き

合
っ
て
み
る
こ
と
は
多
く
の
部
分
で
豊
か
な
想
像
力
や
抽
象
的
な
思
考
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、「
も
し
、
〜
だ
っ
た
ら
？
」
と
、

一
つ
の
仮
定
に
基
づ
き
論
を
成
り
立
た
せ
て
み
る
、
あ
る
い
は
自
分
の
状
況
を
相
対
化
し
て
み
る
「
ど
う
い
う
関
係
性
の
中
で
自
分

は
怒
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
　
喜
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
作
業
は
、
物
事
を
多
角
的
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
力
を
必
要
と

し
ま
す
。
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
相
対
化
し
、
複
眼
的
に
検
証
し
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
適
し
た
思
考
の
過
程
が
大
切
で
す
。
や
っ
て
き
た
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
だ
け
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、
気
に
入
ら
な
い
か
ら
排
除
す
る
と
い
っ
た
短
絡
で
は
な
く
、
複
合
的
に
物
事
を
判
断
す
る
抽
象
的
な
思
考
を
育
て
る
過

程
は
今
日
で
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
造
形
表
現
の
過
程
を
通
じ
て
、
抽
象
的
に
思
考
し
て
み
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
ま
し
た
。
こ
の
抽
象
的
な
思
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べ
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
で
作
業
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
床
で

作
業
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
、
絵
画
に
向
き
合
う
関
係
性
が
変
わ
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
は
、
遊
び
が
少
な
い
絵

画
の
よ
う
で
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
紙
を
置
く
こ
と
は
子
ど
も
た
ち

の
動
き
を
制
限
し
、
紙
の
中
央
に
到
達
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
ま

し
た
。
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
は
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
が
あ
り
、

紙
の
中
心
に
達
す
る
た
め
に
這
う
よ
う
に
こ
こ
ろ
み
、
紙
の
全
体
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
絵
画
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
予
期
せ

ぬ
発
見
で
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
廊
下
の
床
に
移

動
す
る
よ
う
に
誘
い
、
絵
画
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
変
わ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
。

　
三
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
グ

ル
ー
プ
で
描
い
た
大
き
な
絵
と
一
人
で
描
い

た
作
品
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
も
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
描
い
た
も

の
と
個
人
の
作
品
と
の
関
係
も
、人
の
思
考
の
中
で
は
大
切
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
最
終
的
に
は
、
個
人
の
作
品
を
グ
ル
ー
プ
で
描
い
た
大
き
な
作
品
と
対
置
さ
せ
て
展
示
す
る

た
め
に
、
個
人
個
人
の
記
憶
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ま
た
匂
い
や
音
の
形
、
風
の
強
か
っ
た
初

日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
引
き
裂
き
、
モ
ビ
ー
ル
に
し
ま
し
た
。
音
や
匂

い
の
記
憶
を
表
現
す
る
た
め
に
絵
を
裂
く
、
そ
の
た
め
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
幅
広
い
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
例
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
定
の
音
や
匂
い
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。 

◉
授
業
を
終
え
て

　
大
き
な
絵
を
描
く
途
中
、
手
に
絵
の
具
を
塗
っ
て
手
形
の
ス
タ
ン
プ
を
し
た
り
、
太
陽
や
芝

生
と
い
っ
た
具
体
的
な
形
を
描
き
こ
む
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
で
は
そ
の
是
非
を

め
ぐ
っ
て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
モ
ノ
を
そ
の
ま
ま
描
く
の
で
は
な
い
よ
」
と

言
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
五
年
生
と
い
う
成
長
過
程
に
お
い
て
は
、
も
う
少
し
時
間
を

か
け
て
、
例
え
ば
音
を
描
い
て
み
る
と
言
う
要
素
だ
け
を
抽
出
し
た
り
、
そ
れ
を
元
に
人
と
話

し
て
み
る
と
い
っ
た
多
層
な
過
程
が
あ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
透
明
水
彩
の
絵
具
、
ロ
ー
ル
の
和
紙
と
日
頃
の
絵
画
の
時
間
に
は
用
い
る
こ

と
の
な
い
画
材
を
用
意
し
ま
し
た
。
筆
も
つ
か
わ
ず
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
筆
、

タ
オ
ル
の
ボ
ー
ル
、
ス
ポ
ン
ジ
、
枝
な
ど
で
す
。
感
じ
た
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
に
、
絵
筆
な

音
は
ど
ん
な
形
に
な
り
ま
す
か
？

匂
い
は
ど
ん
な
形
に
な
り
ま
す
か
？

音
と
匂
い
に
色
を
感
じ
ま
す
か
？

I w
ant you to pay attention to three things- color, sound, and sm

ell.

今
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
め
に
み
な
さ
ん
は
色
、
音
、
匂
い
の
三
つ
に

注
意
を
払
い
ま
す
。

D
uring the w

alk, you can go w
herever you w

ant on the school grounds 
in a group and talk about anything.

散
策
中
に
自
由
に
会
話
も
し
て
い
い
で
す
。

H
ow

ever, I w
ant you to pay attention to three things -  color, sound, 

and sm
ell.

で
も
今
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
め
に
み
な
さ
ん
は
色
や
音
や
匂
い
に
注

意
を
払
い
ま
す
。

A
fter the w

alk and a break, w
e w

ill talk a little bit about w
hat you felt 

w
hen you were thinking about color, sound, and sm

ell.

休
憩
の
あ
と
で
私
た
ち
は
一
緒
に
相
談
し
ま
す
。
色
や
音
や
匂
い
に
注
意
を
払
う
時
に
何
を
感
じ
ま
す
か
？

A
nd then you w

ill each m
ake a draw

ing of your m
em

ories of color, sound, and sm
ell.

そ
し
て
み
な
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
で
色
や
匂
い
や
音
の
記
憶
の
絵
を
描
き
ま
す
。

　
二
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
一
・五
×
二
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
の
紙
を
八
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
枚
用
意

し
ま
し
た
。
描
画
ツ
ー
ル
は
、
一
回
目
の
個
人
で
描
い
た
と
き
に
利
用
し
た
も
の
を
さ
ら
に
拡
張
さ
せ
、
段
ボ
ー
ル
や
タ

オ
ル
地
で
つ
く
っ
た
筆
、
ボ
ー
ル
、枝
や
葉
を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、校
庭
で
録
音
し
た
音
は
グ
ル
ー
プ
全
員
で
聴
き
、

前
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
感
じ
た
音
や
光
を
想
起
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
制
作
す
る
際
も
、
個
人
で
描
い
た
絵
を
参

照
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
授
業
の
中
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、「
音
と
匂
い
に
形
や
色
を
つ
け
よ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
は
、
視
覚
的
な
例
を
提
供
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
音
と
匂
い
に
つ
い
て
、
抽
象
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
す
ぐ
に
空
（
青

色
）
と
校
庭
の
芝
生
（
緑
色
）
に
真
ん
中
（
太
陽
）
の
黄
色
の
円
が
描
か
れ
た
、
大
き
な
「
風
景
画
」
を
描
く
グ
ル
ー
プ

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
子
ど
も
た
ち
の
机
を
周
り
、
位
置
を
変
え
な
が
ら
絵
の
構
成
を
転
換
す
る
提
案
を

し
ま
し
た
が
、
同
じ
絵
を
描
き
続
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
二
ク
ラ
ス
合
同
で
実
施
し
た
た
め
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
教
室
を
用
意
し
ま
し
た
。

用
紙
は
一
・
五
×
二
メ
ー
ト
ル
の
紙
サ
イ
ズ
に
な
る
た
め
、
一
つ
の
ク
ラ
ス
は
生
徒
全
員
が
床
に
座
り
取
り
組
み
ま
し

た
。
も
う
一
つ
の
ク
ラ
ス
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
テ
ー
ブ
ル
で
作
業
し
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
床
で
作
業
す
る
よ
う
に
並
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や
展
示
場
所
を
探
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
た
だ
観

察
す
る
の
で
は
な
く
、
公
園
の
中
を
走
り
回
り
、
落
葉

や
枝
で
遊
び
な
が
ら
、
全
身
で
場
所
を
体
験
し
な
が
ら

観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
後
半
と
二
日
目
は
、
教
室
に
戻
っ
て
か
ら
、

用
意
さ
れ
た
大
量
の
枝
葉
を
見
な
が
ら
、
公
園
の
様
子

を
思
い
起
こ
し
、
ど
ん
な
も
の
を
つ
く
っ
た
ら
い
い

か
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
り
、
お
友
だ
ち
の

ア
イ
デ
ア
を
聞
い
た
り
と
い
う
や
り
と
り
を
し
な
が

ら
、
造
形
を
始
め
ま
し
た
。
道
具
の
不
自
由
さ
や
大
き

な
材
料
の
硬
さ
や
素
材
の
扱
い
に
く
さ
な
ど
は
、
頭
で

ひ
ね
り
出
す
の
で
は
な
い
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が

り
、
思
い
も
よ
ら
な
い
新
し
い
発
見
に
つ
な
が
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
で
き
た
も
の
を
公
園
に
運
び
、
決
め
た
場

所
に
据
え
付
け
ま
し
た
。
公
園
に
つ
く
っ
た
も
の
を
運

び
込
ん
だ
こ
と
で
、「
も
っ
と
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」

「
こ
う
し
た
い
」

「
あ
、
こ
ん
な
こ

と
し
た
ら
お
も
し

ろ
い
」
を
噴
出
さ

せ
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
風
景
を
つ

く
り
ま
し
た
。
ひ

と
段
落
し
た
ら
、

ほ
か
の
グ
ル
ー

プ
の
作
品
を
め

ぐ
り
、「
え
っ
！
　

こ
ん
な
ア
イ
デ
ア

が
あ
る
ん
だ
！
」

と
発
見
。
大
量
の

落
ち
葉
を
積
み
上

げ
た
り
、
川
に
見

立
て
た
り
と
、
図

ら
ず
も
足
元
の
落

ど
の
道
具
の
段
階
で
抽
象
的
な
思
考
過
程
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
筆
で
な
け
れ
ば
絵
は
描
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
自
体
を
乗
り
越
え
て
み
る
こ
こ
ろ
み
で
し
た
。

　
今
回
の
授
業
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
の
大
人
た
ち
も
、「
カ
レ
ー
の
匂
い
が
し
た
か
ら
カ
レ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
カ
レ
ー
の
匂

い
か
ら
感
じ
る
色
は
？
」
な
ど
と
、
働
き
か
け
に
苦
慮
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
経
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
迷
わ
ず
色
や
形
を
構
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
大
き
な
作
品
は
校
内
の
展
覧
会
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
初
回
に
制
作
し
た
個
々
の
作
品
を
モ
ビ
ー
ル
に
す
る
際
に

は
、
初
日
の
風
が
強
い
校
庭
を
思
い
出
し
、
風
を
暗
示
さ
せ
る
作
品
も
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。

森
の
中
に
風
景
を
つ
く
る
─
緑
小
学
校
─
二
〇
一
七
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
は
け
の
森
美
術
館
と
連
携
し
て
、
毎
年
、
小
金
井
市
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
美
術
鑑
賞
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。
美
術
館
の
展
示
に
合
わ
せ
て
学
芸
員
が
学
校
を
訪
問
し
て
行
う
事
前
学
習
と
、
子
ど
も
た
ち
が
美
術

館
を
訪
問
し
て
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
こ
の
年
、
緑
小
学
校
の
四
年
生
は
、
児
島
善
三
郎
が
国
分
寺
界
隈
を
描
い
た
風
景
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
児

島
善
三
郎
の
絵
画
は
、
樹
木
や
田
ん
ぼ
が
抽
象
化
さ
れ
た
描
写
で
あ
り
つ
つ
、
樹
木
は
樹
木
と
し
て
、
田
ん
ぼ

は
田
ん
ぼ
と
し
て
全
体
の
風
景
を
か
た
ち
づ
く
り
な
が
ら
迫
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　「
森
の
中
に
風
景
を
つ
く
る
」
は
、
児
島
善
三
郎
の
鑑
賞
体
験
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
得
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。
描
く
と
い
う
行
為
を
通
し
て
風
景
も
ろ
と
も
体
験
す
る
画
家
同
様
に
、
鑑
賞
者
も
身
体
全
体
で
風
景
を
体
験
し
な
が

ら
風
景
画
を
見
る
、
迫
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
？
　
と
考
え
た
の
で
す
。
よ
り
深
く
能
動
的
に
体
験
す

る
鑑
賞
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
同
時
に
、
外
遊
び
の
機
会
が
減
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
自
然
素
材
を
使
っ
て
の
び
の
び
と
屋
外
で
全
身
で
造
形
を

す
る
こ
と
、
鋸
や
金
槌
、
釘
な
ど
、
普
段
使
い
慣
れ
な
い
道
具
を
使
っ
て
身
体
的
な
体
験
を
拡
張
す
る
こ
と
も
目
指
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
グ
ル
ー
プ
で
行
動
し
な
が
ら
テ
ー
マ
を
決
め
、
相
談
し
な
が
ら
造
形
の
過
程
を
辿
り
、
学
外
の
公
園
に
展

示
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
造
形
の
た
め
に
集
め
た
材
料
は
、
サ
ク
ラ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ク
ス
、
サ
ザ
ン
カ
、
ケ
ヤ
キ
、
キ
ン
モ
ク
セ

イ
な
ど
、
樹
種
も
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
に
七
、八
種
と
し
ま
し
た
。
長
い
も
の
で
は
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、
太

さ
も
直
径
が
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、
細
枝
が
た
く
さ
ん
残
っ
た
も
の
、
葉
が
つ
い
た
ま
ま
の
も
の
、
蔓

が
ま
い
た
も
の
な
ど
お
お
よ
そ
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
一
台
を
用
意
し
ま
し
た
。
樹
形
や
木
肌
も
大
切
な
マ
テ
リ
ア
ル
に
な

り
ま
し
た
。

◉
や
っ
た
こ
と

　
初
日
の
前
半
は
、
一
ク
ラ
ス
六
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
、
展
示
場
所
と
な
る
浴
恩
館
公
園
に
出
か
け
、
展
示
の
ア
イ
デ
ア

鈴
木
容
子

町
小
学
校
の
日
下
先
生
が
ず
っ
と
連
携
授
業
を
や

ら
れ
て
い
た
の
で
、
す
ご
い
な
と
は
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
は
た
で
見
て
い
た
と
き
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
浴
恩
館
の
公
園
で
造
形
遊
び
的

な
も
の
は
や
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら

自
然
素
材
、
枝
な
ど
を
使
っ
て
で
き
る
と
い
い
な
と
漠
然
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
連
携
授
業
を
行
な
っ
た
学
年
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
と
い
う
の
も
な
か
な
か
む
ず
か
し
く
て
、
個
人
で

つ
く
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、「
グ
ル
ー
プ
で
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
の
も
こ
の
機
会
に
や
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
振
り
返
り
の
作
文
に
も
、
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
こ
と
で
、「
普
段
話
せ
な
か
っ
た
人
と
話

せ
た
」
と
か
、「
○
○
く
ん
が
何
を
し
て
く
れ
た
」
と
か
「
分
担
し
て
作
業
す
る
と
す
ご
い
の
が
で
き
る
ん

だ
な
と
思
っ
た
」
と
か
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
連
携
授
業
で
は
、
や
は
り
な
ん
と
い
っ
て

も
、
大
人
が
グ
ル
ー
プ
に
一
人
付
い
て
く
れ
て

良
か
っ
た
で
す
。「
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」、「
い
ろ
い
ろ
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア

も
出
し
て
く
れ
た
の
で
」
と
書
か
れ
た
子
ど
も

の
振
り
返
り
作
文
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

良
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
紐
の
結
び
方
を
習
っ
た

り
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
最
近
は
よ
く
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招

い
て
授
業
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ー

ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
授
業
は
、
お

任
せ
じ
ゃ
な
い
し
、
一
緒
に
や
っ
て
い
け
る

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
人
が
仕
切
っ
て
く
れ
る
。

造
形
に
長
け
て
い
る
人
が
付
い
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
、
授
業
の

サ
ポ
ー
ト
に
き
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
は
ほ
か

の
学
校
で
も
や
っ
て
い
る
の
で
、
手
慣
れ
て
き

て
い
る
と
い
う
か
、
子
ど
も
と
の
付
き
合
い
が

❖
本
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ち
葉
は
絶
好
の
マ
テ
リ

ア
ル
に
な
り
ま
し
た
。

体
を
動
か
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
対
象
が
さ
ま

ざ
ま
な
形
を
提
示
し
て

く
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に

触
発
さ
れ
て
新
し
い
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
形

が
進
化
す
る
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
、
自

分
た
ち
の
動
き
と
環
境

が
呼
応
し
変
化
を
続
け
る
得
難
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

◉
授
業
を
終
え
て

　
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
作
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
作
文
に
は
、
共
同
し
て
も
の
を

作
っ
た
こ
と
、
自
然
素
材
を
用
い
た
こ
と
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
に
対

す
る
喜
び
な
ど
が
素
直
に
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

分
か
っ
て
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
対
応
が
と
て
も
い
い
感
じ
で
す
。

適
度
な
距
離
感
。
親
だ
と
、
親
子
で
や
ろ
う
と
い
う
場
合
や
授
業
参
観
で

も
手
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
な
ん
て
い
う
の
か
な
、
や
り
過
ぎ

ち
ゃ
う
、
言
い
過
ぎ
ち
ゃ
う
。
や
は
り
や
ら
せ
て
あ
げ
て
、
ち
ょ
っ
と

困
っ
た
と
き
に
少
し
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
り
だ
と
か
手
助
け
を
し
て

く
れ
た
り
、「
こ
う
や
る
と
ど
う
？
」
と
い
う
声
掛
け
と
距
離
感
が
す
ご

く
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　
大
人
の
関
わ
り
、
距
離
感
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
の
自
主
性
の
問
題

と
し
て
図
工
で
は
ず
っ
と
見
本
に
つ
い
て
も
議
論
に
な
り
ま
す
ね
。
あ
っ

た
ほ
う
が
い
い
、
な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
。
た
だ
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

と
い
う
か
、
そ
の
題
材
に
も
よ
る
の
で
。
ま
っ
た
く
あ
る
必
要
が
な
い
も

の
も
あ
れ
ば
、
や
は
り
何
か
の
手
立
て
と
し
て
、
別
に
完
成
品
で
な
く
て

も
い
い
わ
け
な
の
で
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
も
の
だ
と
か
、
そ
れ
を
ヒ

ン
ト
に
「
じ
ゃ
あ
先
生
、
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
も
い
い
の
」
と
い
う
、
広

が
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
な
っ
て
く
る

と
、
や
は
り
対
話
で
す
ね
。
見
本
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
一
方
通
行
で

は
な
く
て
、
こ
れ
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
レ
ス
ポ
ン
ス
、
そ
し
て
対
話
が
生
ま
れ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。
私
も
長

年
教
え
る
こ
と
を
や
っ
て
き
て
、
や
は
り
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
こ
と
と
い
う

の
は
す
ご
く
大
き
い
で
す
よ
。
子
ど
も
っ
て
す
ご
い
な
と
い
う
か
、
ま
だ

ま
だ
大
人
み
た
い
に
固
く
な
い
。

　
も
う
一
つ
、
今
回
の
授
業
で
私
が
お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
森

の
中
に
展
示
す
る
作
品
は
つ
く
っ
て
い
く
の
だ
け
ど
、
公
園
に
行
っ
て
落

ち
葉
を
見
つ
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
落
ち
葉
で
大
き
な
山
や
川
を
作
り

始
め
ま
し
た
。
そ
の
場
そ
の
場
に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
遊
ぶ
、
造
形
す
る

み
た
い
な
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
展
開
し
た
の
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
体
を
動

か
し
な
が
ら
、
葉
っ
ぱ
の
山
の
動
き
を
見
て
、
ど
ん
ど
ん
形
が
変
化
す

る
。
子
ど
も
た
ち
の
環
境
へ
の
働
き
か
け
に
対
し
て
、
葉
っ
ぱ
の
山
か
ら

レ
ス
ポ
ン
ス
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん

能
動
的
に
な
っ
て
い
く
姿
は
と
て
も
魅
力
的
に
思
え
ま
し
た
。

＊
す
ず
き
・
よ
う
こ
│
緑
小
学
校
・
図
工
専
科
。
第
四
小
学
校
と
前
原
小
学
校
の
連
携
の
際

に
も
、図
工
専
科
の
担
当
と
し
て
連
携
授
業
を
行
な
っ
た
。
二
〇
一
七
年
度
は
、緑
小
学
校
で
「
森

で
風
景
を
描
く
」
を
実
施
し
た
。
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に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
い
う
宿
題
を
出

し
、
そ
の
結
果
を
授
業
で
発
表
す
る
と
い
う
機
会
も
つ
く
り
ま

し
た
。
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
世
代
を
超
え
て
考
え
て
み
る
こ

と
で
、
描
写
さ
れ
る
風
景
に
時
代
の
差
を
感
じ
た
り
、
暮
ら
し

の
移
り
変
わ
り
（
畑
の
肥
溜
め
な
ど
）
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
り
、
自
分
の
日
常
を
と
ら
え
返
す
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

◉
や
っ
た
こ
と

　
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
通
学
路
別
の
グ
ル
ー
プ
に

な
っ
て
、
自
分
た
ち
の
通
学
路
を

地
図
で
表
現
し
て
み
ま
し
た
。
地

図
は
家
に
あ
っ
た
新
聞
広
告
の
裏

紙
、
学
校
の
授
業
で
使
っ
た
模
造

紙
な
ど
、
生
活
に
あ
ふ
れ
て
い
る

紙
を
使
い
ま
し
た
。
紙
の
サ
イ
ズ

は
最
初
か
ら
大
き
な
も
の
で
は
な

く
、
描
き
た
い
内
容
に
合
わ
せ
て

継
ぎ
足
し
て
い
く
方
式
に
し
ま
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
定
ま
っ

た
用
紙
サ
イ
ズ
の
中
に
現
実
を
詰

め
込
む
の
で
は
な
く
、
必
要
に
合

わ
せ
て
拡
張
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
地
図
の
起
点
を
学
校
に
据
え
、
行
き
帰
り
の
道
程
で
楽
し
か
っ
た
場
所
や
気
に
な
る
場
所
、
六
年
間
見
て
い
て

も
謎
の
場
所
な
ど
を
、
授
業
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
来
て
い
た
だ
い
た
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
さ
ん
に
説
明
す
る
よ
う
に
書
き

出
し
て
い
き
ま
し
た
。
な
か
に
は
ス
ケ
ー
ル
を
き
ち
ん
と
考
え
て
、
定
規
を
使
っ
て
描
く
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し

た
。
本
来
、
通
学
路
で
は
な
い
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
知
っ
て
い
る
、
内
緒
の
裏
道
を
描
き
出
す
子
ど
も

も
い
ま
し
た
。

　
ひ
と
し
き
り
描
き
終
わ
る
と
、
今
度
は
絵
解
き
と
し
て
、
そ
の
通
学
路
で
の
発
見
や
楽
し
み
、
謎
、
自
慢
し
た

い
こ
と
、
通
学
途
中
の
友
だ
ち
と
の
会
話
な
ど
に
つ
い
て
、
リ
ズ
ム
よ
く
み
ん
な
に
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。
い

つ
も
学
校
で
会
う
友
だ
ち
の
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
通
学
路
の
発
表
に
、
ク
ラ
ス
全
体
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
地
図
は
、
モ
ノ
と
モ
ノ
、
場
所
と
場
所
の
配
置
関
係
だ
け
で
な
く
、
ビ
ル

を
立
体
化
し
て
見
た
り
、
目
印
と
な
る
建
物
を
詳
述
し
た
り
と
造
形
的
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
友
だ
ち
が
描
い
た
通
学
路
の
地
図
を
片
手

▼ 

作
品
を
作
っ
て
い
る
間
、
色
々
と
つ
く
り
た
い
も
の
を
思
い
つ
い
た
が
、
じ
っ
さ
い
つ
く
っ
て
み
る
と
う

ま
く
で
き
な
か
っ
た
。
自
然
の
も
の
を
使
っ
て
体
を
動
か
し
な
が
ら
や
れ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

▼ 
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て
じ
っ
さ
い
に
つ
く
っ
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
（
ず
っ
と
浴
お
ん
か
ん
に
置

い
て
お
き
た
か
っ
た
。）

　
印
象
深
い
の
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
作
り
な
が
ら
考
え
る
、
手
を
動
か
す
こ
と
で
ア
イ
デ
ア
が
育
ま
れ
る
こ
と
を

自
覚
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

最
初
は
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
作
っ
て
い
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で

来
て
楽
し
か
っ
た
。

　
こ
の
活
動
を
契
機
と
し
て
、
新
し
い
風
景
に
出
会
っ
た
記
述
も
あ
り
ま
し
た
。

▼ 

落
ち
葉
の
ふ
か
ふ
か
ベ
ッ
ド
を
三
つ
つ
く
っ
て
、
寝
っ
転
が
っ
て
上
を
見
た
時
の
風
景
が
す
ご
く
き
れ
い

だ
っ
た
の
で
、
つ
く
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

▼ 

ま
っ
つ
ん
さ
ん
と
活
動
し
て
自
然
が
好
き
に
な
っ
た
。

　
友
だ
ち
の
作
品
を
素
直
に
認
め
、
感
嘆
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
分
自
身
も
一
生
懸
命
制
作
し
た
か

ら
こ
そ
聞
こ
え
て
く
る
声
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼  

ほ
か
の
は
ん
の
場
所
に
行
っ
た
時
、
ブ
ラ
ン
コ
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
み
た
い
な
も
の
に
乗
っ
て
も
壊
れ
な
か
っ
た
か
ら
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
お
ち
葉
で
川
を
つ
く
っ
た
時
す
ご
い
発
想
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

▼  

最
後
に
川
を
山
に
変
え
て
し
ま
う
友
だ
ち
の
発
想
も
よ
か
っ
た
。

想
起
の
遠
足 

本
町
小
学
校
編
─
本
町
小
学
校
─
二
〇
一
七
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
卒
業
を
数
ヶ
月
後
に
控
え
た
六
年
生
。
毎
日
、
通
っ
た
通
学
路
を
新
し
い
目
で
見
つ
め
直
し
て
み
る
と
、
い
ま
ま
で
六

年
間
の
学
校
生
活
の
こ
と
、
こ
の
街
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
心
に
浮
か
ん
で
く
る
で
し
ょ
う
か
。

　
実
際
に
街
を
歩
い
て
見
る
こ
と
や
造
形
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
思
い
も
よ
ら
な
い
新
し
い
発
見
や
、
折
々
に
付
随
す

る
色
々
な
感
情
を
思
い
起
こ
す
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
家
に
帰
っ
て
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
保
護
者
に
子
ど
も
の
頃
の
通
学
路
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に
、
別
の
通
学
路
を
使
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
歩
い
て
み
ま
す
。
さ
ほ
ど
広
く
な
い
学
区
で
す
。
ま
た
、
友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
く
こ

と
も
あ
る
の
で
、
未
知
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
改
ま
っ
て
友
だ
ち
の
家
を
見
た
り
、
前
回
の
絵
解
き
の
際
に
語
ら
れ
た
会
話

を
ト
レ
ー
ス
し
た
り
（
あ
あ
、
塀
を
超
え
た
ほ
う
が
学
校
に
近
い
っ
て
言
っ
て
た
よ
ね
…
…
）、
数
年
前
の
記
憶
（
二
年
生
の
と
き
に
栗
畑

で
栗
を
拾
っ
て
帰
っ
た
け
ど
あ
れ
は
時
効
か
な
…
…
）
が
反
芻
し
た
り
す
る
中
で
、
風
景
を
新
た
に
眼
差
し
ま
し
た
。

　
散
策
後
、
学
校
に
戻
っ
て
か
ら
見
つ
け
た
コ
ト
、
モ
ノ
を
お
友
だ
ち
が
描
い
た
通
学
路
の
地
図
に
書
き
足
し
て
い
き
ま
し
た
。
一
回
目
と

同
様
に
お
友
だ
ち
の
通
学
路
の
地
図
を
絵
解
き
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
道
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
と
き

の
盛
り
上
が
り
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
絵
解
き
に
な
り
、
親
し
ん
だ
場
所
と
そ
う
で
な
い
場
所
を
紹
介
す
る
際
の
差
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
三
日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け
て
、
一
つ
宿
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
通

学
路
の
思
い
出
を
尋
ね
て
く
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
最
終
日
は
、
一
人
ひ
と
り
が
仮
設
の
演
台
に
登
り
、
宿
題
で
聞
い
て
き
た
通
学
路
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
話
し
、
み
ん
な
で
共
有
し
ま
し

た
。
発
表
の
際
は
、
ゲ
ス
ト
の
ア
サ
ダ
さ
ん
と
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
松
村
さ
ん
が
奏
で
る
音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
よ
く
発
表
し
て
い
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
ち
ゃ
ん
や
身
近
な
人
か
ら
聞
い
た
通
学
路
を
遊
び
な
が
ら
帰
っ
た
思
い
出
は
、
子

ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
笑
い
を
誘
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
、
今
と
な
っ
て
は
街
で
見
か
け
な
く
な
っ
た
モ
ノ
、
コ
ト
の

風
景
も
発
表
さ
れ
、家
庭
で
の
対
話
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。
こ
の
発
表
を
経
て
、発
見
し
た
こ
と
、触
発
さ
れ
た
こ
と
、拾
っ

て
き
た
も
の
な
ど
を
使
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
図
を
よ
り
立
体
的
に
編
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
の
記
憶
、
保
護
者
の
方
々
の
記
憶
、
お

友
だ
ち
の
記
憶
な
ど
が
合
わ
さ
り
、
今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
包
む
さ
ま
ざ
ま
な
層
が
結
果
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◉
授
業
を
終
え
て

　
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
、
通
学
路
を
何
気
な
く
通
っ
て
い
て
、
今
回
の
取
り
組
み
で
改
め
て
見
て
み
る
こ
と
で
見
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
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た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
と
の
対
話
を
楽

し
ん
だ
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
書
い
て
い
た
子
ど
も
も
多
く

い
ま
し
た
。

　▼
い
つ
も
当
た
り
前
の
こ
と
が
他
の
人
か
ら
見
た
ら
、
当
た
り
前
で
は
な
く
、

他
の
人
の
当
た
り
前
も
自
分
か
ら
見
て
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
通
学
路
の

新
た
な
発
見
が
あ
っ
て
新
鮮
だ
っ
た
。

▼
最
初
は
な
ん
で
通
学
路
な
ん
か
書
い
た
り
、
た
ん
け
ん
し
た
り
す
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
給
食
の
時
「
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
世
界
を

見
て
い
る
の
か
知
り
た
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
っ
た
。

　　
保
護
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
つ
い
て
も
、
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
思
い
も
か
け
ず
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
あ
げ
る
保

護
者
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
は
驚
き
と
と
も
に
そ
の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

▼
父
や
母
の
話
を
聞
い
て
、
小
学
校
の
頃
の
通
学
路
の
思
い
出
は
記
憶
に
残
る

も
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
…
…
同
じ
通
学
路
で
も
注
意
し
て
み
る
と
い
つ
も

と
違
う
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
二
回
目
の
他
の
人
の
通
学
路
を
通
っ
て
み
よ
う
、
で
は
、
他
の
道
を
通
る
こ

と
で
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た

ん
だ
、
と
思
う
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
り
、
そ
の
場
所
に
も
う
一
度

行
っ
て
確
か
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

▼
三
回
目
は
、
自
分
の
通
学
路
の
思
い
出
を
柱
に
立
て
た
り
上
か
ら
吊
る
し
た
り
し
ま
し
た
。
芋
虫
な
ど
が
上
か
ら
落
ち
て
く
る
と
い
う

話
が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。

▼
大
き
い
紙
に
書
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
と
て
も
の
び
の
び
と
描
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

▼
一
回
目
の
図
工
で
は
、
み
ん
な
の
学
校
か
ら
家
ま
で
調
べ
た
帰
り
道
は
、
色
々
な
、
内
緒
の
裏
道
な
ど
の
、
先
生
に
言
え
な
い
秘
密
が

わ
か
り
ま
し
た
。

▼
自
分
の
町
な
の
に
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
の
町
の
発
見
を
紙
に
書
く
こ
と
で
、
そ
の
発
見
が
心
に
ず
っ
と

残
る
と
思
う
。

▼
地
図
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
一
年
生
の
時
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
出
て
来
ま
し
た
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
関
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

▼
ア
サ
ダ
さ
ん
が
ギ
タ
ー
を
ひ
い
て
い
て
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
も
ひ
い
て
み
た
い
で
す
。
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モ
ノ
と
コ
ト
を
つ
く
る

植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
本
町
小
学
校
─
本
町
小
学
校
─
二
〇
一
一
年
度

◉
や
っ
た
こ
と

　
小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
事
業
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業
で
参
加
し
て
い
た
淺
井
裕
介
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
、
六
年
生
の
子
ど

も
た
ち
と
道
路
の
横
断
歩
道
の
白
線
の
素
材
を
使
っ
て
植
物
の
絵
を
描
き
、
そ
れ
を
バ
ー
ナ
ー
で
路
面
に
焼
き
付
け
る
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、「
個
人
」
と
「
ク
ラ
ス
ご
と
」
の
作
品
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
切
り
出
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
平
日
の
授
業
で
行
い
、
焼
き

付
け
は
休
日
な
ど
の
二
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
回
目
の
焼
き
付
け
は
、
休
日
に
公
開
制
作
の
形
で
市
民
や
近
隣
大
学
の
学
生
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
参
加
者
に
よ
っ
て
行
い
ま
し
た
。
作
品
は
ど
の
教
室
か
ら
も
い
つ
で

も
見
え
る
絶
好
の
位
置
に
配
置
さ
れ
、
ま
た
裏
口
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の

外
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
も
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
二
回
目
の
作
品
の
焼
き
付
け
は
年
末
の
と
て
も
忙
し
い
時
期
（
そ
し
て

寒
い
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
担
当
の
日
下
先
生
た
ち
の
ご
協
力
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

一
回
目
の
公
開
制
作
を
見
て

興
味
を
も
っ
た
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
、
近
隣
の
別
の
小
学
校
の
図
工
の

先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
子
ど
も
や
友
人
、
六
年
生
の
家
族
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
の
手
を
借
り
て
大
き
な
作
品
に
心
を
注
ぎ
込
め
て
い
き
、
結

果
、
本
町
小
学
校 

六 

年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
の
卒
業
制
作
と
し
て
、
校

庭
の 

二 

辺
に
ぐ
る
り
と
そ
れ
ぞ
れ 

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
の
大
作
が
完

成
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
ひ
し
め
く
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
植

物
が
完
成
し
ま
し
た
。

『
森
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井
』
よ
り

│
日
下
美
和
（
本
町
小
学
校
図
工
専
科
）

　
子
ど
も
た
ち
は
「
描
く
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
む
人
」
で
あ
る
淺
井
さ

ん
に
出
会
い
「
何
か
」
を
感
じ
取
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
様
子
は
、
子
ど

も
の
感
想
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
淺
井
さ
ん
が
描
い
た
感
想
用
紙
に
触

発
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
た
絵
画
的
な
表
現
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 
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参
加
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
ず
い
ぶ

ん
自
問
自
答
し
た
う
え
で
参
加
し
た
の
。
本
町
小
の
写
し
絵

を
つ
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
グ
ル
ー
プ
に
大
人
が
入
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
を
ま
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
感
を

必
要
以
上
に
背
負
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
が
で
き
な
い
か

ら
、
心
の
中
で
は
常
に
「
ご
め
ん
ね
」
と
謝
り
続
け
て
い
る

よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
で
も
昨
年
度
の
振
り
返
り
の
会
で
、「
責
任
を
負
お
う
」

と
考
え
る
の
は
私
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
す
ぎ
な
い
と
反
省
し
た

の
。
と
い
う
の
も
、
子
ど
も
た
ち
は
自
由
な
発
想
が
で
き
る

の
に
、
そ
れ
に
対
し
て
私
が
何
か
方
針
を
決
め
て
し
ま
う
の

は
勝
手
な
思
い
込
み
な
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
今
年
度
の
第
四

小
学
校
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ゆ
る
や
か
に
、
み
ん
な
が

や
っ
て
い
る
こ
と
を
良
く
見
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
気
が
し
て

い
ま
す
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
か
ス
タ
ッ
フ
と
か
大
人
と
か
子
ど
も
と

か
、
自
分
の
立
場
に
縛
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
て
、
ど
の
よ
う

に
そ
こ
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
か
っ
て
こ
と
な
の
か
な
っ
て

思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
も
の
を
作
っ
た
ら
合
格
と
か
、
人
に

褒
め
て
も
ら
え
る
と
か
、
そ
う
い
う
活
動
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
ま
で
に
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
（
笑
）

＊
す
ず
き
・
よ
し
こ
│
出
版
社
に
て
少
女
漫
画
雑
誌
や
俳
句
・
短
歌
の
書
籍

の
編
集
を
し
て
い
た
が
、
震
災
を
機
に
地
域
で
働
く
こ
と
を
決
意
し
退
社
。
現

在
フ
リ
ー
の
編
集
者
。
立
川
か
ら
大
田
区
ま
で
続
く
河
岸
段
丘
で
あ
る
国
分
寺

崖
線
（
通
称
は
け
）
周
辺
の
自
然
や
カ
ル
チ
ャ
ー
を
伝
え
る
情
報
誌
「
き
・
ま

ま
」
を
発
行
す
る
リ
ュ
エ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
L
L
P
代
表
。
一
児
の
母
。
は
け
の

文
化
を
残
す
「
は
け
の
学
校
」
や
、
夫
の
「
は
け
の
道
学
習
室
」
の
広
報
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
市
民
ス
タ
ッ
フ
。

　
白
線
の
焼
き
付
け
は
休
日
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ

ま
し
た
。
淺
井
さ
ん
だ
け
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
と
触
れ
合
い
な

が
ら
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
焼
き
付
け
は
二
回
あ
り
ま
し
た
が
、
両
日
と

も
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。 

　

　
自
分
の
つ
く
っ
た
も
の
が
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
の
を
み
つ
け
、「
や
っ

た
〜
！
　
自
分
の
子
ど
も
が
本
町
に
入
学
し
た
ら
自
慢
で
き
る
！
」
と
喜
ん

で
い
る
子
も
い
ま
し
た
。
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に
遠
慮
し
な
が
ら

写
真
を
撮
っ
た
り
と
、
触
れ
合
い
楽
し
む
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
兄
弟
姉
妹
を
連
れ
て
一
緒
に
制
作
し
た
り
、
親
を
連
れ
て
き
た
り
し
た
子

も
い
て
、
こ
の
活
動
が
子
ど
も
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
中
で
も
広
が
っ
て

い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
二
回
目
の
焼
き
付
け
に
は
ほ
か
の
学
年

の
子
ど
も
た
ち
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
校
庭
に
焼
き
つ
け
ら
れ
た
白
線
を
見

て
興
味
を
も
っ
た
よ
う
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
や
、
初
め
て
知
り

合
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
作
品
を
通
し
て
親
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

淺

井
さ
ん
と
六
年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
が
、「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
広
が
り
、
人
と
人
を
ま
た
結
び
つ
け
て
い
く
…
…
。

そ
ん
な
活
動
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
植
物
は
成
長
し
て
い
ろ
ん
な

人
を
結
び
つ
け
て
い
く
の
で
す
ね
。 

植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
南
小
学
校
─
南
小
学
校
─
二
〇
一
二
年
度

◉
や
っ
た
こ
と

　
本
町
小
学
校
で
の
制
作
を
へ
て
、
二
〇
一
二
年
に
は
南
小
学
校
で
も
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
焼
き
付
け
を
行
う
場
所
は
、
ひ
ろ
く
市
民
の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
校
内
を
横
切
る
市
道
に
、
子
ど
も
た
ち
が
切
り
出
し
た
植
物
を
焼
き
付
け

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
制
作
は
、
本
町
小
学
校
の
制
作
時
と
同
様
に
自
分
の
作
品
を
一
人
で
切
り
出

し
ま
し
た
が
、途
中
、
お
隣
の
友
だ
ち
と
交
換
を
す
る
な
ど
で
、「
自
分
の
作
品
」
と
い
う
よ
り
「
自
分
」

と
「
み
ん
な
」
が
意
識
さ
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ス
で

一
つ
の
大
き
な
作
品
を
切
り
出
し
、
体
育
館
で
の
学
年
全
員
の
パ
ー
ツ
づ
く
り
も
実
現
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
は
、「
私
の
経
験
」
を
超
え
て
、
大
き
な
広
が
り
の
中
で
自
分
自
身
の
作
品
を
意
識
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
焼
き
付
け
は
休
日
に
行
い
、
学
校
の
授
業
と
い
う
よ
り
、
学
校
を
舞
台
と
し
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
さ

な
が
ら
、
地
域
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
初
め
て
淺
井
さ
ん
の
作
品
に
出
会
っ
た
人
や
、

小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
に
出
会
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
焼
き
付
け
の
日

は
雨
が
降
っ
た
の
で
、
濡
れ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
雑
巾
が
け
を
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
大
人
た
ち
も
ず
い
ぶ
ん
頑
張
っ
て
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
南
小
学
校
の
焼
き
付
け
は
、
そ
の
後
、
小
金
井
の
市
政
五
五
周
年
事
業
の
「
未
来
の
小
金
井
へ
！
　

コ
ガ
ネ
イ
の
地
上
絵
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
展
開
し
、
小
金
井
中
に
地
上
絵
を
描
こ
う
と
い
う
活
動

に
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

音
の
贈
り
も
の
─
前
原
小
学
校
＋
第
四
小
学
校
─
二
〇
一
五
年
度

◉
こ
こ
ろ
み
　

　
次
か
ら
次
へ
と
大
量
に
も
の
が
使
い
捨
て
ら
れ
て
い
く
今
日
の
消
費
社
会
、
親
と
子
ど
も
が
世
代
を

超
え
て
、
一
つ
の
も
の
を
修
繕
し
な
が
ら
使
い
継
い
で
い
く
と
い
う
行
為
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
住
宅
で
す
ら
三
〇
年
程
度
で
建
て
替
わ
っ
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
は
使
い
継
ぐ
に
値
す
る

大
切
な
も
の
を
身
の
回
り
か
ら
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
要
素
が
生
活
の
中
に
占
め
る
割
合
が
年
々
増
し
、
モ
ノ
そ
の
も
の

が
も
つ
風
合
い
や
存
在
感
と
向
き
合
う
時
間
や
加
工
さ
れ
て
い
な
い
素
材
か
ら
自
分
で
発
想
し
て
モ
ノ

を
つ
く
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
に
、「
人
に
伝
え
継
ぐ
こ
と
」

「
時
間
を
か
け
て
育
て
ら
れ
た
も
の
、
生
の
素
材
」
を
用
い
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
造
形
活
動
を
行
い

鈴
木
佳
子

ガ
ネ
イ
の
地
上

絵
」
の
と
き
、

誰
か
に
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど
、

「
コ
ガ
ネ
イ
の
地
上
絵
」
の
制

作
に
は
た
く
さ
ん
の
市
民
が
参

加
し
た
け
れ
ど
、「
こ
れ
っ
て

結
局
は
淺
井
さ
ん
の
作
品
だ
よ

ね
」
っ
て
。
あ
あ
、
そ
う
い
う
見
方
の
人
も
い
る
ん
だ
な
と
、
私
も
思
っ

た
の
。
参
加
し
た
市
民
の
人
た
ち
が
作
っ
た
も
の
な
ん
だ
け
ど
、
結
局
、

総
指
揮
を
と
っ
て
る
の
は
淺
井
さ
ん
な
の
で
、
淺
井
さ
ん
の
作
品
ら
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
さ
っ
き
の
順
子
さ
ん
が
言
っ

た
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
に
手
を
加
え
て
は
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
考

え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
描
い
た
り
つ
く
っ
た
り
し
て
た
ら
、
あ
あ
い
う
形
に

は
な
ら
な
い
し
、「
す
ご
い
！
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
じ
ゃ
ん
。
何
か
い
っ

ぱ
い
集
ま
っ
た
な
ぐ
ら
い
の
も
の
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
淺
井
さ
ん
が

指
揮
を
と
っ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
も
そ
の
一
部
に
な
っ
て
、
い
い
も
の
が
出

来
上
が
っ
た
感
が
生
ま
れ
る
。
自
分
た
ち
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
る
こ
と
に
な
る
わ

け
よ
。
自
分
た
ち
だ
け
で
や
っ
た
ら
「
う
ー
ん
、
こ
ん
な
も
ん
か
」
っ
て
な
っ
た
と

こ
ろ
を
、
淺
井
さ
ん
が
指
揮
を
と
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が

上
が
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
は
、
私
は
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
そ
の
意
見
に
ア
ン
チ
と
し
て
思
っ
た
の
ね
。

　
作
家
と
一
緒
に
制
作
す
る
こ
と
が
一
つ
の
経
験
と
な
っ
て
、
じ
ゃ
あ
次
は
自
分
で

や
っ
て
み
よ
う
み
た
い
な
風
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
自
分
は
ま
た
淺
井
さ
ん
と
違
う

何
か
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
り
と
か
す
る
こ
と
も
、
あ
る
種
経
験
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
う
。
結
局
、
個
人
で
や
れ
る
こ
と
と
、
団
体
で
や
れ
る
こ
と

の
違
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
何
が
言
い
た
か
っ
た
っ
て
言
う
と
、
順
子
さ
ん

が
大
人
が
手
を
出
す
こ
と
に
つ
い
て
話
し
た
け
れ
ど
、
大
人
が
描
い
ち
ゃ
い
け
な
い

わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
順
子
さ
ん
が
手
を
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
の
作
品
が
す
ご

い
素
敵
に
な
っ
た
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
っ
て
こ
と
も
あ
る
よ
ね
っ
て
。

　
学
校
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
ね
、
大
人
と
子
ど
も
の
関
係
を
考
え
た
と
き
、
私
が

❖「コ
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ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
自
分
が
大
切
に
つ
く
っ
た
モ
ノ
を
人
に
手
渡
し
た
り
、
人
が
大
切
に
つ
く
っ
た
モ
ノ
を
託
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
存
在
や
人
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
が
生
き
て
い
く
よ
す
が
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
長
い
時
代
の
流
れ
の
中
の
今
を
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
親
や
祖
父

母
の
時
代
の
延
長
に
自
分
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
未
来
に
向
か
っ
て
ま
だ
見
ぬ
他
者
と
の
出
会
い
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
社

会
や
世
界
の
広
が
り
を
意
識
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
　

　
た
だ
し
小
学
生
が
多
世
代
に
渡
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
想
定
し
、
近
隣
の
小
学
校
で
中
学

校
区
が
同
じ
第
四
小
学
校
と
前
原
小
学
校
の
連
携
授
業
と
し
ま
し
た
。
ま
だ
見
ぬ
お
友
だ
ち
同
士
で
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
く
っ

た
楽
器
の
音
を
贈
り
合
う
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
ま
だ
見
ぬ
他
者
に
使
い
継
ぐ
と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

◉
進
め
方

1
─
技
法
、
材
料
を
め
ぐ
っ
て

　
楽
器
の
素
材
は
、
加
工
し
て
い
な
い
生
な
素
材
を
可
能
な
範
囲
で
収
集
し
ま
し
た
。
自
然
素
材
の
形
だ
け
で
も
新
鮮
味

や
驚
き
が
あ
り
、
造
形
の
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
オ
ニ
グ
ル
ミ
（
秋
田
県
）、
ひ
ょ
う
た
ん
（
群
馬
県
）、
切
り
出
し

た
ま
ま
の
板
材
、直
径
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
枝
な
ど
（
長
野
県
）、小
枝
（
埼
玉
県
）、竹
（
東
京
都
）、鋼
材
（
埼

玉
県
）、
足
場
材
の
廃
材
（
広
島
県
）、
サ
ン
ゴ
の
死
骸
（
与
那
国
島
）
な
ど
の
素
材
を
日
本
各
地
か
ら
調
達
し
ま
し
た
。

音
を
描
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
日
本
画
の
画
材
を
用
い
ま
し
た
。
自
然
素
材
の
も
つ
風
合
い
、
水
の
配
合
、
膠に
か
わの

配
合
な

ど
で
変
わ
る
繊
細
な
道
具
で
「
音
」
を
描
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
同
じ
も
の
が
一
つ
と
し
て
な
い
こ
と
、
多
様
な
形
が
造
形
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
、
な
に
よ
り
も
、
子
ど

も
た
ち
が
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た

樹
木
、
使
い
継
が
れ
た
板
材
、
新
し
い
世
代
の

元
と
な
る
種
子
で
あ
る
植
物
の
実
な
ど
、
長
い

時
間
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
を
選
び
ま
し
た
。

2
─
授
業
の
進
め
方

　
ス
タ
ッ
フ
は
事
前
に
、
子
ど
も
た
ち
が
材
料

の
加
工
を
す
る
に
は
ど
の
道
具
が
適
し
て
い
る

の
か
と
い
う
実
験
を
行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
素

材
の
扱
い
、
児
童
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
方
法
、
授

業
の
進
め
方
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た

音
が
出
る
仕
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
お
き
、
そ

の
う
え
で
素
材
を
も
と
に
大
人
が
助
言
し
ま
し

た
。

　
電
動
工
具
類
は
扱
い
に
慣
れ
た
大
人
が
担
当
し
、
そ
れ
以
外
の
鋸の
こ
ぎ
り、
鉈な
た

、
金
槌
、
錐き
り

、
小
刀
な
ど
は
積
極
的
に
子
ど
も

た
ち
に
使
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
に
一
人
の
大
人
が
伴
走
す
る
こ
と
で
、
怪
我
な
く
造
形
が
進
む
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
や
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
は
極
力
、
使
用
し
な
い
こ
と
に
し
、
つ
な
が
ら
な
い
モ
ノ
を
ど
う
や
っ
て

つ
な
ぐ
の
か
、
す
ぐ
に
は
答
え
の
な
い
問
い
か
け
を
、
モ
ノ
を
前
に
し
て
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
分
の
楽
器
が
奏
で
る

音
を
描
く
と
い
う
こ
こ
ろ
み
は
、

音
と
い
う
、
本
来
、
留
め
置
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
を
感
じ
た
心

の
あ
り
よ
う
を
、
も
う
一
度
、
絵

画
と
し
て
表
現
す
る
と
い
う
過
程

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
音
の
ま
え
で
立
ち
止
ま

り
、
自
分
の
楽
器
が
生
み
出
す
音

を
心
に
留
め
、
そ
れ
が
ど
ん
な
世

界
な
の
か
を
熟
慮
し
、
描
き
ま
し

た
。
美
し
い
絵
が
た
く
さ
ん
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
の
日
は
、
相
互
の
学
校

で
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
楽
器
で

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
は
初
め
て
出
会
う
人
た
ち
に

遠
慮
と
戸
惑
い
の
様
子
も
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
神
経
を
張
り
め
ぐ
ら

せ
て
、
む
し
ろ
前
の
め
り
に
、
秘

め
た
関
心
と
お
互
い
に
楽
器
を
つ

く
っ
た
経
験
か
ら
来
る
共
感
を
感

じ
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◉
授
業
を
終
え
て

　
子
ど
も
た
ち
の
感
想
の
中
に

「
音
を
絵
で
表
せ
ば
、
耳
の
聞
こ

え
な
い
人
で
も
、
そ
の
音
が
な
ん

と
な
く
分
か
る
か
ら
、
い
い
な
と
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思
い
ま
し
た
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
ノ
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

過
程
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
お
友
だ
ち
と
の
や
り
と
り
や
ア
ク
シ
デ
ン

ト
の
解
決
、
さ
ら
に
、
こ
の
感
想
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
よ
う
な
他
者
へ
の
想
像
が
こ

の
授
業
を
通
し
て
生
ま
れ
た
と
し
た
ら
、
と
て
も
興
味
深
い
経
験
で
あ
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
楽
器
の
造
形
の
際
に
も
、
音
を
描
く
際
に
も
、「
そ
れ
、
お
も
し
ろ
そ
う
！
」
と
い

う
ア
イ
デ
ア
を
ほ
か
の
形
で
展
開
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
し
た
。
図
工
専
科
の

先
生
か
ら
は
、「
今
回
の
授
業
の
趣
旨
で
あ
る 〝
伝
え
る
〞
と
い
う
こ
と
は
、
大
事
に

し
て
引
き
渡
す
と
い
う
意
味
だ
と
思
う
。
モ
ノ
を
つ
く
る
と
き
、
色
々
な
刺
激
を
外
か

ら
受
け
て
い
る
わ
け
で
、
ま
っ
た
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ん
て
い
う
こ
と
は
あ
る
の
か
な

と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
よ
い
部
分
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
部
分
と
も
に
次
の
人
が
引

き
継
ぎ
、
次
の
発
想
や
創
造
に
つ
な
げ
て
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
楽
し
み
、 

い
い
も
の
が

で
き
た
こ
と
を
喜
べ
る
と
い
う
よ
う
な
あ
り
方
に
も
っ
て
い
け
る
と
い
い
」
と
い
う
コ

メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

前
原
た
て
も
の
園
を
つ
く
ろ
う
！
─
前
原
小
学
校
─
二
〇
一
六
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
六
年
生
の
二
ク
ラ
ス
を
一
二
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
が
三
日
間
で
小
屋
を
建
て
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
招
い
た
の
は
、

建
築
家
の
前
田
幸
則
さ
ん
と
藁
の
造
形
な
ど
を

研
究
さ
れ
て
い
る
瀧
本
広
子
さ
ん
で
す
。

　
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
、
扱
い
に
く
い
大
き

な
材
料
、
柔
ら
か
す
ぎ
て
切
り
に
く
い
材
料
を

使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
な
け
れ
ば
先
に

進
ま
な
い
工
法
な
ど
、
不
自
由
さ
が
課
さ
れ
る

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
が
解
決
策
や

妥
協
策
を
見
つ
け
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
の
大
き
な
特
徴
は
、
白
紙
の
状
態

か
ら
形
を
立
ち
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
与
え
ら
れ
た
材
料
を
組
み
立
て

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
見
す
る
と
創
造
性
が

求
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
す
が
、
枠
／
制
限
の
中
で
何

か
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
ゼ
ロ
か

ら
考
え
る
過
程
よ
り
気
づ
い
た
点

に
留
ま
り
、
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
ま
し

た
。

　
大
き
な
空
間
の
中
で
、
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
し
て
与
え
ら
れ
た
材

料
を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
で
つ
く

る
際
、
必
要
と
な
っ
た
作
業
は
、

一
八
〇
〇
×
九
〇
〇
ミ
リ
の
柔

ら
か
い
素
材
を
正
確
に
切
る
、
四

メ
ー
ト
ル
の
竹
を
竹
割
り
機
で
裂

き
、
面
取
り
を
す
る
、
同
じ
サ
イ

ズ
の
角
材
を
数
十
本
切
り
出
し
、

同
じ
ピ
ッ
チ
で
穴
を
開
け
る
と

い
っ
た
地
味
な
作
業
の
積
み
重
ね

が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ

の
際
、
鉈
や
鋭
利
な
小
刀
を
使
う

な
ど
、
通
常
の
図
工
の
授
業
の
枠

も
超
え
て
い
る
も
の
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
作
業
を
通
し
た
経
験
は
、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
あ
る
か
ら
こ
そ

有
無
を
言
わ
せ
ず
必
要
に
な
る
こ

と
で
す
。
自
由
に
発
想
し
て
い
た

ら
、
面
倒
な
こ
と
は
避
け
て
と
お

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
も
そ
も

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
る

こ
と
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
点
で
も
、
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
の
導
入
は
新
し
い
可
能
性
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
あ
っ
た
の
は
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
し
た
。
グ
ル
ー

な
と
こ
ろ
を
、「
ま
あ
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
よ
」
と
肩
を
押
す
。
そ
ん
な

学
校
と
の
連
携
授
業
で
あ
れ
ば
い
い
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

◉
多
様
な
感
性
が
認
め
ら
れ
る
学
校
教
育
へ

　
最
後
の
一
点
は
先
頃
発
表
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
し
い
学
習
指
導

要
領
に
つ
い
て
で
す
。
残
念
な
が
ら
こ
こ
に
は
図
工
に
関
し
て
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
減
り
も
し
な
い
し
増
え
も
し
な
い
、
褒
め
ら
れ
も
し
な
い
（
笑
）。

　
た
だ
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
社
会
と
の
連
携
」が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
に
宮
下
さ
ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
一
本
の
紐
で
も
、
い
ろ
ん

な
社
会
的
背
景
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
や
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
に
よ
っ
て
、
工
夫
さ
れ

な
が
ら
い
ろ
ん
な
紐
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
知
る
。
そ
う
い
う
視
点
が
、
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
求
め
ら
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
図
工
の
い
ち
ば
ん
の
敵
は
、
実
は
学
校
の
中
に
い
て
（
笑
）、
な
ぜ
図
工

が
必
要
な
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
な
か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
で
、
傍
目
に
は
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
な
ゴ
ミ
の
よ
う
な
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
す
が
、
一
歩

踏
み
込
ん
で
見
て
み
る
と
、
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら

つ
く
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
す
か
ら
そ
こ
を
も
う
少
し
丁
寧
に
解
説
し
、
話
を

し
て
い
く
こ
と
で
、
図
工
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
や
価
値
が
伝
わ
っ
て
い
く
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
外
部
か
ら
参
加
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
よ
う
な
、
何
人
か

の
適
切
な
「
翻
訳
者
」
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
図
工
に
対
す
る
学
内
で
の
理
解
度
は
非
常
に
低
く
て
、
も
し
か
す
る
と
社
会

と
の
連
携
の
方
が
簡
単
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
ほ
ど
で
す
。
け
れ
ど
も
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
試
し
な

が
ら
何
か
を
表
現
し
て
い
く
場
所
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、
や
は
り
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
、
ち
ゃ
ん
と
項
目
立
て
て
、
根
拠
を
も
っ
て
語
れ
な
い
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
と

い
う
今
の
風
潮
の
中
で
は
、
図
工
の
旗
色
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
は
今
度
の
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
も
「
考
え

て
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
制
作
し
か
で
き
な
く
な
り
、
先
ほ
ど

の
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
で
遊
ん
で
い
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
教
育
か
ら
外
へ
は
じ
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
学
校

は
、
そ
う
い
う
感
性
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
生
き
ら
れ
る
場
で
も
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
学
校
の
中
だ
け
で
は
な
く

て
、
外
部
か
ら
い
ろ
ん
な
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
誰
も
が
生
き
ら
れ
る
場
所
と
し
て
の
学
校
教
育
を
つ
く
っ
て
い
け

た
ら
な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
る
「
モ
ノ
づ
く
り
」
と
「
コ
ト
起
こ
し
」

　
僕
は
前
原
小
学
校
の
「
小
屋
を
作
ろ
う
　
前
原
た
て
も
の
園
」
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
す
ご
い
大
風
で
、
も
う
中
止
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
会
場
に
向
か
う
と
、
な
ん
と

や
っ
て
る
ん
で
す
ね
（
笑
）。
子
ど
も
た
ち
が
す
ご
い
顔
を
し
な
が
ら
、
風
の
中
で
小
屋
を
建
て
て
い
ま
し
た
。
女
子
た
ち
が
中

に
入
っ
て
指
示
を
出
し
、
男
子
た
ち
が
外
で
材
木
を
切
る
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
、
一
棟
一
四
人
と
人
数
が
少
し
多
か
っ

西
村
徳
行

連
携
授
業
の
可
能
性
│
「
接
続
」
と
「
断
絶
」
よ
り

◉
普
段
の
学
校
教
育
と
連
携
す
る
こ
と
、
し
な
い
こ
と

校
と
の
連
携
の
問
題
。
こ
れ
に
は
二
つ
あ
っ
て
、
普
段
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
ど
う
「
連
携
し
て
い
く
か
」
と
い

う
問
題
が
一
つ
。
当
然
学
校
で
す
べ
て
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

「
モ
ノ
と
の
関
わ
り
を
も
う
少
し
深
め
た
い
」
と
い
う
時
に
は
、
こ
う
し
た

学
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
今
一
つ
は
逆
に
、
学
校
と
ど
う
「
連
携
し
な
い
か
」
と
い
う
部
分
で
す

ね
。
た
と
え
ば
強
風
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た
小
屋
は
、
ま
さ
に
学
校
の
普
段
の

勉
強
と
は
連
携
し
な
い
体
験
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
充
実
感
や
成
功
体
験
が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
実

際
の
世
界
に
は
不
条
理
な
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
て
、
あ
れ
だ
け
一
生
懸
命

つ
く
っ
た
小
屋
な
の
に
強
風
に
煽
ら
れ
て
潰
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
は
普
段
の
学
校
教
育
で
は
な
か
な
か
体

験
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
学
校
で
は
、
む
し
ろ
「
失

敗
」
は
な
る
べ
く
体
験
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
ん

で
す
ね
。
た
だ
そ
れ
で
も
図
工
の
時
間
で
は
、
一
生
懸

命
や
っ
て
も
で
き
な
か
っ
た
子
と
、
い
い
か
げ
ん
に

や
っ
て
て
も
で
き
ち
ゃ
う
子
が
同
時
に
見
え
て
し
ま
う

時
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
と
て
も
大
切
な
時
間
だ
と
僕
は

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
う
し
た

不
条
理
な
こ
と
が
起
こ
り
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

　
あ
の
強
風
の
中
で
も
中
止
し
な
い
で
あ
え
て
続
行
し

た
よ
う
に
、
学
校
教
育
で
は
予
想
さ
れ
得
る
マ
イ
ナ
ス

な
結
果
に
対
し
て
ど
う
し
て
も
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
が
ち

❖
学
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プ
ワ
ー
ク
が
得
意
な
子

ど
も
も
い
る
し
、
あ
ま
り

得
意
で
は
な
い
子
ど
も

も
い
ま
す
。
今
回
の
授
業

で
は
、
一
二
人
の
グ
ル
ー

プ
と
比
較
的
一
グ
ル
ー
プ

が
大
き
な
も
の
で
し
た
。

積
極
的
に
参
加
す
る
子
ど

も
、
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
、
好
き
な
と
こ
ろ
だ
け

参
加
す
る
子
ど
も
な
ど
、

色
々
な
子
ど
も
の
動
き
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
一
律
に

参
加
す
る
こ
と
が
絶
対
的

に
よ
い
わ
け
で
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
性
格
や
ク
ラ
ス
の
中
で
の
様
子
、
役
割
分
担
な

ど
を
反
映
さ
せ
つ
つ
も
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
も
と
で
動
い
た

り
、
同
じ
こ
と
を
均
一
に
行
う
と
い
っ
た
力
関
係
に
陥
ら
な

い
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
目
指
し
ま
し
た
。

◉
や
っ
た
こ
と
　

　
授
業
の
始
ま
り
に
あ
た
っ
て
、
造
形
の
ゲ
ス
ト
の
瀧
本
さ

ん
が
ご
実
家
の
話
を
例
に
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
の
気
候
風

土
と
家
や
建
物
、
素
材
、
住
ま
い
方
の
関
係
に
つ
い
て
話
を

し
ま
し
た
。
小
屋
が
、
単
な
る
容
器
で
は
な
く
、
土
地
や
暮

ら
し
方
、
時
代
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

考
え
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

　
一
日
目
、
二
日
目
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
な
る
べ

く
材
料
を
切
り
出
し
た
り
、
加
工
が
で
き
た
り
す
る
よ
う

に
、
長
い
ま
ま
の
材
木
や
全
判
の
合
板
や
プ
ラ
板
、
枝
葉
の

つ
い
た
ま
ま
の
竹
を
用
意
し
ま
し
た
。
薄
い
合
板
を
鋸
で
き

れ
い
に
切
断
し
た
り
、
竹
割
器
を
使
っ
て
竹
を
割
っ
た
り
す

る
よ
う
な
作
業
は
、
み
ん
な
初
め
て
で
し
た
。
し
か
し
、
素

材
と
道
具
、
結
果
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
や
り
な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
必
要
な
材
料
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
ど
う
達
成
で
き
る
の
か
、
体
を
使
っ
て

試
し
て
み
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
自
身
で
獲
得
し
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
力
の
入
れ
方
や
体
の

角
度
な
ど
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
は
、
板
書
や
教
科
書

で
は
わ
か
り
に
く
い
こ
と
で
あ
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
発
見
し
て
い
く
過
程
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
プ

ラ
板
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
大
き
な
素
材
に
切
れ
目

を
入
れ
て
、
山
に
折
っ
た
り
谷
に
折
っ
た
り
貼
り
合
わ

せ
た
り
と
い
う
作
業
を
共
同
で
行
う
中
で
、
自
然
に
役

割
分
担
や
リ
ズ
ム
を
見
つ
け
て
い
く
姿
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
友
だ
ち
が
次
の
作
業
に
移
っ
て
い
く

中
、
ひ
と
り
黙
々
と
小
刀
を
使
っ
て
竹
の
面
取
り
作
業

に
没
頭
す
る
子
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
さ
さ
く
れ
が
危

険
だ
か
ら
…
…
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
作
業
自
体
が
お

も
し
ろ
く
て
そ
う
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
み

ん
な
が
小
屋
づ
く
り
に
力
を
合
わ
せ
て
い
る
中
、
小
屋

の
中
を
飾
る
生
け
花
づ
く
り
に
熱
中
し
て
い
る
子
も
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
た
ん
な
る
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
と
し

て
と
ら
え
ま
せ
ん
。
授
業
に
参
加
し
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
る
子
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
作
品
を
つ

く
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
子
た
ち
が
い
る
こ
と
が
大
切
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
動
き
を
気
に
し
な
が

ら
も
、
な
ん
と
な
く
踏
み
込
め
な
い
。
も
し
か
し
た
ら

授
業
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
子
ど
も
た
ち
よ

り
、
授
業
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
友
だ
ち
の
動
き
に
対
し
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、
全
身
を
セ
ン
サ
ー
の
よ
う
に
し

て
参
加
す
る
、
そ
の
子
な
り
の
方
法
も
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
は
冬
の
強
風
の
中
で
行
わ
れ
、
壊
れ
た
小
屋
も
あ
り
ま
し
た
。
小
屋
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
は

新
た
に
も
う
一
つ
小
屋
を
つ
く
っ
て
、
建
築
家
の
前
田
さ
ん
が
そ
の
二
つ
を
比
較
し
、
壊
れ
た
理
由
を
解
説
す
る
と
い
う

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
小
屋
が
立
ち
上
が
る
と
中
に
敷
き
物
を
敷
い
た
り
、
靴
箱
を
つ
く
っ
た
り
、
表
札
を
掛
け
た
り
し

て
、
だ
ん
だ
ん
自
分
た
ち
の
空
間
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
三
日
目
の
最
終
日
は
保
護
者
や
近
隣
の
方
を
招
き
、
創
作
過
程
や
完
成
し
た
小
屋
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
当
初
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
個
性
や
熱
意
、
興
味
、
関
心
な
ど
が
反
映
さ
れ
、
個
性
的
な
空
間
と
な
り

ま
し
た
。

た
せ
い
も
あ
る
の
か
、
け
な
げ
に
働
く
女
子
た
ち
の
傍
ら
で
、
男
子
が
手
持
ち
ぶ
さ
た
に
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
こ
の
大
風
の
な
か
で
、
ド
ー
ム
型
の
小
屋
を
覆
う
布
を
張
ろ
う
と

し
て
も
な
か
な
か
張
れ
な
い
と
い
う
、
す
ご
い
状
況
も
目
に
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
図
画
工
作
（
以
下
図
工
）
で
は
、「
モ
ノ
づ
く
り
」
と
「
コ
ト
起
こ
し
」
の
二
つ
が
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
小
屋
を
作
ろ
う
」
は
、
五
つ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
か
ら
　
選
ん
で
制
作

す
る
と
い
う
点
で
は
、
完
成
と
い
う
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
「
モ
ノ
づ
く
り
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
け
れ
ど
も
つ
く
る
環
境
が
変
わ
っ
た
り
協
働
す
る
人
が
変
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
で
選
ん
で
行
動
し
て
い
く
「
コ
ト
起
こ
し
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
先
ほ
ど
少
し
触
れ
た
外
の
男
子
に
指
示
を
出
し
て
い
た
女
子
た
ち
は
、
ド
ー
ム
型
の
小
屋
の
中
で
イ

ス
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
単
に
家
だ
か
ら
イ
ス
を
つ
く
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
中
に
入

る
と
頭
が
ド
ー
ム
に
当
た
る
か
ら
、
座
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
理
由
が
あ
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
中
に
入
っ
て
実
感
し
て
、
初
め
て
で
き
た
イ
ス
な
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
実
感
に
基
づ
い
て
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ご
く
自
然
に
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
屋
づ
く
り
の
共
同
作
業
に
は
積
極
的
に
参
加
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
強
風
の
な
か
、
小
屋

に
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
を
付
け
て
風
に
た
な
び
か
せ
て
遊
ん
で
い
た
男
の
子
が
い
ま
し
た
。
僕
は
、
彼
を

ほ
め
て
あ
げ
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
ん
な
強
い
風
の
な
か
で
何
が
一
番
や
り
た
く
な
る
か
と
い
え

ば
、
何
か
を
こ
の
風
に
た
な
び
か
せ
る
こ
と
、
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼
も
ま
た
そ
う
い
う
形
で
、

そ
の
場
の
状
況
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
「
自
分
の
作
品
」
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
わ
け
で
す
。

　
集
団
行
動
に
は
な
じ
ま
な
い
、
先
生
か
ら
す
れ
ば
と
て
も
面
倒
く
さ
い
子
ど
も
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
に

も
必
ず
い
ま
す
。
で
も
彼
ら
は
み
ん
な
と
少
し
距
離
を
置
き
な
が
ら
も
、
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
て
、
自
分

が
入
れ
そ
う
な
ス
キ
マ
を
探
し
て
い
た
り
、と
き
に
大
き
な
声
を
出
し
て
、「
自
分
は
こ
こ
に
い
る
ぞ
」

と
い
う
存
在
感
を
示
そ
う
と
す
る
。
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
の
男
の
子
は
、
そ
ん
な
自
己
主
張
が
と
て
も
自

然
な
形
で
出
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

　
も
し
か
す
る
と
風
に
な
び
く
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
を
見
て
、
竹
の
ド
ー
ム
に
張
ろ
う
と
し
て
い
た
布
を

や
め
て
、「
風
が
通
る
よ
う
な
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
を
張
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
な
発
想
が
み

ん
な
に
起
こ
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
が
よ
り
自
然
な
「
コ
ト
起
こ
し
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
授
業
を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
ん
な
こ
と
が
予
感
で
き
る
「
場
」
で
あ
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。（
※
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
度
の
振
り
返
り
の
会
で
の
ご
発
言
を
再
掲
し
て
い
ま
す
）

＊
に
し
む
ら
・
と
く
ゆ
き
│
東
京
学
芸
大
学
准
教
授
、
美
術
科
教
育
学
。
一
九
七
一
年
、
京
都
市
生
ま
れ
。
都
内
中
学
校
、
筑
波
大

学
附
属
小
学
校
を
経
て
、
二
〇
一
四
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
美
術
科
教
育
学
、
鑑
賞
教
育
。「
み
る
こ
と
」
を
軸
に
し
た
図
画
工
作
・
美

術
科
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
図
工
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
に
伝
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
図
工
の
お
き
ぐ
す
り
」
を
全
国
で
展
開
し
て
い
る
。
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井
上
麻
衣
子

ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
の
男
の
子
の
、
風
に
な
び
く
テ
ー
プ
が
ど
ん
ど
ん
長

く
な
っ
て
い
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
う
や
っ
て
様
子
を
見
な

が
ら
、本
当
は
小
屋
の
組
み
立
て
に
も
参
加
し
た
い
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

　
本
当
に
初
め
て
ア
ー
ト
と
街
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
る
の
を
実
感
し
て
て
、
そ
の
作

品
自
体
、
つ
く
っ
て
終
わ
り
じ
ゃ
な
く
て
、
本
当
に
生
き
て
る
、
生
き
続
け
て
る
感

じ
と
か
、
も
の
に
よ
っ
て
風
化
し
て
い
る
と
か
、
外
に
も
内
に
も
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
の
を
実
感
し
て
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
な
。
い
わ
ゆ
る
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
見
に
行
く
ア
ー
ト
じ
ゃ
な
い
、
ア
ー
ト
を
体
感
し
て
現
在
進
行
形
み
た
い
な
感
じ
。
一
緒
に
生
き
て
る
。
同
じ
焼
き
付
け
さ

れ
て
る
も
の
も
、違
う
自
分
で
見
て
る
か
ら
、時
間
の
経
過
も
お
も
し
ろ
い
し
、そ
の
な
か
で
新
た
な
る
出
会
い
が
あ
っ
た
り
、

ま
た
べ
つ
の
こ
と
と
結
び
つ
い
た
り
、
色
々
派
生
し
て
っ
て
つ
な
が
っ
て
み
た
い
な
の
が
お
も
し
ろ
い
か
な
。

　
家
族
も
、
と
に
か
く
私
が
は
ま
っ
て
、
子
ど
も
も
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
の
で
、
巻
き
込
む
し
か
な
い
、
こ
の
楽
し
さ
を
共
に

感
じ
た
い
。
も
う
こ
れ
は
！
　
と
い
う
感
じ
で
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
、
引
き
合
わ
せ
て
体
験
さ
せ
た
と

い
う
感
じ
で
す
か
ね
。
五
五
周
年
の
と
き
は
夫
も
巻
き
込
ん
で
。
や
っ
ぱ
り
、
実
際
に
自
分
も
動
く
と
、
目
に
見
え
る
形
に
な

る
と
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
普
段
あ
ま
り
ア
ー
ト
と
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
い
人
も
。
五
五
周
年
の
時
に
は
新
聞
を
つ
く
っ
た
け
ど
、

一
般
の
街
の
人
、
市
民
み
た
い
な
一
般
的
な
話
を
聞
き
た
い
要
素
が
欲
し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
つ
つ
い
た
り
し
て
。
そ
う
い
う
の

は
参
考
に
は
な
る
か
な
。
逆
に
全
然
関
係
な
い
人
だ
か
ら
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
私
は
こ
の
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
て
い
て
、
そ
の
子
に
は
「
風
が
見
え
る
ね
」
と
話
し
か
け
た
り
し
て
い
た
の
で
す

が
、
小
屋
が
で
き
あ
が
っ
た
と
き
に
屋
根
の
窓
か
ら
二
人
の
女
の
子
が
顔
を
出
し
て
、
そ
の
子
に
「
お
ー
い
、
そ
の
テ
ー
プ
こ

こ
に
持
っ
て
き
て
」
っ
て
声
を
か
け
た
ん
で
す
ね
。
で
、
そ
の
子
と
一
緒
に
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
を
女
の
子
た
ち
に
つ
な
げ
て
あ

げ
た
と
き
に
、
テ
ー
プ
の
男
の
子
が
と
て
も
い
い
表
情
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
い
の
う
え
・
ま
い
こ
│
私
は
週
に
二
回
森
へ
ゆ
く
。
寂
し
い
時
は
ア
イ
ス
を
食
べ
る
自
他
共
に
認
め
る
ヘ
ナ
チ
ョ
コ
。
い
つ
も
周
り
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
る
人
と
人
、
こ
と
、
も
の
、
自
然
と
の
つ
な
が
り
が
廻
り
ゆ
く
の
を
感
じ
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。
人
を
含
め
た
自
然
愛
を
も
ち
続
け
て
い
た
い
。
不
自
然
な

こ
と
は
し
た
く
な
い
。
滞
り
を
ほ
ぐ
し
間
に
良
い
流
れ
を
つ
く
る
の
好
き
。
人
を
笑
顔
に
で
き
る
と
嬉
し
い
。
自
分
は
ど
ん
な
存
在
で
何
が
し
た
い
の
か
　
ぐ
る
ぐ
る
考

え
る
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
。

❖
ス

河
野 
路

工
の
時
間
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
何
か
を

つ
く
り
だ
す
時
間
で
は
あ
る
わ
け
で
す

が
、
連
携
授
業
は
そ
れ
と
は
違
う
。
普
段
学
校
の
中
に
い

な
い
人
と
の
出
会
い
や
、
自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
る
自
然

物
な
ど
で
も
、
学
校
に
い
な
い
人
が
そ
こ
で
関
わ
る
こ
と

で
い
つ
も
と
は
違
う
側
面
を
そ
の
中
に
見
た
り
し
て
い

る
。
そ
れ
が
い
つ
も
と
は
違
う
、
何
ら
か
の
新
し
い
出
会

い
に
な
る
。
材
料
、
素
材
も
野
川
の
周
辺
に
ご
ろ
ご
ろ
落
っ
こ
っ
て
い
た
り
す
る
も
の
を
使
う
わ
け

だ
け
れ
ど
も
、
普
段
何
気
な
く
見
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
ガ
ッ
ツ
リ
向
か
い
合
っ
て
つ

く
る
と
い
う
方
法
で
や
っ
て
み
る
と
、
あ
、
こ
う
い
う
材
料
だ
っ
た
ん
だ
、
素
材
だ
っ
た
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
て
、
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
が

い
て
、
一
緒
に
関
わ
る
中
で
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
日
常
に
触
れ
る
人

と
い
う
の
は
、
あ
る
程
度
限
ら
れ

て
い
て
、
ど
ん
な
に
そ
の
範
囲
が

広
い
子
で
あ
っ
て
も
、
家
庭
・
学

校
・
塾
だ
っ
た
り
、
習
い
事
だ
っ
た

り
、
ち
ょ
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
系
の
こ
と

を
や
っ
て
い
た
り
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
が
ほ
と
ん
ど
で
、
限
ら
れ
て
い
る

中
で
過
ご
し
て
い
る
子
も
多
い
。
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
ま
っ
た
く
日
常
に

は
い
な
い
は
ず
の
人
た
ち
が
一
緒
に

活
動
し
て
、
そ
し
て
「
お
も
し
ろ
い

ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
す
ご

く
大
き
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。

絵
画
教
室
に
し
た
っ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
だ
っ
て
大
人
は
「
先
生
」。
先
生

じ
ゃ
な
い
人
と
関
わ
る
ん
だ
よ
ね
。

こ
こ
で
や
っ
て
い
る
活
動
は
、
先
生

＝
教
わ
る
と
い
う
公
式
じ
ゃ
な
い
。

　
外
部
連
携
と
い
っ
て
も
、
ほ
か
は

❖
図
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ド
キ
ュ
メ
ン
ツ
／
カ
メ
ラ
と
箒
と
雑
巾
と
─
本
町
小
学
校
─
二
〇
一
二
年
度
　

◉
こ
こ
ろ
み

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ゲ
ス
ト
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
岩
井
優
さ
ん
で
し
た
。
岩
井
さ
ん
は
、
日
常

の
行
為
で
あ
る
清
掃
や
浄
化
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
様
を
「
ク
リ
ー
ナ
ー

ズ
ハ
イ
」
と
名
付
け
、
こ
れ
を
主
題
に
世
界
各
地
で
作
品
を
制
作
・
発
表
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
す
。
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
込
ん
で
そ
こ
に
住
む
人
々
の
行
為
に
参
加

し
、
と
も
に
実
践
す
る
「
参
与
的
手
法
」
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
年
は
岩
井
さ
ん
と
本
町
小
学
校
の
六
年
生
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
の
岩
井
優
さ
ん
、
制
作
過
程
を
記
録
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
班
二
名
が
参
加
し
、
岩
井
さ
ん

は
制
作
と
と
も
に
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
子
ど
も
た
ち
が
竹
ぼ
う
き
で
一
列
に

な
っ
て
教
室
を
掃
く
、
雑
巾
が
け
を
す
る
と
い
っ
た
掃
除
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ダ
ン
ス
で
す
が
、
途

中
、
子
ど
も
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
生
活
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
そ
の
様
子
を
撮
影
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
こ
の
状
況
を
撮
影
す
る
と
い
う
入
れ
子
の
構
造
が
形
づ

く
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
掃
除
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
な
が
ら
校
外
に
で
て
行
き
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
続
け
な
が
ら
、
そ
こ
に
大
き
な
バ
ブ
ル
マ
シ
ン
で
泡
が
吹
き
出
さ
れ
、
そ
の
泡
と
熱
狂
的
に
戯
れ
、
授
業
が
終

わ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
通
常
の
授
業
で
は
あ
り
得
な
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
五
年
経
っ
て
高
校
生
に
な
っ
た
当
時
の
学
生
は
、
事
後
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
い
ま
だ
に
あ
の
出
来
事
が
何
で
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
他
の
事
例
に
見
る

よ
う
に
、
学
校
の
中
の
明
確
な
問
題
意
識
に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
こ
と
を
日
常
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
た
時
に
、
不
可
解
さ
や
答
え
の
な

さ
を
、
い
わ
ば
白
昼
堂
々
と
学
校
が
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

あ
る
と
き
に
は
、
学
校
と
い
う
自
明
の
正
し
さ
の
世
界
に
大
き
な
疑
問
が
投
げ
込
ま
れ
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
中
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残
っ
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◉
や
っ
た
こ
と

　
子
ど
も
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
グ
ル
ー
プ
分
け
の
基
本
に
据
え
て
、
ほ
う
き
班
、
雑
巾
班
な
ど
に
分
か
れ
、
体
育
館
、

廊
下
、
教
室
で
掃
除
の
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
な
が
ら
校
外
に
出
て
、
路
上
で
大
き

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ん
で
す
よ
、
結

局
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
な
と
い
う

感
じ
が
す
る
。
同
じ
連
携
と

い
っ
て
も
質
が
違
う
な
と
思
っ

て
い
て
。
そ
こ
で
は
ど
こ
で
も

で
き
ま
す
、
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
中
に
子
ど
も
を
乗
せ
て
い

る
だ
け
で
、
子
ど
も
が
発
見
す

る
と
い
う
こ
と
は
少
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
し
、
そ
こ
に
来
て

く
れ
た
人
と
の
交
流
が
な
い
、

や
っ
ぱ
り
来
て
い
な
い
感
じ
が

す
る
。
活
動
が
生
き
て
い
な

い
。
だ
か
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

何
か
根
付
か
な
い
と
い
う
気
が

し
て
い
る
。

　
私
は
小
金
井
に
来
て
子
ど
も
を
地
域
に
返
し

た
い
と
思
っ
て
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と

つ
な
が
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
教
員
は
異
動
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
子
ど
も
と
地
域
が
つ
な

が
っ
て
い
れ
ば
、
教
員
が
い
な
く
な
っ
た
と
し

て
も
、
何
ら
か
、
そ
こ
に
つ
な
が
り
は
残
っ
て

い
く
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
だ
っ
た
ら
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
な
と
思

う
。
授
業
を
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ
る
大
変
さ
を

感
じ
る
人
は
多
い
と
思
う
け
れ
ど
、
そ
れ
を
や

る
か
ら
こ
そ
、
よ
さ
と
い
う
の
が
出
て
く
る
ん

だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
子
ど
も
が
卒
業

し
た
と
し
て
も
、
小
学
校
で
あ
あ
い
う
出
会
い

が
あ
っ
た
、
こ
の
土
地
に
は
こ
う
い
う
も
の
が

あ
っ
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
使
っ
て
僕
た
ち
は

こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
と
、
何
か
記
憶
が
残
る

だ
ろ
う
し
、
そ
の
子
た
ち
が
卒
業
し
て
し
ま
っ

て
も
、
学
校
と
地
域
の
人
た
ち
が
や
っ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
何
ら
か
、
そ
の
あ
と
で
ま

た
つ
な
が
る
と
い
う
可
能
性
も
残
し
て
い
く
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
。

＊
こ
う
の
・
み
ち
│
前
前
原
小
学
校
、
現
東
村
山
市
南
台

小
学
校
・
図
工
専
科
教
諭
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な
バ
ブ
ル
マ
シ
ン
の
泡
を
身
に
受
け
て
、
踊
り
ま
し
た
。

　
次
項
（
〇
七
八
頁
│

）
に
、
こ
の
全
五
回
の
授
業
を
観
察
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
ま
し
た
。
岩
井
さ
ん
の
発
話

と
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
、
観
察
者
の
主
観
で
は
あ
り
つ
つ
、
可
能
な
限
り
価
値
化
せ
ず
描
写
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

じ
時
間
に
同
席
し
た
参
加
者
の
意
見
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
全
方
位
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
事
を
ど
の
よ
う
に
記
述

す
る
か
、
興
味
ぶ
か
い
実
験
で
あ
る
と
同
時
に
、
映
像
な
ど
と
は
異
な
る
現
場
感
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
図
工
時
間
─
本
町
小
学
校
─
二
〇
一
四
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
本
町
小
学
校
六
年
生
の
図
工
の
時
間
を
利
用
し
、「
箱
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら

触
発
さ
れ
た
「
題
名
」
を
も
と
に
、
二
〇
分
程
度
で
発
表
す
る
演
劇
作
品
を
グ

ル
ー
プ
で
つ
く
り
ま
し
た
。
演
出
家
、
藤
塚
陽
子
さ
ん
を
ま
ね
き
、
全
三
回
の
授

業
の
う
ち
、
二
回
を
準
備
期
間
、
三
回
目
を
発
表
会
と
し
、
保
護
者
も
招
待
し
、

多
目
的
室
に
つ
く
ら
れ
た
簡
易
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
ま
し
た
。

　
演
劇
に
は
、
図
工
だ
け
で
な
く
、
音
楽
や
国
語
の
要
素
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
体
験
を
「
教
科
」
で
区
切
ら
ず
、
枠
の
な
い
一
人
の
人
と
し
て
発
想

し
た
り
、
創
造
し
た
り
す
る
経
験
を
得
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
本
当
に

表
現
し
た
い
こ
と
を
突
き
詰
め
て
み
る
た
め
に
、
説
明
的
な
起
承
転
結
や
リ
ニ
ア

な
時
間
軸
を
と
る
必
要
は
な
く
、
一
瞬
の
出
来
事
を
表
現
し
て
も
い
い
し
、
時
間

軸
が
歪
ん
で
い
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。「
箱
」
と
い
う
一
見
し
て
目
的
が
定
か
で
は
な
い
テ
ー
マ
を
選

ぶ
こ
と
も
、子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
解
釈
と
、自
分
た
ち
の
表
現
を
押
し
広
げ
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
脚
本
、
音
響
、
照
明
、
出
演
、
衣
装
、
小
道
具
、
大
道
具
な
ど
、
演
劇
に
必
要
な
役
割
と
そ
の
内
容
を
自
分

た
ち
で
決
め
、
舞
台
に
要
求
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
子
ど
も
た
ち
が
担
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
や
興
味
が
発
揮
さ
れ
る
場
を
つ
く
る
と
い
う
目
的
で
し
た
。

　
二
回
の
準
備
期
間
と
発
表
会
前
日
に
急
遽
行
わ
れ
た
リ
ハ
ー
サ
ル
で
、
演
劇
を
完
成
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

状
況
で
は
、
大
人
が
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
子
ど
も
た
ち
と
併
走
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
経

験
値
や
ス
キ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
し
な
が
ら
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
完
成
形
」
に
至
り

ま
し
た
。

　
授
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
音
楽
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
図
工
が
得
意
な
方
な
ど
多
彩
で
、
関
わ

り
方
も
一
緒
に
舞
台
に
登
る
人
、
裏
方
と
し
て
造
形
を
手
伝
う
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

◉
や
っ
た
こ
と

　
授
業
の
最
初
に
演
出
家
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
N
P
O
の
ス
タ
ッ
フ
が
段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
短
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
言
葉
の
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
起
承
転
結
や
落
ち
の
な
い
表
現
な
ど
、

型
に
は
ま
ら
な
い
演
劇
を
体
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
「
箱
」
を
テ
ー
マ
に

や
っ
て
み
た
い
演
劇
の
ア
イ
デ
ア
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
元
に
一
ク
ラ
ス
三
つ
程
度
の
グ

ル
ー
プ
テ
ー
マ
を
あ
ら
か
じ
め
つ
く
り
、
そ
の
中
か
ら
や
り
た
い
テ
ー
マ
を
選
び
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
子

ど
も
た
ち
に
分
か
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
先
生
が
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
純
粋
に
自
分
だ
け
が

や
り
た
い
テ
ー
マ
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ど
こ
か
に
自
分
の
テ
ー
マ
が
す
く
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

テ
ー
マ
と
グ
ル
ー
プ
の
構
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
六
年
一
組
が
五
グ
ル
ー
プ
、
二
組
が
四
グ
ル
ー
プ
の
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
大
人
が
一
人
ず

つ
、
伴
走
し
ま

し
た
。
ま
ず
、

お
芝
居
を
成
り

立
た
せ
る
た
め

の
役
割
分
担
を

大
事
に
し
、
前

に
出
て
セ
リ
フ

言
う
こ
と
だ
け

が
芝
居
で
は
な

く
、
裏
方
さ
ん
も
お
も
し
ろ
い

で
す
よ
と
説
明
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に

合
わ
せ
て
選
択
肢
が
あ
る
こ
と

が
大
事
で
し
た
。

　
演
劇
に
必
要
な
役
割
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
図
工
、
国

語
、
音
楽
を
下
敷
き
に
し
て

演
劇
を
つ
く
る
と
い
う
活
動
に

幅
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
よ
り
細
分
化
さ
れ
、

自
分
の
得
意
分
野
を
追
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
一

方
で
、
一
グ
ル
ー
プ
に
一
人
の

役
割
で
は
足
り
な
く
な
っ
た
と

こ
ろ
、
特
に
照
明
な
ど
は
、
ク

ラ
ス
全
体
の
照
明
係
が
自
主
的

に
生
ま
れ
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
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に
手
伝
い
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
自
身
で
こ
う
し
た
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
あ
あ
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
補
強
し
合
っ
て
、
流
れ
る
よ
う
に
動
き
始

め
ま
し
た
。

　
本
番
に
は
主
役
の
女
の
子
が
急
遽
、
欠
席
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
台
本
も
分
か
っ
て
い
る
大
人
が
「
私
が
や
っ
て

あ
げ
よ
う
か
？
」
と
の
申
し
出
に
、「
い
え
、
大
丈
夫
で
す
」
と
自
分
た
ち
で
や
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
徐
々

に
大
人
の
手
を
離
れ
て
い
く
、
価
値
が
あ
る
活
動
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
「
形
」
の
あ
る
演
劇
で
は
実
現
が
難
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
劇
の
音
楽
も
、
学
校
の
授
業
で
は
音
符
を
な
ぞ
る
再
現
芸
術
系
が
多
い
の
で
、
一
二
音
階
に
と
ら
わ

れ
ず
に
音
が
出
せ
る
よ
う
、
楽
器
に
も
工
夫
し
ま
し
た
。
音
と
音
楽
が
豊
か
に
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

◉
授
業
を
終
え
て

　
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
抜
粋
し
ま
す
。

▼
「
今
日
は
、
照
明
だ
け
だ
っ
た
け
ど
、
L
E
D
ラ
イ
ト
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
ラ
イ
ト
が
綺
麗
に
見
え
る
よ
う
に
使
い

分
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ダ
ン
ス
の
と
き
に
は
、
ラ
イ
ト
を
全
部
点
け
た
り
消
し
た
り
し
て
、

（
劇
が
）
た
の
し
く
盛
り
上
が
る
よ
う
に
も
工
夫
し
て
、
攻
撃
さ
れ
る
場
面
で
は
赤
な
ど
で
表
現
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

▼
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
照
明
に
巻
き
つ
け
て
光
を
反
射
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
で
ラ
イ
ト
を
持
っ

て
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
人
に
ラ
イ
ト
を
あ
て
て
、
聞
き
や
す
く
な
る
よ
う
な
工
夫
も
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ラ

イ
ト
の
種
類
を
見
や
す
く
な
る
よ
う
に
使
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
床
に
ラ
イ
ト
を
置
い
て
（
人
が
）
近
く
な
っ
て
い

る
と
き
だ
け
つ
け
た
り
床
だ
け
を
明
る
く
し
た
り
す
る
よ
う
に
や
れ
ま
し
た
。
　

▼
ぼ
く
は
今
ま
で
図
工
は
、
楽
し
い
と
い
う
気
持
ち
も
な
に
も
な
く
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
活
動
で
は
、
図

工
は
楽
し
い
か
ら
や
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ふ
だ
ん
よ
り
も
一
生
懸
命
に
、
楽
し
く
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
図
工
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
考
え
、
積
極
的
に
何
事
に
も
取
り
組
み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

▼
ぼ
く
は
、
今
回
、
演
じ
て
、
ど
ろ
ぼ
う
が
土
偶
を
ぬ
す
ん
で
、
妖
精
に
土
偶
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
場
面
や
、
土

偶
が
踊
り
出
す
な
ど
の
、
と
て
も
ざ
ん
新
で
お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

図
工
が
と
て
も
楽
し
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
、
最
後
に
今
回
の
活
動
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
た
の
で
、
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
も
う
一
回
や
り
た
い
で
す
。

　
感
想
を
通
し
て
、
担
当
の
図
工
の
先
生
よ
り
「
あ
る
生
徒
が
自
分
の
言
葉
で
自
分
を
表
現
し
た
の
を
初
め
て
聞
い
た
。

自
ら
工
夫
し
て
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
言
葉
で
表
現
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
子
に
と
っ
て
も
、
私
に
と
っ
て
も
も
の
す
ご
い

収
穫
で
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
教
科
」
で
は
な
く
、
そ
の
子
自
身
の
経
験
に
全
体
と
し
て
刺
激
と

な
り
、
さ
さ
や
か
で
あ
っ
て
も
変
化
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
作
文
に
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

4 

み
る
こ
と
、
描
く
こ
と

六
年
生
の
わ
た
し 

本
町
小
自
画
像
展
─
本
町
小
学
校
─
二
〇
一
六
年
度

◉
こ
こ
ろ
み

　
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
に
入
る
時
期
、
子
ど
も
の
心
と
体
に
は
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
、
自
我
と

の
向
き
合
い
が
始
ま
る
と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
工
専
科
の
先
生
と
授
業
の
打
ち
合
わ
せ
を

続
け
る
中
で
子
ど
も
た
ち
が
つ
く
っ
た
「
自
分
の
大
切
な
も
の
を
使
っ
て
、
自
分
を
表
現
す
る
」
と
い

う
作
品
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
「
大
切
な
も
の
」
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
は
ペ
ッ

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
し
た
。
身
の
回
り
の
「
モ
ノ
」
を
紙
面
に
配
置
さ
せ
る
こ

と
を
通
し
て
自
分
を
表
現
す
る
作
品
か
ら
、
社
会
的
な
記
号
を
駆
使
し
て
自
分
を
表
現
し
た
り
、
あ
る

グ
ル
ー
プ
へ
の
所
属
を
記
号
を
介
し
て
表
明
す
る
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
が
見
え
る

よ
う
で
し
た
。
こ
の
こ
と
の
是
非
を
こ
の
授
業
で
問
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
微
妙
に
変
化
す
る
年

齢
に
よ
る
こ
と
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
も
う
少
し
こ
う
し
た
記
号
を
用
い
ず
に
自
分
を
表
現

し
な
が
ら
心
の
中
で
自
分
と
は
？
　
と
問
い
返
し
、
高
ら
か
に
今
の
自
分
を
皆
の
前
に
表
現
す
る
こ
と

を
自
分
自
身
が
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
記
号
に
逃
げ
こ
ま
ず
に
い
ら
れ
る
時
間
が
確
保
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
六
年
間
の
中
、「
自
画
像
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
何
度
か
出
あ
う
課
題
で
し
ょ
う
。
多
く

の
場
合
、
鏡
を
見
な
が
ら
描
き
写
す
、
似
て
い
る
、
似
て
い
な
い
が
楽
し
い
課
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
回
の
授
業
で
は
鏡
は
使
わ
ず
、「
自
分
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
こ
と
、
そ
こ
に
あ
る

「
自
問
」
が
鏡
で
し
た
。
考
え
て
出
て
き
た
自
分
、
あ
る
い
は
絵
筆
を
動
か
す
中
で
現
れ
出
て
く
る
自

分
、
描
く
過
程
の
内
省
が
と
て
も
大
切
な
時
間
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
半
ば
描
く
課
題
を
通
じ
て
、

内
省
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
落
と
し
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
の
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
、
い
ち
む
ら
み
さ
こ
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
み
さ
こ
さ

ん
は
テ
ン
ト
村
に
住
み
、
社
会
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
置
か
れ
た
人
た
ち
と
と
も
に
、
そ
の
状
況

に
対
し
て
表
現
を
通
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。

◉
や
っ
た
こ
と

0
─
準
備
　
体
験
し
て
み
る
、
実
験
し
て
み
る

　
自
画
像
を
描
く
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
な
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の
授
業
を
行
う
前
に
参
加
す
る
大
人
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た
ち
と
「
描
く
と
い
う
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
参
加

し
た
大
人
か
ら
は
、
正
解
（
自
分
に
似
た
自
画
像
）
に
到
達
で
き
な
い
こ
と

で
、
自
分
は
描
く
こ
と
が
苦
手
だ
と
い
う
発
言
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
似
て
い

る
こ
と
＝
上
手
な
こ
と
、
と
い
う
呪
縛
か
ら
ど
の
よ
う
に
解
放
さ
れ
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
？

1
─
心
と
体
を
ほ
ぐ
す

　
自
画
像
を
描
く
に
は
、
体
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
自
身
と
向
き
合
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
観
念
的
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、

力
ま
な
い
で
自
分
自
信
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
授
業
は
体
操
か
ら

始
め
ま
し
た
。
腕
を
振
っ
た
り
首
を
回
し
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
顔

や
頭
、
体
、
足
な
ど
、
ふ
だ
ん
は
意
識
し
な
い
自
分
を
確
認
す
る
た
め
に
触
れ

て
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た
体
操
は
た
ん
な
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
絵
を
描
く
た
め
、
自
分
自
身
を
知
る
た
め
の
大
切
な
エ
ス
キ
ス
で
し
た
。

初
回
で
は
、
全
員
で
描
く
予
定
に
な
っ
て
い
た
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
ル
紙
を

肩
よ
り
高
く
持
ち
上
げ
、
そ
の
ト
ン
ネ
ル
を
み
ん
な
で
順
番
に
潜
り
な
が
ら
、

紙
の
大
き
さ
も
体
感
し
ま
し
た
。

2
─
だ
ん
だ
ん
と
向
き
合
う

　
一
回
目
の
授
業
で
は
、
幅
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
紙
に
ク
ラ
ス
全
員

で
自
分
自
身
を
描
き
ま
し
た
。
描
画
に
あ
た
っ
て
は
、
普
段
の
授
業
で
使
っ
て
い
る
筆
や
絵
具
で
は

な
く
、
ス
ポ
ン
ジ
や
ロ
ー
ラ
ー
、
大
き
な
刷
毛
、
手
や
足
、
全
身
を
使
い
ま
し
た
。
パ
レ
ッ
ト
も
使

わ
ず
、
ボ
ー
ル
に
直
接
、
絵
具
を
置
き
、
色
や
形
を
と
お
し
て
自
分
の
感
情
や
自
分
に
触
れ
た
と
き

の
感
触
な
ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
描
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ン
ジ
や
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を
使
う
こ
と
は
、
自

画
像
に
つ
き
ま
と
う
「
似
て
い
る
、
似
て
い
な
い
」
＝
「
上
手
、
下
手
」
と
い
う
概
念
や
既
成
の
自

画
像
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
な
紙
を

使
う
こ
と
は
、
否
応
な
し
に
身
体
全
体
を
使
い
描
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
矩
形
の
揃
い
の

用
紙
に
向
け
て
自
分
と
は
何
か
を
考
え
る
よ
う
な
枷
に
嵌
め
ら
れ
た
行
為
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
こ

と
を
意
図
し
ま
し
た
。

　
制
作
を
す
る
場
所
は
図
工

室
や
教
室
の
机
で
は
な
く
、

多
目
的
室
と
い
う
大
き
な
部

屋
で
、
床
に
お
も
い
お
も
い

に
、
ラ
ン
ダ
ム
に
紙
を
広
げ

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の

ゾ
ー
ン
が
決
め
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
左
右
や
前
に
座
る

友
だ
ち
の
腕
や
足
に
触
れ
た

り
、
絵
具
が
混
じ
り
合
っ
た

り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
一

般
的
な
矩
形
の
紙
に
二
次
元

の
自
分
を
描
き
出
す
こ
と
と

は
違
う
感
覚
が
生
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ン
ジ
や
ロ
ー
ラ
ー
、
手
や
足
で
描
く
目
や
鼻
と
、
ま
さ
し
く
顔

貌
が
「
似
て
い
る
、
似
て
い
な
い
」
か
ら
飛
び
出
し
て
感
情
や
感
覚
が

露
出
し
、紙
に
投
影
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、形
態
と
し
て
「
顔
」

的
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
子
ど
も
自
身
の
反
応
や
感
覚
が
生
の
状
態

で
表
現
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
二
日
目
と
三
日
目
は
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
た
画
用
紙
に
そ
れ
ぞ
れ

自
画
像
を
書
き
ま
し
た
。
紙
は
短
辺
が
七
五
セ
ン
チ
、
長
辺
は
九
〇
セ

ン
チ
以
上
と
、
六
年
間
の
中
で
も
大
き
い
サ
イ
ズ
で
す
。
紙
は
必
ず
し

も
白
で
は
な
く
、
水
色
や
黒
色
な
ど
も
用
意
し
ま
し
た
。
描
画
の
た
め

の
絵
具
な
ど
は
、
前
回
と
同
様
に
ボ
ー
ル
に
絵
具
を
出
し
、
筆
は
自
分

を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
っ
て
。
今
に
な
っ
た
ら
、「
あ
っ
」っ

て
思
う
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
す
ご
く
あ
る
ん
だ
け
ど
。
何
だ

ろ
う
。
も
っ
と
話
を
聞
い
て
、
彼
女
た
ち
の
思
っ
て
る
こ
と
と

か
を
導
い
て
つ
く
り
上
げ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
そ
の
と
き
は
、
自
分
も
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
の

が
最
優
先
に
出
ち
ゃ
っ
て
、
自
分
も
描
き
加
え
て
い
っ
た
。
そ

こ
に
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
も
混
ざ
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
ん
で
す
。
で
も
、
何
か
違
う
な
と
思
っ
て
、
も
っ
と
話
を
聞

い
て
あ
げ
る
こ
と
だ
っ
た
の
か
な
。
あ
あ
、
い
け
な
い
ん
だ
っ

て
、
つ
い
一
緒
に
描
い
ち
ゃ
う
と
、
私
の
作
品
に
な
っ
て
し
ま

う
と
思
っ
て
、
宮
下
さ
ん
に
描
か
な
く
て
い
い
よ
と
言
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
あ
っ
そ
う
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
二
枚
描
い
て

展
示
し
ま
し
た
が
、
一
枚
目
は
結
構
私
が
手
を
加
え
ち
ゃ
っ

た
。
展
示
に
き
て
く
れ
た
人
か
ら
一
枚
目
す
ご
く
い
い
ね
み
た

い
に
言
わ
れ
て
。
あ
あ
こ
れ
は
違
っ
た
と
。
す
ご
く
あ
の
と

き
、
反
省
、
じ
ゃ
な
い
け
ど
考
え
ま
し
た
。

＊
き
く
ち
・
じ
ゅ
ん
こ
│
ア
ー
ト
と
は
表
現
す
る
と
は
何
か
を
考
え
、
絵
を
描

い
た
り
つ
く
っ
た
り
す
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
等
で
作

品
発
表
し
な
が
ら
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
の
活
動
を
通
し
て
、
絵
を
描
く

こ
と
、
つ
く
る
こ
と
、
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
で
き
て
、
何
も
特
別
な
こ

と
で
は
な
い
ん
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
を
私
自
身
で
も
何
ら
か
の
形
で
誰
か
に
伝
え
て

い
け
た
ら
と
模
索
中
。
人
と
カ
エ
ル
と
り
ん
ご
と
ピ
ア
ノ
が
好
き
で
す
。

菊
地
順
子

学
生
の
時
か
ら
自
分
一
人
で
制
作
し
て
、
美
術

館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
発
表
し
て
、
そ
れ
だ
け
が

ア
ー
ト
だ
、
み
た
い
に
思
っ
て
い
た
け
ど
、
こ
こ
に
か
か
わ
っ

て
、
ア
サ
ダ
さ
ん
た
ち
と
色
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
て
、
こ
う

い
う
こ
と
も
ひ
っ
く
る
め
て
ア
ー
ト
な
ん
だ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
こ
と
な
ん
だ
、
人
と
人
を
つ
な
げ
る
こ
と
も
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
、
自
分
の
思
い
入
れ
を
人
に
語
っ
て
い
く
こ
と
も
、
そ

れ
も
表
現
す
る
こ
と
な
ん
だ
な
と
知
っ
た
気
が
す
る
。
こ
こ
の

活
動
で
、
本
当
に
そ
う
い
う
ひ
ら
め
き
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
っ

て
思
う
こ
と
が
、
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
自
分
の
表
現
活
動
に
も
影
響
が
あ
っ

た
り
。

　
さ
っ
き
佳
子
さ
ん
が
言
っ
た
と
お
り
、
本
当
は
ゴ
ー
ル
は
な
い
。
で
も
、
過
程
を

楽
し
む
と
い
う
の
が
自
分
に
は
な
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
た
。
作
品
を
仕
上
げ
な

き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
っ
て
き
た
。
で
も
自
分
の
作
品
も
ど
こ
ま
で
が
完
成
と
い

う
の
は
分
か
ら
な
い
は
ず
な
の
に
自
分
の
中
で
こ
れ
で
完
成
み
た
い
に
決
め
つ
け

ち
ゃ
っ
て
い
た
。
小
学
校
の
制
作
で
は
、
別
に
完
成
さ
れ
て
な
く
て
も
い
い
、
そ
の

過
程
が
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
自
分
も
そ
う
だ
と
か
思
っ
た
。

　
大
学
時
代
に
絵
画
教
室
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
て
、
教
え
る
こ
と
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
て
、
小
学
校
で
の
活
動
は
そ
の
ち
ょ
っ
と
延
長
上
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
。
最
初

に
前
原
小
学
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
植
木
さ
ん
と
参
加
し
た
と
き
も
自
分
で
グ
ル
ー

プ
を
担
当
し
て
、
何
か
を
つ
く
っ
て
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
と
き
に
、
す
ご

い
迷
い
も
あ
っ
て
、
ど
う
引
き
出
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
見
本
が
な
い
子

ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
し
て
い
く
の
を
、
教
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
引
き

出
し
て
い
く
の
は
ど
う
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
す
ご
く
考
え
た
。

　「
想
起
の
ボ
タ
ン
」
の
と
き
も
子
ど
も
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
が
見
た
街
を
描
い
た

ん
で
す
。
で
も
、
何
か
腑
に
落
ち
な
い
部
分
も
あ
っ
て
、
私
が
。
こ
の
子
た
ち
と
何

❖
大
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の
道
具
を
使
い
ま
し
た
。

　
多
目
的
室
で
は
、
教
室
よ
り
ず
っ
と
伸
び
や
か
に
筆
を
動
か
し
集
中
す
る
子
ど
も
、
描
け
な
い
と
腕
を
組
ん
で
唸
る
子

ど
も
、
周
り
を
気
に
し
な
が
ら
お
友
だ
ち
と
相
似
形
の
よ
う
な
自
分
を
描
く
子
ど
も
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
工
程
を
通
し
て
、
並
走
す
る
大
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
床
に
座
っ
て
描
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
上
か
ら
見
下
ろ
さ

ず
、
隣
に
座
っ
て
話
を
す
る
こ
と
、
上
手
と
い
う
言
葉
で
評
価
し
な
い
こ
と
な
ど
を
事
前
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、「
ど
う
し
て
も
描
け
な
い
」
と
白
い
紙
の
ま
ま
で
九
〇
分
を
過
ご
し
た
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
振
り
返
り

の
会
の
際
、
参
加
し
た
大
人
の
中
に
は
最
終
回
の
展
示
を
ま
え
に
、
描
け
な
い
で
い
る
こ
と
は
か
わ
い
そ
う
な
の
で
、
な

ん
と
か
描
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
意
見
と
、
描
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
肯
定
的
に
と
ら
え
、
い
ま
の
自
分
と
し
て
堂
々

と
展
示
を
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
顔
を
構
成
す
る
目
、
鼻
、
口
、
髪
型
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
相
似
形
の
表
現
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
特
に
女
の
子
の

中
に
現
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
良
し
悪
し
で
は
な
く
、「
一
つ
の
今
」
と
し
て
受
け
止
め
、
最
終
日
の
展

示
に
持
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

3
─
公
園
で
の
展
示

　
最
終
回
と
な
る
四
日
目
は
、
小
学
校
の
近
く
の
団
地
内
の
公
園
を
借
り
、
本
町
小
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
、
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　
描
い
た
ら
ク
ラ
ス
ご
と
に
積
ま
れ
て
評
価
さ
れ
て
家
に
持
ち
帰
っ
て
お
し
ま
い
で
は
な
く
、
自
分
が
描
い
た
自
分
自
身

を
自
分
以
外
の
人
た
ち
に
も
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
し
た
。
そ
し
て
、
学
内
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
卒
業
を
間
近
に

し
た
彼
ら
の
前
途
を
ひ
ら
い
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
る
こ
と
を
願
い
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
、
暮
ら
す
街
に
出
て
展
示

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
展
示
は
、
二
ク
ラ
ス
の
作
品
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
、
い
ち
む
ら
さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
ま
し
た
。
相
似
形
の
自
画
像

を
描
い
た
グ
ル
ー
プ
は
、
バ
ラ
バ
ラ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
展
示
し
ま
し
た
。

　
学
校
か
ら
展
示
会
場
ま
で
は
、
大
き
な
絵
を
お
も
い
お
も
い
に
掲
げ
て
歩
き
ま
し
た
。
二
ク
ラ
ス
の
合
同
授
業
で
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
公
園
の
お
も
い
お
も
い
の
場
所
を
選
び
、
ブ
ラ
ン
コ
周
辺
、
鉄
棒
な
ど
の
遊
具
、
樹
木
、
地
面
な
ど
を
使

い
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
の
た
め
に
、
シ
ン
プ
ル
な
木
の
フ
レ
ー
ム
、
紐
類
を
用
意
し
、
裏
打
ち
し
た
自
画
像
を
展
示
し

や
す
い
最
低
限
の
部
材
を
用
意
し
ま
し
た
。
あ
と
は
で
き
る
だ
け
子
ど
も
た
ち
が
、
現
場
で
工
夫
を
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
自
分
自
身
を
外
に
掲
げ
、
照
れ
や
困
惑
と
と
も
に
受
け
入
れ
た
こ
と
が
、
授

業
を
終
え
て
書
い
た
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

◉
授
業
を
終
え
て

　
子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
想
定
を
超
え
て
、
鏡
が
な
い
こ
と
や
外
に
展
示
す
る
こ
と
を
抵
抗
な
く
実
現
し
て
い
た
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。
事
後
の
作
文
で
は
、
大
き
な
紙
を
難
し
い
と
と
ら
え
る
子
ど
も
が
い
る
一
方
で
、
今
ま
で
嫌
い
だ
っ
た
が

大
き
な
紙
だ
か
ら
描
け
た
と
い
う
記
述
も
あ
り
ま
し
た
。
二
ク
ラ
ス
合
同
で
展
示
を
す
る
こ
と
で
、
も
う
一
方
の
ク
ラ
ス

の
抽
象
的
な
表
現
に
驚
く
様
子
が
見
え
た
り
と
、
一
ク
ラ
ス
、
一
つ
の
画
用
紙
、
決
め
ら
れ
た
画
材
な
ど
を
超
え
る
だ
け

で
、
子
ど
も
た
ち
が
感
知
す
る
こ
と
が
変
わ
る
こ
と
を
き

ち
ん
と
と
ら
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。

▼
僕
は
、
今
ま
で
に
描
い
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
大
き

な
紙
に
絵
を
描
い
て
み
て
、
絵
で
自
分
ら
し
さ
を
表

現
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
な
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

▼
今
ま
で
「
自
画
像
」
は
、
鏡
を
見
な
が
ら
描
く
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
自
分
で
自
分
を
触
っ

て
み
る
こ
と
で
も
っ
と
自
分
が
わ
か
り
や
す
く
な

り
、
描
き
や
す
く
な
っ
た
。
そ
し
て
自
分
の
こ
と
を

今
よ
り
も
っ
と
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ

の
自
画
像
を
公
園
に
飾
る
こ
と
で
、
大
人
の
人
と
か

に
も
見
て
も
ら
う
こ
と
と
か
が
で
き
、
視
界
も
広

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
今
回
、
自
画
像
を
描
く
と
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け

で
は
な
く
、
心
持
ち
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
も
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
絵
を
描
く
と
い
う
の
は
技
術
が
必
要

だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
描
く
と
き
に

心
境
、
感
情
を
も
っ
て
描
く
こ
と
の
大
切
さ
が
実
感

で
き
ま
し
た
。

▼
私
は
絵
を
描
く
の
が
キ
ラ
イ
だ
し
、
下
手
で
し

た
。
で
す
が
大
き
な
紙
に
書
い
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ほ

ど
目
立
た
な
く
て
、
逆
に
静
か
な
絵
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
な
の
で
自
分
が
や
っ
て
い
る
習
い
ご

と
、
好
き
な
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と

で
自
画
像
自
身
が
明
る
く
な
り
、
楽
し
さ
が
増
し
ま

し
た
。（
…
…
）
色
、
背
景
だ
け
で
も
絵
の
雰
囲
気

が
変
わ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

▼
絵
を
描
く
こ
と
は
手
を
使
っ
て
描
く
の
で
は
な

く
、
体
全
体
で
自
分
の
こ
と
を
考
え
て
描
か
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
絵
を
描
く
と
き
に
一
つ

の
パ
ー
ツ
だ
け
書
い
て
全
体
を
完
成
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
全
体
を
考
え
て
か
ら
一
つ
の
パ
ー
ツ
を
は
め

て
い
か
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
。

▼
ぼ
く
が
、
い
き
な
り
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
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日
下
美
和

町
小
の
二
〇
一
六
年
度

の
自
画
像
を
描
く
活
動

で
、
そ
っ
く
り
の
自
画
像
が
三
、四
グ

ル
ー
プ
出
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ

が
こ
の
自
画
像
を
描
こ
う
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
か
ら
外
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
て
、
六
年
生
の
、
非
常
に

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
、
ナ
イ
ー
ブ
な
と
き

に
、
仲
良
し
の
中
で
み
ん
な
と
同
じ
に

し
て
い
る
安
心
み
た
い
な
も
の
を
、

今
、
こ
の
子
が
心
地
よ
い
と
思
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
自
体

も
、
今
、
こ
の
子
、
と
い
う
ふ
う
に
受
け
止
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
気
が
し
た
ん
で

す
。
み
ん
な
が
違
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
し
、
あ

れ
は
あ
れ
で
、
あ
の
子
た
ち
の
今
の
姿
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ
は
ダ
メ
よ
と
思
わ
な
い
。

た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
る
こ
と
で
、
ダ
メ
だ
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
良

い
と
言
う
人
も
い
る
。
い
ろ
ん
な
意
見
が
出
て
、
子
ど
も
の
中
の
多
様
な
要
素
を
認
め
合

え
る
と
い
う
の
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
抵
一
人
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
先
生
っ
て
。
そ
れ
に
対
し
て
生
徒
が
三
〇
人
な
り
四
〇

人
な
り
が
い
る
と
、
苦
し
ん
で
い
る
子
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
り
す
る
し
、
関
わ
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
入
っ
て
く
る

と
、子
ど
も
は
す
ご
く
楽
し
そ
う
、や
っ
ぱ
り
。「
先
生
っ
て
呼
ん
で
も
来
て
く
れ
な
か
っ

た
ん
だ
も
の
」「
ご
め
ん
ね
、
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
み
た
い
な
こ
と
だ
っ
た
の

が
、
い
っ
ぱ
い
人
が
い
る
こ
と
で
、
こ
の
人
も
来
て
く
れ
る
、
こ
の
人
も
来
て
く
れ
る
と

い
う
、
そ
う
い
う
環
境
が
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
私
以
外
の
人
の
意
見
が
授
業
の
中
に
あ
る
と
い
う
の
が
す
ご
く
い
い
。
授
業

を
管
理
し
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
私
の
感
性
に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
も
、
そ
れ
常
々
疑
問

に
思
わ
な
い
？
　
私
の
感
性
だ
け
で
教
え
て
い
い
の
か
な
と
。
そ
し
て
、
子
ど
も
は
「
日

下
先
生
の
言
う
こ
と
だ
か
ら
」
と
受
け
入
れ
る
。
　
子
ど
も
た
ち
に
委
ね
て
い
る
感
じ
で

授
業
を
や
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ど
こ
と
な
く
、
ず
っ
と
子
ど
も
た
ち
と
私
と
い
う
関
係

は
、
美
術
の
と
き
に
あ
ん
な
に
大
き
い
紙
に
描
く
こ
と
で
す
。
自
分

の
顔
で
そ
の
人
の
感
情
や
伝
え
た
い
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

▼
自
分
の
描
い
た
絵
を
公
園
に
飾
る
と
、
自
分
の
絵
を
客
観
的
に
見

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
芸
術
や
美
術
は
、
考
え
て
描
い
た
り
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
感

じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
れ
ば
い
い
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
の
自

分
を
描
く
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
て
、
感
じ
て
、
描

く
こ
と
で
、
今
の
自
分
を
越
え
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ひ
と
り
の
絵
を
見
て
、
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
あ
り
え
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
で

も
、
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
出
て
い
て
す
ご
く
よ
か
っ
た
で

す
。

▼
僕
は
最
初
、
大
き
な
紙
を
見
て
、
簡
単
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
描
い
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
は
周
り
か
ら
ど
う
思

わ
れ
て
、
ど
う
い
う
オ
ー
ラ
を
出
し
て
い
る
の
か
と
か
を
考
え
て
い

く
と
意
外
に
難
か
し
か
っ
た
で
す
。

▼
今
回
、
自
分
を
描
い
て
み
て
知
っ
た
こ
と
は
、
失
敗
は
失
敗
じ
ゃ

な
い
と
い
う
こ
と
。
絵
を
描
い
て
い
る
と
き
に
、
間
違
え
た
と
こ
ろ

が
何
個
か
あ
っ
て
、
書
き
直
そ
う
と
し
た
と
き
に
、
ス
タ
ッ
フ
が

「
こ
れ
は
失
敗
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
間
違

え
た
と
こ
ろ
が
嘘
の
よ
う
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。

▼
自
画
像
を
描
く
と
き
、
ど
う
描
け
ば
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
自
分
が
思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
描
け
ば
い
い
ん
だ
な
と

い
う
こ
と
が
学
べ
ま
し
た
。

▼
二
組
で
は
、
顔
を
描
か
な
い
で
、
模
様

で
心
の
中
を
表
現
し
て
い
た
人
も
い
て
、

模
様
の
ほ
う
が
人
に
伝
わ
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

❖
本

が
出
来
上
が
っ
て
く
る
。
け
れ
ど
も
、
ほ
か
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
、
別
の
価
値
観
み
た

い
な
も
の
も
そ
こ
に
入
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
し
…
…
。
つ
ま
り
自
分
が
教
え
て

い
る
と
自
分
の
意
図
に
沿
っ
た
作
品
に
最
後
は
な
っ
ち
ゃ
う
。
何
年
も
そ
こ
に
い
る
と

ね
。
閉
鎖
空
間
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
を
広
げ
て
も
ら
え
る
の
が

う
れ
し
い
し
、
そ
こ
で
「
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
人
も
い
る
と
思
う
よ
。
平
た
く
言
え
ば

い
ろ
ん
な
価
値
観
が
あ
っ
て
、
自
分
ら
し
く
活
動
で
き
る
と
い
う
こ
と
よ
ね
。（
※
執
筆
者

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
〇
一
五
頁
を
参
照
く
だ
さ
い
）
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参
与
者
の
視
点

説
明
を
受
け
て
「
映
像
」
と
い
う
言
葉
は

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
こ

の
時
点
で
ま
だ
「
理
解
」
ま
で
は
出
来
て

い
な
い
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。〈
志
田
〉

こ
の
時
点
で
も
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

「
こ
こ
は
こ
う
い
う
反
応
を
し
て
お
い
た

ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
よ
う
な
対
外
的
な

体
裁
を
判
断
し
て
周
り
に
合
わ
せ
て
反
応

し
て
い
た
子
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
悲
鳴
上
げ
て
る

け
ど
「
私
は
普
通
の
こ
と
だ
と
思
っ
た
ん

だ
け
ど
な
」
み
た
い
な
。
つ
ま
り
こ
の
時

点
で
子
ど
も
た
ち
の
中
に
価
値
観
の
相
違

岩
井 

「
そ
れ
で
、
僕
は
基
本
的
に
掃
除
が
好
き
な
ん
で
す
。」

児
童 

（
笑
）

岩
井 

「
汚
い
も
の
だ
っ
た
り
を
ど
の
よ
う
に
美
術
に
し
て
い
る
の
か
、
ま
ず
見
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
、

と
思
い
ま
す
。」

岩
井 

「
今
ま
で
家
で
食
器
洗
っ
た
こ
と
な
い
人
っ
て
い
ま
す
か
？
」

（
誰
も
手
を
挙
げ
な
い
）

児
童 

「
家
庭
科
と
か
で
も
洗
う
よ
ね
」

 

岩
井 

「
い
な
い
ん
で
す
ね
。」

▼
こ
こ
で
、岩
井
さ
ん
、自
身
の
映
像
作
品
を
見
せ
始
め
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
作
品
『G

alaxy w
ash

』（
二
〇
〇
八
）。

大
き
な
透
明
水
槽
の
中
で
、
洗
剤
水
が
張
ら
れ
、
あ
た
り
ま
え
の
食
器
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
野
菜
、
お
も
ち
ゃ
、
本
、

肉
な
ど
、
本
来
水
に
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
水
槽
の
中
に
放
り
込
ま
れ
る

〝
洗
う
〞
映
像
作
品
を
見
せ
る
。

岩
井 

「
こ
れ
は
三
│

四
年
前
に
と
っ
た
作
品
で
、
今
こ
れ
、
見
え
て
い
る
の
が
泡
で
す
。」

児
童 

「
泡
？
」

 

岩
井 

「
み
な
さ
ん
が
食
器
と
か
洗
う
時
に
ス
ポ
ン
ジ
に
つ
け
て
使
う
泡
」

児
童 

「
下
が
ガ
ラ
ス
？
」　
「
下
か
ら
だ
」

（
ざ
わ
ざ
わ
し
始
め
る
）

児
童 

「
え
？　
じ
ゃ
が
い
も
？
」

岩
井 

「
き
れ
い
好
き
だ
か
ら
さ
（
笑
）」

児
童 

「
え
、
じ
ゃ
が
い
も
は
水
で
洗
う
で
し
ょ
」

児
童 

「
あ
、
ま
た
な
ん
か
来
た
」（
コ
ッ
プ
を
洗
っ
て
い
る
様
子
が
出
る
）

岩
井 

「
こ
れ
は
洗
剤
で
洗
う
で
し
ょ
？
」

児
童 

「
う
ん
」

児
童 

「
あ
、
ま
た
な
ん
か
来
た
」　
「
え
、
人
参
？
」　
「
え
ー
‼
」　
「
パ
ン
？
」　
「
り
ん
ご
だ
！
」

児
童 

「
あ
、
ま
た
な
ん
か
来
た
」　
「
え
ー
っ
‼
」　
「
あ
ー
っ
‼
」　
「
本
破
れ
な
い
の
か
」　
「
バ
チ
が
あ

た
る
よ
ー
」　
「
う
わ
ー
や
だ
ー
‼
」　
「
あ
、
豆
腐
、
こ
れ
は
柔
ら
か
す
ぎ
て
洗
え
な
い
で
し
ょ
」 

「
あ
ー
っ
」　
「
リ
ラ
ッ
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
！
」　
「
き
ゃ
ー
‼
」　
「
靴
⁈
」　
「
き
ゃ
ー
‼
」

（
鯉
が
泳
い
で
登
場
の
場
面
な
ど
で
児
童
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
最
高
潮
に
）

児
童 

「
な
ん
で
だ
よ
ー
‼
」

岩
井 

「
こ
れ
で
僕
が
き
れ
い
好
き
だ
と
わ
か
っ
た
で
し
ょ
？
」

児
童 

「
え
ー
‼
」

岩
井 

「
で
も
、
こ
れ
、
鯉
は
ち
ゃ
ん
と
あ
と
で
食
べ
て
、
野
菜
も
カ
レ
ー
に
し
て
食
べ
た
ん
だ
よ
。」

児
童 

「
え
ー
‼　

鯉
食
べ
る
の
？
」 　
「
本
は
？　
乾
い
た
の
？
」

　
本
町
小
で
の
活
動
は
、
当
初
か
ら
明
確
な
完
成
図
が
存
在
せ
ず
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
学
校
ス
タ
ッ
フ
、
N
P
O

ス
タ
ッ
フ
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
さ
ら
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
事
前
に
授
業
の
見
学
を
行
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
す

す
め
た
。
参
加
し
た
児
童
に
も
完
成
イ
メ
ー
ジ
や
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
せ
ず
、
授
業
回
数
を
重
ね
る
中
で
児

童
自
身
が
主
題
や
課
題
を
発
見
し
て
い
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ア
ー
ト
を
学
校
に
取
り
入
れ
る
際
の
児
童
の
変

化
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
役
割
を
考
え
る
上
で
重
要
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
授
業
見
学
を
の
ぞ
く
全
て
の
プ
ロ
セ

ス
を
記
述
し
、
児
童
の
変
化
を
複
数
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
こ
ろ
み
を
行
っ
た
。

　
時
系
列
の
記
述
は
一
人
の
担
当
者
が
行
い
、
同
じ
授
業
に
参
加
し
た
他
の
ス
タ
ッ
フ
が
異
な
る
眼
差
し
で
経
緯
を

と
ら
え
た
。
こ
の
行
程
を
通
じ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流
、
交
感
の
意
味
や
意
義
、
課
題
を
と
ら
え
、
次
の
企
画

に
い
か
し
て
い
き
た
い
。

記
録
者
の
視
点

本
町
小
学
校
六
年
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
導
入

　▼
視
聴
覚
室
に
て
、
六
年
生
全
員
の
前
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
岩
井
さ
ん
の
紹
介
を
す
る
。
す
で
に
、
岩
井
さ
ん
は
そ

れ
以
前
に
図
工
の
授
業
を
見
学
し
に
来
た
り
、
一
緒
に
給
食
を
食
べ
、
掃
除
の
様
子
を
見
学
し
た
り
し
て
い
る
の

で
、
初
対
面
で
は
な
い
。
し
か
し
、
岩
井
さ
ん
が
ど
ん
な
人
な
の
か
、
作
品
の
話
を
聞
く
の
は
、
初
め
て
と
な
る
。

岩
井 

「
は
じ
め
ま
し
て
、
岩
井
優
で
す
、
こ
ん
に
ち
は
。
僕
は
美
術
作
家
、
美
術
家
と
い
う
職
業
を
し
て

い
ま
す
。
映
像
だ
っ
た
り
、
立
体
だ
っ
た
り
と
か
絵
を
描
く
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
今
回
本
町
小
学
校
の
み
ん
な
と
映
像
と
い
う
も
の
、
映
画
で
も
な
く
、
テ
レ
ビ
で
も
な
い
、

ビ
デ
オ
で
も
な
い
、映
像
と
い
う
も
の
を
使
っ
て
作
品
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
な
、
と
思
い
ま
す
。」

こ
こ
で
、
映
画
で
も
な
く
、
テ
レ
ビ
で
も
な
い
、
ビ
デ
オ
で
も
な
い
と
い
う
〝
映
像
〞
の
説
明
が
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
確
か
に
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
る
〝
動
画
〞
で
あ
っ
て
も
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
展
示
さ
れ
る
も
の
は
〝
映
像
作
品
〞
と
い
う
。
こ
れ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
中
で
図
工
（
美
術
）
の

中
で
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
〝
映
像
〞
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

観
察
の
こ
こ
ろ
み
│
ド
キ
ュ
メ
ン
ツ
／
カ
メ
ラ
と
箒
と
雑
巾
と

記
録
作
成

：

清
水
覚
子
（
A
A
イ
ン
タ
ー
ン
、
当
時
）

参
与
者

：

志
田
康
宏
（
A
A
イ
ン
タ
ー
ン
、
当
時
）

宮
下
美
穂
（
A
A
ス
タ
ッ
フ
）
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へ
の
気
づ
き
み
た
い
な
体
験
が
起
こ
っ
て

い
た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
蓋

然
性
を
検
討
す
る
と
、
岩
井
さ
ん
と
出
会

う
前
に
は
一
〇
〇
人
近
い
子
ど
も
た
ち
が

全
員
同
じ
価
値
観
で
同
じ
反
応
を
し
て
い

た
と
前
提
し
て
考
察
を
進
め
る
の
は
危
険

な
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。〈
志
田
〉

↓
同
じ
反
応
を
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な

前
提
に
す
る
つ
も
り
は
も
ち
ろ
ん
な
い
で

す
。

た
だ
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
価
値
観
の

再
認
識
を
す
る
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
考

え
方
は
と
て
も
興
味
深
い
。〈
清
水
〉

振
り
か
え
り
の
作
文
に
も
、
こ
の
時
の
驚

き
の
体
験
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

い
っ
た
い
何
だ
？
　
と
、
突
き
動
か
さ
れ

た
子
ど
も
も
い
た
は
ず
。〈
宮
下
〉

振
り
か
え
り
の
作
文
で
は
具
体
的
な
言
及

無
し
。
ほ
ぼ
、
言
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
？
　
に
な
っ
た
の
か
。〈
宮
下
〉

▼
こ
こ
で
岩
井
さ
ん
二
作
目
映
像
作
品
、
糞
の
上
に
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
や
シ
ャ
ン
プ
ー
を
か
け
、
更
に
き
れ
い
な
ビ
ー

ズ
を
の
っ
け
る
な
ど
〝
装
飾
〞
し
て
、
バ
ー
ナ
ー
で
焼
く
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
映
像
作
品
を
見
せ
る
。

児
童 

「
う
わ
ぁ
ー
」　
「
う
ー
」　
「
気
持
ち
悪
い
」　
「
あ
ー
…
」（
顔
を
し
か
め
る
子
も
）

 

「
意
味
が
わ
か
ら
な
い
」

岩
井 

「
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
で
撮
っ
た
作
品
で
す
。
で
、
ち
ょ
っ
と
時
間
も
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
の
で
、
僕
が
み
な
さ
ん
と
何
を
や
り
た
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
た
い
で
す
。」

 

「
僕
が
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
は
だ
い
ぶ
前
な
の
で
、
今
も
同
じ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

H
R
の
前
か
後
に
教
室
で
掃
除
を
し
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
そ
の
掃
除
と
い
う
モ
チ
ー
フ
で
映
像
作

品
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
見
せ
た
映
像
は
、
僕
一
人
で
や
っ
た
も
の
な
ん
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
次
見
せ
る
の
は
一
二
、三
人
で
や
っ
た
も
の
と
一
〇
〇
人
く
ら
い
で
や
っ
た
も
の
で
す
。

こ
ん
な
ん
つ
く
り
ま
す
よ
、
と
い
う
よ
り
か
は
、
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
、
と
い
う
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。」

▼
こ
こ
で
、
岩
井
さ
ん
、
自
身
の
作
品
二
点
を
見
せ
る
。
ま
ず
、『W

ash house 

│

洗
濯
場
│

』（
二
〇
一
二
）
プ
ー

ル
で
み
ん
な
で
洗
濯
を
す
る
姿
を
水
中
か
ら
撮
影
し
て
い
る
映
像
作
品
を
見
せ
る
。
こ
の
時
は
、
児
童
た
ち
は
ざ
わ

ざ
わ
せ
ず
、
静
か
に
見
て
い
る
。
だ
ん
だ
ん
、
多
く
の
作
品
を
見
て
疲
れ
が
出
て
き
た
の
か
、
だ
ん
だ
ん
全
体
の

意
味
を
理
解
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
急
に
見
る
姿
勢
が
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
次
に
『D

ancing 
C

leansing 

』（
二
〇
一
一
）
横
浜
若
葉
町
で
大
人
数
で
街
中
を
掃
除
（
ダ
ン
ス
）
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
を
見
せ

る
。
こ
の
作
品
は
、
今
回
本
町
小
の
活
動
に
一
番
近
い
、
企
画
段
階
で
参
考
作
品
と
し
て
見
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
、
お
も
し
ろ
い
動
き
（
本
当
に
ダ
ン
ス
を
す
る
よ
う
に
掃
除
を
し
て
い
る
人
）
を
見
て
、
笑
い

が
お
こ
る
。

岩
井 

「
は
い
、
こ
ん
な
感
じ
で
今
日
は
僕
の
自
己
紹
介
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
、活
動
が
始
ま
っ
て
い
っ
て
、

再
来
週
か
ら
で
す
ね
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
や
っ
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」

児
童 

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

先
生 

「
今
日
は
岩
井
さ
ん
の
ビ
デ
オ
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
あ
ま
り
見
た
こ
と
の

な
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
に
は
、
岩
井
さ
ん
の
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、

映
像
の
中
の
人
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
岩
井
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
る
映
像
の
芸
術
作
品
、
ど
ん
な

も
の
に
な
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。」

 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
あ
い
さ
つ
・
号
令
を
し
て
終
わ
る
。

本
授
業
、
岩
井
さ
ん
が
、
自
分
個
人
の
過
激
な
作
品
を
見
せ
て
か
ら
、
今
後
の
や
っ
て
い
く
も
の
の
参
考

作
品
を
見
せ
た
と
い
う
順
番
が
良
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
日
常
的
な
感
覚
を
一
度
崩
し
て
か
ら
活
動
に

岩
井 

「
本
も
ち
ゃ
ん
と
あ
る
よ
」

 

「
で
、
み
ん
な
最
初
の
シ
ー
ン
覚
え
て
る
？　
水
が
き
れ
い
だ
っ
た
で
し
ょ
？
」

児
童 

「
う
ん
、
で
だ
ん
だ
ん
汚
く
な
っ
て
く
」

岩
井 
「
こ
れ
、
鯉
は
こ
の
ま
ま
だ
と
死
ん
じ
ゃ
っ
て
た
で
し
ょ
、
で
も
考
え
て
み
て
も
み
ん
な
の
食
べ
て

い
る
魚
は
死
ん
で
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
？
」

児
童 

「
う
ん
」

岩
井 

「
あ
と
、
こ
の
水
は
、
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？　
け
っ
こ
う
…
」

児
童 

「
汚
い
」

岩
井 

「
で
も
こ
れ
、
流
す
よ
ね
、
僕
ら
」

児
童 

「
流
す
」　
「
汚
染
！
」

岩
井 

「
で
も
、
こ
れ
難
し
く
て
、
何
が
き
れ
い
で
、
汚
い
の
か
っ
て
…
」

児
童 

「
わ
か
ん
な
い
」

岩
井 

「
す
ご
く
僕
は
、
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
い
う
か
、
興
味
が
あ
り
ま
す
。」

先
生 

「
み
な
さ
ん
、
最
初
と
最
後
の
水
の
様
子
、
こ
れ
岩
井
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
何
が
き
れ
い
か
汚
い
か

と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
投
げ
か
け
、
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
か
ら
ね
。〝
き
ゃ
ー
〞

と
か
な
ら
一
年
生
で
も
言
え
る
か
ら
ね
、
み
ん
な
は
考
え
な
い
と
。」

い
わ
ゆ
る
美
術
で
い
わ
れ
る
〝
鑑
賞
教
育
〞
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
作
品
を
見
せ
た
時
の
子
ど
も
た
ち
の

盛
り
上
が
り
、
歓
声
、
自
由
な
発
言
…　
見
て
い
る
こ
ち
ら
も
驚
き
・
喜
び
を
感
じ
る
瞬
間
だ
っ
た
。
最

近
の
鑑
賞
教
育
は
、
作
品
を
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
投
影
し
、
子
ど
も
た
ち
に
見
え
る
も
の
や
感
じ
る
も
の
を

次
々
に
言
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
形
式
で
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
、
歓
声
が
あ
が
っ
た
り
、
一
人
ひ
と
り

が
つ
い
つ
い
声
を
発
し
た
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
作
品
選
び
を
す
る
こ
と
で
大
き
な
効
果
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
っ
た
。
授
業
で
い
え
ば
、
単
元
な
ど
の
最
初
の
〝
導
入
〞
は
子
ど
も
た

ち
の
興
味
を
ひ
き
つ
け
る
た
め
に
と
て
も
重
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
ま
さ
に
大
成
功
と
い
え

る
。
最
初
の
こ
の
作
品
で
の
つ
か
み
は
、
活
動
全
体
に
と
て
も
良
い
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
う
。

岩
井 

「
そ
う
で
す
ね
、
き
れ
い
・
き
た
な
い
と
い
う
こ
と
、
汚
い
顔
、
汚
い
服
？　
と
か
こ
れ
が
き
れ
い
・

こ
れ
が
き
た
な
い
っ
て
僕
が
こ
こ
で
い
え
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
、
い
ろ
ん
な
場
所
だ
っ
た

り
、
環
境
で
す
よ
ね
。
こ
こ
に
例
え
ば
犬
の
糞
が
あ
っ
た
ら
嫌
で
し
ょ
、
で
も
動
物
園
に
動
物
の
糞

が
あ
っ
た
ら
、
ま
ぁ
普
通
か
な
っ
て
思
う
で
し
ょ
？
」

児
童 

「
あ
ー
…
」　
「
う
ん
」

岩
井 

「
そ
う
、
だ
か
ら
置
か
れ
て
る
場
所
と
か
、
環
境
に
も
よ
る
よ
ね
。
人
に
も
よ
る
よ
ね
。
す
ご
く
き

れ
い
好
き
な
人
と
か
、
い
る
と
思
い
ま
す
が
。」
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「
学
校
で
は
」
ね
。
家
庭
や
社
会
、
友
達

と
遊
ぶ
中
で
と
か
で
も
「
学
べ
」
は
す
る

よ
ね
。〈
志
田
〉

↓
そ
う
で
す
ね
、
学
校
に
限
定
し
た
場
合

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。〈
清
水
〉

う
わ
、
や
ば
っ
。
と
い
う
感
じ
が
ま
ず
は

大
事
／
効
果
的
だ
っ
た
。〈
宮
下
〉

岩
井
さ
ん
の
京
都
弁
が
効
果
的
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
。〈
宮
下
〉

ク
ラ
ブ
活
動
っ
て
「
当
然
の
よ
う
な
活

動
・
習
慣
」
か
な
？
　
岩
井
さ
ん
の
言
う

よ
う
に
普
段
の
ク
ラ
ス
と
は
違
う
ち
ょ
っ

と
し
た
非
日
常
だ
と
思
う
し
そ
の
非
日
常

性
も
今
回
の
ひ
と
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
か

な
と
思
う
。〈
志
田
〉

↓
ク
ラ
ブ
活
動
と
い
う
も
の
や
、
そ
の
活

動
の
内
容
は
、
学
校
生
活
の
中
の
一
つ
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。〈
清
水
〉

岩
井
さ
ん
が
繰
り
返
す
「
な
ん
で
？
」「
ど

ん
な
ん
？
」
が
子
ど
も
た
ち
の
思
考
と
発

言
を
促
し
た
の
か
な
と
。〈
志
田
〉

↓
同
様
に
思
い
ま
す
。〈
清
水
〉

↓
本
当
で
す
ね
、
こ
の
人
に
何
か
を
教
え

な
く
て
は
、
と
駆
ら
れ
た
様
子
も
あ
り
。

〈
宮
下
〉

児
童 

「
サ
ッ
カ
ー
と
か
野
球
と
か
い
ろ
い
ろ
や
る
の
。」

岩
井 

「
な
る
ほ
ど
ー
体
育
会
系
が
多
い
ね
」

児
童 

「
体
育
会
系
（
笑
）」

岩
井 

「
そ
れ
で
み
ん
な
ど
ん
な
活
動
し
て
い
る
の
？
」

こ
の
問
い
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
初
回
の
授
業
は
主
に
外
部
の
人
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
学
校

の
中
の
様
子
を
聞
き
出
す
と
い
う
こ
と
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

慣
れ
た
活
動
で
あ
っ
た
り
、
習
慣
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
を
改
め
て
言
葉
で
「
説
明
し
て
」
と
求
め
ら

れ
る
の
は
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

何
個
か
の
運
動
系
の
ク
ラ
ブ
に
聞
く
こ
と
で
出
て
き
た
「
準
備
運
動
、
整
理
運
動
」
に
興
味
を
持
つ
岩
井
さ
ん
、
前

に
出
て
実
際
に
や
っ
て
下
さ
い
と
頼
む
。「
え
ー
っ
」「
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
や
る
の
ー
？
」　
最
初
の
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
部
は
嫌
々
前
に
出
た
。
二
人
が
前
に
、
残
り
の
人
も
席
で
立
っ
て
一
緒
に
「
一
│

二
、三
、四
」「
二
│

二
、三
、四
」

と
ひ
と
通
り
の
準
備
運
動
を
行
う
。
岩
井
さ
ん
は
カ
メ
ラ
を
回
す
。

岩
井 

「
掛
け
声
が
お
も
し
ろ
い
ね
！
」「
な
ん
で
二
│
二
と
か
三
│
二
っ
て
言
う
の
？
」

児
童 

「
え
ー
な
ん
で
だ
ろ
う
…
」

次
に
ボ
ー
ル
運
動
ク
ラ
ブ
、
一
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
い
る
の
で
、
出
て
き
た
二
人
組
み
男
子
は
、
カ
メ
ラ
を
意

識
し
て
〝
ボ
ー
ル
運
動
ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
し
ま
す
〞
と
い
う
一
言
か
ら
は
じ
ま
り
、
自
分
の
部
活
の
紹
介
ビ
デ
オ
の

よ
う
に
準
備
運
動
を
見
せ
る
。
女
子
が
一
緒
に
声
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
次
に
女
子
に
出
て
き
て

整
理
運
動
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
。

岩
井 

「
準
備
体
操
と
整
理
体
操
の
違
い
は
？
」

児
童 

「
両
方
体
を
や
わ
ら
く
し
て
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
」

 

し
っ
か
り
と
自
分
の
答
え
で
明
確
に
答
え
て
い
た
。

岩
井 

「
卓
球
部
は
？　
準
備
運
動
、
整
理
運
動
の
他
に
は
？
」

児
童 

ラ
ケ
ッ
ト
を
振
っ
て
み
せ
て
、「
こ
ん
な
の
！
」
と
。
席
に
座
っ
て
い
る
時
は
、
と
て
も
や
り
た
そ

う
だ
っ
た
が
、
前
に
出
る
と
急
に
恥
ず
か
し
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
岩
井
さ
ん
が
ボ
ー
ル
を
出
す
ふ
り

を
し
て
あ
げ
て
、
そ
れ
を
打
つ
よ
う
な
仕
草
を
見
せ
る
。

 

▼
他
の
ク
ラ
ス
で
の
同
じ
活
動
の
様
子

三
つ
の
ク
ラ
ス
に
関
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
様
子
を
聞
き
出
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
共
通
し
て
前
に
出
る

と
恥
ず
か
し
く
な
り
、
身
じ
ろ
い
だ
り
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
一
方
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
〝
無
関
心
〞
な

態
度
の
子
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
他
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
聞
い
た
り
、
前
に
出
た
人
の
発
表
後
は
拍
手
を

入
っ
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
テ
ー
マ
と
し
て
も
、〝
何
が
き
れ
い
か
・
汚
い
か
〞
と

い
う
こ
と
、
こ
れ
は
学
校
で
は
保
健
や
家
庭
科
で
〝
教
え
る
〞
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
そ
う
簡
単
に
人

が
ど
ち
ら
か
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
、
と
い
う
問
い
か
け
を
投
げ
る
こ
と
は
普
段
の
学
校
生
活
で
は

な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。〝
美
術
家
〞
と
い
う
立
場
の
人
が
言
う
こ
と
の
意
味
と
い
う
の
が
大

き
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

第
一
回
授
業
〈
一
二
月
三
日
、
四
日
〉

初
回
は
各
ク
ラ
ス
教
室
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
三
回
同
じ
内
容
を
や
っ
て
お
り
、
進
め
方
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
三
ク
ラ
ス
分
の
発
言
を
織
り
交
ぜ
て
授
業
を
再
構
築
し
て
記
し
て
い
る
。
事
実
そ
の
ま
ま
の
記
録
で

は
な
い
が
、
こ
こ
で
の
目
標
で
あ
る
授
業
の
流
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
発
言
・
様
子
を
全
体
的
に
掴
む
た
め
に
こ
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。

ひ
と
通
り
あ
い
さ
つ
な
ど
す
る
。
ク
ラ
ス
は
少
し
落
ち
着
き
が
な
い
。
み
ん
な
何
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

の
も
あ
り
、
少
し
緊
張
と
期
待
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
感
じ
。
担
任
の
先
生
は
早
々
に
教
室
を
出
て
行
っ
て
し
ま
っ

て
、
非
日
常
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

岩
井 

「
み
ん
な
が
ど
ん
な
学
校
生
活
送
っ
て
る
の
か
な
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
こ
と
も
っ
と
知
り
た
い
な
、

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
か
お
聞
き
し
た
い
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
と
か
？
」

児
童 

「
サ
ッ
カ
ー
は
消
え
た
。」

岩
井 

「
消
え
た
？
」

 

「
そ
う
か
、
僕
は
ち
な
み
に
ず
っ
と
帰
宅
部
で
し
た
。」

児
童 

「
え
ー
そ
れ
は
ニ
ー
ト
っ
て
言
う
ん
だ
よ
（
笑
）」

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
が
黒
板
に
模
造
紙
を
貼
る
。
ス
タ
ッ
フ
宮
下
さ
ん
の
「
メ
デ
ィ
ア
地
獄
」
T
シ
ャ
ツ
に
反
応
し
て

（
ざ
わ
ざ
わ
）。
ち
ょ
っ
と
活
発
な
男
子
数
人
を
中
心
に
細
か
い
岩
井
さ
ん
の
言
葉
づ
か
い
や
話
し
に
ち
ょ
っ
か
い
を

出
す
な
ど
し
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
生
意
気
を
言
っ
て
岩
井
さ
ん
を
〝
試
す
〞
と
い
う
よ
う
な
、
子
ど
も
た
ち
は
新
し

い
大
人
た
ち
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
女
子
は
よ
り
慎
重
な
感
じ
で
、
静
か
に
様
子
を
う

か
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

岩
井 

「
じ
ゃ
、
端
か
ら
、
な
に
部
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

 

一
人
一
人
自
分
の
所
属
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
を
言
っ
て
い
く
。

児
童 

「
ボ
ー
ル
運
動
ク
ラ
ブ
」

岩
井 

「
ボ
ー
ル
運
動
ク
ラ
ブ
？　
な
に
そ
れ
？
」
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外
部
の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
場
で
嫌
い
な

も
の
を
嫌
い
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ

う
。
全
員
が
好
き
だ
と
断
定
す
る
の
は
難

し
い
の
で
は
？
〈
志
田
〉

↓
確
か
に
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
必

ず
ク
ラ
ス
に
は
、
そ
の
よ
う
な
子
は
い
る

は
ず
で
、
も
う
少
し
注
目
し
て
見
た
か
っ

た
点
で
あ
る
。
こ
の
部
活
紹
介
に
限
ら

ず
、
岩
井
さ
ん
と
の
活
動
全
体
に
対
し
て

否
定
的
な
反
応
・
発
言
が
あ
ま
り
見
ら
れ

な
か
っ
た
点
は
、
私
も
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。〈
清
水
〉

「
教
員
は
お
礼
で
は
な
く
褒
め
る
」
と
い

う
の
は
清
水
さ
ん
個
人
の
教
員
像
か
と
。

〈
志
田
〉

↓
な
る
ほ
ど
。
一
般
的
に
現
場
を
見
て
い

る
と
そ
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
特
に
授
業

中
の
発
言
に
関
し
て
お
礼
は
あ
ま
り
な
い

で
す
。
ま
た
、
生
徒
が
何
か
行
っ
た
場
合

も
「
お
疲
れ
さ
ま
」
で
は
な
く
「
ご
苦
労

さ
ま
」
と
言
い
ま
す
。〈
清
水
〉

↓
ご
苦
労
様
で
良
い
の
か
な
？
　
教
室
内

の
力
学
だ
ね
〈
宮
下
〉

同
意
。
岩
井
さ
ん
の
「
知
ら
な
い
」「
教

え
て
」「
新
鮮
」
と
い
っ
た
〝
演
技
〞
が

そ
の
後
の
活
動
に
様
々
な
意
味
と
効
果
を

も
た
ら
し
た
と
思
う
〈
志
田
〉

言
っ
て
い
い
よ
（
笑
）」

（
児
童
、
八
割
が
た
手
を
挙
げ
る
）

児
童 

「
な
ん
で
掃
除
？
」

岩
井 

「
な
ん
で
だ
ろ
う
ね
、
だ
ん
だ
ん
わ
か
る
か
も
。
掃
除
を
よ
く
撮
影
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
」

児
童 

「
掃
除
好
き
な
の
？
」

岩
井 

「
掃
除
、
好
き
で
も
嫌
い
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
、
お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
の
掃

除
の
こ
と
教
え
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
N
P
O
ス
タ
ッ
フ
の
人
が
み
ん
な
に
質
問
す

る
の
で
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

児
童 

「
家
の
掃
除
？
」

岩
井 

「
い
や
、
学
校
の
。
細
か
い
こ
と
で
も
い
い
よ
。」

鈴
木 

（
A
A
ス
タ
ッ
フ
）「
じ
ゃ
、
み
な
さ
ん
ま
ず
掃
除
場
所
教
え
て
く
れ
る
？
」

児
童 

「
あ
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
よ
」
と
後
ろ
の
掲
示
板
を
指
す
。

鈴
木 

「
う
ん
、
で
も
み
ん
な
に
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
」

児
童 

「
教
室
、
廊
下
、
ア
ッ
プ
ル
室
、
P
C
ル
ー
ム
…
」（
全
部
で
六
ヶ
所
）

鈴
木 

「
な
る
ほ
ど
ー
、
ど
う
や
っ
て
掃
除
す
る
の
？
」

児
童 

「
ほ
う
き
と
雑
巾
で
…
」　
「
雑
巾
は
乾
拭
き
」　
「
机
を
移
動
し
て
…
」

 

「
椅
子
は
机
の
上
に
あ
げ
な
い
よ
」

（
黒
板
に
貼
っ
て
あ
る
模
造
紙
に
子
ど
も
た
ち
の
発
言
を
書
い
て
い
く
。）

鈴
木 

「
そ
れ
で
、
み
ん
な
ど
こ
が
一
番
好
き
？
」

児
童 

「
P
C
ル
ー
ム
! 　

夏
は
涼
し
い
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
だ
し
。」

 

「
P
C
ル
ー
ム
前
の
廊
下
、
楽
だ
か
ら
！
」

鈴
木 

「
P
C
ル
ー
ム
は
ご
み
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
と
っ
た
り
？
」

児
童 

「
い
や
、
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ん
て
ム
ダ
だ
よ
」

鈴
木 

「
そ
う
か
、
そ
う
か
（
笑
）」

い
ろ
い
ろ
挙
げ
ら
れ
る
が
、
理
由
は
楽
で
あ
る
か
ら
が
主
で
あ
っ
た
。

ひ
と
通
り
聞
い
た
と
こ
ろ
で
…

岩
井 

「
で
は
、
み
な
さ
ん
の
教
室
掃
除
の
時
の
机
を
動
か
す
の
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

ル
ー
ル
は
、
声
を
出
さ
な
い
こ
と
、
音
を
出
さ
な
い
こ
と
。」

児
童 

「
え
ー
‼
」（
ざ
わ
ざ
わ
）

岩
井 

「
で
き
な
か
っ
た
ら
、
も
う
一
回
ね
、
ド
ラ
マ
の
N
G
は
そ
う
で
す
よ
。」

児
童 

「
音
消
せ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

岩
井 

「
い
や
い
や
む
り
む
り
（
笑
）」

し
た
り
し
て
い
た
。

　
特
定
の
子
が
多
く
発
言
す
る
、
全
体
的
に
み
ん
な
が
ぽ
ん
ぽ
ん
意
見
を
言
う
ク
ラ
ス
、
こ
れ
は
ク
ラ
ス

の
個
性
が
出
て
い
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
紹
介
に
関
し
て
は
、
ど
の
ク
ラ
ブ
の
子
も
自
分
た
ち
の
活
動
を

し
っ
か
り
言
語
化
で
き
て
い
て
、
岩
井
さ
ん
の
「
な
ん
で
？
」
と
い
う
質
問
に
答
え
て
い
た
。
ま
た
、
ク

ラ
ブ
を
嫌
々
や
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
否
定
的
な
発
言
が
一
つ
も
出
な
か
っ
た
こ
と
も
印
象
的
で
あ
っ

た
。
好
き
だ
か
ら
・
楽
し
い
か
ら
や
っ
て
い
る
と
い
う
様
子
が
感
じ
ら
れ
た
。

発
言
例
〈
科
学
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
〉

岩
井 

「
ど
ん
な
こ
と
や
っ
て
る
の
？
」

児
童 

「
べ
っ
こ
う
あ
め
つ
く
っ
た
り
」

岩
井 

「
え
、
な
ん
だ
べ
っ
こ
う
あ
め
を
科
学
部
で
や
る
の
？
」

児
童 

「
砂
糖
の
変
化
を
観
察
す
る
の
」

岩
井 

「
な
る
ほ
ど
ー
！
」

 

「
な
ん
で
科
学
ク
ラ
ブ
入
っ
た
の
？
」

児
童 

「
家
に
は
な
い
道
具
が
使
え
る
か
ら
」　
「
調
べ
る
の
が
好
き
だ
か
ら
」　
「
お
兄
ち
ゃ
ん
も
科
学
ク
ラ

ブ
だ
っ
た
か
ら
、
家
族
の
中
で
仲
間
外
れ
に
な
り
た
く
な
い
か
ら
」　
「
な
ん
と
な
く
」

こ
の
よ
う
に
ひ
と
通
り
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
な
ど
を
児
童
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
後
、
休
憩
時
間
と
な
っ
た
。

（
休
憩
中
）
…
岩
井
さ
ん
、
前
に
出
た
子
ど
も
た
ち
へ
お
礼
を
言
う
。
褒
め
る
で
は
な
く
、
お
礼
と
い
う

と
こ
ろ
が
ま
た
教
員
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
準
備
運
動
や
整
理
体
操
な
ん
て
自
分
で
さ
え
高
校
ま
で
を
考
え
る
と
一
二
年
間
も
や
っ
て
き
た
け
れ

ど
、
一
体
そ
の
も
の
の
意
味
な
ん
て
何
か
と
か
、
掛
け
声
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ

掛
け
声
の
人
と
み
ん
な
と
交
互
に
言
い
な
が
ら
や
る
の
か
、
も
う
形
式
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
意
識
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
岩
井
さ
ん
は
、
あ
た
か
も
そ
ん
な
準
備
体
操
や
整
理
体
操
の
定
型
化
さ
れ
た
も
の
を
知
ら
な

い
か
の
よ
う
に
、
新
鮮
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
す
る
。
一
種

の
習
慣
を
わ
ざ
わ
ざ
前
に
出
て
や
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
特
別
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
演
出
す
る
。

こ
れ
は
、
後
に
「
掃
除
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
や
る
た
め
の
子
ど
も
た
ち
の
意
識
を
広

げ
る
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

▼
休
憩
後

岩
井 

「
こ
れ
か
ら
ひ
と
月
外
に
出
て
掃
除
し
て
い
き
た
い
ん
だ
け
ど
、
掃
除
嫌
い
な
人
ー
？　

正
直
に
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一
列
に
な
っ
て
掃
除
す
る
こ
と
は
実
は
僕

に
と
っ
て
驚
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
僕
も
小
学
校
で
い
つ
も
そ
の
よ
う
に

や
っ
て
い
た
か
ら
。
む
し
ろ
そ
れ
が
驚
き

で
あ
る
こ
と
に
驚
き
。〈
志
田
〉

↓
い
ろ
い
ろ
な
学
校
文
化
が
あ
っ
て
、
そ

の
思
い
出
が
社
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
信

じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
細
か

く
聞
い
て
み
る
と
、
小
さ
な
こ
と
で
み
ん

な
違
う
ル
ー
ル
で
育
っ
て
き
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。〈
清
水
〉

三
〇
秒
と
い
う
設
定
の
妙
。〈
志
田
〉

ク
ラ
ス
ご
と
の
活
動
二
回
目
〈
一
二
月
一
〇
日
、
一
一
日
〉

ひ
と
通
り
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
前
回
の
よ
う
に
ク
ラ
ブ
ご
と
で
座
っ
て
も
ら
う
。

岩
井 

「
今
日
の
一
時
間
目
は
外
に
出
て
み
て
、
二
時
間
目
は
撮
っ
た
映
像
を
見
て
み
ま
す
」

児
童 

「
一
、二
時
間
掃
除
す
る
の
？
」

岩
井 

「
い
や
、
ち
が
う
ち
が
う
。
今
日
は
み
ん
な
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
一
つ
で

す
。」

児
童 

「
い
い
な
ー
」

ま
ず
、
カ
メ
ラ
を
三
台
後
ろ
ま
で
回
し
て
、
簡
単
にO

n/O
ff

の
操
作
性
な
ど
を
確
認
し
て
も
ら
う
。
子
ど
も
た
ち

は
、
隣
の
人
同
士
二
人
で
確
認
し
あ
っ
て
い
た
。

岩
井 

「
掃
除
っ
て
給
食
終
わ
っ
た
ら
だ
っ
け
？
」

児
童 

「
い
や
、
昼
休
み
終
わ
っ
て
か
ら
」

 

「
あ
れ
、
今
週
掃
除
ど
こ
だ
っ
け
ー
」

岩
井 

「
な
る
ほ
ど
！
」

 

「
そ
れ
で
、
今
回
の
た
め
に
ほ
う
き
を
大
量
に
買
い
ま
し
た
。」

児
童 

「
わ
ぁ
ー
っ
‼
」　
「
え
ー
も
ら
え
る
の
？
」

岩
井 

「
え
、
欲
し
い
の
？
」

児
童 

「
欲
し
い
‼　

ボ
ロ
ボ
ロ
だ
も
ん
！
」

岩
井 

「
そ
う
か
ー
」

 

「
そ
れ
で
今
日
は
、
外
に
出
る
の
で
す
が
、
他
の
ク
ラ
ス
は
授
業
や
っ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

静
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
う
る
さ
く
な
っ
た
ら
教
室
に
戻
る
か
ら
ね
。
笑
い
た
く
な
っ
た
ら
ト
イ
レ

行
く
の
ね
。」

児
童 

「
ト
イ
レ
で
笑
う
の
⁈
」

岩
井 

「
そ
う
。
は
い
、
で
は
、
ク
ラ
ブ
内
で
三
〇
秒
で
だ
れ
が
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
る
か
決
め
て
く
だ
さ
い
。」

男
子
は
や
り
た
い
と
立
候
補
す
る
者
が
多
か
っ
た
が
、
女
子
同
士
は
譲
り
合
い
を
し
て
決
ま
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た

男
女
の
違
い
が
垣
間
見
え
る
。
そ
こ
で
、
カ
メ
ラ
担
当
に
カ
メ
ラ
が
渡
さ
れ
る
。

岩
井 

「
じ
ゃ
、
カ
メ
ラ
マ
ン
立
っ
て
く
だ
さ
い
。
カ
メ
ラ
の
撮
り
方
ね
。
こ
れ
は
、
今
回
に
限
ら
ず
、
家

族
の
写
真
を
撮
る
時
と
か
も
同
じ
で
す
。
ブ
レ
な
い
よ
う
に
。
ま
ず
、
両
手
使
う
こ
と
。
脇
を
し
め

て
、
手
、
指
を
L
字
に
し
て
添
え
て
。
足
も
片
足
少
し
前
に
出
し
て
。
そ
う
、
こ
う
す
る
と
安
定
し

「
五
秒
前
、四
、三
、二
、一
ス
タ
ー
ト
！
」で
撮
り
始
め
「
は
い
カ
ッ
ト
ー
‼
」で
撮
り
終
わ
る
。
ま
ず
机
を
前
に
…
。

そ
ー
っ
と
立
ち
上
が
り
、
机
を
動
か
す
…
が
笑
い
出
し
て
し
ま
う
子
が
い
て
何
度
も
や
り
直
し
。

次
に
机
を
後
ろ
に
…
。
今
度
は
表
情
も
笑
っ
て
は
だ
め
と
い
う
ル
ー
ル
が
足
さ
れ
る
。
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
は
三
回
ほ

ど
で
で
き
る
と
こ
ろ
も
。
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
は
五
回
く
ら
い
や
り
直
す
と
こ
ろ
も
。

岩
井
「
で
は
、
次
に
ボ
ー
ル
運
動
ク
ラ
ブ
だ
け
後
ろ
に
。
ほ
う
き
も
っ
て
ゆ
っ
く
り
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
掃
除
を

し
て
み
て
。」

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
ほ
う
き
掃
除
の
や
り
方
が
違
う
。
一
番
驚
き
で
あ
っ
た
の
は
、
一
列
に
な
っ
て
は
じ
か
ら
掃
い
て

い
く
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
い
つ
も
先
生
に
そ
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
そ
う
。

▼
二
時
間
目
、
後
半
は
集
中
力
が
切
れ
て
く
る
場
面
も
。

先
生
「
緊
張
感
が
足
り
な
い
‼　

ゲ
ス
ト
で
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
真
剣
に
や
り
な
さ
い
。
は
い
し
ゃ
が

ん
で
三
秒
目
を
閉
じ
て
気
持
ち
落
ち
着
か
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
介
入
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

各
ク
ラ
ブ
、
順
番
に
掃
除
を
少
し
し
て
み
る
と
こ
ろ
を
岩
井
さ
ん
が
撮
影
す
る
。「
も
う
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
」「
ち

り
と
り
で
ご
み
集
め
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
少
し
ず
つ
指
示
す
る
。
撮
っ
て
、止
め
て
「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。」
と
、

各
グ
ル
ー
プ
を
撮
影
し
て
い
く
。

各
ク
ラ
ブ
撮
影
終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
、
は
じ
め
の
よ
う
に
〝
声
・
音
を
出
さ
ず
に
〞
机
を
元
に
戻
す
。
二
回
目
は
子

ど
も
た
ち
も
慣
れ
て
、
す
ぐ
静
か
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

岩
井
「
は
い
、
み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
掃
除
の
よ
う
で
掃
除
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
こ
と
を
来
週

と
か
も
し
て
い
き
ま
す
。
来
週
は
、
教
室
の
外
に
出
て
い
き
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
六
年
生
全
員
で
や
る
の
で
、

も
っ
と
難
し
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。」

あ
い
さ
つ
号
令
を
し
て
、
授
業
終
わ
る
。

い
よ
い
よ
、
後
半
の
部
分
で
岩
井
さ
ん
の
世
界
観
が
出
た
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
。

急
に
声
を
出
さ
ず
に
・
音
を
立
て
ず
に
机
を
動
か
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
の
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
た

様
子
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
な
ん
ど
も
や
り
直
し
す
る
中
で
明
ら
か
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
子
も
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
全
体
と
し
て
は
、
岩
井
さ
ん
の
指
示
通
り
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ

た
。〝
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
や
る
の
？
〞
と
い
う
疑
問
が
で
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
そ
の
よ
う

に
言
い
出
す
人
は
い
な
か
っ
た
。

学
校
生
活
で
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
と
い
う
習
慣
が
つ
い
て
い
る
の
と
、
い
つ
も
と
違
う
外
部
の
人
〝
岩

井
〞
が
言
う
こ
と
だ
か
ら
〝
き
っ
と
な
ん
か
あ
る
ん
だ
ろ
う
〞
と
い
う
期
待
感
や
特
別
感
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

こ
の
授
業
で
は
、
日
常
生
活
の
中
で
習
慣
化
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
活
動
や
掃
除
の
動
作
を
改
め
て
問
い
な

お
し
、特
別
な
ル
ー
ル
で
や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
で〝
い
つ
も
と
違
う
〞が
な
ん
と
な
く
で
は
あ
る
が
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
回
終
了
。
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小
さ
な
や
り
取
り
だ
が
、
ほ
う
き
は
一
本

で
な
く
て
も
い
い
と
い
う
の
も
、
こ
の
こ

と
が
普
通
の
掃
除
と
は
違
う
と
認
識
す
る

た
め
に
大
事
な
情
報
だ
と
思
う
。〈
宮
下
〉

ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
か
、
な
る

ほ
ど
。〈
志
田
〉

か
な
り
多
く
の
児
童
が
嫌
が
ら
ず
に
参
加

し
て
い
た
。
不
本
意
？
　
で
は
な
い
の

か
？
〈
宮
下
〉

後
片
付
け
の
心
配
ま
で
す
る
の
が
六
年

生
。
自
分
が
や
る
と
思
っ
た
の
か
な
。

大
人
＝
学
校
が
や
っ
て
く
れ
て
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
、
ル
ー
ル
は
大
人
が
つ
く

る
。
学
校
の
な
か
の
暗
黙
の
役
割
分
担
？

Youtube

の
心
配
ま
で
し
て
い
る
〈
宮
下
〉

〝
掃
除
〞
と
い
う
行
為
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
遊
び
に
変
え
て
い
く
瞬
間
と
も
い
え
る
。
す
で
に
、
掃
除

本
来
の
〝
き
れ
い
に
す
る
〞
と
い
う
目
的
か
ら
、
例
え
ば
競
争
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
早
く
雑
巾
を

滑
ら
せ
る
、
ほ
う
き
を
早
く
動
か
す
と
い
っ
た
と
こ
ろ
や
一
列
で
並
ぶ
・
追
い
越
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
意

識
が
移
り
、
ゲ
ー
ム
性
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

▼
休
憩
時
間
に
な
っ
て
終
わ
る
。
二
時
間
目

岩
井 

「
ま
ず
、
前
回
撮
っ
た
ビ
デ
オ
を
少
し
見
た
い
と
思
い
ま
す
。」

教
室
の
大
型
テ
レ
ビ
に
P
C
を
つ
な
げ
て
、
前
回
岩
井
さ
ん
が
撮
っ
た
映
像
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
に
編
集
し
た
も

の
を
ま
ず
見
て
も
ら
う
。
自
分
の
姿
、
し
か
も
〝
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
こ
と
〞
を
や
っ
て
い
る
姿
を
見
る
の
は
お
も

し
ろ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ク
ラ
ス
全
体
で
笑
い
が
お
き
る
。
こ
こ
で
は
み
ん
な
テ
レ
ビ
に
注
目
、「
あ
、
〇
〇

じ
ゃ
ん
」「
〇
〇
お
も
い
っ
き
り
笑
っ
て
る
じ
ゃ
ん
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
鑑
賞
。
岩
井
さ
ん
、
は
今
後
の
動
き
方

に
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
コ
メ
ン
ト
を
は
さ
む
。

岩
井 

「
ほ
う
き
の
掃
き
方
、
ち
ゃ
ん
と
掃
い
て
い
る
人
と
そ
う
で
も
な
い
人
も
よ
く
わ
か
っ
ち
ゃ
い
ま
す

ね
。
こ
の
、
掃
い
て
い
る
姿
は
き
れ
い
で
す
よ
ね
。」

先
生 

「
今
、
岩
井
さ
ん
が
掃
い
て
い
る
姿
が
き
れ
い
と
言
っ
て
ま
し
た
ね
、
そ
の
感
覚
で
は
、
み
な
さ
ん

は
わ
か
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
を
ち
ょ
っ
と
意
識
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。」

他
の
ク
ラ
ス
の
机
を
動
か
す
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部
分
の
映
像
も
少
し
見
せ
る
。
ひ
と
通
り
見
た
あ
と
、
続
い
て
岩

井
さ
ん
、
本
番
に
使
う
泡
の
話
に
。
イ
ビ
ザ
ク
ラ
ブ
で
使
わ
れ
て
る
模
様
の
映
像
を
見
せ
る
。

岩
井 

「
そ
れ
で
、
今
回
の
活
動
は
、
最
後
一
月
に
ね
、
泡
を
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
見
て
下

さ
い
。」

児
童 

「
え
ー
何
が
楽
し
い
の
？
」　
「
超
盛
り
上
が
っ
て
る
じ
ゃ
ん
」　
「
な
ん
で
上
半
身
裸
な
の
？
」

岩
井 

「
ね
ー
大
人
っ
て
ば
か
で
し
ょ
‼
（
笑
）
で
、
ま
ぁ
、
こ
れ
を
ね
、
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

児
童 

「
後
処
理
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
」　
「
怒
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
」

岩
井 

「
怒
ら
れ
た
ら
、
み
ん
な
で
謝
ろ
う
か
」

児
童 

「
え
ー
‼
」

児
童 

「
こ
れ
み
た
い
にYoutube

に
出
た
ら
ど
う
す
る
の
？
」

岩
井 

「
そ
う
し
た
ら
日
本
初
で
す
ね
！　
こ
ん
な
こ
と
を
小
学
校
で
や
る
の
は
。」

こ
の
活
動
で
、
本
番
前
の
計
四
回
の
授
業
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
や
り
と
り
で
あ
る
。

〝
授
業
〞
で
ク
ラ
ブ
の
シ
ー
ン
を
見
せ
る
と
い
う
所
も
、
と
て
も
新
鮮
に
見
え
た
上
、
子
ど
も
た
ち
の
二

ま
す
。
赤
い
ボ
タ
ン
押
す
と
動
画
撮
れ
ま
す
。」（
お
手
本
見
せ
る
）

岩
井 

「
友
達
が
わ
ぁ
ー
と
来
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
動
じ
ず
撮
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。」

児
童 

「
や
ん
ね
ー
よ
。」　
「
お
ま
え
や
る
だ
ろ
う
。」

岩
井 
「
や
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
（
笑
）」

 
「
で
は
、
ぞ
う
き
ん
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
三
人
く
ら
い
。」

ぞ
う
き
ん
じ
ゃ
ん
け
ん
が
は
じ
ま
る
（
ぞ
う
き
ん
は
人
気
な
い
）

岩
井 

「
は
い
ー
、
で
は
、
ぞ
う
き
ん
の
人
ー
。
ぞ
う
き
ん
が
一
番
か
っ
こ
い
い
と
思
う
け
ど
な
」

 

「
で
、
何
も
決
ま
っ
て
な
い
人
は
ほ
う
き
ね
。」

 

「
ほ
う
き
二
本
持
ち
た
い
人
い
る
？
」

児
童 

「
え
、
二
本
？
（
笑
）」

岩
井 

「
二
本
持
っ
た
ら
二
倍
の
仕
事
し
な
き
ゃ
だ
め
だ
よ
」

 

「
カ
メ
ラ
の
人
は
た
だ
、
掃
除
を
し
て
い
る
人
を
追
い
か
け
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
動
き
す
ぎ
た
り
し

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
後
で
見
た
時
酔
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。」

「
で
は
、
大
人
は
一
旦
外
へ
。」
前
回
と
ル
ー
ル
は
同
じ
。
声
を
出
さ
ず
に
、
静
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
立
ち
上

が
り
カ
メ
ラ
↓
ほ
う
き
↓
ぞ
う
き
ん
と
教
室
を
出
て
、
全
員
出
た
と
こ
ろ
で
〝
カ
ッ
ト
〞。

 

岩
井 

「
カ
メ
ラ
マ
ン
の
人
は
脇
し
め
て
ね
」

出
終
わ
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
撮
れ
た
ビ
デ
オ
を
見
合
う
。
う
る
さ
く
な
る
と
「
静
か
に
し
ろ
よ
」
と
声
を
か
け
あ
っ
て

い
る
。
ク
ラ
ス
全
員
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
体
育
館
へ
移
動
。
カ
メ
ラ
担
当
は
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
階
段
を
降
り

て
い
く
様
子
な
ど
、
掃
除
担
当
の
子
を
撮
影
し
、
撮
り
方
を
探
っ
て
い
る
様
子
。

▼
朝
の
光
が
差
し
込
む
体
育
館
は
と
て
も
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

岩
井 

「
雑
巾
部
隊
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
…
そ
う
で
す
ね
、
ち
ょ
っ
と
雑
巾
レ
ー
ス
し
て
み
ま
し
ょ

う
か
。」

そ
の
他
、
大
き
く
掃
い
て
み
る
な
ど
、
体
育
館
の
広
い
空
間
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
し
て
も

ら
う
。
雑
巾
担
当
の
レ
ー
ス
、
ほ
う
き
で
掃
き
な
が
ら
競
争
…
カ
メ
ラ
担
当
の
子
は
床
腹
ば
い
で
撮
る
な
ど
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
は
み
な
広
い
と
こ
ろ
で
、
の
び
の
び
掃
除
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
試
す
こ

と
が
で
き
て
い
た
。
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興
味
深
い
し
、
こ
こ
の
分
析
は
こ
の

W
S
の
肝
に
な
る
部
分
だ
と
思
う
の
で
さ

ら
に
掘
り
下
げ
て
い
い
と
思
う
。〈
志
田
〉

教
員
や
大
人
の
期
待
に
応
え
ね
ば
、
と
い

う
気
持
ち
も
、
す
べ
て
が
悪
い
訳
で
は
な

く
、
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
は
自
分
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？
　

と
一
生
懸
命
考
え
た
軌
跡
は
感
じ
ま
す
。

〈
宮
下
〉

途
中
の
振
り
か
え
り
と
撮
影
を
学
ぶ
〈
一
二
月
二
一
日
〉

あ
い
さ
つ
を
し
、
最
初
に
日
下
先
生
の
話
か
ら
は
じ
ま
る
。
急
遽
決
ま
っ
た
プ
ラ
ス
の
図
工
の
一
時
間
、
岩
井
さ
ん

が
編
集
し
た
映
像
を
見
て
、
本
番
の
活
動
に
活
か
し
て
も
ら
う
た
め
、
と
い
う
主
旨
を
説
明
し
ま
す
。

先
生 

「
今
日
は
ど
ん
な
風
に
自
分
た
ち
の
活
動
が
映
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
な
が
ら
見
て
下

さ
い
。
み
な
さ
ん
は
、
岩
井
さ
ん
が
撮
影
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
映
っ
て
い
る
だ
け
と
い
う
の
は
違
う

よ
ね
。
自
分
た
ち
も
表
現
者
と
し
て
、
体
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
辺
り
も
次
ど
の

よ
う
に
参
加
し
て
表
現
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

続
け
て
日
下
先
生
、
児
童
が
書
い
た
感
想
文
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。「
み
な
さ
ん
本
当
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
す
ご

い
で
す
、
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。」
と
褒
め
、「
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
心
で
感
じ
取
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
ね
。」
と
七
名
ほ
ど
の
感
想
を
読
み
上
げ
た
。

先
生 

「
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
映
像
を
見
ま
す
が
、
友
達
の
顔
が
映
っ
て
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
動
き
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
考
え
な
が
ら
見
て
く
だ
さ
い

ね
。」

岩
井 

「
そ
れ
で
は
、
ち
ょ
っ
と
端
折
り
な
が
ら
見
せ
ま
す
ね
。」

 （
一
本
目
の
映
像
を
流
す
）

先
生
が
、〝
考
え
る
〞
こ
と
を
強
調
し
た
か
ら
か
、
た
ま
に
笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
も
の
の
、
み
ん
な
静
か
に
見
て
い

た
。「
次
に
全
く
違
う
も
の
を
お
見
せ
す
る
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。」
と
無
音
・
ゆ
っ
た
り
と
し
た

B
G
M
・
ラ
ッ
プ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
B
G
M
の
三
つ
の
動
画
を
見
せ
る
。

岩
井 

「
こ
れ
で
、
わ
か
る
よ
う
に
、
音
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
全
然
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。
ま
だ
、
作
品
に
ど

ん
な
音
を
入
れ
る
か
決
め
て
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ジ
ブ
リ
に
な
ら
な
い
の
は
確
か
で
す
。
た
だ
、
こ

う
や
っ
て
音
に
よ
っ
て
全
然
違
う
と
い
う
感
覚
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。」

 

「
次
に
み
な
さ
ん
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
映
像
を
流
し
ま
す
。
と
て
も
よ
く
撮
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
ま

り
手
ブ
レ
も
し
て
い
な
い
で
す
ね
。」

岩
井
さ
ん
の
映
像
よ
り
笑
い
声
が
増
え
る
。
つ
い
つ
い
友
人
が
撮
っ
て
い
る
作
品
だ
と
笑
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
。
あ
り
の
ま
ま
撮
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
映
像
に
は
、
ま
た
岩
井
さ
ん
が
撮
影
し
て
い
る
目
線
と
は
違
う
視
点
で
撮

影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

▼
映
像
を
見
せ
る

言
目
に
〝
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
い
い
の
？
〞
と
い
う
問
い
か
け
、
が
学
校
で
の
〝
教
育
〞
の
結
果
の
象
徴

的
な
反
応
で
あ
り
、
小
・
中
・
高
と
た
ぶ
ん
そ
ん
ん
な
こ
と
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
・
で
き
な
い
と
い
う

固
定
観
念
が
ど
ん
ど
ん
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
か
な
、
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
い
い
意

味
で
は
〝
社
会
化
〞
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
な
か
な
か
常
識
と
い
う
も
の
か
ら
外
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
常
識
を
問
い
直
す
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
ま
さ
に

現
代
美
術
の
一
つ
の
役
割
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

▼
移
動岩

井 

「
は
い
、
で
は
、
ま
た
体
育
館
に
行
き
た
い
の
で
す
が
、
注
意
点
と
し
て
、
埃
が
け
っ
こ
う
舞
っ
て

い
る
の
で
、
授
業
が
終
わ
っ
た
ら
風
邪
引
か
な
い
よ
う
に
手
洗
い
う
が
い
し
て
く
だ
さ
い
ね
。」

岩
井 

「
カ
メ
ラ
の
人
は
ず
っ
と
同
じ
場
所
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
撮
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。」

児
童 

「
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
撮
り
た
い
。」

先
生 

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
な
。」　
「
上
か
ら
だ
と
撮
影
者
の
影
も
で
ち
ゃ
う
し
」

児
童 

「
し
ゃ
が
め
ば
大
丈
夫
。」

岩
井 

「
と
り
あ
え
ず
、
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。」

児
童 

「
カ
メ
ラ
マ
ン
変
わ
り
た
い
」

岩
井 

「
カ
メ
ラ
マ
ン
、
こ
れ
一
回
終
わ
っ
た
ら
変
え
よ
う
か
。」（
前
回
同
様
に
体
育
館
に
移
動
）

 

「
こ
こ
で
カ
メ
ラ
マ
ン
変
え
よ
う
か
。」

児
童 

（
カ
メ
ラ
マ
ン
）「
え
ー
」

新
し
い
カ
メ
ラ
マ
ン
を
じ
ゃ
ん
け
ん
で
決
め
る
。
そ
の
後
、
体
育
館
か
ら
そ
の
ま
ま
、
外
に
出
て
み
る
こ
と
に
。
校

庭
周
り
の
道
路
の
う
え
を
掃
い
た
り
、
雑
巾
担
当
の
子
は
窓
ガ
ラ
ス
を
拭
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

由
に
動
い
て
も
ら
う
。
岩
井
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
撮
影
。「
は
ー
い
、
お
し
ま
い
っ
！
」
最
後
は
そ
の

ま
ま
教
室
に
み
ん
な
で
戻
る
。
最
後
に
次
回
の
お
話
を
少
し
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
終
わ
り
。

子
ど
も
た
ち
が
〝
体
育
館
は
二
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
撮
り
た
い
〞
と
い
う
提
案
を
す
る
部
分
は
評
価
す

べ
き
点
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
撮
影
し
た
ら
お
も
し
ろ
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
始
め
て

い
る
証
拠
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
部
分
で
、
子
ど
も
た
ち
が
〝
参
加
し
て
い
る
〞
と
い
え
、
最
終
的
な
映

像
作
品
の
出
来
上
が
り
を
自
分
な
り
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
活
動
二
回
目
で
次
第
に

子
ど
も
た
ち
の
作
品
に
対
す
る
出
来
上
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
行
動
す
る
・
発
言
す
る
姿
勢
が
増
え
て
き

た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
を
す
べ
て
こ
こ
で
記
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
発
言
に
対
し
て
、

岩
井
さ
ん
が
、
対
応
す
る
よ
う
な
場
面
こ
そ
、
作
家
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
る
瞬
間
と
い

え
る
。

こ
の
回
終
了
。
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こ
の
時
の
岩
井
さ
ん
の
狂
気
を
感
じ
る
く

ら
い
の
激
し
い
動
き
に
は
、
仲
よ
く
な
り

始
め
た
・
わ
か
り
か
け
て
き
た
岩
井
さ
ん

と
子
ど
も
た
ち
の
仲
を
一
気
に
突
き
放

し
、
強
い
緊
張
感
を
生
み
出
し
た
と
い
う

効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
岩
井
さ
ん

が
主
導
権
を
ド
ン
と
見
せ
つ
け
た
と
い
う

か
。
上
下
関
係
み
た
い
な
も
の
を
明
確
に

し
た
と
い
う
か
。
そ
う
い
う
、
馴
れ
合
い

を
断
ち
切
っ
て
緊
張
を
生
み
出
す
強
い
効

果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。〈
志
田
〉

↓
な
る
ほ
ど
。
こ
の
回
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全
体
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
ね
。

↓
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
児
童
の
距
離
の
取
り

方
も
大
事
で
す
ね
。〈
宮
下
〉

「
活
動
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」「
中
止
に

な
っ
ち
ゃ
う
」
等
は
学
校
活
動
的
な
事
情

か
？
　
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
注
意
す
る

意
図
は
？
〈
志
田
〉

↓
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
う
で
す
ね
。
こ

れ
、
あ
る
大
人
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
と
中
止
に
な
っ
ち
ゃ
う
の

で
、
っ
て
言
う
の
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す

が
、
よ
く
あ
る
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

〈
清
水
〉

ろ
う
。

ま
た
、
カ
メ
ラ
撮
影
体
験
を
全
員
が
で
き
な
い
こ
と
が
気
が
か
り
に
感
じ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
の
岩
井

さ
ん
の
配
慮
は
と
て
も
良
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
カ
メ
ラ
を
全
員
が
や
り
た
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
が
、
実
際
や
り
た
い
と
い
う
の
は
（
手
を
上
げ
づ
ら
い
子
も
い
た
と
し
て
）
半
分
く
ら
い
で
あ
っ
た

の
が
個
人
的
に
は
意
外
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
絶
対
撮
影
し
た
く
な
い
と
い
う
子
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
の

で
、ど
ち
ら
で
も
良
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か
も
う
少
し
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

最
終
回
五
回
目
〈
二
〇
一
三
年
一
月
二
一
日
〉

当
日
は
多
目
的
室
で
事
前
説
明
を
し
て
か
ら
活
動
に
入
る
と
い
う
予
定
。
視
聴
覚
室
に
A
A
ス
タ
ッ
フ
が
椅
子
を

配
置
。
席
は
ク
ラ
ス
ご
と
で
は
な
く
ク
ラ
ブ
ご
と
に
。
学
年
集
会
な
ど
で
は
絶
対
な
い
よ
う
な
席
順
で
あ
る
。

児
童
入
室
、
ま
だ
少
し
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
い
様
子
、
前
回
の
活
動
か
ら
年
末
年
始
を
挟
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も

一
つ
の
理
由
か
も
し
れ
な
い
。
雑
談
し
た
り
、
教
室
全
体
が
が
や
が
や
し
て
い
る
。
担
任
の
先
生
も
一
緒
に
来
て
い

る
。（
ク
ラ
ス
ご
と
で
の
活
動
で
は
、ど
の
ク
ラ
ス
も
担
任
は
不
在
、ま
た
は
途
中
か
ら
退
出
の
先
生
が
多
か
っ
た
。）

▼
全
員
が
席
に
つ
い
て
か
ら
、
日
下
先
生
か
ら
注
意
事
項
な
ど
の
お
話
。

先
生 

「
少
し
寒
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
分
厚
い
上
着
は
脱
い
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

う
に
、
み
な
さ
ん
の
今
ま
で
の
経
験
で
〝
や
っ
て
は
い
け
な
い
〞
こ
と
は
や
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
事
故
が
あ
っ
た
ら
、
活
動
全
部
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。」

岩
井 

「
各
ク
ラ
ブ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
み
な
さ
ん
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。」

「
ほ
ら
〇
〇
く
ん
も
そ
う
で
し
ょ
、
手
を
挙
げ
て
」
と
担
任
が
介
入
す
る
場
面
も
。

岩
井 

「
は
い
、
で
は
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
二
チ
ー
ム
つ
く
っ
て
、
ま
ず
学
校
内
を
ま
わ
っ

て
か
ら
外
に
出
ま
す
。
一
チ
ー
ム
は
僕
と
ま
わ
り
、
も
う
一
チ
ー
ム
は
各
ク
ラ
ブ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の

指
示
に
従
っ
て
ま
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
カ
メ
ラ
担
当
の
人
は
カ
メ
ラ
渡
し
ま
す
の
で
前
に
出
て
き
て

く
だ
さ
い
。」

岩
井
さ
ん
、カ
メ
ラ
担
当
の
子
ど
も
た
ち
を
周
り
に
集
め
、「
ち
ゃ
ん
と
指
示
出
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
う
る
さ
く
な
っ

た
り
し
た
ら
中
止
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
ね
。
お
ね
が
い
し
ま
す
!
」

 

児
童
「
お
ね
が
い
し
ま
す
！
」

岩
井 

「
本
当
に
良
い
映
像
が
撮
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
番
で
も
、
カ
メ
ラ
や
り
た
い
人
に
や
っ
て

も
ら
う
の
だ
け
ど
、
そ
う
す
る
と
全
員
に
カ
メ
ラ
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
、
掃
除
す
る
こ
と
も
作
品
を
構
成
す
る
た
め
に
重
要
。
み
な
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。」

岩
井 
「
今
日
は
、
み
ん
な
に
撮
る
こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。」

白
い
厚
紙
で
で
き
た
フ
レ
ー
ム
が
渡
さ
れ
る
。
そ
れ
を
カ
メ
ラ
撮
影
画
面
フ
レ
ー
ム
と
思
っ
て
、〝
撮
影
〞
し
て
も

ら
う
と
い
う
。
ロ
の
字
に
し
た
机
の
真
ん
中
で
岩
井
さ
ん
自
身
が
ほ
う
き
を
持
っ
て
〝
踊
る
〞。
そ
れ
を
児
童
が
、

フ
レ
ー
ム
で
追
う
。
終
わ
っ
て
、
児
童
一
人
ひ
と
り
に
ど
こ
を
撮
っ
て
い
た
か
を
聞
く
。

何
人
か
を
あ
て
る
の
で
は
な
く
、
全
員
一
人
ひ
と
り
に
近
づ
い
て
聞
い
て
い
く
。
足
を
と
っ
て
い
た
人
が
多
数
。
そ

の
他
手
と
か
ほ
う
き
、
残
り
は
全
体
を
〝
撮
っ
て
〞
い
た
よ
う
。

岩
井 

「
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
好
き
な
と
こ
ろ
を
撮
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
こ
の
よ
う
四
角
の
中
に

僕
が
い
ま
す
が
、
四
角
の
外
に
も
大
人
は
い
ま
す
。
こ
の
空
間
全
体
も
あ
り
ま
す
。
視
点
を
固
定
す

る
の
も
、
柱
で
も
、
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
僕
が
動
け
ば
動
く
ほ
ど
、
そ
っ
ち
に
引
っ
張
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
然
違
う
も
の
を
撮
っ
て
い
る
人
が
い
て
も
い
い
ん
で
す
。
で

は
、
も
う
一
度
や
っ
て
み
ま
す
。
ど
こ
を
撮
る
か
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

 

岩
井
さ
ん
の
動
き
は
さ
ら
に
激
し
く
な
っ
た
が
、
今
回
は
、
一
人
ひ
と
り
撮
っ
た
と
こ
ろ
も
多
様

に
。
机
を
撮
っ
て
た
人
も
天
井
を
撮
っ
て
た
人
な
ど
も
…

岩
井 

「
今
、
僕
は
か
な
り
激
し
く
動
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
中
で
自
分
の
意
志
で
フ
レ
ー
ム
を
決
め
て

撮
影
す
る
の
は
す
ご
く
大
事
で
す
。
一
月
に
撮
影
す
る
と
き
は
野
外
に
出
ま
す
。
囲
わ
れ
た
空
間
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
い
ろ
ん
な
出
来
事
が
お
こ
っ
た
り
と
か
し
ま
す
。
な
の
で
、
自
分
で
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
を
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
興
味
を
も
っ
た
こ
と
は
、
人
と
違
っ
て
も

良
い
し
、
好
き
な
と
こ
ろ
を
撮
っ
て
く
だ
さ
い
。」

「
ち
な
み
に
カ
メ
ラ
や
り
た
い
人
？
」
と
い
う
問
に
対
し
て
、
半
分
く
ら
い
手
が
挙
が
る
。
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
い

う
人
も
数
人
。

岩
井 

「
そ
れ
で
は
、
一
月
に
は
、
掃
除
す
る
人
も
、
今
僕
が
掃
除
し
た
の
に
負
け
な
い
く
ら
い
に
元
気
よ

く
や
っ
て
く
だ
さ
い
。」

こ
の
回
は
出
席
で
き
ず
、
ビ
デ
オ
記
録
の
文
字
起
こ
し
で
あ
る
が
、
終
わ
っ
た
後
も
、
こ
の
一
回
増
や
し

た
回
の
お
か
げ
で
企
画
全
体
が
う
ま
く
い
っ
た
と
い
う
見
方
が
多
い
。
子
ど
も
た
ち
は
、
岩
井
さ
ん
の
撮

影
を
し
て
い
る
様
子
は
ず
っ
と
見
て
き
て
い
る
が
、〝
掃
除
を
す
る
〞
様
子
を
見
た
の
は
こ
の
時
が
初
め

て
で
あ
っ
た
。
圧
倒
的
に
飛
ん
で
い
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
子
ど
も
た
ち
に
強
い
印
象
を
与
え
た
の
だ
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僕
も
そ
う
思
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
撮
る
映
像
が
お
も
し
ろ

い
」
と
い
う
発
見
を
し
た
岩
井
さ
ん
自
身

の
変
化
か
〈
志
田
〉

ア
ー
ト
体
験
の
個
人
性
と
教
育
の
共
有
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
な
ぜ
そ
う
考
え
る

の
か
説
明
と
か
根
拠
を
提
示
し
て
欲
し
い

〈
志
田
〉

↓
こ
れ
は
個
人
的
な
感
覚
か
も
し
れ
な
い

で
す
。
た
だ
し
、
同
じ
経
験
を
提
供
す
る

の
は
今
の
と
こ
ろ
学
校
の
一
つ
の
性
質
か

な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。〈
清
水
〉

撮
影
す
る
画
角
や
フ
レ
ー
ム
の
切
り
方
に

つ
い
て
は
岩
井
さ
ん
か
ら
の
補
講
が
一
度

あ
り
ま
し
た
が
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か

〈
志
田
〉

↓
そ
れ
も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。〈
清
水
〉

カ
メ
ラ
担
当
の
子
ど
も
た
ち
が
先
に
廊
下
へ
、
続
い
て
残
り
の
子
ど
も
た
ち
が
廊
下
へ
。

日
下
先
生
が
言
っ
た
言
葉
が
と
て
も
印
象
深
い
。
絵
や
立
体
作
品
の
制
作
に
つ
い
て
は
作
品
を
作
っ
て
い

る
と
い
う
意
識
や
感
覚
が
あ
る
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
と
な
る
と
そ
の
意
識
を
保
つ
の
が
大
き
な
課

題
と
な
る
。「
自
分
が
一
人
く
ら
い
適
当
に
や
っ
て
も
大
丈
夫
か
も
し
れ
な
い
」
や
「
恥
ず
か
し
さ
」
と

い
っ
た
意
識
が
働
く
。
そ
の
よ
う
な
所
で
先
生
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
け
を
す
る
か
と
い
う
所
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
リ
ー
ダ
ー
（
カ
メ
ラ
担
当
）
へ
の
責
任
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
言
葉
が

け
と
な
っ
て
い
る
。

岩
井
さ
ん
率
い
る
チ
ー
ム
と
子
ど
も
た
ち
の
み
の
チ
ー
ム
の
対
照
的
な
様
子
も
興
味
深
か
っ
た
。
そ
し

て
、
校
内
で
の
撮
影
か
ら
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
昨
年
末
か
ら
行
な
っ
て
き
た
授
業
の
積
み
重
ね
の

〝
復
習
〞
的
な
役
割
と
な
っ
て
い
た
。

▼
落
ち
着
き
が
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
廊
下
に
出
る
と
静
か
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
集
中
し
て
い
る
様
子
。
列

と
な
っ
て
掃
除
し
て
い
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
側
と
そ
の
列
の
前
後
左
右
に
分
か
れ
て
撮
影
し
て
い
く
カ
メ
ラ
。

カ
メ
ラ
担
当
の
撮
影
法
の
工
夫
が
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
床
に
つ
け
る
よ
う
に
し
て
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
で
撮
影

・
頭
上
に
持
ち
上
げ
て
ハ
イ
ア
ン
グ
ル
で
撮
影

・
す
ご
く
ひ
い
て
後
ろ
か
ら
撮
影

・
掃
除
を
す
る
手
元
を
撮
影

・
図
工
室
に
お
い
て
は
、
机
に
カ
メ
ラ
を
置
き
定
点
的
な
撮
影

・
六
年
教
室
周
辺
で
は
、
ク
ラ
ス
標
識
・
壁
の
掲
示
物
な
ど
掃
除
し
て
い
る
人
以
外
の
も
の
も
撮
影

・
廊
下
に
引
か
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
、
廊
下
の
鏡
越
し
に
撮
影

多
目
的
室
で
の
「
作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
意
識
を
も
つ
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
が
響
い
て
い
る
の
か
、
ど
の
カ
メ
ラ

担
当
も
こ
だ
わ
っ
て
撮
っ
て
い
て
〝
作
品
的
な
お
も
し
ろ
さ
〞
を
強
く
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

掃
除
を
し
て
い
る
側
の
児
童
は
〝
集
団
で
〞
と
い
う
よ
り
一
人
ひ
と
り
〝
個
人
的
〞
に
動
き
〝
掃
除
〞
し
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。
動
き
の
工
夫
と
い
う
点
で
は
雑
巾
担
当
の
方
が
自
由
度
が
高
く
、
拭
く
も
の
を
床
だ
け
で
は
な
く
、

階
段
の
手
す
り
や
壁
、
図
工
室
で
は
ド
ア
や
机
と
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら
れ
た
点
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

〝
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
？
〞
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
撮
影
し
た
り
、
動
い
た
り
し
て

い
た
点
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
へ
の
意
識
と
い
う
も
の
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

一
方
で
、
掃
除
を
し
て
い
る
児
童
が
〝
個
人
的
〞
な
動
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
カ
メ
ラ
担
当
も
撮
影
に
夢
中
で
、
動
き

に
関
す
る
指
示
や
コ
ー
ス
の
回
り
方
の
指
示
が
一
切
な
い
ま
ま
な
ん
と
な
く
コ
ー
ス
を
回
っ
た
と
い
う
感
じ
が
あ
っ
た
。

▼
対
照
的
で
あ
る
岩
井
さ
ん
チ
ー
ム
の
図
工
室
で
の
場
面

「
五
、四
、三
、二
、一
ス
タ
ー
ト
！
」
と
い
う
掛
け
声
で
は
じ
ま
り
「
は
い
、
O
K
で
す
！
」
と
い
う
掛
け
声
で
撮
影

細
か
い
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
挨
拶
で
な
ん
と
な
く
〝
始
ま
り
〞
が
意
識
さ
れ
て
カ
メ
ラ
担
当
児

童
の
気
が
ひ
き
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
授
業
の
は
じ
め
の
号
令
的
役
割
と
〝
任
せ
る
よ
！
〞

と
い
う
信
頼
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
も
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
撮
る
映
像
が
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
と

い
う
岩
井
さ
ん
、
今
回
は
自
分
で
指
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
る
こ
と
で
撮
れ
る
映

像
も
大
切
に
し
た
い
と
考
え
た
と
い
う
。
個
人
的
に
活
動
全
体
を
通
し
て
撮
影
・
指
示
者
の
岩
井
さ
ん
に

従
っ
て
演
技
を
す
る
児
童
と
い
う
関
係
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
に
撮
影
を
任
せ
る
こ
と
で
出
来
上
が
っ
た
関
係
性
が
変
わ
る
か
も
れ
な
い
意
味
あ
る
決
定
と

い
え
る
。

途
中
で
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
役
割
を
入
れ
替
え
る
な
ど
し
て
、
岩
井
さ
ん
に
つ
い
て
回
る
グ
ル
ー
プ
と
も

う
一
方
の
グ
ル
ー
プ
両
方
が
同
じ
経
験
を
で
き
た
ら
更
に
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
ア
ー
ト

に
お
い
て
鑑
賞
者
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
体
験
を
す
る
こ
と
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
が
、
教
育
に
関
し
て
は
な

る
べ
く
、
す
べ
て
の
生
徒
が
同
じ
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
よ
う
に
個
人
的
に

思
っ
た
。

▼
コ
ー
ス
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ほ
う
き
担
当
を
決
め
る
。
卓
球
ク
ラ
ブ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
・
工
作
ク
ラ

ブ
・
漫
画
イ
ラ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が
ほ
う
き
を
持
つ
こ
と
に
。
ほ
う
き
担
当
児
童
は
「
わ
ぁ
ー
い
！
」
と
喜
ぶ
場
面
も
。

ほ
う
き
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
初
か
ら
人
気
。
雑
巾
は
敬
遠
さ
れ
、
ほ
う
き
が
毎
度
と
て
も
人
気
。
動
き
が
楽

だ
か
ら
か
、〝
掃
除
を
し
て
い
る
感
〞
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
少
し
興
味
深
い
。

校
内
で
回
る
コ
ー
ス
は
工
作
室
・
六
年
・
玄
関
↓
多
目
的
室
に
戻
る
と
い
う
こ
と
に
。

▼
岩
井
チ
ー
ム
先
に
出
発
す
る
。

ま
だ
子
ど
も
た
ち
の
参
加
意
識
が
低
い
感
じ
で
、
教
室
か
ら
出
る
と
き
も
が
や
が
や
う
る
さ
い
。

「
静
か
に
し
て
く
だ
さ
い
！　
授
業
中
で
す
‼
」
と
担
任
の
先
生
方
が
注
意
す
る
場
面
も
。

教
室
に
残
っ
た
児
童
だ
け
で
回
る
チ
ー
ム
に
最
後
、
日
下
先
生
が
ひ
と
こ
と
を
加
え
ま
す
。

先
生 

「
君
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
は
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
（
児
童
）
で
す
。
作
品
を
つ
く
っ
て
い
る

意
識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
人
た
ち
の
資
質
も
問
わ
れ
ま
す
。

今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。」

カ
メ
ラ
持
つ
子
ど
も
た
ち
前
に
出
て
も
ら
う
（
七
人
）

（
カ
メ
ラ
担
当
の
児
童
に
向
か
っ
て
）

 

「
岩
井
さ
ん
と
同
じ
立
場
で
す
か
ら
ね
。」

 

「
前
か
ら
撮
る
、
後
ろ
か
ら
撮
る
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
ね
。
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。」

 

「
ほ
う
き
持
っ
て
い
る
人
は
掃
く
、
雑
巾
は
拭
く
よ
う
に
。」
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清
水
さ
ん
が
「
岩
井
さ
ん
の
指
示
」
の
有

無
を
重
視
し
て
い
る
の
は
何
故
？
「
指
示

さ
れ
た
の
？
」
と
い
う
質
問
を
し
た
の
は

な
ぜ
？
〈
志
田
〉

↓
こ
の
活
動
の
当
初
か
ら
、
岩
井
さ
ん
は

小
さ
な
指
示
に
よ
り
、
自
分
が
描
く
撮
り

た
い
形
に
近
づ
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
の
図
工
室
で
の
シ
ー
ン
の
場
合
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
の
チ
ー
ム
と
岩
井
さ
ん

チ
ー
ム
は
動
き
が
ま
っ
た
く
違
っ
た
。
そ

れ
は
、
岩
井
さ
ん
の
指
示
が
影
響
し
て
い

る
の
か
な
、
と
考
え
た
か
ら
で
す
。〈
清

水
〉

「
お
も
し
ろ
い
、
か
っ
こ
い
い
」
と
い
う

形
容
詞
を
投
げ
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の

ど
ん
な
気
づ
き
や
変
化
を
期
待
し
た
か

〈
志
田
〉

↓
確
か
に
。
興
味
深
い
で
す
。
は
じ
め
か

ら
雑
巾
担
当
が
人
気
な
か
っ
た
の
を
、

ず
っ
と
雑
巾
か
っ
こ
い
い
よ
と
言
い
続
け

て
る
岩
井
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
の
意
識
を

変
え
る
た
め
に
意
図
的
な
の
だ
ろ
う
な
、

と
考
え
て
い
ま
し
た
。〈
清
水
〉

泡
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
て
い
た
ん

で
し
ょ
う
か
。〈
志
田
〉

↓
や
は
り
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
な
い
ん

で
し
ょ
う
ね
。
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

〈
清
水
〉

「
ケ
と
ハ
レ
」
の
ハ
レ
か
〈
志
田
〉

岩
井 

「
さ
っ
き
壁
を
雑
巾
が
け
し
て
い
る
人
が
い
て
、
お
も
し
ろ
い
な
、
か
っ
こ
い
い
な
、
と
思
い
ま
し

た
。
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

 

「
今
日
は
ク
ラ
ブ
で
分
け
ま
し
た
。
な
ん
で
か
と
い
う
と
、僕
は
サ
ッ
カ
ー
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、

こ
ん
な
よ
う
な
時
、
た
ぶ
ん
僕
も
騒
い
で
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
だ
ん

だ
ん
真
剣
に
遊
ぶ
こ
と
が
お
も
し
ろ
い
っ
て
わ
か
っ
て
き
た
ん
で
す
。
み
な
さ
ん
こ
れ
か
ら
中
学
生

に
な
っ
て
い
っ
て
、
も
っ
と
真
剣
に
〝
遊
ぶ
〞
こ
と
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
み
ん
な
が
〝
や
り

た
い
〞
っ
て
選
ん
だ
ク
ラ
ブ
で
分
け
ま
し
た
。」

 

「
そ
れ
で
ま
じ
で
一
年
に
一
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
天
気
も
ね
、
神
が
か
っ
て
ま
す
し
。
み

ん
な
協
力
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
‼
」

児
童 

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
‼
」

▼
出
発先

生 

「
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
靴
履
い
て
く
だ
さ
い
。
校
門
に
行
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

は
じ
ま
り
ま
す
。」

 

「
泡
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
戯
れ
る
で
も
、
な
ん
で
も
、
自
分
の
思
い
の
ま
ま
に
真
剣
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
！
」

児
童 

「
泡
だ
」　
「
そ
う
そ
う
泡
」（
と
ざ
わ
ざ
わ
す
る
）

多
目
的
室
を
出
て
、
下
駄
箱
に
向
か
う
。
や
は
り
落
ち
着
か
な
い
子
ど
も
た
ち
も
。「
誰
だ
、
喋
っ
て
る
の
は
‼　

ま
じ
め
に
や
れ
‼
」
と
日
下
先
生
が
叱
る
場
面
も
。

▼
校
門

六
年
生
全
員
が
校
門
前
に
並
ぶ
。
子
ど
も
た
ち
も
だ
ん
だ
ん
心
が
高
ま
っ
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。
卒
業
式
や

入
学
式
の
入
場
場
面
の
よ
う
な
緊
張
感
が
漂
う
。
児
童
同
士
で
「
静
か
に
！
」
と
声
を
掛
け
合
う
。

 

「
カ
メ
ラ
担
当
の
人
は
先
に
出
て
撮
っ
て
も
良
い
よ
。」

 

「
ス
タ
ン
バ
イ
！
」

み
ん
な
静
か
に
な
り
。
一
人
ひ
と
り
順
に
一
列
に
な
っ
て
校
門
を
出
て
行
く
。

本
番
と
な
る
と
み
ん
な
真
剣
、
一
列
に
な
っ
て
静
か
に
ほ
う
き
で
掃
く
。

通
行
止
め
し
て
い
る
道
路
に
入
り
、
一
旦
泡
噴
射
器
前
に
岩
井
さ
ん
中
心
に
集
ま
る
。

岩
井 

「
ま
ず
泡
な
し
で
掃
除
し
て
み
よ
う
」

を
終
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
撮
影
中
の
児
童
た
ち
の
集
中
力
と
緊
張
感
を
高
め
て
い
た
。

児
童
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
〝
集
団
性
〞
が
活
か
さ
れ
て
い
て
図
工
室
の
掃
除
と
い
っ
て
も
、
一
列

同
じ
方
向
で
動
く
と
い
っ
た
マ
ス
ゲ
ー
ム
的
な
動
き
が
自
然
と
発
生
し
て
い
た
。
途
中
「
も
っ
と
掃
い
て

く
だ
さ
い
！
」
と
岩
井
さ
ん
が
具
体
的
に
指
示
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
緊
張
感
と
い
う
の
が
、
さ
き
ほ
ど

の
子
ど
も
た
ち
の
み
の
チ
ー
ム
と
は
、
違
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
生
徒
同
士
の
関
係
と
大
人
（
先
生

的
な
役
割
）
と
生
徒
の
関
係
と
い
う
の
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
ち
ょ
っ
と
数
人
の
児
童
に
「
け
っ
こ

う
岩
井
さ
ん
か
ら
指
示
さ
れ
た
り
し
た
の
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
っ
す
。」

と
い
う
。
緊
張
感
あ
る
雰
囲
気
も
整
然
と
し
た
よ
う
な
動
き
も
岩
井
さ
ん
が
言
葉
で
指
示
し
た
と
い
う
よ

り
岩
井
さ
ん
の
存
在
自
体
が
無
言
に
働
き
か
け
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
児
童
の
み
の
グ
ル
ー

プ
が〝
お
も
し
ろ
さ
〞を
追
求
し
た
の
と
は
違
っ
た〝
演
技
す
る
こ
と
〞と
い
っ
た
よ
う
な
意
識
が
高
ま
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
多
目
的
室
に
戻
っ
て
。

先
生 

「
グ
ル
ー
プ
二
（
児
童
の
み
の
）
グ
ル
ー
プ
、
ふ
ざ
け
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
人
が
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
二
学
期
や
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
る
よ
う
で
す
。
一
生
に
た
っ
た
一

度
し
か
外
に
出
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ
。」

 

「
表
現
活
動
な
ん
で
す
よ
‼
」

 

「
真
剣
に
や
っ
た
も
の
し
か
人
の
心
に
響
き
ま
せ
ん
。
一
人
ふ
ざ
け
て
い
て
も
台
無
し
で
す
。」

児
童
の
み
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
い
た
日
下
先
生
、
岩
井
さ
ん
が
指
示
す
る
時
の
整
然
と
し
た
雰
囲
気
が

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
児
童
の
み
の
グ
ル
ー
プ
が
ま
と
ま
り
な
く
真
剣
さ
が
足
り
な
い
部
分
が
目
立
っ
た
の

だ
ろ
う
。
語
気
を
強
め
て
〝
表
現
活
動
な
ん
で
す
〞
と
い
っ
た
一
言
、
児
童
に
は
ど
の
よ
う
に
響
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
大
人
で
さ
え
そ
の
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
一
言

で
表
現
活
動
と
言
う
明
確
さ
・
力
強
さ
に
心
動
か
さ
れ
た
。

雑
巾
担
当
で
あ
っ
た
児
童
か
ら
、
ほ
う
き
を
や
り
た
い
と
の
要
望
が
多
く
、
残
り
の
ほ
う
き
を
配
る
。

▼
ト
イ
レ
休
憩

岩
井 

「
み
な
さ
ん
外
に
出
る
時
が
来
ま
し
た
‼
」

児
童 

「
い
え
ー
い
‼
」

岩
井 

「
旅
立
ち
の
時
が
来
ま
し
た
‼
」

児
童 

「
い
え
ー
い
‼
」
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現
場
で
実
際
に
ケ
ン
カ
の
よ
う
な
た
た
き

合
い
が
起
こ
っ
て
い
た
が
そ
の
こ
と
は
ど

う
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
〈
志
田
〉

↓
小
学
生
は
騒
ぐ
と
だ
い
た
い
そ
ん
な
感

じ
に
な
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
。
ケ

ン
カ
と
言
っ
て
も
じ
ゃ
れ
合
い
の
よ
う
な

も
の
な
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。〈
清

水
〉

何
度
か
に
分
け
て
い
た
こ
と
が
〝
仕
切
り

直
し
〞
や
〝
区
切
り
〞
を
意
味
し
て
い
た

の
だ
と
清
水
さ
ん
の
こ
の
文
章
で
わ
か
り

ま
し
た
〈
志
田
〉

汚
れ
た
く
な
い
か
ら
と
終
始
離
れ
て
見
て

い
た
子
も
い
ま
し
た
ね
。〈
志
田
〉

宅
配
便
の
配
達
員
が
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
な

く
て
困
っ
て
た
ワ
ン
シ
ー
ン
は
あ
り
ま
し

た
。〈
志
田
〉

自
分
た
ち
の
日
常
を
相
対
視
す
る
、
良
い

気
づ
き
だ
と
思
い
ま
す
。〈
志
田
〉

想
定
さ
れ
た
特
定
の
思
考
が
生
ま
れ
た
ら

〝
成
功
〞
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
変
化
は

今
だ
け
で
な
く
数
年
後
数
十
年
後
に
通
底

し
て
、
あ
る
い
は
突
如
と
し
て
気
づ
き
や

思
い
出
し
と
し
て
機
能
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
的

効
果
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
教
諭
陣
・
学
校
・
地
域
・
N
P
O

な
ど
多
方
面
の
大
人
た
ち
に
も
発
見
や
影

響
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。〈
志
田
〉

↓
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
あ

る
部
分
に
関
し
て
成
功
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

〈
清
水
〉

れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
い
い
意
味
で
自
然
体
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

服
が
濡
れ
る
の
を
気
に
し
て
い
る
女
の
子
や
、
は
じ
め
る
前
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
な
か
っ
た
児
童
も
い
た
が
、
実
際

や
っ
て
み
る
と
、
楽
し
か
っ
た
の
か
、
今
ま
で
に
な
い
よ
う
な
体
験
だ
っ
た
の
か
、
全
体
的
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
た
。
地
域
の
人
も
何
人
か
通
る
と
、
立
ち
止
ま
っ
て
な
に
を
し
て
い
る
の
か
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
た
り
、
写
メ

撮
っ
た
り
し
て
い
た
。
概
ね
〝
楽
し
そ
う
ね
〞
と
い
っ
た
風
で
、
嫌
な
顔
を
す
る
よ
う
な
人
は
い
な
か
っ
た
。

「
こ
れ
掃
除
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
、
も
う
。」、「
逆
に
汚
し
て
い
る
よ
う
だ
!
」

と
い
っ
た
、「
掃
除
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
直
す
こ
と
に
つ
な
が
り
そ
う
な
感
想
を
抱
い
た
よ
う
な
児
童

も
い
た
。

泡
が
出
る
瞬
間
ま
で
実
際
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
想
像
し
た
以
上
に
楽
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
六
年
生
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
思

い
っ
き
り
〝
童
心
〞
に
返
っ
て
い
て
、
作
品
の
完
成
度
云
々
よ
り
、
岩
井
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
ほ
っ
と
し
て
、
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

観
察
者
の
総
括

│
泡
噴
射
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
て
泡
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
掃
除
す
る
と
い
う
様
子
は
視

覚
的
に
と
て
も
美
し
い
映
像
画
が
撮
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、
子

ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
思
考
が
生
ま
れ
た
ら
〝
成
功
〞
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
ま
だ
わ
か
ら

な
い
ま
ま
で
あ
る
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
見
る
と
ま
た
変
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
岩
井
さ
ん
や
日
下
先
生
が
伝
え
た
言
葉
と
い
う
の
は
現
代
ア
ー
ト
作

品
、
参
加
型
ア
ー
ト
作
品
、
映
像
作
品
と
い
う
も
の
の
見
方
を
伝
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
理
解
す
る
の
は
ま
だ
難
し
い
に
し
て
も
、〝
世
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
人
が

い
る
〞〝
こ
ん
な
ア
ー
ト
と
い
う
も
の
が
あ
る
〞
こ
と
を
知
る
の
に
は
強
烈
な
印
象
と
し
て
残
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
学
校
と
い
う
場
所
は
集
団
で
行
う
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、（
行
事
や
式
典
、
毎
日
の
給
食
や
掃

除
の
活
動
、
ク
ラ
ブ
）
多
く
の
場
合
、
様
々
な
制
約
や
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、〝
真
面
目
に
遊
ぶ
〞
と
い
う
言
葉
を
岩
井
さ
ん
が
お
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、

ル
ー
ル
の
中
で
、
真
面
目
に
取
り
組
む
中
で
実
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
ん
だ
よ
、
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
教
室
で
初
回
の
授
業
で
「
最
後
は
学
校
を
出
た
道
路
で
泡

を
使
っ
て
や
る
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
い
い
の
？
」
と
い
う
よ
う
に
言
っ
た

子
ど
も
が
い
た
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
増
え
て
い
く
固
定
観
念
を
ほ
ぐ
す
よ
う
な
き
っ
か
け
に
な
っ

た
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
功
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
は
辺
り
を
掃
き
は
じ
め
る
。

そ
こ
で
…
泡
を
噴
射

 
「
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
‼
」

 
「
き
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
‼
」

大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。

岩
井 

「
も
っ
と
泡
ほ
し
い
？
」

児
童 

「
い
え
ぇ
ぇ
ぇ
ー
い
！
」　
「
ほ
し
ぃ
ぃ
っ
‼
」

 

「
く
る
ぞ
ぉ
ぉ
お
‼
」

岩
井 

「
掃
除
し
ろ
よ
ー
‼
」

自
然
と
泡
を
受
け
と
り
た
く
て
、
子
ど
も
た
ち
は
ほ
う
き
を
上
に
上
げ
て
い
る
。

・
ほ
う
き
で
泡
を
キ
ャ
ッ
チ

・
泡
を
友
達
同
士
つ
け
あ
う

・
噴
射
口
に
ほ
う
き
を
あ
て
る

お
も
い
お
も
い
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
。

二
階
の
窓
か
ら
見
て
い
る
近
所
の
方
も
一
軒
。
楽
し
そ
う
ね
、
と
い
う
よ
う
な
顔
を
さ
れ
て
い
た
。

一
旦
泡
を
止
め
、
も
う
一
度
岩
井
さ
ん
を
中
心
に
集
合
す
る
。
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
児
童
を
落
ち
着
か
せ

る
効
果
も
。

岩
井 

「
こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
人
を
た
た
か
な
い
、
泡
を
か
け
ら
れ
る
と
嫌
い
な
人
も
い
る

の
で
注
意
す
る
こ
と
、
ケ
ン
カ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
み
ん
な
で
き
ま
す
か
？
」

児
童 

「
は
ぁ
ー
い
！
」

岩
井
さ
ん
「
そ
れ
で
は
、
も
う
一
回
い
き
ま
す
。
掃
除
を
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
、
泡
出
る
よ
う
に
し
ま
す
。」

一
旦
止
め
て
は
ま
た
泡
を
出
す
こ
と
を
四
回
ほ
ど
繰
り
返
し
た
。
泡
は
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
で
潰
す
と
白
く

べ
っ
た
り
す
る
。

・
潰
れ
た
泡
で
円
を
描
く

・
潰
れ
た
泡
で
文
字
〝
E
N
D
〞
を
描
き
、
映
像
の
最
後
に
使
っ
て
欲
し
い
と
提
案
す
る
子
ど
も
も

・
潰
れ
た
泡
を
雪
に
ぬ
り
つ
け
て
み
る

な
ど
潰
れ
た
泡
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
も
い
た
。

騒
ぎ
す
ぎ
て
び
し
ょ
び
し
ょ
に
濡
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
こ
の
瞬
間
子
ど
も
た
ち
は
演
技
者
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に
忘
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壽
：
壽
と
申
し
ま
す
。

岩
井
：
お
久
し
ぶ
り
で
す
。

壽：
あ
の
時
は
不
思
議
な
こ
と
す
る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。「
何
を
し

て
い
る
の
か
な
？
」
み
た
い
な
。
最
初
に
作
品
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
見

せ
て
い
た
だ
い
て
、い
ろ
い
ろ
洗
っ
て
い
る
動
画
が
あ
っ
て
、何
や
っ

て
る
の
か
な
と
。
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
、
あ
あ
い

う
の
は
。
本
と
か
洗
っ
て
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

岩
井
：
僕
は
、
学
校
の
中
と
い
う
「
制
約
」
が
逆
に
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
あ
の
後
、
海
外
の
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
に
み
ん
な
が
掃
除

を
し
て
い
た
り
泡
の
中
で
暴
れ
て
い
る
の
を
見
せ
る
機
会
が
多
く

あ
っ
て
、
け
っ
こ
う
皆
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
振
付
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
子
ど
も
た
ち
の
中
に
も
規
律
が
入

り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
見
え
る
瞬
間
が
あ
っ
て
、

日
本
の
社
会
制
度
み
た
い
な
も
の
が
反
映
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る

と
言
っ
て
ま
し
た
。

壽
：
そ
う
で
す
ね
。
刷
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

岩
井
：
と
に
か
く
僕
は
予
算
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
み
ん
な
で
遊
べ
た

ら
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
、泡
だ
ら
け
に
な
る
と
い
う
（
笑
）、
そ
れ

が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
泡
だ
ら
け
に
至
る
ま
で
の
、
み

ん
な
が
「
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
な
ん
だ
？
」
と
思
い
な
が
ら
ほ
う
き

で
ダ
ン
ス
し
て
い
た
と
き
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
？

壽：「
何
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
？
」
と
、
そ
れ
し
か
な
か
っ
た
で

す
け
ど
。
そ
の
と
き
ぐ
ら
い
か
ら
感
じ
て
い
た
の
は
「
掃
除
」
と
い

う
何
気
な
い
普
段
の
行
為
で
も
感
覚
の
違
う
人
が
い
ろ
い
ろ
考
え
て

や
る
と
全
然
違
う
ん
だ
な
と
。
あ
と
は
動
画
を
編
集
し
て
実
際
見
て

み
る
と「
掃
除
」が
普
段
見
る
よ
う
な
感
覚
と
は
違
っ
て
見
え
た
。
そ

れ
は
初
め
て
で
し
た
。
普
段
見
て
い
る
面
と
は
別
の
面
か
ら
切
り

取
っ
て
も
の
ご
と
を
見
て
い
る
の
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
僕

み
た
い
な
感
覚
だ
と
つ
か
め
な
い
で
す
よ
ね
。
衝
撃
で
し
た
。

岩
井
：
あ
り
が
と
う
、
嬉
し
い
で
す
。
最
後
の
み
ん
な
が
泡
の
中
で

暴
れ
出
し
て
か
ら
僕
も
含
め
て
み
ん
な
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
手
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

壽
：
学
校
っ
て
い
う
括
り
で
見
る
と
あ
ん
な
こ
と
は
全
く
な
い
で
す
、

あ
そ
こ
ま
で
遊
べ
る
と
い
う
の
は
。
あ
と
、
六
年
生
に
な
る
と
あ
あ

い
う
ふ
う
に
男
女
で
は
っ
ち
ゃ
け
る
っ
て
い
う
の
か
な
、
あ
あ
い
う

こ
と
を
し
な
い
人
も
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
子
も
一
緒

に
遊
ん
で
い
る
と
い
う
の
は
稀
で
す
よ
ね
。

岩
井
：
泡
の
後
、
親
御
さ
ん
大
丈
夫
だ
っ
た
か
な
と
か
い
ろ
い
ろ
思

い
ま
し
た
け
ど
（
笑
）。

壽
：
子
ど
も
が
楽
し
ん
で
い
れ
ば
親
に
マ
イ
ナ
ス
な
説
明
の
仕
方
は

し
な
い
か
ら
、「
ま
あ
い
い
か
な
」
と
思
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

み
ん
な
僕
よ
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。最
初
に
掃
除
は
し
ま
す
が
、だ

ん
だ
ん
指
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
自
由
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
、
そ
の

時
も
け
っ
こ
う
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
け
ど
、
最
後
の
泡
は
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
。

　
最
初
は
〝
こ
う
し
て
く
れ
〞〝
こ
れ
は
し
て
く
れ
る
な
〞
と
い
っ
た

感
じ
で
指
示
さ
れ
て
そ
の
通
り
に
や
る
、
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
が
、

最
後
は
自
由
で
し
た
。
泡
を
人
に
か
け
て
も
い
い
し
、
ほ
う
き
で
泡

が
出
る
と
こ
ろ
を
塞
い
で
遊
ん
で
も
い
い
し
。
最
後
は
全
然
、
掃
除

し
て
い
る
感
じ
が
し
な
か
っ
た
で
す
。
床
掃
い
て
雑
巾
か
け
て
…
と

や
っ
て
い
た
と
き
は
一
応
、
掃
除
な
の
か
な
と
考
え
て
ま
し
た
。
掃

除
な
ん
だ
け
ど
、
何
か
が
違
う
け
ど
ま
だ
掃
除
か
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
あ
僕
の
感
覚
で
す
け
ど
。
カ
メ
ラ
を
渡
さ
れ
て
撮
っ
て
い

い
よ
っ
て
言
わ
れ
た
あ
た
り
か
ら
掃
除
じ
ゃ
な
く
て
遊
び
に
な
っ
た
。

宮
下
（
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）：
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
お
も
し

ろ
い
ね
。
初
日
が
終
わ
っ
た
と
き
は
み
ん
な
何
て
言
っ
て
い
た
の
？

壽
：
最
初
の
場
面
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
が
な
い
ん
で
す
け
ど
、
結
局
何

や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
、
み
た
い
な
。
や
っ
て
い
る
こ
と
が
異
質
す
ぎ

て
。
普
通
に
掃
除
し
ろ
っ
て
言
わ
れ
た
ら
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
じ
が

す
る
け
ど
、
異
質
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
ら
…
映
像
も
撮
っ
て
い
ま

し
た
し
、
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
で
、
や
ら
さ
れ
て
い
る
掃
除
っ
て
感
じ
が
し
な

か
っ
た
で
す
ね
。

　
二
回
目
く
ら
い
で
す
か
ね
、
友
だ
ち
と
話
題
に
な
っ
た
の
は
岩
井

さ
ん
が
芸
大
の
博
士
課

程
の
卒
業
だ
っ
て
い
う

こ
と
。
そ
れ
で
持
ち
き

り
で
し
た
ね
。
ま
ず
会

え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
そ
ん
な
人
と
、
普
通

に
生
き
て
い
て
。
僕
ら

東
京
高
専
な
ん
て
〝
芸

術
〞
み
た
い
な
こ
と
し

な
い
の
で
。
美
術
も
な

い
音
楽
も
な
く
な
り
ま

し
た
、
い
ま
。
書
道
も

な
い
で
す
か
ら
。
旋
盤

で
ゴ
リ
ゴ
リ
金
属
削
る

わ
け
で
す
よ
、
岩
井
さ

ん
の
よ
う
に
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
こ
と
す
る
人

に
は
高
専
に
い
る
と
会

わ
な
い
の
で
、会
え
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
た

ぶ
ん
も
う
会
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
六
年
生

の
と
き
僕
の
周
り
は
そ
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。「
あ
の
人
す
ご

い
ん
だ
！
」
と
思
っ
て
や
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。

宮
下
：
岩
井
さ
ん
の
文
脈
で
は
〝
掃
除
〞
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
バ
ブ

ル
マ
シ
ン
に
い
く
こ
と
は
違
和
感
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
み
ん

な
の
中
で
は
ど
う
で
し
た
か
。

壽
：
初
回
の
頃
の
揃
っ
て
し
ゃ
べ
ら
ず
に
ほ
う
き
で
掃
い
て
列
に

な
っ
て
…
と
い
う
と
こ
ろ
と
、
最
後
を
つ
な
げ
る
と
全
然
違
い
ま
す

け
ど
、
だ
ん
だ
ん
自
由
に
な
っ
て
い
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
さ
す
が

に
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
ん
な
ふ
う
に
と
い
う
こ
と
は
覚
え
て
い
な

い
の
で
す
が
。
だ
ん
だ
ん
自
由
に
な
っ
て
い
っ
て
最
後
は
好
き
放
題

に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
ん
な
に
不
自
然
で
は
な
か
っ
た

で
す
。

宮
下
：
カ
メ
ラ
を
渡
さ
れ
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

壽
：
カ
メ
ラ
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
僕
に
限
っ
て
言
え
ば
機
械

を
触
る
の
は
好
き
な
の
で
、
カ
メ
ラ
に
触
れ
る
と
い
う
だ
け
で
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。
自
分
で
カ
メ
ラ
に
触
っ
て
、
運
が
良
け
れ
ば
自
分

が
撮
っ
た
も
の
が
作
品
に
も
映
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
た
り
し

て
。
実
際
、作
品
に
映
っ
て
い
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、振

り
返
っ
て
み
る
と
子
ど
も
が
撮
っ
た
映
像
を
い
っ
ぱ
い
分
割
し
た
画

面
に
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
切
り
取
っ
て
映
し
て
い
た
の

で
、
も
し
か
し
た
ら
映
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

宮
下
：
学
校
の
中
に
あ
あ
い
う
活
動
が
入
り
込
む
と
い
う
こ
と
は
ど

う
で
し
た
か
。

壽
：
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
、
そ
う
い
う
こ
と
学
校
で
は
し
な
い
で

す
か
ら
。
ふ
だ
ん
勉
強
メ
イ
ン
で
や
っ
て
い
る
場
所
で
全
く
違
う
こ

と
を
す
る
と
い
う
の
は
違
和
感
は
あ
っ
た
け
ど
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　
バ
ブ
ル
マ
シ
ン
の
翌
日
は
、
あ
あ
い
う
非
日
常
的
な
こ
と
は
終

わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
泡
に
な
っ
て
あ
っ
と
い
う

間
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
泡
を
バ
ブ
ル
マ
シ
ン
で
飛
ば
し
た
後

D
V
D
を
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
た

じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
の
後
に
見
て
み
る
と
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
た

ん
だ
な
と
。
完
成
し
た
映
像
を
見
た
の
は
後
で
す
よ
ね
。
切
り
取
っ

て
あ
る
の
を
見
る
と
全
然
違
う
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ギ
ャ
ッ
プ
を

感
じ
ま
し
た
。
自
分
が
感
じ
て
い
る
の
と
切
り
取
っ
て
作
っ
た
作
品

は
全
然
雰
囲
気
が
違
い
ま
し
た
。

宮
下
：
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
展
示
も
み
ん
な
で
見
に
来
て
い
ま
し
た

よ
ね
。

壽：映
像
を
見
な
が
ら
、「
あ
い
つ
変
な
こ
と
し
て
る
！
」
み
た
い
な

そ
ん
な
感
じ
で
し
た
ね
、
泡
の
と
こ
ろ
と
か
。『
み
ん
な
の
カ
メ
ラ
』

の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
ひ
と
り
ひ
と
り
カ
メ
ラ
を
渡
さ
れ
る

と
、
み
ん
な
変
な
顔
し
た
り
お
も
し
ろ
い
こ
と
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
そ
う
い
う
の
を
見
て
「
あ
い
つ
変
な
こ
と
し
て
る
な
」
み
た
い

な
こ
と
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
下
：
日
下
先
生
は
ど
う
で
し
た
か
。

壽
：
活
動
自
体
に
は
干
渉
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ま
り
印
象
は
無
い
で

す
ね
。

宮
下
：
や
っ
て
み
て
、
も
っ
と
こ
ん
な
変
な
こ
と
で
き
る
ん
だ
な
と

か
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。こ
こ
ま
で
や
っ
て
も
い
い
ん
だ
、み

た
い
な
こ
と
。

壽
：
そ
の
時
は
〝
大
人
の
力
で
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
〞
み
た
い
な
感

じ
が
あ
っ
た
。大
人
に
な
っ
て
か
ら
一
生
懸
命
い
ろ
い
ろ
や
る
と
、こ

う
い
う
環
境
も
作
れ
る
ん
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
道
路
の
閉
鎖

と
か
や
っ
て
初
め
て
あ
あ
い
う
状
況
が
作
れ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
自

分
が
ち
ょ
っ
と
や
っ
た
く
ら
い
で
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
あ
あ
い
う

こ
と
も
で
き
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
い
活
動
で
し
た
。

　
僕
、
卒
業
文
集
に
こ
の
話
を
書
い
た
ん
で
す
。
卒
業
文
集
を
書
く

時
期
と
こ
の
活
動
の
時
期
が
近
か
っ
た
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
が
、

け
っ
こ
う
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
で
書
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
け
っ
き
ょ

く
先
生
が
い
ろ
い
ろ
脚
色
し
て
形
に
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
相
当
、
修

正
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
に
な
っ
て
読
ん
で
み
る
と
出
来
す
ぎ
て
い
る

な
と
。
書
け
る
わ
け
な
い
こ
ん
な
の
（
笑
）。

宮
下
：
ど
ち
ら
か
の
担
任
の
先
生
が
「
六
年
生
に
な
っ
た
ら
〝
大
人

に
も
い
ろ
い
ろ
な
大
人
が
い
る
ん
だ
な
、
価
値
観
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ

る
ん
だ
な
〞
っ
て
こ
と
に
気
づ
き
は
じ
め
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
」「
学
校
内
だ
と
ど
う
し
て
も
接
す
る
大
人
が
限
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
」
っ
て
言
わ
れ
て
ま
し
た
。

壽
：
い
ろ
ん
な
大
人
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
言
わ
れ
て
み
れ
ば
っ
て

感
じ
で
す
ね
。
学
校
の
先
生
っ
て
堅
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い

う
人
と
し
か
接
し
な
い
っ
て
い
う
の
は
、
と
く
に
本
町
小
だ
と
そ
う

い
う
人
が
多
い
か
ら
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
…
い

ま
な
ら
つ
か
め
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
そ
の
時
は
何
言
っ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
っ
て
感
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

宮
下
：
担
任
の
先
生
は
「
今
回
、
私
た
ち
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
か

ら
良
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
っ
て
。
た
ぶ
ん
知
ら
さ
れ
て
い
た

ら
先
生
方
も
板
挟
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

壽
：
だ
め
と
言
う
か
、
こ
ん
な
こ
と
し
ま
す
っ
て
ネ
タ
バ
ラ
シ
を
し

ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
新
鮮
味
が
な
く
な
り
ま

す
よ
ね
、
そ
う
し
た
ら
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

六
年
生
だ
と
人
に
よ
っ
て
は
反
抗
期
だ
っ
た
り
も
し
ま
す
か
ら
、
小

学
校
の
先
生
は
毎
日
接
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
人
に
「
こ
う
い

う
こ
と
す
る
よ
と
」
言
わ
れ
る
だ
け
で
反
抗
し
た
い
と
い
う
感
情
を

抱
く
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ポ
ン
と
出
て
来
た
岩
井
さ
ん
だ
っ

た
か
ら
で
き
た
の
か
な
。
先
生
が
言
っ
ち
ゃ
う
と
つ
ま
ん
な
い
と
思

う
、
男
子
の
話
で
す
け
ど
ね
。
女
子
は
ち
ょ
っ
と
つ
か
め
な
い
。

宮
下
：
い
ま
で
も
こ
れ
は
非
日
常
だ
よ
ね
。

壽
：
僕
の
場
合
で
す
け
ど
、
高
専
に
行
っ
た
ら
こ
こ
か
ら
先
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
に
接
す
る
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
…
ま
だ
わ

か
ら
な
い
で
す
け
ど
。
中
学
校
三
年
＋
高
校
二
年
の
経
験
か
ら
し
て

も
無
い
の
で
、
か
な
り
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま

す
。
自
分
か
ら
能
動
的
に
情
報
を
得
よ
う
と
し
な
い
と
知
れ
な
い
こ

と
だ
っ
た
の
で
。
学
校
だ
っ
た
か
ら
自
分
の
興
味
の
な
い
分
野
の
こ

と
も
や
ら
さ
れ
る
、
そ
れ
で
受
け
入
れ
る
形
で
や
る
こ
と
が
で
き
た
。

高
専
に
来
て
か
ら
は
そ
う
い
う
活
動
は
な
い
。
だ
か
ら
、
い
ま
振
り

返
る
と
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
僕
が
積
極
的
に

そ
う
い
う
活
動
を
す
る
か
と
言
わ
れ
た
ら
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
、

だ
か
ら
よ
り
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

宮
下
：
ま
た
岩
井
さ
ん
に
会
い
た
い
で
す
か
。

壽
：
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
た
い
。
ど
う
や
っ
た

ら
芸
大
に
行
け
る
の
か
、
出
ら
れ
る
の
か
、
そ
こ
が
不
思
議
で
し
ょ

う
が
な
い
で
す
。
あ
と
は
、
昔
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
け
ど
、
ど

う
や
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
の
か
な
と
か
。
普
通
の
…
小
学
校
出

て
、中
学
校
出
て
、都
立
の
高
校
行
っ
て
、私
立
の
大
学
行
っ
て
、
リ

ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
を
着
て
就
職
す
る
。
そ
う
い
う
流
れ
が
僕
の
捉
え

て
い
る
〝
普
通
〞
な
ん
で
す
け
ど
、
芸
大
っ
て
い
う
段
階
で
既
に
そ

う
い
う
道
じ
ゃ
な
い
。
芸
大
を
出
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
し

て
い
る
と
い
う
の
は
僕
と
は
真
逆
の
人
生
な
の
で
、
ど
う
や
っ
て
生

き
て
い
る
の
か
不
思
議
で
す
ね
。
う
ら
や
ま
し
く
は
な
い
け
れ
ど
…

で
も
、
聞
い
て
み
る
と
、
も
し
か
し
た
ら
う
ら
や
ま
し
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
触
れ
な
い
と
自
分
の
中
で
は
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。

宮
下
：
本
当
に
異
質
な
も
の
に
出
会
っ
た
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。

壽
：
そ
う
で
す
ね
、
僕
に
し
て
み
れ
ば
。

岩
井
：
生
計
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
世
界
七
不
思
議
。

宮
下
：
で
も
理
由
や
道
理
が
な
く
た
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
っ
て
い

う
の
は
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

壽
：
そ
う
で
す
ね
、
そ
こ
も
違
い
ま
す
ね
。
理
由
が
あ
っ
て
や
っ
て

い
る
っ
て
い
う
の
が
僕
の
言
う
〝
普
通
〞
な
の
で
。

宮
下
：
不
思
議
で
も
で
き
ち
ゃ
う
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。

壽
：
僕
が
思
う
に
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
岩
井
さ
ん
の
す
ご
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
セ
ン
ス
と
い
う
か
。
僕
は
逆
立
ち
し
て
も
出
来
な

い
で
す
か
ら
。

壽
：
い
ま
何
で
イ
ン
ド
に
行
か
れ
て
い
る
ん
で
す
か
。
旅
行
で
す
か
。

岩
井
：
旅
行
。
本
当
に
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

壽
：
イ
ン
ド
っ
て
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
か
。
テ
レ
ビ
番
組
の
珍

獣
ハ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
で
す
。

岩
井
：
三
週
間
。
冬
の
夏
休
み
（
笑
）。

二
〇
一
二
年
度
、本
町
小
学
校
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
に
、

当
時
の
こ
と
を
ど
う
感
じ
て
い
た
か
を
、イ
ン
ド
旅
行
中
の

岩
井
優
さ
ん
を
時
折
交
え
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
　
　（
二
〇
一
八
年
二
月
三
日
実
施
）

岩井さんへのインタビューはスカイプを使って行われた。写真右はインタ
ビュー時の壽 龍治（ことぶき・りゅうじ）くん。
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小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
事
業
で
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
市
内
の
公
立
、
私

立
の
保
育
園
九
園
で
活
動
し
ま
し
た
。
教
科
や
習
得
目
標
と
い
っ
た
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
移
行
す
る
前
の
子

ど
も
た
ち
に
、
全
身
を
つ
か
う
、
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
素
材
や
音
楽
に
触
れ
る
と
い
っ
た
原
初
的
な
体
験
を

通
じ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
表
現
活
動
を
通
じ
た
自
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
つ
く
る

こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
保
育
者
や
保
護
者
が
と
も
に
、
発
見
や
驚
き
や
喜
び
に
満
ち
た
創
造

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
日
々
の
保
育
の
中
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
N
P
O
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
保
護
者
の
役
割
や
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
こ
と
が
必
要
な
の
か
を
考
え

な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
園
の
実
情
に
あ
っ
た
活
動
を
、
保
護
者
や
保
育
園
、
N
P
O
や
行
政
が
共
同
し
、
持
続

的
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
で
は
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
自
分
の
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
活
動
す
る
こ
と
、保
育
士
と
保
育
以
外
の
場
面
で
出
会
う
こ
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
N
P
O
の
ス
タ
ッ

フ
、
行
政
の
担
当
者
と
出
会
う
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
出
会
い
を
生
む
機
会
と
考
え
ま
し
た
。
保

育
者
に
と
っ
て
も
保
護
者
の
様
々
な
面
に
触
れ
る
こ
と
、
他
分
野
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
が
日
常
の
保
育
に
新

し
い
可
能
性
を
見
い
だ
す
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
九
回
の
活
動
で
は
、
終
了
時
に
保
護
者
、
園
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
N
P
O
に
よ
る
振
り
返
り
の
活
動
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
元
に
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

　
誰
が
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
る
の
か
？

　
九
回
の
活
動
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
深
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
N
P
O
が
一
方
的
に
保
育
園
で
事
業
を
行
う

の
で
は
な
く
、市
の
計
画
の
意
図
を
説
明
し
、園
の
特
色
や
要
望
、立
地
上
の
条
件
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、一

緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
園
の
意
向
と
と
も
に
、
大
切
な
の
は
保
護
者
の
関
わ
り
の

形
で
し
た
。
そ
れ
は
保
護
者
会
、
卒
園
児
の
た
め
の
種
々
の
活
動
を
行
う
会
、
学
習
研
究
会
な
ど
様
々
で
し
た

が
、
九
園
そ
れ
ぞ
れ
に
、
事
業
を
進
め
る
実
行
委
員
会
の
よ
う
な
会
を
作
り
、
園
、
N
P
O
の
三
者
が
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
す
べ
て
の
回
で
留
意
し
た
こ
と
は
、
こ
の
事
業
を
運
営
す
る

会
が
、
ほ
か
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。「
勝
手
に
決
め
て
」、「
や
ら
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
意
見
、「
何
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
、初
回
の
さ
く
ら
保
育
園
で
の
振
り
返
り
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
の
反
省
で
す
。
ま
た
、
開
い
て
い
く
こ
と
は
同
時
に
、
分
担
や
担
当
で
は
な
い
保
護
者
の
方

か
ら
の
自
主
的
な
参
加
や
意
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
者
、
時
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
交
え
た
四
者
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
た

め
の
意
思
疎
通
や
意
思
決
定
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
回
ご
と
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、園

と
保
護
者
会
、
N
P
O
の
共
催
（
け
や
き
保
育
園
）
と
い
う
設
定
の
場
合
、
そ
の
三
者
の
役
割
の
分
担
、
立
ち

位
置
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
け
や
き
保
育
園
の
け
や
き
祭
の
よ
う
に
、
卒
園
児
対

象
で
は
な
く
、
乳
幼
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の
全
員
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
対
応
が
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
役
割
と
役
割
に
応
じ
た
意
思
決
定
と
告
知
、
広
報
の
ル
ー
ト
の
明
確
化
も
必
要
な
こ
と

で
し
た
。
こ
れ
は
大
な
り
小
な
り
ど
の
園
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
た
点
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、保
護
者
の
方
々
は
メ
ー
ル
や
連
絡
網
な
ど
を
通
じ
て
連
絡
事
項
や
相
談
事
を
進
め
ま
し
た
。特

に
小
金
井
保
育
園
で
は
新
聞
、
け
や
き
保
育
園
で
は

広
報
や
告
知
、
場
合
に
よ
っ
て
は
意
見
を
聞
く
た
め

の
広
報
ツ
ー
ル
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
お
お

む
ね
好
評
で
よ
く
機
能
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら

　
保
育
園
は
〇
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
と
年
齢
差
は
と

て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
振

り
返
る
コ
メ
ン
ト
の
中
に
も
、
ど
の
年
齢
を
対
象
に

し
た
ら
良
い
の
か
を
迷
う
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
場
合
に
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
幅
が
と
て
も
広
く
な
り
、
園
だ
け
で
行

う
に
は
負
荷
が
大
き

く
保
護
者
の
参
加
や

協
力
が
と
て
も
重
要

に
な
り
ま
す
。
け
や

き
保
育
園
の
よ
う
に
、

低
年
齢
の
ク
ラ
ス
の

子
ど
も
た
ち
が
保
護

者
と
参
加
し
や
す
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
日

の
活
動
の
中
に
入
れ

込
む
こ
と
も
一
つ
の

方
法
で
し
た
。
ま
た
、

さ
く
ら
保
育
園
の
よ

う
に
、
卒
園
児
の
活

動
の
成
果
を
展
示
す

る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、

保
育
園
で
の
こ
こ
ろ
み

二
〇
一
二
年

さ
く
ら
保
育
園

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：R
I E

タ
イ
ト
ル

：

さ
く
ら
保
育
園
二
〇
一
二
年
度
卒

園
制
作

実
施
期
間

：

二
〇
一
三
年
一
月
一
九
日
、
一
月

二
六
日

会
場

：

小
金
井
市
立
さ
く
ら
保
育
園

参
加
者

：

卒
園
児
二
〇
名

●
運
営
主
体
と
役
割

実
行
委
員
会
の
組
織

保
育
園
児
の
保
護
者
、
保
育
園
ス
タ
ッ
フ
、
行

政
、
N
P
O
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
設
け
企

画
運
営
を
行
っ
た
。

①
企
画
②
主
旨
を
踏
ま
え
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

選
定
す
る
③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

決
め
る
④
広
報
⑤
当
日
の
運
営
⑥
反
省
会
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施
の
調
整

二
〇
一
三
年

さ
く
ら
保
育
園

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

中
島 

崇

タ
イ
ト
ル

：

卒
業
制
作
で
宇
宙
人
を
作
る

実
施
期
間

：

二
〇
一
三
年
一
二
月
一
一
日
、

二
〇
一
四
年
一
月
一
八
日

会
場

：

小
金
井
市
立
さ
く
ら
保
育
園
（
園
内

ホ
ー
ル
、
教
室
）

参
加
者

：

年
長
園
児
二
二
名

●
運
営
主
体
と
役
割

年
長
父
母
有
志
と
園
職
員
に
よ
る
「
卒
園
制
作

実
行
委
員
会
」
＋
N
P
O

①
企
画
②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決

め
る
③
広
報
④
当
日
の
運
営
⑤
反
省
会
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
実
施
の
調
整

活
動
の
記
録
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全
園
児
と
そ
の
家
族
に
開
か
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。
ま
た
わ
か
た
け
保

育
園
の
よ
う
に
、
園
庭
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
、
制
作
し
た
作
品
の
展
示
と
遊

具
、
遊
び
の
イ
ベ
ン
ト
を
す
べ
て
の
年
齢
層
、
近
隣
の
方
に
開
く
と
い
っ
た
こ
こ

ろ
み
も
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
制
作
に
つ
い
て
、「
子
ど
も
が
自
信
を
持
っ
て
、自
分
の
作
品
を

説
明
す
る
の
が
よ
か
っ
た
。ま
た
、わ
か
た
け
の
特
長
で
あ
る
園
庭
と
野
川
を
テ
ー

マ
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
っ
か
り
と
ぶ
れ
ず
に
完
遂
で
き
た
」
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
明
確
で
あ
る
こ
と
は
保
護
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
も

有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
れ
ま
で
楽
し
そ
う
に
絵
の
具
を

使
っ
て
壁
に
絵
を
描
く
と
い
う
機
会
が
無
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
子
ど
も
に
は
良

い
経
験
が
で
き
た
な
と
思
う
。
当
日
の
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
一
番
素
直
で
良

か
っ
た
」（
さ
く
ら
保
育
園
）
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
か
か
わ
り
と
役
割

　
活
動
内
容
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
の
ち
、
N
P
O
 で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、保
育
園
と
つ
な
ぎ
ま
す
。
希
望
を
反
映
し
実
施
し
た
活
動
は
壁
画
、劇
、造

形
、
音
楽
、
絵
画
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
で
し
た
。

　
事
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
る
と
企
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
好
み
の
問
題
も
反
映
し
て
、
様
々
な
意
見
や

具
体
的
な
希
望
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
運
営
に
関
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
当
日
だ

け
、
あ
る
い
は
二
、
三
回
だ
け
や
っ
て
く
る
の
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
が
少
な
い
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
だ
け
で
な
く
、
園
の
保
育
の
中
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
よ
う
な
形
で
徐
々
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
や
、
も
の
づ
く
り
な
ど
の
経
験
の
少
な
い
保
護
者
に
対
し
て
準
備
を
一
緒
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
欲
し
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
市
内
在
住
の
劇
作
家
を
招
い
た
く
り
の
み
保
育
園
で
は
、
保
護
者
の
意
見
を
聞

い
た
り
具
体
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
段
階
を
ゲ
ス
ト
の
演
出
家
と
並
走
し
、

当
日
も
た
く
さ
ん
の
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
会
に
な
っ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
保
育
園
（
二
〇
一
三
、
二
〇
一
五
）、
わ
か
た
け
保
育
園
、
小
金
井
保
育

園
、
け
や
き
保
育
園
で
は
、
一
日
だ
け
の
活
動
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ

プ
を
設
け
て
、
園
の
日
常
の
保
育
と
の
協
働
を
目
指
し
ま
し
た
。
わ
か
た
け
保
育

園
で
は
、（
一
）
各
家
庭
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
し
、保
護
者
と
の
対
話
を
促
し
、

そ
れ
を
も
と
に
し
て
宝
物
を
探
す
。（
二
）
宝
物
の
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
持
ち
寄
り
、

子
ど
も
た
ち
同
士
、
子
ど
も
た
ち
と
市
民
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
対
話
を
重
ね
な
が
ら

作
品
の
制
作
。（
三
）ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
声
か
け
で
大
き

な
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
カ
ラ
フ
ル
な
絵
の
具
を
用
い
て
思
い
切
り
体
を
使
っ
て
絵

を
描
く
。（
四
）
上
記
の
二
、三
で
制
作
し
た
作
品
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
し
て
展
示
し
、
近
隣
の
み
な
さ
ん
、
保
護
者
の
方
も
自
由
に
見
に
こ
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。（
二
）、（
三
）
の
活
動
は
市
内
に
在
住
す
る
造
形
の
専
門
家
も
ゲ

ス
ト
に
招
き
複
合
的
な
活
動
に
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
と
造
形
と
い
う
面
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
の
さ
く
ら
保
育
園
で
は
、
中

島
崇
さ
ん
を
招
き
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て
宇
宙
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
体

を
動
か
し
、
絵
を
描
い
た
後
、
粘
土
で
造
形
し
、
園
内
に
展
示
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
「
宇
宙
」
と
い
う
一
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
多
様
な
活
動
を
持
ち
込
め
る
こ

と
は
、
の
ち
の
保
育
の
時
間
に
も
参
考
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
金
井
保
育
園
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
当
初
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
参
加
を
願

い
、打
ち
合
わ
せ
に
も
事
前
の
会
場
設
営
、当
日
の
養
生
や
撤
収
な
ど
に
も
立
ち
会
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
か
ら
は
、「
保
育
」
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
良
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
、予
想
以
上
に
負

荷
が
か
か
っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

園
の
立
地
条
件
や
特
色
、
家
庭
の
日
常
を
反
映

さ
せ
る
こ
と

　
わ
か
た
け
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
毎

日
遊
ぶ
野
川
と
い
う
立
地
を
生
か
す
こ
と
、
保

護
者
が
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
大
切

に
し
た
い
と
い
う
意
見
か
ら
、
家
庭
に
持
ち
帰

り
記
入
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
野
川

や
園
庭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
宝
物
に
つ
い
て
、
保

護
者
と
語
り
合
う
時
間
を
つ
く
る
こ
と
を
促
し

ま
し
た
。
く
り
の
み
保
育
園
で
は
、
活
動
内
容

を
検
討
す
る
会
の
中
で
、
子
ど
も
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
園
か
ら
は
、
保
護
者
と

園
が
一
緒
に
活
動
し
た
い
と
い
う
希
望
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
望
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反

映
さ
せ
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
度
の
さ
く
ら
保

育
園
の
等
身
大
の
絵
を
描
い
た
活
動
も
、
保
護

者
か
ら
親
子
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う

要
望
に
添
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

二
〇
一
四
年

く
り
の
み
保
育
園

講
師

：

藤
塚
陽
子
（
脚
本
家
、
演
出
家
）

タ
イ
ト
ル

：

野
川
の
怪
獣
退
治
（
確
認
）

実
施
期
間

：

二
〇
一
三
年
一
二
月
一
四
日

会
場

：

金
井
市
立
く
り
の
み
保
育
園

参
加
者

：

大
人
三
二
名
、
子
ど
も
四
一
名

運
営

：

園
職
員
、
学
習
会
担
当
役
員

●
運
営
主
体
と
役
割

「
学
習
会
」
の
枠
組
み
の
中
で
行
え
る
よ
う
、

「
学
習
会
担
当
役
員
」
が
運
営
の
主
体

①
企
画
②
主
旨
を
踏
ま
え
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

選
定
す
る
③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

決
め
る
④
広
報
⑤
当
日
の
運
営
⑥
反
省
会
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施
の
調
整

小
金
井
保
育
園

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

井
上
ヤ
ス
ミ
チ

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

：

小
金
井
保
育
園
卒
園
記
念

壁
画
制
作

実
施
期
間

：

一
二
月
四
日
│
二
〇
一
五
年
一
月

三
一
日

会
場

：

小
金
井
市
立
小
金
井
保
育
園
、
五
歳
ク

ラ
ス
の
園
児
二
六
人
及
び
そ
の
保
護
者
（
保
護

者
は
本
番
の
み
参
加
）

日
時

：

二
〇
一
五
年 

一
月 

三
一
日

プ
レ
W
S

：

二
〇
一
四
年
一
二
月
四
日
、

一
一
日
、
一
八
日
、
二
〇
一
五
年
一
月
一
五

日
●
運
営
主
体
と
役
割

卒
園
児
イ
ベ
ン
ト
担
当
保
護
者

①
企
画
②
主
旨
を
踏
ま
え
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

選
定
す
る
③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

決
め
る
④
広
報
⑤
当
日
の
運
営
、
当
日
保
護
者

の
立
会
い
⑥
反
省
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施

の
調
整

わ
か
た
け
保
育
園

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

武
政
朋
子
、
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
、
園
の
職
員
、
地
域
の
造
形
作
家

プ
ロ
グ
ラ
ム

：

わ
か
た
け
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム実
施
期
間

：

一
二
月
一
三
日
（
土
）、
一
二
月

一
五
日
（
月
）、

一
六
日
（
火
）、

一
八
日
（
木
）、

一
九
日
（
金
）、

二
〇
日
（
土
）

会
場

：

小
金
井
市

立
わ
か
た
け
保
育

園
教
室
、
園
庭

●
運
営
主
体
と
役

割
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保
育
と
の
連
続
性
、
共
通
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
見
い
だ
す
こ
と

　
ア
ー
ト
と
は
何
か
？　
身
体
表

現
と
は
何
か
？　
説
明
の
し
に
く

い
言
葉
を
巡
っ
て
、
保
育
士
か
ら
、

わ
か
ら
な
い
、
不
安
、
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
保
育
士
自
身

が
わ
か
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
保

護
者
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
声
が
上

が
る
の
で
は
な
い
か
、
混
乱
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
そ

れ
ぞ
れ
の
園
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
、
前
年
度
の
他
園
の
実
績
な
ど
の
情
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
打
ち
合
わ
せ
を
進
め
る
中
で
埋
め
ら

れ
た
点
と
最
後
ま
で
未
消
化
に
終
わ
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ゴ
ー
ル
は
何
か
？　
目
的
は
何

か
？　
な
ぜ
子
ど
も
の
保
育
に
ア
ー
ト
が
必
要
な
の
か
と
い
う
、
事
業
の
根
幹
に
関
わ
る
問
い
に
は
十
分
に
納

得
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
回
も
あ
り
ま
し
た
。
わ
か
た
け
保
育

園
で
は
、
振
り
返
り
の
会
に
お
い
て
も
、
ゴ
ー
ル
を
明
確
に

設
定
し
、
可
能
な
限
り
効
率
的
に
す
る
の
が
よ
い
、
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
小
金
井
保
育
園
で
は
打
ち
合
わ
せ
当
初
は
何
が
で
き
る
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
卒
園
児
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
お
泊
ま
り
保
育
、
日
常
の
保
育
の
中
で

読
み
込
ん
で
い
る
『
エ
ル
マ
ー
の
冒
険
』
と
造
形
活
動
を
つ

な
げ
る
こ
と
を
保
育
士
自
ら
の
発
案
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
、

方
向
性
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
け
や
き
保
育

園
で
は
、
保
育
園
が
転
居
し
た
こ
と
で
失
っ
た
欅
の
木
の
思

い
出
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
が
得
ら
れ
た
こ

と
で
、
保
護
者
や
保
育
士
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
骨
格
が
随

分
と
見
え
や
す
く
な
っ
た
と
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
忙
し
い
保
護
者
が
す
べ
て
を
決
め
る
こ
と
は
難
し
い
、
あ
る
程
度
選
択
肢
を
出
し
て
欲
し
い
。

保
育
園
や
保
護
者
は
そ
れ
を
選
ぶ
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
当
初
の
、
保
護

者
の
経
験
も
重
視
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
持
ち
込
む
こ
と
は
事

業
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ず
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
多
忙
な
保
護
者
に
と
っ
て
半
年
以
上
時
間
を
か

け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
負
担
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。け
や
き
保
育
園
の
例
に
見
る
よ
う
に（
別

項
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
照
）、保
護
者
会
の
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
保
育
園
の
園
長
の
協
力
な
ど
に
よ
り
充
実

し
た
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
回
も
あ
り
ま
す
が
、
中
心
的
に
運
営
に
関
わ
る
保
護
者
の
負
荷
の
か
か
り
方

は
課
題
で
す
。

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
の
気
づ
き
や
学
び

　
さ
く
ら
保
育
園
で
は
、
初
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
N
P
O
が
勝
手
に
進
め
て
い
て
、
意
図
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
、
説
明
が
足
り
な
い
、
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
反
映
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
保
育
園
と
い
う
場
、
行
政
の
計
画
を
市
民
に
落
と
し
て
い
く
た
め
の
手
続
き
や
わ
か

り
や
す
さ
、
実
際
の
活
動
の
質
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
側
に
と
っ
て
も
「
意
思
の
疎
通
、
相
互
理
解
、
共
通
認
識
な
ど
他
の
団
体
と
行
う
難
し
さ
を

感
じ
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
反
面
、
知
ら
な
い
世
界
が
見
ら
れ
て
楽
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
い
う
振
り
返
り

か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
常
の
中
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
も
の
が
入
り
込
み
に
く
い
保
育
園
で
、
相
互
に
理
解

と
共
感
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
問
題
意
識
を
共
有
す
る
時
間
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
N
P
O
が
必
ず
し
も
高
い
専
門
性
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
園
内
外
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況

を
よ
く
見
る
こ
と
、
保
護
者
の
理
解
、
保
育
園
の
持
つ
専
門
性
や
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
個
性
を
尊
重
し
な

が
ら
、
同
時
に
何
が
必

要
か
を
話
し
合
え
る
場

や
技
術
を
育
て
る
こ
と

な
ど
、
能
力
向
上
も
大

き
な
課
題
で
す
。

園
の
独
自
の
活
動
に
そ

だ
つ
こ
と

　
さ
く
ら
保
育
園
の
初

年
度
の
活
動
の
振
り
返

り
の
際
、
保
護
者
の
方

が
「
参
加
」
で
は
な
く
、

「
主
体
」だ
と
み
ん
な
が

思
え
る
よ
う
な
場
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
と
い

う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
園
で
は
、初

年
度
と
二
年
目
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
選
ぶ
こ
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
、
園
内
の
広
報
な
ど

卒
園
児
イ
ベ
ン
ト
担
当
保
護
者

①
企
画
②
主
旨
を
踏
ま
え
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

選
定
す
る
③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

決
め
る
④
広
報
⑤
当
日
の
運
営
、
当
日
保
護
者

の
立
会
い
⑥
反
省
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施

の
調
整

さ
く
ら
保
育
園

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

：

親
子
で
描
く
子
ど
も
の
等

身
大
す
が
た

日
時

：

二
〇
一
五
年
一
月
一
六
日

場
所

：

小
金
井
市
立
本
町
小
学
校
体
育
館

実
施
体
制

：

運
営
一
〇
名
（
保
護
者
）、
W
S

参
加
親
子
五
五
組
職
員
三
名

●
運
営
主
体
と
役
割

保
護
者
会
＋
園

①
企
画
②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
決
め
る
③
広
報
④
当
日
の
運
営
⑤

反
省
会

二
〇
一
五
年

け
や
き
保
育
園

出
演
者

：

亀
田
奈
美
子
、
松
村
拓
海
、

や
ま
ぐ
ち
み
え
、
清
水
達
生
、
猪
股
桃

絵
、
鎌
田
尚
子

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

：

け
や
き
ま
つ
り
「
大

き
な 『
き
』
に
集
ま
る
仲
間
た
ち
に
変

身
し
て
、
け
や
き
ラ
ン
ド
の
音
楽
隊
と
パ
レ
ー

ド
し
よ
う
！
」

内
容

：

プ
レ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
五
歳
児
対
象
）

第
一
回

：

け
や
き
ラ
ン
ド
の
音
楽
隊
と
の
交

流
、「
き
」
の
つ
く
こ
と
ば
さ
が
し
、
み
ん

な
で
歌
う

第
二
回

：

大
き
な
「
き
」
に

は
っ
ぱ
を
つ
け
る
、
横
断
幕
の

作
成

第
三
回

：

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ 

「
け
や
き
の 〈
き 

〉」
を
歌
う
、

み
ん
な
で
振
り
付
け
を
考
え

る
、
プ
チ
パ
レ
ー
ド

　
親
子
衣
装
制
作

：

自
由
参
加

会
場

：

け
や
き
保
育
園

入
場
者
数

：

約
二
八
〇
人
（
園

児
、
保
護
者
、
お
よ
び
近
隣
の

方
々
）

実
施
体
制

：

（
運
営
）
保
護
者
会

担
当
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＋
園
＋

N
P
O

●
運
営
主
体
と
役
割

毎
年
父
母
会
主
催
で
行
わ
れ
て

い
る 「
け
や
き
ま
つ
り
」
を
父
母

会
、
保
育
園
、
N
P
O
が
合
同

で
、
全
園
児
と
保
護
者
、
地
域
の

方
を
対
象
と
し
て
実
施
。
担
当
す

る
保
護
者
、
園
、
N
P
O
、
イ

ベ
ン
ト
担
当
で
は
な
い
保
護
者
を

巻
き
込
ん
で
複
数
回
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
及
び
メ
ー
ル
な
ど
を
用
い
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
意
思
確
認
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
当
日
の
演
者
、
写

真
撮
影
も
保
護
者
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
複
数
参
加
し
た
。

①
企
画
②
主
旨
を
踏
ま
え
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
選
定
す
る
③
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め

る
④
広
報
⑤
当
日
の
運
営
、
当
日
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を
園
長
、
卒
園
の
イ
ベ
ン
ト
の
係
、
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
N
P
O
が
実
行
委
員
会
と
し
て
活
動
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、園
の
恒
例
事
業
と
し
て
実
行
委
員
会
の
主
導
で
徐
々
に
N
P
O
の
関
わ
り
が
減
り
園
の
実
情
に

あ
っ
た
活
動
と
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
け
や
き
保
育
園
の
活
動
に
参
加
し
た
保
護
者
は
、
そ
の
後
、
音
楽
で
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た

り
他
園
で
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
け
や
き
祭
に
組
織
さ
れ
た
パ
パ
バ
ン
ド
が
翌
年
の
け
や
き
祭
に
演
奏
を

す
る
と
い
っ
た
動
き
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
ピ
ン
オ
フ
は
他
の
園
で
も
生
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト
か
ら
日
常
へ

　
忙
し
い
保
護
者
、
園
の
関
係
者
が
時
間
を
割
き
知
恵
を
注
ぎ
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

企
画
か
ら
実
施
に
時
間
を
か
け
一
園
ご
と
に
複
数
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、「
イ
ベ
ン
ト
」
を
超
え
、保
育
の
日
常
に
自
然
に
入
り
込
み
園
の
生

活
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
し
た
。　

　
あ
る
程
度
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
選
択
肢
や
目
標
を
は
っ
き
り
提
示
す
べ
き
だ
と

い
う
意
見
は
数
園
で
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
園
独
自
の
活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
の

園
か
ら
生
ま
れ
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
継
続
し
ま
し
た
。
そ
の
振
る
舞
い
は
「
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
が
余
程
理
解
さ
れ
な
い
限
り
、
た
た
き
台
を
出
す
の
は
市
や 

N
P
O

側
の
役
割
と
の
認
識
。
そ
う
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
う
ま
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
的
や
趣
旨
を
整
理
し
て
伝
え
な
い
と
、
父
母
側
も
混
乱
し
か
ね
な
い
」
と
い
っ
た
意

見
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、N
P
O
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
訪
問

す
る
だ
け
で
も
実
現
で
き
ま
す
が
、「
造
形
な
ど
を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
自
発
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
」
は
、
保
護
者
、
園
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
参
加
な
し
に
は

あ
り
え
ず
、
そ
の
た
め
の
理
解
と
共
感
を
深
め
な
が
ら
持
続
性
の
あ
る
き
め
の
細
か
い

関
与
と
手
続
き
が
今
後
も
重
要
で
す
。

　

酒
井
桃
子

母
会
の
会
長
を
引
き
受
け
る
と
き
に
、
こ
の
年
、

ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が

け
や
き
保
育
園
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
何
か
お

も
し
ろ
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
と
、
そ
の
一
方

で
き
ち
ん
と
し
た
進
行
の
人
た
ち
が
入
る
か
ら
安
心
し
て
お
任
せ
し

て
私
は
内
部
だ
け
を
回
せ
ば
い
い
の
か
な
と
い
う
ゆ
る
や
か
な
気
持

ち
の
両
方
が
あ
り
ま
し
た
。
楽
し
そ
う
な
こ
と
は
で
き
そ
う
だ
け
ど

保
護
者
だ
け
だ
と
限
界
が
あ
る
の
で
、
プ
ロ
の
方
た
ち
に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
も
の
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
、
私
は
そ
こ
に
乗
っ
か
っ
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
な
、
く
ら
い
の
気
持
ち
で
引
き
受

け
た
の
が
経
緯
で
す
。
　
　

　
け
や
き
ま
つ
り
の
反
省
会
で
も
率
直
に
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
正
直
ア
ー
ト
っ
て
何
か
も
わ
か
ら
な
い
し
、

ど
う
や
っ
て
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
た
ち
で
ア
イ
デ
ア
や
プ
ラ
ン
を
出
せ
と
言
わ
れ
て
も
非
常

に
難
し
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
お
話
し
し
た
と
き
も
宮
下
さ
ん
が
、
だ
か
ら
逆
に
例
を
与
え
ず
、
こ
っ
ち
で
一

か
ら
考
え
て
ほ
し
か
っ
た
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
そ
れ
も
一
理
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
正
直
そ

こ
ま
で
私
た
ち
に
は
時
間
が
な
く
て
、
で
き
れ
ば
何
パ
タ
ー
ン
か
│
パ
レ
ー
ド
を
す
る
と
か
作
品
を
一
つ

つ
く
る
な
ど
│
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。
合
わ
せ
て
、
こ
れ
く
ら
い
の
規
模
の
こ
と
を
す
る
と
大
体
ど
れ
く

ら
い
工
数
が
必
要
で
、
こ
の
く
ら
い
の
人
と
時
間
は
必
要
だ
よ
、
と
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
わ
か
る
も
の
な
ど
を

提
示
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
選
択
を
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
欲
し
か
っ
た
。
そ
の
上
で
、
で
は
こ
れ
を

実
現
す
る
な
ら
こ
う
い
う
も
の
が
必
要
だ
け
ど
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
い
か
が
で
す
か
？
　
と
い
う
オ
ー
ダ
ー

に
応
え
る
形
で
ア
イ
デ
ア
を
出
す
く
ら
い
か
ら
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
負
担
感
だ
け
で
な
く
楽
し
さ
が
す

ご
く
残
る
か
な
と
い
う
か
…
…
。

　
私
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
だ
と
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る
の
で
、
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
す
│
た
と
え
ば
、
初

期
の
段
階
の
ブ
レ
ス
ト
の
と
き
こ
そ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
ア
イ
デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
る
と

こ
ろ
を
一
緒
に
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
、
保
育
園
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
実
行
す
る
の
は
得
意
な
の
で
、
楽
し
く

で
き
た
か
な
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
ま
た
、
衣
装
づ
く
り
の
と
こ
ろ
も
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
方
何
人
か
に
来
て

い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
人
た
ち
が
指
導
す
る
場
面
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
で
き
れ
ば
時
間
を
決

め
て
何
時
か
ら
は
こ
の
人
の
講
義
が
あ
る
か
ら
こ
の
人
と
一
緒
に
作
っ
て
み
よ
う
、
み
た
い
な
感
じ
で
も
良

か
っ
た
か
な
。

　
実
際
の
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
音
楽
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
何
回
か
練
習
の
機
会
を
設
け
た
り
し
て
、

盛
り
上
が
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
た
ぶ
ん
保
護
者
の
方
は
音
楽
家
に
指
導
さ
れ
た
い
っ
て
い

う
の
が
期
待
値
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
看
板
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
り
も
、
私
た
ち
が
つ
く
る
に
し
て
も
、

ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
っ
て
い
う
く
ら
い
だ
か
ら
相
当
素
敵
な
も
の
が
あ
が
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
な
と
い

う
期
待
も
強
か
っ
た
。
一
つ
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
か
発
信
方
法
と
か
で
み
ん
な
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
全
然
変
わ

る
の
で
。
だ
か
ら
作
っ
て
も
ら
っ
た
看
板
の
よ
う
に
、
土
台
は
ア
ー
ト
フ
ル
側
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
保
護
者

や
園
で
追
加
し
更
新
し
て
い
け
る
方
法
は
す
ご
く
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
一
参
加
者
の
人
が
体
験
で

き
る
点
は
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
保
育
園
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
面
倒
臭
い
と
感
じ
る
方
も
多
い
と
思
う
の
で
、
期
待
さ
せ
る
よ
う
な
仕
掛
け

│
た
と
え
ば
、
こ
ん
な
素
敵
な
も
の
作
れ
る
ん
だ
と
衣
装
を
展
示
す
る
と
か
、YouTube

で
事
前
に
音
楽

を
聴
い
て
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
こ
と
も
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
下
準
備
か
ら
の
仕
掛
け
が

段
階
ご
と
に
色
々
あ
る
の
は
良
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。「
け
や
き
の
う
た
」
は
二
年
経
っ
た
今
で
も
ず
っ

と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
卒
園
ア
ル
バ
ム
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
譜
面
と
歌
詞
を
載
せ
た
り
と
、
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

保
護
者
の
立
会
い
⑥
反
省
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

の
実
施
の
調
整

さ
く
ら
保
育
園

出
演
者
・
講
師
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
：
（
展
覧

会
・
コ
ン
サ
ー
ト
）
亀
田
奈
美
子
（
フ
ル
ー

ト
）、
安
川
友
美
（
ピ
ア
ノ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

：

ア
ー
ト
フ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

家
族
で
楽
し
む
み
ん
な
の

手実
施
期
間

：

制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

：

二
〇
一
六

年
一
月
一
五
日
、
一
六
日

展
覧
会
兼
コ
ン
サ
ー
ト

：

二
〇
一
六

年
一
月
三
〇
日

内
容

：

制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

：

手
形
を
用

い
た
共
同
制
作
と
家
族
で
の
自
由
画

展
覧
会
兼
コ
ン
サ
ー
ト

：

制
作
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
作
品
展
示
と
、
フ

ル
ー
ト
奏
者
、
ピ
ア
ノ
奏
者
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト

会
場

：

さ
く
ら
保
育
園
ホ
ー
ル

入
場
者
数

：

六
四
家
庭
（
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）

展
覧
会
兼
コ
ン
サ
ー
ト
参
加

：

三
〇
家
庭
＋
土

曜
保
育
の
園
児
一
〇
人

実
施
体
制

：

保
護
者
、
園
の
担
当
者

●
運
営
主
体
と
役
割

保
護
者
会
＋
園

①
企
画
②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決

め
る
③
広
報
④
当
日
の
運
営
⑥
反
省
会

二
〇
一
六
年

愛
の
園
保
育
園

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

松
村
拓
海
、
清
水
達

生
、
西
尾
健
一

実
施
期
間

：

お
散
歩
で
の
「
秋
探
し
」

：

一
〇
月
三
一
日
　

一
回

あ
き
ま
つ
り

：

一
一
月
一
二
日
　
一
回
（
園

児
、
保
護
者
、
卒
園
児
対
象
）

会
場

：

愛
の
園
保
育
園

実
施
体
制

：

保
育
園
父
母
会
に
よ
る
恒
例
行
事

「
あ
き
ま
つ
り
」
に
お
け
る
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
と
し
て
保
育
園
、
保
護
者
の
係
担
当

入
場
者
数
（
参
加
者
数
）
の
実
績

：

六
〇
名

（
園
児
、
保
護
者
、
お
よ
び
近
隣
の
方
々
）

●
運
営
主
体
と
役
割

保
育
園
父
母
会
に
よ
る
恒
例
行
事
「
あ
き
ま
つ

❖
父
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父
母
に
は
色
々
な
考
え
方
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
こ
を
ま
と
め
る
の
は
難
し
く
て
、
あ
ま
り
エ
ッ
ジ

が
立
っ
た
こ
と
だ
け
や
る
と
、
一
部
の
人
し
か
楽
し
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
あ
の
時
の
け
や
き
ま
つ

り
の
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
目
指
し
た
の
は
、
一
人
で
も
多
く
、
少
な
く
と
も
全
体
の
八
割
九
割
の
人
が
安

全
に
楽
し
め
る
も
の
で
し
た
。
幼
児
も
赤
ち
ゃ
ん
も
大
人
も
楽
し
か
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
が
目
標
で
し
た
。
当

日
、
終
わ
っ
た
後
、
全
然
知
ら
な
い
お
母
さ
ん
か
ら
「
す
っ
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ

て
、
そ
う
い
う
こ
と
も
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
も
う
一
点
大
事
な
こ
と
は
保
育
園
の
先
生
方
の
力
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
先
生
方
が
当
日
も

自
ら
す
ご
い
コ
ス
プ
レ
し
て
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
り
。
け
や
き
保
育
園
は
先
生
方
の
楽
し
も
う
！
　
み
た

い
な
力
が
す
ご
く
強
い
で
す
。
あ
と
は
当
時
の
園
長
の
仁
子
さ
ん
の
的
確
な
意
見
に
は
と
て
も
支
え
ら
れ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。
だ
め
な
も
の
は
だ
め
だ
け
ど
、
こ
れ
は
い
い
っ
て
い
う
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
と
か
も

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
普
段
は
園
長
先
生
と
や
り
取
り
す
る
こ
と
は
そ
ん
な
に
な
い
で
す
が
、
近
く
で
お
付

き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

A
A
◎
保
育
園
に
は
い
ろ
ん
な
職
能
の
保
護
者
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
手
を
あ
げ
て

く
だ
さ
っ
た
。
け
や
き
祭
の
当
日
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
そ
の
後
、
別
の
保
育
園
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
熊
本
の
震
災
の
と
き
に
音
楽
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
熊
本
に
も
行
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
け
や
き
保
育
園
で
あ
の
体
験
を
し
て
、
自
分

で
も
で
き
る
ん
だ
っ
て
思
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
ご
実
家
が
熊
本
の
震
災
に
遭
わ
れ
て
、
自
分
が
で
き
る
の

は
、
け
や
き
保
育
園
で
の
体
験
を
、
と
い
う
こ
と
で
音
楽
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
保
護
者
か
ら
参
加
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
カ
メ
ラ
マ
ン
も
プ
ロ
の
方
で
し
た
。
在
園
児
の
保
護
者
と
は
い

え
、
プ
ロ
の
方
た
ち
に
対
し
て
無
償
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
お
願
い
し
づ
ら
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
み
ん
な
快
く
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
　
そ
れ
以
外
に
も
、
こ
の
時
は
イ
ベ
ン
ト
に
慣
れ
て
い
る
人

が
い
た
り
、
実
行
委
員
に
は
と
て
も
い
い
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
が
こ
っ
ち
の
役
割
は
こ
う
、
あ
っ

ち
の
役
割
は
こ
う
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
進
行
し
て
く
れ
た
の
で
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

＊
さ
か
い
・
も
も
こ
│
け
や
き
保
育
園
に
は
娘
が
三
歳
児
ク
ラ
ス
の
二
〇
一
四
年
か
ら
三
年
間
、
翌
年
二
〇
一
五
年
よ
り
二
歳
下
の
息
子
が
二

歳
児
ク
ラ
ス
に
入
園
し
、
現
在
も
年
長
児
で
二
〇
一
八
年
現
在
も
在
席
中
。
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
度
の
父
母
会

会
長
に
推
薦
さ
れ
就
任
し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
保
護
者
側
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
進
行
を
行
う
。

り
」
に
お
け
る
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
担
当
の
保
護
者
＋

園
＋
N
P
O

①
企
画
②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
る

③
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
選
定
④
広
報
⑤
当
日
の
運
営
⑥
反

省
会
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い
っ
ぽ
ん
み
ち
を
あ
る
い
て
い
た
ら
　

本
町
小
学
校
　
六
年
生
　
二
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
四
年
一
月
〜
三
月
　

W
S
五
回
＋
発
表
会

会
場

：

小
金
井
市
立
本
町
小
学
校
、
校
外
、
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

多
田
淳
之
介
、
冨
田
了
平
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
制
作
）、

大
木
裕
之
（
最
終
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
映
像
制
作
）

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
七
名+
学
生
ス
タ
ッ
フ
二
名

森
を
動
か
す
│
困
難
な
も
の
、
固
い
も
の
に
向
き
合
う

前
原
小
学
校
　
五
年
生
　
三
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
四
年
一
月
│
二
月
　
三
回

会
場

：

小
金
井
市
立
前
原
小
学
校
、
校
外
、
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

菅
野
麻
衣
子

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
四
名
＋
学
生
ス
タ
ッ
フ
六
名

本
町 

写
し
絵
劇
場
　

本
町
小
学
校
　
六
年
生
　
二
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
五
年
一
一
月
〜
一
二
月
　

W
S
四
回
＋
発
表
会

会
場

：

小
金
井
市
立
本
町
小
学
校
図
工
室
、
多
目
的
教
室

講
師

：

鈴
木
英
雄
（
秋
田
マ
タ
ギ
）、
木
村
望
（
マ
タ
ギ
見
習
い
）、

江
戸
糸
あ
や
つ
り
人
形
結
城
座
（
写
し
絵
体
験
）

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
六
名
＋
学
生
ス
タ
ッ
フ
二
名

野
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

前
原
小
学
校
　
六
年
生
　
三
ク
ラ
ス

実
施
期
間

：

二
〇
一
五
年
一
月
│
三
月

会
場

：

小
金
井
市
立
前
原
小
学
校
、
野
川
周
辺

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
六
名

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
図
工
時
間

本
町
小
学
校
　
六
年
生
　
二
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
四
年
一
一
月
│
一
二
月
　

W
S
四
回
＋
発
表
会

会
場

：

小
金
井
市
立
本
町
小
学
校
（
多
目
的
室
、
図
工
室
）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

藤
塚
陽
子
、
澤
和
幸
、
松
村
拓
海

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
四
名
＋
学
生
ス
タ
ッ
フ
二
名

六
年
生
の
わ
た
し
　
本
町
小
自
画
像
展
　

本
町
小
学
校
　
六
年
生
　
二
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
七
年
二
月
│
三
月
　

W
S
三
回
＋
発
表
会

会
場

：

本
町
小
学
校
多
目
的
室
、
住
宅
供
給
公
社
本
町
ア
パ
ー
ト
内
の
公
園

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

い
ち
む
ら
み
さ
こ

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
一
二
名

草
や
布
を
ね
じ
る
、
組
む
、
そ
し
て
空
間
を
編
む

第
四
小
学
校
　
五
年
生
　
三
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
七
年
一
月
│
二
月
　
全
三
回

会
場

：

第
四
小
学
校
図
工
室
、
三
楽
公
園

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

下
中
菜
穂

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
五
名
＋
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ス
タ
ッ
フ
四
名

見
な
い
で
お
ぼ
え
ま
し
ょ
う

第
四
小
学
校
　
四
年
生
　
二
ク
ラ
ス
　

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
七
年
一
〇
月
│
一
一
月
　
三
回

会
場

：

第
四
小
学
校

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

ア
ー
サ
ー
・
フ
ァ
ン

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
七
名

森
の
中
に
風
景
を
つ
く
る

緑
小
学
校
　
四
年
生
　
三
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
七
年
一
二
月
　
三
回

会
場

：

緑
小
学
校

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
八
名
＋
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ス
タ
ッ
フ
一
名

想
起
の
遠
足 

本
町
小
学
校
編

本
町
小
学
校
　
六
年
生
　
二
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
七
年
一
二
月
　
三
回

会
場

：

本
町
小
学
校

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
三
名
＋
学
生
ス
タ
ッ
フ
四
名

植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
本
町
小
学
校

本
町
小
学
校　
六
年
生

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
一
年
一
二
月
　

W
S
二
回

会
場

：

小
金
井
市
立
本
町
小
学
校

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

淺
井
裕
介

ス
タ
ッ
フ

：

市
民
、
学
生
を
中
心
と
し
た
南
小
連
携
チ
ー
ム
で
事
業
を
コ
ア
と
し
運
営
に
あ
た
っ
た

植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
南
小
学
校
　

南
小
学
校
　
六
年
生
　
三
ク
ラ
ス

実
施
期
間

：

二
〇
一
二
年
一
一
月

会
場

：

小
金
井
市
立
南
小
学
校
／
校
外

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

淺
井
裕
介

ス
タ
ッ
フ

：

市
民
、
学
生
を
中
心
と
し
た
南
小
連
携
チ
ー
ム
で
事
業
を
コ
ア
と
し
運
営
に
あ
た
っ
た

音
の
贈
り
も
の

前
原
小
学
校
＋
第
四
小
学
校
　
四
年
生
　
二
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
五
年
一
二
月
│
二
〇
一
六
年
一
月
　

W
S
三
回
＋
合
同
発
表
会
　

会
場

：

前
原
小
学
校
　
第
四
小
学
校
　

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
八
名

前
原
た
て
も
の
園
を
つ
く
ろ
う
！

前
原
小
学
校
　
六
年
生
　
三
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
七
年
二
月
　
三
回

会
場

：

前
原
小
学
校
図
工
室
、
校
庭

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

前
田
幸
則
、
瀧
本
広
子

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
六
名

ド
キ
ュ
メ
ン
ツ
／
カ
メ
ラ
と
箒
と
雑
巾
と

本
町
小
学
校
　
六
年
生
　
三
ク
ラ
ス

実
施
期
間
・
回
数

：

二
〇
一
二
年
一
二
月
│
二
〇
一
三
年
一
月
　

W
S
五
回

会
場

：

小
金
井
市
立
本
町
小
学
校
／
校
外

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

岩
井
優

ス
タ
ッ
フ

：

N
P
O
ス
タ
ッ
フ
＋
市
民
ス
タ
ッ
フ
九
名

開
催
記
録
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街のなかに、外に出て行くこと、
街のなかのきざしをつかむ
振り返りつつ、未来を展望する

ii

街にアーティストを招く　アーティスト招聘事業について

　アーティスト招聘事業では、2009から 2011年度までの（イミグレーション・ミュージアム・東京は 2012年
度まで）3年間、2人、1ユニットのアーティストを小金井市に招き、3年間市民のみなさんとともに活動しました。
　この事業は、市民とともにアーティストや活動内容を決めることから始まりました。2009年は準備事業とし
て、工藤安代氏、三ツ木紀英氏、大澤寅雄氏の 3名の専門委員を招き、公募により参加した市民にむけて二回の
講座を開催しました。その後、講座に参加した市民による市民委員会や、行政、専門委員の委員会で、どのよう
なアーティストにどのような活動をしてほしいか、意見を出し合いました。

アーティスト招聘準備委員会での主な意見には次のようなものがありました。
①多様性 :
さまざまな人々が参加できること、多くの人が巻きこまれるような魅力を感じる活動
身近な環境で楽しめるようなもの
何かが起こるような予感を感じさせるようなもの
さまざななところで行われる同時多発的なもの
 ②持続性 :次へつながっていくこと 
人と人がつながっていく仕掛けがあるもの
場（企画）に関わることで触発されるものがあること
作品制作におけるパートナー（地域のネットワーク） づくり
いろいろなことを相談したり、パートナーとして活動できる市民が生まれるもの
企画運営におけるパートナーとして、市民が活動できること
アーティストのサポートをする市民　1人のアーティストへ 1─2人の担当スタッフ
参加する市民の方々と調整し、マネジメントをするようなスタッフが育ち、次の活動の軸となっていくイメージ 
市民が内発的に続け、発展させていける仕掛けを提示 （作家の作品の同じようなものを再生産するのではない） 
③独自性 :小金井だから、できること 
人・モノ・場所の三つがあること
アーティストを街に招くことは地域文化として有効に機能するのではないか？
自分たちも気づかない小金井の面白さを再発見できるといい
小金井の新しいライフスタイルが見えてくるようなもの ?　
コミュニティを見直すきっかけとして期待したい

●アーティスト選定の考え方
1. 運営から制作まで市民とのコラボレーションにより作 品の創作・発表を行う 
2. これまでの芸術や地域へのまなざしを変化させるような作品制作を行う 
3.誰もが表現者として存在できるような、市民を巻き込む作品の制作を目指す 

●活動する期間と内容
期間：3年間（2009-11）の段階的なプログラム
1年目 招聘準備事業 アーティスト決定 
2年目 作品制作・試演 
3年目 作品制作と発表 
 
●招聘されたアーティストと活動
　ほうほう堂＠小金井の窓　ダンスユニットほうほう堂
　ほうほう堂はトンネルやエレベーターなど、劇場空間を飛び出し、さまざまな場所でパフォーマンスを繰り広
げる「ほうほう堂＠＊＊＊」シリーズを展開してきました。このシリーズの小金井版として「ほうほう堂＠小金
井のあちこち」が始まり、2010年度より小金井市内で定期的にリサーチやパフォーマンスを実施しました。ほ
うほう堂＠小金井あちこちの窓は、ほうほう堂が小金井市内の各所で展開するパフォーマンス企画として開始し
舞台は個人宅、お店、学校、病院、会社など小金井のあちこちの「窓」から見える風景の中、まるで周囲の風景
と会話をするように踊り、二人のダンスは見慣れた日常風景の新たな魅力を発見させてくれます。小金井でもた
くさんの人やもの、場所、風景に出会い、一緒に踊れる空間や時間を探しました。

植物になった白線＠小金井　淺井裕介
　マスキングテープや泥絵などの身の回りの素材で作品制作を行って来た淺井さんは横浜、大阪、など国内さま
ざまな都市で発表して来た道路用の白線を用いた作品、「植物になった白線」を小金井でも制作しました。「植物
になった白線」は、淺井さん一人ではできない絵、ながい期間そこに残るというのが最大の特徴です。小金井で
淺井さんと白線隊は、個人宅やお店の軒先、小学校など、そこに生活する人々と直にコミュニケーションしなが
ら一緒に制作を行いました。その白線は小金井の人たちとこれからも生活を共にしていきます。

イミグレーション・ミュージアム・東京　岩井成昭
　イミグレーション・ミュージアム・東京では、海外に存在するイミグレーション・ミュージアムの概念を参照
しつつ、日本独自のイミグレーション・ミュージアム設立を構想するプロジェクトとして始まりました。小金井
市とその周辺に暮らす外国人の生活に根ざした異文化を同じ地域に暮らす市民がアートを通して知る機会を提供
することを目指したものです。各家庭とのコミュニケーションを重ね、日常的かつ新しい視点で異文化に触れな
がら共同作品を制作し、国内にはまだない「イミグレーション・ミュージアム・東京」を小金井で開始し、異文
化の紹介と地域における相互交流を進めて行きました。市民によるコミュニケーションプロジェクトは、基本的
な出会いと人付き合いを大切にしながらすすめられ、作品はアーカイブ化されています。
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二
〇
一
〇
年
八
月
二
四
日
火
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
真
夏
の
小
金
井
ツ
ア
ー

夏
真
っ
盛
り
な
日
に
行
っ
て
き
ま
し
た
ー

　
ほ
う
ほ
う
堂
＠
真
夏
の
小
金
井
ツ
ア
ー
。
当
日
の
気
温
に
つ
い
て

正
確
な
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
、
三
〇
度
は
軽
く
越
え
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
市
役
所
で
自
転
車
を
借
り
て
朝
の
一
〇
時
集
合
で
出

発
で
す
。メ
ン
バ
ー
は
、ほ
う
ほ
う
堂
の
お
二
人
プ
ラ
ス
小
金
井
ア
ー

ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
ス
タ
ッ
フ
、
平
林
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
佐

藤
さ
ん
で
す
。
ま
ず
は
三
楽
の
森
へ
…
…
と
行
き
た
い
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
今
日
は
火
曜
日
！　
休
園
日
で
し
た
。
仕
方
な
く
扉
の
隙
間

か
ら
中
の
様
子
を
撮
り
ま
し
た
。

　
気
を
取
り
直
し
て
、
次
の
目
的

地
、
貫
井
神
社
へ
。
神
社
に
お
休

み
は
あ
り
ま
せ
ん
！　
こ
こ
は
湧

水
が
出
て
い
て
、
昔
は
神
社
の
前

に
プ
ー
ル
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

中
に
は
池
が
あ
っ
て
人
が
近
寄
る

と
鯉
が
た
く
さ
ん
寄
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
次
は
小
金
井
神
社
へ
。
中

は
と
て
も
広
く
て
、
奥
に
い
く
と
、

石
臼
供
養
の
た
め
の
臼
塚
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
形
は
な
ん

と
も
ア
ー
ト
的
で
す
。

　
そ
し
て
次
は
世
界
の
前
掛
け
専

門
店Anything

さ
ん
へ
お
邪
魔

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
掛

け
の
素
材
で
T
シ
ャ
ツ
や
バ
ッ

グ
ま
で
制
作
し
て
お
り
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
の
注
文
も
受
け
付

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
社
長
の
西
村
さ
ん
か
ら
小
金
井

の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
も
教
え
て

い
た
だ
き
、
さ
っ
そ
く
そ
こ
へ
向
か
い
ま
す
。Anything

の
み
な

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　
西
村
さ
ん
お
す
す
め
「
は
け

の
森
緑
地
」
は
残
念
な
が
ら
、
扉
が
閉
ま
っ
て
い
て
入
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
残
念
。
気
を
取
り
直
し
て
午
後
の
部
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
ず

は
「
は
け
の
森
美
術
館
」
へ
。
は
け
の
森
美
術
館
は
画
家
の
中
村
研

一
さ
ん
が
も
と
も
と
住
ま
れ
て
い
た
家
で
、
今
回
は
特
別
に
学
芸
員

の
方
に
、
二
階
の
お
部
屋
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
美
術
館
で
、庭
で
鉄
道
模
型
を
走
ら
せ
て
い
る
と
い
う
、富

永
さ
ん
と
落
ち
合
い
、お
宅
へ
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
日
は
あ
い
に
く
模
型
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
曜
日
に
走
ら

せ
て
い
る
そ
う
で
す
。小
金
井
の
話
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
っ
た
り
、暑

い
の
で
飲
み
物
ま
で
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
し
た
。
庭
の
木
か
ら
お
正

月
の
は
ね
つ
き
で
使
わ
れ
る
実
が
落
ち
て
き
た
り
、
蚊
の
数
が
半
端

で
な
か
っ
た
り
と
自
然
の
過
酷
さ
を
知
り
ま
し
た（
笑
）。
そ
の
富
永

さ
ん
の
案
内
で
、野
川
沿
い
か
ら
小
金
井
公
園
、武
蔵
野
公
園
を
ず
っ

と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
自
然
に
、
こ
こ
が
本
当

に
東
京
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
そ
う
で
す
。

　
公
園
出
口
で
富
永
さ
ん
と
お
別
れ
を
し
て
（
富
永
さ
ん
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
‼
）
今
度
は
急
な
坂
を
上
っ
て
、
今
日

の
最
終
目
的
地
、
小
金
井
公
園
を
目
指
し
ま
す
。
と
、
途
中
の
コ
ン

ビ
ニ
で
休
憩
。

　
走
る
こ
と
数
十
分
、
つ
い
に
小
金
井
公
園
到
着
。
し
か
し
や
は
り

暑
い
と
い
う
こ
と
で
、
し
ば
し
休
憩
タ
イ
ム
、
公
園
内
の
グ
リ
ー
ン

テ
ラ
ス
「
さ
く
ら
」
へ
。
や
は
り

真
夏
の
か
き
氷
は
最
高
で
す
。（
鈴

木
さ
ん
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し

た
！
）
そ
し
て
本
当
の
最
終
目
的

地
、「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
へ
。

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
は
、
価
値

の
高
い
歴
史
的
建
造
物
を
移
築
し

展
示
し
て
い
る
野
外
博
物
館
で
す
。

ま
ず
は
、
前
川
國
男
邸
へ
。
縁
側

が
す
ば
ら
し
す
ぎ
て
、
み
ん
な
自

分
家
の
よ
う
に
く
つ
ろ
い
で
い
ま

す
（
笑
）

　
と
い
う
こ
と
で
、
本
日
の
小
金
井
ツ
ア
ー
も
無
事
終
了
！　
ほ
う

ほ
う
堂
の
お
二
人
も
お
疲
れ
気
味
で
す
。
や
は
り
真
夏
に
自
転
車
で

外
に
出
る
の
は
危
険
で
す
ね
。
次
回
は
九
月
中
旬
を
予
定
、
少
し
は

涼
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
。

二
〇
一
〇
年
九
月
一
三
日
月
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
ま
だ
ま
だ
暑
い
小
金
井
ツ
ア
ー
二

　
残
暑
き
び
し
い
中
行
っ
て
き
ま
し
た
ー
‼

　
先
月
の
一
回
目
の
あ
と
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に
次
回
は
涼
し
く
な
っ

て
か
ら
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
今

年
の
夏
の
暑
さ
は
半
端
な
い
で
す
。

唯
一
昼
か
ら
集
合
だ
っ
た
の
に
救

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
小
金
井
市

役
所
で
自
転
車
を
借
り
て
出
発
で

す
。
今
日
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ほ
う

ほ
う
堂
の
お
二
人
＋
美
術
家
・
淺

井
裕
介
さ
ん
（
小
金
井
市
内
で
絵

を
書
け
る
場
所
を
探
す
た
め
）
＋

小
金
井
の
歩
く
地
図
・
平
林
さ
ん

＋
事
務
局
・
佐
藤
李
青
さ
ん
、
イ

ン
タ
ー
ン
・
福
田
さ
ん
で
す
。

　
ま
ず
は
東
京
学
芸
大
学
を
目
指
し
ま
す
。
や
は
り
大
学
は
広
い
！　

軽
く
横
一
列
で
走
行
で
き
ま
す
。
目
的
地
は
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
。
中
に

は
入
れ
な
い
よ
う
で
す
。
水
車
も
あ
り
ま
す
。
ほ
う
ほ
う
堂
の
お
二

人
は
プ
ー
ル
に
興
味
を
も
た
れ
て
い
ま
し
た
。
た
し
か
に
プ
ー
ル
で

の
ダ
ン
ス
は
お
も
し
ろ
そ
う
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
。
し
か

し
中
に
は
入
れ
ず
、
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
み
ん
な
で
隙
間
か
ら
の
ぞ
き

ま
す
。

　
そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ン
で
学
芸
大

生
の
佐
々
木
さ
ん
に
案
内
を
頼
み
、

休
め
る
場
所
を
探
し
ま
す
。
し
か

し
夏
休
み
中
の
た
め
食
堂
は
開
い

て
お
ら
ず
、
仕
方
な
く
外
で
休
憩
。

途
中
小
金
井
に
唯
一
あ
る
銭
湯
、

ぬ
く
い
湯
を
外
か
ら
見
学
。

　
そ
し
て
団
地
へ
。
取
り
壊
し
が

決
ま
っ
て
い
て
、
今
は
人
が
誰
も

住
ん
で
い
ま
せ
ん
。
す
ご
く
広
い

場
所
な
の
に
も
っ
た
い
な
い
。
そ

の
後
小
金
井
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
旧
浴
恩
館
）
へ
。
こ
こ
も
中
へ

は
入
れ
ま
せ
ん
が
、
相
当
雰
囲
気
が
あ
る
建
物
で
す
。

　
そ
の
後
帰
途
、
道
に
迷
い
な
が
ら
も
、
中
央
線
を
頼
り
に
、
無
事

見
慣
れ
た
農
工
大
通
り
商
店
街
へ

出
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
転
車
を
返
却
し
、
シ
ャ
ト
ー

へ
戻
る
と
、
淺
井
さ
ん
が
一
階
の

壁
に
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
し
た
！　
こ
れ
か
ら
シ
ャ
ト
ー

へ
来
る
た
び
ご
と
に
、
描
い
て
増

や
し
て
い
か
れ
る
そ
う
で
す
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、

福
留
麻
里（
ほ
う
ほ
う
堂
）淺
井
裕
介

（
絵
描
き
）
佐
藤
李
青
、平
林
秀
夫
、大

川
直
志
、
福
田
末
度
加
（
ア
ー
ト
フ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
）

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
八
日
金
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
ツ
ア
ー
三

　
さ
す
が
に
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
は
自
転
車
で

は
な
く
、
徒
歩
。
ま
ず
は
は
け
の
森
美
術
館
の
カ
フ
ェ
「
オ
ー
ブ
ン

ミ
ト
ン
」
を
目
指
し
ま
す
。
今
回

は
徒
歩
と
い
う
こ
と
で
気
に
な
る

ま
わ
り
の
風
景
も
じ
っ
く
り
見
な

が
ら
移
動
で
き
ま
す
。

　
は
け
の
森
美
術
館
に
到
着
。
意

外
に
徒
歩
で
も
そ
ん
な
に
遠
く
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
竹
林
の
中
を

進
ん
で
い
き
ま
す
。
オ
ー
ブ
ン
ミ

ト
ン
に
到
着
で
す
。
し
か
し
平
日

に
も
関
わ
ら
ず
お
店
は
人
が
い
っ

ぱ
い
で
入
る
こ
と
が
で
き
ず
に
あ

え
な
く
退
散
。
さ
す
が
有
名
な
オ
ー
ブ
ン
ミ
ト
ン
で
す
。
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
食
べ
た
か
っ
た
な
あ
。
仕
方
な
く
庭
の
湧
水
を
見
学
。
次
に

美
術
館
横
の
ム
ジ
ナ
坂
へ
移
動
。

　
そ
し
て
八
月
も
来
ま
し
た
が
、
武
蔵
野
公
園
に
行
き
ま
し
た
。
夏

と
違
い
涼
し
く
な
っ
て
公
園
も
快
適
で
す
。
こ
ち
ら
は
野
川
。
今
日

は
さ
す
が
に
誰
も
泳
い
で
い
ま
せ
ん
。
お
っ
と
カ
モ
が
い
ま
し
た
。

　
お
昼
を
食
べ
よ
う
と
「broom

 &
 bloom

」
へ
。
し
か
し
、　
ま

た
人
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
ず
。
今
日
は
店
に
は
入
れ
な
い
日
み
た
い

で
す
。夏
で
な
く
て
よ
か
っ
た
。気

を
取
り
直
し
て
周
辺
の
お
店
を
探

し
ま
す
。
っ
と
裏
に
と
ん
か
つ
屋

を
発
見
。
ラ
ン
チ
も
や
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
こ
こ
に
決
定
。
そ

の
あ
と
と
ん
か
つ
屋
の
入
っ
て
い

る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
見
学
。
シ
ャ

ト
ー
同
様
こ
こ
も
興
味
深
い
場
所

で
す
。
今
日
の
ツ
ア
ー
は
こ
こ
ま

で
。

　
こ
れ
か
ら
も
小
金
井
で
踊
れ
る

場
所
・
踊
っ
て
ほ
し
い
場
所
を
募
集
中
で
す
‼

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
日
水
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
八
月
か
ら
月
一
回
行
っ
て
き
た
小
金
井
ツ
ア
ー
で
す
が
、
ほ
う
ほ

う
堂
＠
留
守
番
の
た
め
お
休
み
。
詳
細
は
す
べ
て
の
公
演
が
終
わ
れ

ば
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
と
い
っ
て
は
な
ん
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
小
金
井
ツ
ア
ー
の
振
り
返
り
と
こ
れ
か
ら
の
動
き
方
に
つ

街
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
　

そ
し
て
、
街
は
誰
の
も
の
？

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
が
で
き
る
ま
で
　

　
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
あ
ち
こ
ち
の
窓
は
、
ほ
う
ほ
う
堂
が
小
金
井
市
内
の
各
所
で
展
開
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
企
画
で
し
た
。
個
人
宅
、

お
店
、学
校
、病
院
、会
社
な
ど
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
「
窓
」
か
ら
見
え
る
風
景
の
中
、
ま
る
で
周
囲
の
風
景
と
会
話
を
す
る
よ
う
に
踊
る
、

二
人
の
ダ
ン
ス
は
見
慣
れ
た
日
常
風
景
の
新
た
な
魅
力
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
小
金
井
で
も
た
く
さ
ん
の
人
や
も
の
、
場
所
、
風
景
に
出
会

い
、
一
緒
に
踊
れ
る
空
間
や
時
間
を
探
し
ま
し
た
。

　
最
終
回
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
市
内
数
カ
所
の
建
物
の
窓
か
ら
見
え
る
景
色
の
中
で
踊
る
ほ
う
ほ
う
堂
を
参
加
者
が
ツ
ア
ー
形
式
で
巡
り

な
が
ら
見
る
と
い
う
ダ
ン
ス
公
演
。
日
常
の
そ
ば
に
ほ
う
ほ
う
堂
の
ダ
ン
ス
や
小
金
井
と
い
う
町
の
魅
力
、
普
段
と
違
っ
た
町
の
風
景
を
見
つ

け
る
こ
と
の
で
き
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ほ
う
ほ
う
堂
と
ア
ー
ト
フ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
、学
芸
大
な
ど
の
学
生
さ
ん
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、二
年
間
、月
に
一
度
の
リ
サ
ー
チ
に
参
加
し
、

ブ
ロ
グ
（http://hohoachikochi.blogspot.com

）
に
そ
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
何
気
な
い
表
現
ば
か
り
で
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
ス
タ
ッ
フ
が
街
中
で
の
リ
サ
ー
チ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ア
イ
デ
ア
づ
く
り
、
最
終
回
の
公
演
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
わ
か
り
ま
す
。

　
踊
れ
る
お
も
し
ろ
い
場
所
を
小
金
井
の
中
で
探
す
こ
と
は
、
石
こ
ろ
を
拾
う
よ
う
な
も
の
と
い
っ
た
つ
ぶ
や
き
と
も
諦
め
と
も
み
え
る
よ
う

な
言
葉
も
出
て
き
ま
す
。
窓
を
提
供
し
て
く
れ
る
家
を
探
す
中
で
の
出
会
い
や
、
小
金
井
の
猫
は
他
の
場
所
の
猫
よ
り
お
っ
と
り
し
て
い
る
み

た
い
、
と
い
っ
た
気
づ
き
？
は
、
そ
の
ま
ま
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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い
て
の
話
し
合
い
を
シ
ャ
ト
ー

2
F
で
行
い
ま
し
た
。

　
と
り
あ
え
ず
ざ
っ
く
り
決
ま
っ

た
こ
と
は
、
二
週
間
後
に
プ
ー
ル

を
見
学
に
行
く
。（
前
回
行
っ
た
と

き
は
中
に
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
）

そ
し
て
来
年
一
月
か
ら
月
一
で
小

金
井
で
踊
り
、
そ
れ
を
映
像
に
収

め
る
。
六
月
に
何
か
が
起
こ
る

…
…
。
二
〇
一
二
年
三
月
に
集
大

成
公
演
を
行
う
と
い
う
流
れ
で
す

（
予
定
）。
先
の
話
す
ぎ
て
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
年
三
月
の
公
演
の
よ
う
に
ま
た
小
金
井
に
伝
説
を
作
り
た
い
で
す
。

　
そ
の
後
こ
れ
ま
で
の
小
金
井
ツ
ア
ー
の
振
り
返
り
を
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
グ
を
見
つ
つ
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
い
つ
も

場
所
を
見
に
行
っ
て
も
中
に
入
れ
て
い
な
い
！　
と
い
う
衝
撃
的
な

事
実
を
発
見
し
ま
し
た
。
理
由
は
定
休
日
だ
っ
た
り
、
人
が
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
り
と
色
々
あ
り
ま
す
が
…
…
。
こ
れ
か
ら
は
も
う
少
し
計

画
的
に
行
き
た
い
で
す
ね
。
こ
ん
な
感
じ
で
本
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
終
了
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ

ち
は
続
き
ま
す
よ
ー
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

今
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー：新
鋪
美
佳
、
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）、

佐
藤
李
青
、
大
川
直
志
（
ア
ー
ト
フ
ル
ス
タ
ッ
フ
）

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
六
日
木
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
ね
こ
む
っ
ち

　
年
末
一
二
月
一
六
日
に
行
っ
た
プ
ー
ル
見
学
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

報
告
で
す
。
ま
ず
は
、
例
に
よ
っ
て
昼
、
シ
ャ
ト
ー
集
合
で
自
転
車

を
お
借
り
し
て
プ
ー
ル
見
学
へ
と
出
発
で
す
。
あ
の
暑
す
ぎ
た
真
夏

の
小
金
井
ツ
ア
ー
が
四
ヶ
月
前
の
こ
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
み
ん
な

完
全
防
備
で
向
か
い
ま
す
。
冬
の
プ
ー
ル
を
見
る
こ
と
は
め
っ
た
に

な
い
で
す
。
冬
眠
中
の
プ
ー
ル
は
こ
ん
な
に
濁
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　
こ
こ
で
大
発
表
で
す
！　
プ
ー
ル
に
て
ほ
う
ほ
う
堂
の
作
品
が
ま

た
一
つ
生
ま
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
動

画
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
ん
と
逆
に
ジ
ャ
ン
プ
し
な
く
て

よ
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
で
も
ま
た

お
も
し
ろ
い
こ
と
が
で
き
れ
ば
良

い
で
す
ね
。

　
そ
の
後
シ
ャ
ト
ー
に
戻
り
、
こ

れ
か
ら
の
小
金
井
で
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
打
ち
合

わ
せ
で
話
し
た
こ
と
は
、
来
年
小

金
井
で
公
演
を
や
る
な
ら
そ
の
資

金
や
機
材
を
ど
う
す
る
か
、
も
う

少
し
早
め
早
め
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
も
小
金
井
で
の

ダ
ン
ス
&
撮
影
は
行
っ
て
い
く

そ
う
で
す
。
今
年
一
年
は
、
伝
説

の
屋
上
ダ
ン
ス
が
あ
っ
た
り
、
真

夏
の
小
金
井
ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
り
、

ま
た
個
人
的
に
は
、
吉
祥
寺
や

＠
留
守
番
で
の
公
演
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
小
金
井
と
ほ
う
ほ
う
堂
尽
く
し
の
一
年

で
し
た
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）、
佐
藤

李
青
、
鈴
木
雅
子
、
大
川
直
志
（
ア
ー
ト
フ
ル
ス
タ
ッ
フ
）

二
〇
一
一
年
一
月
一
三
日
木
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
武
蔵
野
公
園

　
一
月
一
三
日
、
今
年
一
回
目
の
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ

ち
行
っ
て
き
ま
し
た
ー
。
今
回
は

武
蔵
野
公
園
へ
。
今
回
も
例
に

よ
っ
て
自
転
車
を
お
借
り
し
ま
し

た
。や
は
り
一
月
も
寒
い
で
す
。確

実
に
一
二
月
よ
り
寒
く
な
っ
て
る

気
が
し
ま
す
。
今
回
ダ
ン
ス
を
踊

る
場
所
は
前
の
小
金
井
ツ
ア
ー
で

も
見
学
し
た
、
入
り
口
の
運
動
場

で
す
。
実
際
入
っ
て
み
る
と
、
見

て
い
る
以
上
に
奥
行
き
が
広
く
て
、

寒
す
ぎ
る
せ
い
か
誰
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
ず
は
こ
こ
で
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
撮
影
し
た
映
像
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
や
は
り
広
す
ぎ
て
小
さ
す

ぎ
た
よ
う
で
す
。
今
度
は
少
し
手
前
で
撮
っ
て
み
ま
し
た
。
今
度
は

か
な
り
大
き
め
に
写
っ
て
い
る
は

ず
。
そ
の
次
は
カ
メ
ラ
マ
ン
も
一

緒
に
移
動
し
な
が
ら
撮
影
し
ま
し

た
。
こ
の
広
場
で
は
三
パ
タ
ー
ン

撮
影
し
ま
し
た
、
ど
れ
が
ア
ッ
プ

さ
れ
る
か
お
楽
し
み
に
！

　
そ
し
て
野
川
沿
い
を
散
策
し
な

が
ら
、
は
け
の
森
美
術
館
の
カ

フ
ェ
「
オ
ー
ブ
ン
ミ
ト
ン
」
を
目

指
し
ま
す
。
こ
の
カ
フ
ェ
は
真
夏

の
小
金
井
ツ
ア
ー
の
と
き
に
も
行

き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
日
は
お
客
様
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ

ま
せ
ん
で
し
た
、そ
の
分
期
待
値
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ

の
途
中
良
い
ベ
ン
チ
を
発
見
！　
急
き
ょ
こ
こ
で
も
撮
影
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
撮
影
は
一
発
O
K
、
お
も
し
ろ
い
映
像
が
撮
れ
ま

し
た
。

　
カ
フ
ェ
で
は
お
正
月
の
過
ご
し
方
や
映
画
、
そ
し
て
な
ぜ
か
柚
子

の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
今
月
の
あ
ち
こ
ち

は
終
了
。
結
局
映
像
は
四
パ
タ
ー
ン
撮
影
し
ま
し
た
。
ど
れ
が
ア
ッ

プ
さ
れ
る
か
は
お
楽
し
み
に
〜
。
来
月
は
ど
こ
へ
踊
り
に
行
こ
う
か

な
ー
。
小
金
井
で
踊
っ
て
ほ
し
い
場
所
も
募
集
中
で
す
！

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）、
佐
藤

李
青
、
大
川
直
志
（
ア
ー
ト
フ
ル
ス
タ
ッ
フ
）

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
お
店
：
ベ
ン
チ
に
偶
然
居
合
わ
せ
た
お
じ
さ
ん
、

念
願
の
オ
ー
ブ
ン
ミ
ト
ン

二
〇
一
一
年
一
月
二
八
日
金
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
ベ
ン
チ

　

先
日
の
小
金
井
で
の
活
動
が
映
像
で

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
！　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ち
な
み
に
横
の
お
じ
さ
ん
と
事
前
打

ち
合
わ
せ
は
し
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）
少
し
驚

か
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
見
事
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
改
め
て
周
囲
の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
ダ
ン
ス
が
生

ま
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
お
蔵
入
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

広
場
の
映
像
は
ま
た
の
機
会
に
。

　
来
月
は
小
金
井
の
ど
こ
へ
踊
り
に
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
絶
賛

踊
っ
て
ほ
し
い
場
所
募
集
中
で
す
。

二
〇
一
一
年
二
月
九
日
水
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
迷
子

　
は
や
い
も
の
で
今
年
も
す
で
に
一
カ
月
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
す

ま
す
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
今
年
二
回
目
の
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小

金
井
の
あ
ち
こ
ち
！　
余
談
で
す
が
、
ほ
う
ほ
う
堂
の
新
鋪
さ
ん
は

お
ニ
ュ
ー
な
自
転
車
で
シ
ャ
ト
ー
ま
で
や
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
す

べ
て
が
緑
色
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
日
の
あ
ち
こ
ち
は
徒
歩
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
ず
は
小

金
井
一
見
晴
ら
し
が
良
い
場
所
と
い
う
こ
と
で
屋
上
に
い
き
ま
し
た
。

ど
こ
の
屋
上
か
わ
か
る
で
し
ょ
う
か
？　
答
え
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
の
屋
上
駐
車
場
で
し
た
。
高
い
位
置
か
ら
見
渡
す
と
ま
た
小
金

井
が
ち
が
っ
た
印
象
に
見
え
ま
す
。

　
次
に
先
日
淺
井
裕
介
さ
ん
の
公
開
制
作
で
焼
き
つ
け
た
白
線
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
い
つ
か
淺
井
さ
ん
の
作
品
と
コ
ラ
ボ
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。
そ
し
て
最
近
何
か
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
北
口
の
商
店

街
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
意
外
に
も
北
口
商
店
街
を
じ
っ
く
り
見
る

の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。
と
、
途
中
に
お
い
し
そ
う
な
カ

レ
ー
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
の
で
少
し
休
憩
。（
お
昼
が
ま
だ
で
し
た

…
…
）
毎
回
、
食
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
決
し
て
食
べ
ロ
グ
で
は
な

い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
…
…
。

　
さ
て
、
気
を
取
り
直
し
て
＠
あ
ち
こ
ち
再
開
で
す
。
い
つ
も
は
武

蔵
小
金
井
駅
周
辺
中
心
で
活
動
し
て
い
た
の
で
、
今
回
は
東
小
金
井

駅
ま
で
足
を
伸
ば
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
ろ
う
と
し
ま

し
た
が
、
時
間
が
合
わ
ず
に
と
り
あ
え
ず
徒
歩
で
目
指
し
ま
す
。

　
途
中
住
宅
街
が
大
半
だ
っ
た
の
で
、
近
頃
小
金
井
近
辺
に
引
っ
越

し
を
考
え
て
い
る
と
い
う
し
ゃ
と
ー
（
佐
藤
）
さ
ん
の
物
件
探
し
に

な
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）

　
こ
の
時
期
は
ど
こ
も
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
し
て
ひ

た
す
ら
踊
れ
る
お
も
し
ろ
い
場
所

を
探
し
歩
き
ま
す
。
途
中
水
が
な

い
川
、
せ
ん
か
わ
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
ダ
ン
ス
は
難

し
そ
う
で
す
。
そ
し
て
ま
た
ひ
た

す
ら
歩
く
…
…
歩
く
、
歩
く
歩
く

…
…
。
だ
ん
だ
ん
夕
暮
れ
に
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
や
っ
と

の
こ
と
で
神
社
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
…
…
が
、
人
が
誰
も
お
ら
ず

あ
き
ら
め
て
次
を
目
指
し
ま
す
。

歩
き
続
け
た
結
果
気
が
つ
く
と
東

小
金
井
駅
へ
着
き
ま
し
た
。
し
か

し
ま
だ
今
日
は
終
わ
れ
ま
せ
ん
。　

次
は
反
対
方
向
に
高
架
下
を
武
蔵

小
金
井
駅
方
面
を
歩
き
ま
す
。
そ

し
て
ま
た
ひ
た
す
ら
歩
く
歩
く
歩

く
…
…
。
気
が
つ
く
と
武
蔵
小
金

井
駅
へ
着
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
日
の
移
動
距
離
約
六
キ
ロ
、
カ
レ
ー
以
降
歩
き
っ
ぱ
な
し
。
小
金

井
の
底
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
て
シ
ャ
ト
ー
に
戻

り
ま
す
。
シ
ャ
ト
ー
に
戻
り
小
金
井
マ
ザ
ー
、
鈴
木
さ
ん
に
今
日
の

こ
と
を
報
告
。

　
踊
れ
る
お
も
し
ろ
い
場
所
を
小
金
井
の
中
で
探
す
こ
と
は
、
石
こ

ろ
を
拾
う
よ
う
な
も
の
。
今
ま
で
は
貝
殻
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い

た
＠
小
金
井
あ
ち
こ
ち
チ
ー
ム
で
す
が
、
こ
こ
で
少
し
方
向
を
修
正

し
た
ほ
う
が
良
さ
そ
う
で
す
。

　
小
金
井
の
地
図
を
み
て
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
振
り
返
り
と
、
こ
れ

か
ら
の
動
き
方
に
つ
い
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。
そ
し
て
長
時
間
話
し

合
っ
た
結
果
…
…
出
ま
し
た
。　

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ

ち
、第
二
ス
テ
ー
ジ
そ
の
名
も「
ほ

う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち

の
窓
」
!!!

　
小
金
井
市
内
の
家
や
会
社
、
学

校
に
あ
る
窓
か
ら
見
え
る
景
色
の

中
で
ほ
う
ほ
う
堂
が
出
張
し
て
踊
り
ま
す
。
い
つ
も
と
は
ち
ょ
っ
と

ち
が
っ
た
景
色
に
出
会
い
ま
せ
ん
か
。
踊
っ
て
欲
し
い
窓
、
踊
っ
た

ら
お
も
し
ろ
い
と
思
う
窓
を
募
集
中
で
す
。
ぜ
ひhoho.

achikochi@
gm
ail.com

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
‼　
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
一
年
二
月
一
四
日
月
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
、
募
集
中
‼

　
こ
ん
に
ち
は
、
つ
い
に
東
京
も
雪
が
降
り
ま
し
た
ね
。
雪
を
見
る

と
毎
年
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。
さ
て
先
日
の
投
稿
で
も
お
知

ら
せ
し
た
通
り
昨
年
か
ら
毎
月
小
金
井
で
の
リ
サ
ー
チ
を
進
め
、
お

も
し
ろ
い
踊
れ
る
場
所
を
探
し
、
そ
こ
で
の
ダ
ン
ス
を
映
像
に
収
め

て
き
た
「
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
」
で
す
が
、
こ
こ
で

少
し
方
針
を
変
え
て
第
二
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
新
し
い
活
動
を
始
め
ま

す
。
そ
の
名
も「
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
」。
小
金

井
市
内
の
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
、
学
校
、
会
社
な
ど
の
窓

か
ら
見
え
る
景
色
の
中
で
ほ
う
ほ
う
堂
の
二
人
が
出
張
し
て
踊
り
ま

す
。
家
族
で
見
る
の
も
よ
し
、
一
人
で
見
る
の
も
よ
し
、
誰
か
へ
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
見
る
窓
や
観
客
の
構
成
は
ご
応

募
い
た
だ
い
た
方
自
身
が
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
い
つ
も
と
は

ち
ょ
っ
と
ち
が
っ
た
景
色
に
出
会
い
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
窓
か
ら
の
景

色
を
み
せ
て
く
だ
さ
い
！

　
こ
の
窓
は
ど
う
か
し
ら
、
と
い
う
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
〜
。

二
〇
一
一
年
四
月
一
三
日
水
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
桜
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
毎
月
一
回
小
金
井
で
活
動
し
て
き
た
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ

ち
こ
ち
。
前
回
二
月
の
活
動
か
ら
は
や
二
ヶ
月
以
上
が
た
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
四
月
も

も
う
半
分
。
す
で
に
二
〇
一
一
年

度
は
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
！　
と

い
う
こ
と
で
、
前
か
ら
募
集
し
て

い
た
＠
あ
ち
こ
ち
の
窓
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
集
ま
っ
た
情
報
が
わ

ず
か
と
い
う
こ
と
で
も
っ
と
周
知

活
動
＆
告
知
を
念
入
り
に
行
っ
て

い
く
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
今

日
は
シ
ャ
ト
ー
2
F
で
行
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
決
ま
っ
た
こ
と
は
本
腰
で
窓
を
募
集
す
る
べ
く
、
見
た
人

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
チ
ラ
シ
や
市
報
で
の
広
報
を
し
、
実
際

の
場
所
を
見
に
行
き
、
そ
こ
で
踊
る
と
い
う
流
れ
で
す
。
ち
な
み
に

今
候
補
に
あ
が
っ
て
い
る
場
所
は
、は
け
の
森
美
術
館
、幼
稚
園
、小

学
校
、
大
学
、
商
店
街
、
病
院
、
野
川
沿
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で

す
。
こ
の
あ
た
り
で
踊
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
窓
を
お
持
ち
、
ま
た
は

ご
存
知
の
方
は
ぜ
ひhoho.achikochi@

gm
ail.com

ま
で
お
知

ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ほ
う
ほ
う
堂
は
小
金
井
に
窓
が
あ

る
か
ぎ
り
踊
り
続
け
ま
す
‼

　
終
わ
ら
せ
、
向
か
う
は
小
金
井

公
園
‼　
こ
の
季
節
な
ん
と
い
っ

て
も
花
見
で
す
！　
満
開
の
ピ
ー

ク
は
終
末
で
終
わ
っ
た
み
た
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
桜
は
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
！　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘

事
業
は
今
年
が
最
終
年
度
。
も
し

か
す
る
と
あ
の
伝
説
的
な
公
演
が
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再
演
さ
れ
る
か
も
…
…
。
今
年
度
も
全
力
で
ほ
う
ほ
う
堂
は
小
金
井

で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
ー
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）
佐
藤
李

青
、
大
川
直
志
（
ア
ー
ト
フ
ル
ス
タ
ッ
フ
）

二
〇
一
一
年
五
月
三
一
日
火
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
さ
よ
な
ら
は
突
然
に
⁉

　
二
〇
一
一
年
度
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
は
、
第
二

シ
ー
ズ
ン
と
し
て
「
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
」
と

改
め
、
活
動
を
は
じ
め
ま
す
。
五

月
三
一
日
は
そ
の
初
活
動
と
し
て
、

市
内
に
あ
る
東
京
学
芸
大
学
へ
お

邪
魔
し
て
き
ま
し
た
。
例
に
よ
っ

て
自
転
車
を
調
達
し
て
出
発
で
す
。

実
は
こ
の
一
週
間
前
に
活
動
を
予

定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
い
に

く
の
雨
で
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

前
日
も
台
風
が
き
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
の
日
は
晴
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　
ま
ず
は
食
堂
の
窓
を
見
学
で
す
。

最
近
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
ら
し

く
、
周
り
は
す
べ
て
ガ
ラ
ス
窓
で
、

外
は
バ
ル
コ
ニ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。
大
学
の
敷
地
内
は
本
当
に
広

く
て
自
転
車
が
あ
っ
て
助
か
り
ま

す
。
そ
し
て
次
は
美
術
棟
へ
。

　
正
木
先
生
に
お
勧
め
の
窓
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
す
る
と
研
究
室

の
窓
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

な
ん
で
も
美
術
棟
は
H
型
に

な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
同
じ
建
物
の
中
の
窓
か
ら
反
対
側
の
窓
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
正
木
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
そ
の
次
は
講
義
棟
へ
。
こ
の
日

は
平
日
だ
っ
た
の
で
、
授
業
を
終

え
た
学
生
さ
ん
た
ち
で
廊
下
は

ご
っ
た
が
え
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
あ
い
て
い
た
教
室
を
見

学
す
る
こ
と
に
。
す
る
と
学
生
さ

ん
か
ら
「
こ
の
教
室
、
次
授
業
で

使
い
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま

し
た
。
尋
ね
ら
れ
た
新
鋪
さ
ん
は
、

う
れ
し
そ
う
に
「
ま
だ
学
生
で
い

け
る
！
」
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
…
…
（
笑
）
そ
し

て
そ
の
講
義
棟
か
ら
反
対
側
に
見
え
る
建
物
へ
移
動
し
ま
し
た
。
窓

か
ら
窓
と
い
う
見
せ
方
も
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。
最
後
は
、
学
内
で

一
番
高
い
建
物
へ
行
き
ま
し
た
。
九
階
建
て
で
、
天
気
が
い
い
日
に

は
富
士
山
も
見
え
る
ら
し
い
で
す
。

　
今
日
見
た
中
で
お
二
人
が
一
番
ぐ
っ
と
き
た
、
講
義
棟
の
窓
の
中

で
踊
り
、
そ
れ
を
反
対
側
の
棟
の
窓
か
ら
見
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。
上
の
写
真
に
も
小
さ
く
お
二
人
が
写
っ
て
い
ま
す
。
見
つ
か
る

で
し
ょ
う
か
。

今
日
の
活
度
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）、
佐
藤

李
青
（
映
像
撮
影
、
明
日
か
ら
移
籍
）
大
川
直
志
（
写
真
撮
影
、
独
語
落
第

危
機
）

二
〇
一
一
年
六
月
二
七
日
月
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
化
け
猫
と
枕

　
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
、
六
月
は
二
七
日
に
活

動
し
ま
し
た
。
ま
だ
六
月
だ
と
い
う
の
に
三
〇
度
を
越
え
る
猛
暑
日

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
日
は
少
し
涼
し
か
っ
た
で
す
。
が
、写

真
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
雨
！　
梅
雨
の
時
期
は
仕
方
な
い
で
す
ね
。

今
日
は
窓
を
見
せ
て
も
ら
え
る
お
宅
に
お
邪
魔
し
て
、
踊
れ
そ
う
な

窓
を
探
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
野
川
を
越
え
て
前
原
町

を
目
指
し
ま
す
。
と
、
な
ぜ
か
橋

の
上
に
枕
が
‼　
ほ
う
ほ
う
堂
福

留
さ
ん
い
わ
く
、
誰
か
橋
の
上
で

昼
寝
し
て
忘
れ
て
い
っ
た
そ
う
で

す
。
見
事
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
す

ね
。

　
野
川
は
植
物
が
生
え
す
ぎ
て
い

て
、水
が
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。す

る
と
、
川
沿
い
に
ネ
コ
が
！　
今

日
は
い
ろ
ん
な
も
の
や
動
物
と
遭

遇
す
る
気
が
し
ま
す
…
…
。
そ
し
て
一
件
目
の
淀
井
さ
ん
宅
へ
到
着
。

さ
っ
そ
く
お
家
の
窓
か
ら
の
景
色
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
ん
と
淀
井
さ
ん
家
は
芸
術
一
家
！　
お
家
の
中
に
は
ア
ト
リ
エ
が

あ
っ
て
絵
も
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
次
は
二
軒
目
の
お
宅
へ
。
家
の
前
が
遊
歩
道
に
な
っ
て
い

て
、
そ
こ
で
踊
る
と
お
も
し
ろ
そ

う
で
す
。
し
か
も
お
家
の
ご
主
人

は
、
野
川
に
と
て
も
詳
し
い
方
で
、

野
川
の
祭
り
や
ホ
タ
ル
の
保
護
活

動
も
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
野
川

沿
い
の
地
図
を
見
な
が
ら
、
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔
、
野

川
で
結
婚
式
を
あ
げ
た
夫
婦
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
、
式
の
最
後

は
野
川
へ
ダ
イ
ブ
し
た
ら
し
い
で

す
（
笑
）。

　
シ
ャ
ト
ー
へ
の
帰
り
道
、
最
近
完
成
し
た
窓
募
集
の
チ
ラ
シ
を
市

民
掲
示
板
へ
貼
り
ま
す
。

　
そ
し
て
次
は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
シ
ャ
ト
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
の
佐
野
さ
ん
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の

中
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
窓
か
ら
の
景
色
は
抜
群
で

す
！　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
も
そ
れ

ぞ
れ
部
屋
へ
の
道
が
つ
い
て
い
て
、

お
も
し
ろ
い
場
所
で
し
た
。
ほ
う

ほ
う
堂
の
二
人
も
こ
こ
を
気
に
入

り
、
少
し
後
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
写

真
も
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

撮
っ
た
写
真
は
後
日
シ
ャ
ト
ー

2
F
入
り
口
に
展
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
途
中
住
民
の
方
と
談
笑
。
ほ
う
ほ
う
堂
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。

　
次
は
市
内
の
新
鋪
さ
ん
の
母
校

へ
。
突
撃
訪
問
で
す
。
今
日
は
い

つ
に
も
な
く
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

そ
し
て
学
校
へ
到
着
。
し
か
し
学

生
の
姿
は
無
く
、
教
室
の
電
気
も

消
え
て
い
ま
す
。
ま
さ
か
…
…
今

日
は
定
期
テ
ス
ト
前
で
ク
ラ
ブ
な

ど
も
す
べ
て
お
休
み
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
新
鋪
さ
ん
の
恩
師
の
先
生

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
と
て
も

温
か
く
受
け
れ
い
て
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
窓
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ほ
う
ほ
う

堂
＠
母
校
も
実
現
で
き
る
日
は
近
そ
う
で
す
。
そ
し
て
お
す
す
め
の

窓
と
し
て
体
育
館
の
窓
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
ド
富
士
に
は
窓
募
集
の
チ
ラ
シ
も
置
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
窓
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
家
の

方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
今
後
の
活
動
で

踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）
大
川
直

志
（
写
真
撮
影
）

二
〇
一
一
年
七
月
二
二
日
金
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
一
人
だ
け

　
今
回
は
シ
ャ
ト
ー
2
F
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
＆
キ
ッ
ク
オ
フ
パ
ー

テ
ィ
ー
の
話
と
シ
ャ
ト
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
見
学
の
報
告
で
す
。
七
月
二

二
日（
金
）
に
シ
ャ
ト
ー
2
F
プ
チ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
今
年
度

ア
ー
ト
フ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
主
軸
に
な
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業

三
組
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
窓
チ
ー
ム
は
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
で
ほ
う
ほ
う
堂
の
お
二
人
の
普
段
の
活
動
、
小
金
井
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
窓
へ
の
流
れ
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
映
像
を
こ
の
ブ
ロ

グ
を
見
な
が
ら
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
急
遽
参
加
で
き
る
こ
と
な
っ
た
福
留
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

（
新
鋪
さ
ん
は
次
回
公
演
の
た
め
京
都
に
滞
在
中
で
し
た
）
軽
快
な

ト
ー
ク
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ト
ー
2
F
入
り
口
に
は

こ
れ
ま
で
の
映
像
と
メ
デ
ィ
ア

チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
パ
ネ
ル
も
展

示
し
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
写

真
が
と
て
も
い
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
だ
入
り
口
の
右

に
貼
っ
て
い
ま
す
。
最
後
は
お
二

人
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

終
わ
り
ま
し
た
。
窓
募
集
の
参
考

に
な
る
の
で
、
こ
れ
も
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
は
招
聘
事
業
他
の
二
組

も
活
動
報
告
を
し
ま
し
た
。
岩
井

さ
ん
は
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
て
く
れ
る
コ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
淺
井
さ
ん
は
白
線
を
焼
き
付
け

る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
募
集
中
で
す
。

ほ
う
ほ
う
堂
と
合
わ
せ
る
と
、
窓
、

人
、
焼
き
付
け
可
能
な
地
面
を
募

集
と
い
う
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
三

つ
で
す
が
、
年
度
末
の
集
大
成
発

表
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
次
の
日
、
七
月
二
三
日
（
土
）
は
夕
方
か
ら
シ
ャ
ト
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
に
お
住
ま
い
の
K
さ
ん
の
お
宅
の
窓
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
か
な
り
遠
く
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
向

こ
う
の
ビ
ル
の
上
や
中
で
踊
れ
ば
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
ね
。
ぜ
ひ

近
々
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
、
一
人
だ
け
）、
大
川

直
志
（
記
録
、
写
真
）、
佐
々
木
梢
（
メ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
）

二
〇
一
一
年
七
月
二
五
日
月
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
大
家
族
⁉

　
こ
の
時
期
は
暑
い
の
で
、
夕
方
か
ら
の
活
動
で
す
。
い
つ
も
の
よ

う
に
自
転
車
で
出
発
で
す
。
今
日
は
緑
町
付
近
を
集
中
し
て
探
索
で

す
。
ま
ず
一
軒
目
の
お
宅
。
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
小
金
井

こ
ら
ぼ
石
井
さ
ん
の
お
家
。
さ
っ

そ
く
窓
を
拝
見
。
中
学
が
近
い
と

い
う
こ
と
で
前
の
道
は
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
中
学
生

に
紛
れ
て
二
人
が
踊
る
と
楽
し
そ

う
で
す
ね
。
近
所
の
お
宅
の
ベ
ラ

ン
ダ
も
気
に
な
り
ま
す
。
居
間
で

お
茶
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　
石

井
さ
ん
宅
は
五
人
家
族
で
、
居
間
で
は
二
台
の
テ
レ
ビ
で
違
う
番
組

を
別
々
に
見
る
そ
う
で
す
。

　
続
い
て
、
同
じ
く
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
小
金
井
こ
ら
ぼ

水
津
さ
ん
宅
に
移
動
。

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
出
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
窓
を

拝
見
し
ま
す
。
水
津
さ
ん
宅
は
六
人
家
族
だ
そ
う
で
す
。
窓
は
と
い

う
と
、
お
宅
の
前
が
駐
車
場
に
な
っ
て
い
て
、
木
や
車
の
影
で
踊
る

と
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
最
後
は
、
実
行
委
員
新

宅
さ
ん
推
薦
の
本
町
住
宅
の
広
場

へ
と
移
動
。
塔
や
遊
具
な
ど
が

あ
っ
て
映
像
的
に
よ
さ
そ
う
で
す
。

ま
た
周
り
は
団
地
に
囲
ま
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の
窓

か
ら
踊
り
を
見
て
い
た
だ
け
る
と

お
も
し
ろ
く
な
り
そ
う
で
す
。
帰

り
際
に
新
宅
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
地
面
に
書
い
て
帰
り
ま
し
た
。

次
の
朝
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
写
真
を
見

た
新
宅
さ
ん
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
帰

り
に
発
見
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

ど
ん
ど
ん
夏
真
っ
盛
り
に
暑
く

な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
来
月
も
窓

を
探
し
て
い
き
ま
す
よ
ー
。
秋
以

降
は
実
際
に
踊
り
始
め
る
予
定
で

す
、
お
楽
し
み
に
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、

福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
、
整
体
は

じ
め
ま
し
た
）
大
川
直
志
（
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、マ
ッ
チ
棒
）、鈴
木
雅
子
（
つ

い
に
本
領
発
揮
）
佐
々
木
梢
（
メ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
、
最
近
い
ら
い
ら
気
味
）

二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日
火
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
お
こ
げ
の
逆
襲

　
夏
休
み
も
あ
と
わ
ず
か
、な
…
…
二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日
（
火
）

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
に
は
お
休
み
は
あ
り
ま
せ

ん
。
残
暑
厳
し
い
中
、
今
月
も
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
日
も

自
転
車
で
爆
走
で
す
。
目
指
す
は
中
町
の
陣
内
さ
ん
宅
。
お
住
ま
い

の
マ
ン
シ
ョ
ン
横
は
公
園
に
な
っ
て
お
り
、
窓
か
ら
は
庭
＋
そ
の
奥

に
は
緑
が
生
い
茂
っ
た
敷
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ほ
う
ほ
う
堂
の

二
人
も
と
て
も
気
に
入
っ
た
よ
う
で
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
す
ぐ

に
自
分
た
ち
で
も
撮
影
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　
ご
主
人
が
マ
ン
シ
ョ
ン
や
公
園

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
太
極
拳

（
？
）が
ご
趣
味
の
奥
様
に
は
特
製

の
ゼ
リ
ー
と
ジ
ュ
ー
ス
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
帰
り
際
に
お
隣
の

公
園
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
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す
。
遊
具
は
入
り
口
に
し
か
な
く
、
奥
は
芝
生
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

一
番
端
は
武
蔵
野
公
園
入
り
口
に
つ
な
が
っ
て
い
る
坂
で
す
。

　
そ
う
い
え
ば
ち
ょ
う
ど
一
年
前
こ
の
坂
を
上
っ
て
た
て
も
の
園
へ

向
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
あ
の
と
き
は
も
っ
と
暑
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
次
の
窓
は
貫
井
南
町
児
童
館
で
す
。
ひ
た

す
ら
野
川
沿
い
を
西
へ
に
し
へ
に
し
へ
。

　
児
童
館
で
は
メ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
佐
々
木
さ
ん
と
合
流
。
彼
女
は

こ
こ
で
子
ど
も
た
ち
と
キ
ャ
ン
プ

を
し
た
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。

さ
っ
そ
く
窓
を
拝
見
。
し
か
し
現

在
建
物
の
改
修
中
で
本
来
の
風
景

が
見
ら
れ
な
い
の
で
す
。残
念
、残

念
。
気
を
取
り
直
し
て
、
図
書
室

に
い
た
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い

ま
す
。
み
ん
な
将
棋
や
D
S
を

や
っ
た
り
漫
画
を
読
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
遊
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
夏
休

み
の
友
が
終
わ
っ
た
の
か
完
全
に
あ
き
ら
め
モ
ー
ド
な
の
か
…
…

　
ぬ
ー
べ
を
読
ん
で
い
た
あ
る
男
の
子
の
大
人
を
あ
し
ら
う
感
じ
が

ク
ー
ル
す
ぎ
で
一
同
爆
笑
で
し
た
。
あ
の
子
に
ダ
ン
ス
を
観
て
ほ
し

い
な
あ
。

　
そ
し
て
今
日
最
後
の
窓
は
児
童
館
近
く
の
「
N
P
O
ま
た
明
日
」。

こ
の
施
設
は
、
高
齢
者
の
方
や
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
寄
り
合
い
場

で
す
。
さ
っ
そ
く
窓
を
拝
見
。
が
、

中
は
ま
だ
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
子
ど

も
た
ち
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
そ

し
て
犬
四
匹
が
ひ
し
め
く
カ
オ
ス

状
態
。
中
で
も
犬
の
「
お
こ
げ
」

は
相
手
を
し
て
も
ら
う
の
が
よ
ほ

ど
う
れ
し
い
の
か
す
ご
い
勢
い
で

暴
れ
ま
わ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
で

ダ
ン
ス
を
観
て
も
ら
え
る
と
さ
ぞ

お
も
し
ろ
い
記
録
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
楽
し
み
で
す
、
秋
以
降
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）、
大
川

直
志
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
て
る
て
る
坊
主
）
佐
々
木
梢
（
今

日
は
途
中
か
ら
参
加
、
最
近
旅
行
三
昧
）

二
〇
一
一
年
九
月
二
九
日
木
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
ね
こ
巨
大
化
説

　
散
歩
日
和
な
こ
の
時
期
に
、
今
月
の
あ
ち
こ
ち
窓
探
し
の
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
今
日
も
自
転
車
で
快
走
で
す
。
す
る
と
い
き
な
り
坂

で
す
。
小
金
井
は
南
へ
い
く
に
は

坂
を
下
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
す
。
な
の
で
色
々
な
坂
が
あ
り

ま
す
。
質
屋
坂
、
な
そ
い
坂
、
念

仏
坂
、
平
代
坂
な
ど
な
ど
（
地
図

を
ち
ら
っ
と
見
な
が
ら
書
い
て
ま

す
…
…
）
す
べ
て
の
坂
を
コ
ン
プ

リ
ー
ト
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て

坂
を
下
っ
た
と
こ
ろ
で
今
日
一
軒

目
の
窓
見
学
へ
。

　
お
宅
の
前
が
畑
に
な
っ
て
お
り
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
も
見
え
て
い
ま
す
。
と
て
も
小
金
井
ら
し
い
景
色

で
グ
ッ
ト
で
す
。
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
家
の
中
で
遊
ん
で
お

り
、
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ど

も
た
ち
と
の
出
会
い
は
先
月
の
ま

た
明
日
か
ら
の
流
れ
み
た
い
で
す
。

窓
に
は
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
が
つ
る

さ
れ
て
い
ま
す
。
玄
関
に
あ
っ
た

さ
つ
ま
い
も
三
兄
弟
プ
ラ
ス
ゴ
ー

ヤ
掘
り
た
て
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
外
で
近
所
の
お
す
す
め

窓
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
る
と
、

民
族
さ
ん
が
。
山
田
民
族
さ
ん
は

ち
ょ
う
ど
先
週
シ
ャ
ト
ー
で
ラ
イ

ブ
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
市
内
在

住
の
音
楽
家
の
方
で
す
。
お
近
く

だ
と
は
き
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ

ん
な
ご
近
所
だ
と
は
驚
き
で
す
。

と
い
う
よ
り
お
隣
さ
ん
で
す
ね
。

し
か
も
自
転
車
で
登
場
。
民
族
さ

ん
宅
の
お
風
呂
場
の
窓
が
お
す
す

め
だ
そ
う
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
ダ

ン
ス
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

す
（
笑
）
湯
船
に
つ
か
り
な
が
ら

ダ
ン
ス
を
見
る
と
い
う
な
ん
と
も

斬
新
か
つ
新
し
い
形
で
す
ね
。

　
そ
し
て
二
軒
目
は
自
転
車
こ
ぎ
こ
ぎ
貫
井
南
町
へ
。
先
月
も
こ
の

付
近
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
は
も
う
少
し
南
へ
と
移
動
で
す
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
府
中
市
と
の
境
目
近
く
だ
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど

お
隣
の
お
宅
は
外
壁
の
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
か
。
作
業

中
に
横
の
庭
で
ほ
う
ほ
う
堂
が
踊
っ
て
い
る
と
工
事
の
お
じ
さ
ん
も

び
っ
く
り
す
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
帰
り
際
お
宅
の
前
で
ま
た
も
や
ね
こ
に
遭
遇
。
あ
ま
り
に
も
急
す

ぎ
て
撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
。
福
留
さ
ん
い
わ
く
、
小
金

井
に
い
る
ね
こ
は
大
き
い
（
ふ
く

よ
か
⁉
）
な
体
型
を
し
た
も
の
が

多
い
と
か
。
た
し
か
に
野
川
近
く

の
ネ
コ
と
い
い
大
き
い
も
の
が
多

い
気
が
し
ま
す
。
ね
こ
に
と
っ
て

も
小
金
井
は
の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り

し
た
地
域
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
空
気
感
を
活
か
し
た
小
金
井
ダ

ン
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、

福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）
大
川
直
志
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
二
日
土
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
大
雨
の
ち
曇
り
（
お
散
歩
公
演
レ
ポ
ー
ト
）

　
つ
い
に
一
〇
月
二
二
日
（
土
）、年
度
末
集
大
成
公
演
へ
向
け
て
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
、
お
散
歩
公
演
。
奇
跡
的
な

こ
と
に
雨
は
開
始
の
一
三
時
に
は
止
ん
だ
の
で
し
た
。
最
初
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
を
し
、
ま
ず
は

シ
ャ
ト
ー
2
F
の
窓
か
ら
踊
り

ま
す
。
散
歩
途
中
の
犬
が
立
ち
止

ま
っ
て
二
人
の
ダ
ン
ス
を
観
察
中
。

今
日
の
散
歩
ル
ー
ト
は
少
し
お
か

し
い
わ
ん
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
そ
し
て
散
歩
ツ
ア
ー
ス
タ
ー
ト
。

滄
浪
泉
園
の
前
の
道
を
通
り
ま
し

た
。
こ
こ
は
は
じ
め
て
ほ
う
ほ
う

堂
が
小
金
井
で
リ
サ
ー
チ
を
は
じ

め
た
と
き
に
や
っ
て
き
た
場
所
で
す
。
し
か
し
そ
の
日
は
火
曜
日
で

定
休
日
だ
っ
た
の
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
や
一
年
以
上
、
毎
月
小
金

井
の
あ
ち
こ
ち
を
訪
ね
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
少
し

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。（
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す

が
…
…
）

　
そ
し
て
一
件
目
の
お
宅
、
藤
本

さ
ん
の
お
家
へ
。（
各
お
宅
で
踊
っ

て
い
る
写
真
は
後
日
ア
ッ
プ
し
ま

す
。）
ね
こ（
さ
く
ら
い
で
は
な
い
、

わ
さ
び
か
な
）
も
登
場
し
ま
し
た
。

散
歩
コ
ー
ス
は
小
金
井
の
南
側
を

ひ
た
す
ら
東
へ
と
歩
く
と
い
う
道

で
し
た
（
結
構
ハ
ー
ド
で
し
た

ね
）。っ
と
途
中
ほ
う
ほ
う
堂
が
登

場
。
あ
の
場
所
に
登
場
す
る
こ
と

は
当
日
の
早
朝
、
雨
の
中
決
め
ま

し
た
。
傘
を
小
道
具
に
し
て
い
ま

す
、
い
い
感
じ
。
途
中
化
け
猫

（
？
）も
登
場
。
空
気
が
読
め
る
や

つ
で
す
。
最
終
目
的
地
は
最
後
ま

で
秘
密
に
し
て
い
た
は
け
の
森
美

術
館
へ
。
美
術
館
の
中
庭
で
踊
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
た
し
か
に
撮
影
や
ダ
ン
ス
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
考
え
る
と
延
期

と
い
う
判
断
が
妥
当
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
以

上
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
小

金
井
と
い
う
地
域
を
舞
台
に
行
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
月
に
一
度
ほ

う
ほ
う
堂
が
小
金
井
へ
と
や
っ
て

き
て
活
動
す
る
こ
と
に
重
点
を
お

い
て
お
り
、
大
事
な
こ
と
は
本
当

に
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
積

み
重
ね
て
い
る
地
域
へ
の
理
解
、

人
と
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
何
よ
り
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
二
人

の
ダ
ン
ス
と
い
う
表
現
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
窓
を
見
せ
て
く
だ

さ
っ
た
お
宅
の
方
々
と
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）、
大
川

直
志
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
吉
次
史
成
（
写
真
撮
影
）、
マ
ッ

プ
デ
ザ
イ
ン
：
永
山
も
も

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
八
日
月
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
ま
つ
り
の
あ
と
…
…

　
そ
し
て
今
日
も
元
気
に
窓
見
学
へ
と
向
か
お
う
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
一
〇
月
の
お
散
歩
公
演
で
や
り
き
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
窓
情
報

が
全
く
な
い
…
…
。
と
い
う
こ
と
で
年
度
末
の
集
大
成
公
演
に
む
け

て
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
り
あ
え
ず
決
ま
っ
た
こ
と
は

今
年
中
に
コ
ア
と
な
る
踊
れ
る
場

所
を
決
め
る
こ
と
が
ま
ず
先
決
。

そ
し
て
そ
れ
を
決
め
て
ツ
ア
ー
を

組
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
ツ
ア
ー

移
動
に
は
あ
ん
な
も
の
や
こ
ん
な

も
の
を
使
え
ば
い
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
出
た
の

で
そ
れ
を
今
絶
賛
手
配
中
で
す
。

　
最
後
は
お
ま
け
と
し
て
市
役
所

の
屋
上
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
屋
上
か
ら
の
景
色
は
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
が
、
窓
か

ら
見
え
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
の
は
少
し
残
念
…
…
。

　
と
い
う
こ
と
で
ほ
う
ほ
う
堂

＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
ま
だ

ま
だ
市
内
の
窓
を
募
集
し
て
い
ま

す
よ
ー（
し
ぶ
と
い
。）
と
い
う
か

大
掃
除
で
も
な
ん
で
も
す
る
の
で

ほ
ん
と
見
せ
て
く
だ
さ
い
。（
本
当

に
本
当
に
お
願
い
し
ま
す
…
…
）

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳

（
ほ
う
ほ
う
堂
）
福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ

う
堂
）、
大
川
直
志
（
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）、
鈴
木
雅
子
（
た
ぶ
ん
数
人

に
と
っ
て
の
小
金
井
の
母
）

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
二
日
木
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
お
さ
め

　
今
年
最
後
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
日
も
寒
い
中
自
転
車
で
市

内
を
暴
走
し
ま
く
り
の
ほ
う
ほ
う
堂
。
ま
ず
は
一
件
目
の
見
学
場
所

へ
。
横
が
公
園
に
な
っ
て
い
て
施

設
の
中
で
は
た
し
か
エ
ア
ロ
ビ
の

教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
す
ご
い
パ
ワ
ー
で
し

た
ね
。
あ
や
う
く
参
加
希
望
者
と

ま
ち
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
次
は
小
金
井
の
北
。
小
金
井
公

園
へ
。
公
園
内
に
あ
る
総
合
体
育

館
が
見
学
場
所
で
す
。
小
金
井
公

園
も
落
ち
葉
が
と
て
も
味
わ
い
深

い
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
と
こ
ろ
で
ダ
ン
ス
を
す
る
の

も
良
さ
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
最
後
の
見
学
場
所
は
こ

こ
（
↑
）
年
度
末
は
こ
こ
か
ら
見

え
る
景
色
の
ど
こ
か
で
ほ
う
ほ
う

堂
が
踊
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
〜
。

今
日
の
見
学
は
こ
れ
に
て
終
了
。

そ
の
後
シ
ャ
ト
ー
へ
戻
り
年
度
末

の
打
ち
合
わ
せ
へ
。

　
年
度
末
に
踊
る
と
こ
ろ
が
あ
る

程
度
絞
り
込
ま
れ
て
き
た
の
で
場

所
の
交
渉
と
日
時
の
調
整
を
随
時
開
始
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
年
度
末
公
演
の
チ
ラ
シ
案
も
一
〇
月
に
マ
ッ

プ
デ
ザ
イ
ン
で
お
世
話
に
な
っ
た
も
も
ち
ゃ
ん
に
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。と
て
も
か
わ
い
く
て
お
し
ゃ
れ
な
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。も

も
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
‼　

今

年
も
小
金
井
で
色
々
な
窓
や
人
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
一
〇
月
に
は
実
際
に
踊
り
に
い

く
こ
と
も
で
き
た
し
。
た
く
さ
ん

の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
一
年

で
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、

福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）、
大
川
直

志
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、

鈴
木
雅
子

二
〇
一
二
年
一
月
二
五
日
水
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
ロ
ー
ラ
ー
大
作
戦
⁉

　
今
年
度
も
残
り
数
か
月
で
す
が
、
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち

こ
ち
の
窓
は
り
き
っ
て
最
後
ま
で
い
き
ま
す
よ
ー
。
な
ん
と
前
日
は

雪
が
大
量
に
降
り
、
ま
だ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
る
中
今
日
も
自
転
車
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鈴
木
雅
子

う
ほ
う
堂
に
し
て
も
淺
井
さ
ん
に
し
て
も
、

私
は
一
参
加
者
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

だ
っ
た
。

　
彼
ら
に
出
会
っ
て
、
自
分
と
ア
ー
ト
、
ダ
ン
ス
み
た
い
な

こ
と
を
と
て
も
身
近
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
。

小
金
井
で
ダ
ン
ス
を
つ
く
る
、
踊
る
、
そ
こ
に
人
々
が
一
緒

に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
歩
い
た
り
、
そ
の
場
で
出
会
っ
た
り
っ
て
こ
と

は
、
自
分
が
今
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
私
を
感
じ
る

「
時
」、「
場
」
で
あ
っ
た
な
と
思
う
。
ダ
ン
ス
っ
て
、
振
り

付
け
ら
れ
て
そ
れ
を
美
し
く
舞
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

今
あ
る
私
と
い
う
も
の
そ
の
も
の
だ
な
と
。
生
き
て
い
る
こ

と
そ
の
も
の
で
、
こ
の
場
が
あ
っ
て
私
と
い
う
も
の
が
あ
る

と
い
う
よ
う
な
、
そ
れ
が
〝
表
現
〞
で
い
い
と
い
う
こ
と
を

気
づ
か
せ
て
も
ら
え
た
。

　
今
私
が
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
ダ
ン
ス
の
お
か
げ
。
ダ
ン

ス
だ
け
に
限
ら
ず
ア
ー
ト
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
今
居
る
私
、
み
た
い
に
思

う
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と
が

私
だ
け
で
は
な
く
す
べ
て
の
人
に
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
い

い
な
。
そ
れ
は
動
物
で
あ
る
私
、
動

物
で
あ
る
動
物
と
か
植
物
で
あ
る
植

で
爆
走
で
す
。
し
か
し
、
今
日
に

限
っ
て
は
い
つ
も
の
爆
走
を
軽
走

に
変
え
す
べ
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
、
滑
り
そ
う
な
と
こ
ろ
は
歩

き
で
慎
重
に
移
動
し
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
こ
の
前
に
下
見
の
段
階

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
時
間
が
な
い
の
に
焦
り
、
二
回

も
自
転
車
ご
と
滑
る
と
い
う
失
態

を
お
か
し
て
い
た
の
で
す
。（
し
か

も
そ
の
内
の
一
回
は
、
派
手
に
や

ら
か
し
て
し
ま
い
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
と
さ

…
…
）

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
ま
ず
は
一
つ
目
の
見
学
場
所
へ
。
本
町
の
上
之

原
公
園
へ
。
や
は
り
寒
い
せ
い
か
人
は
ほ
ぼ
い
ま
せ
ん
。
公
園
横
に

は
上
之
原
会
館
と
い
う
公
共
施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
窓
か
ら
と

思
っ
た
の
で
す
が
、中
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ず
に
断
念
。
と
、次

に
移
動
で
稲
穂
神
社
へ
寄
り
道
。
そ
し
て
二
つ
目
の
見
学
場
所
の
上

水
公
園
へ
。

　
そ
し
て
今
日
の
見
学
場
所
は
少

な
か
っ
た
の
で
あ
ち
こ
ち
は
じ

ま
っ
て
以
来
の
市
内
を
手
分
け
し

て
い
い
窓
を
探
す
こ
と
に
。
野
川

沿
い
、
雪
が
ま
だ
た
く
さ
ん
残
っ

て
い
ま
す
。
途
中
気
に
な
る
お
店

を
発
見
、
し
か
し
窓
は
な
し
…
し

か
も
こ
の
後
、
美
洗
館
の
分
館
に

遭
遇
し
ま
し
た
。（
ど
ち
ら
が
本
館

か
は
謎
で
す
が
）
最
後
は
幼
稚
園

や
ら
中
学
校
を
発
見
し
ま
し
た
が
、
い
い
窓
は
確
認
で
き
ず
…
…

シ
ャ
ト
ー
へ
戻
り
ま
し
た
。
悶
々
と
三
月
の
ツ
ア
ー
は
ど
こ
へ
い
こ

う
か
悩
ん
だ
の
で
し
た
。そ
し
て
熟
考
の
末
た
ど
り
着
い
た
の
は
、ツ

ア
ー
形
式
を
諦
め
、
当
日
は
市
内
各
所
で
踊
る
ほ
う
ほ
う
堂
を
ユ
ー

ス
ト
リ
ー
ム
で
中
継
す
る
映
像
メ

イ
ン
の
も
の
に
し
よ
う
、
と
い
う

も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
た
ど
り
着

く
に
も
ほ
ん
と
紆
余
曲
折
あ
り
ま

し
て
、（
い
き
な
り
機
材
代
が
九

六
％
オ
フ
に
な
っ
た
り
い
ろ
い

ろ
）
こ
の
苦
労
は
ま
た
の
機
会
に
。

今
日
の
活
動
メ
ン
バ
ー
：
新
鋪
美
佳
、

福
留
麻
里
（
ほ
う
ほ
う
堂
）、
大
川
直

志
（
ぷ
ろ
ま
ね
、
奇
跡
的
に
無
傷
で

生
還
）

二
〇
一
二
年
三
月
一
日
木
曜
日

活
動
集
大
成
イ
ベ
ン
ト

　
お
待
た
せ
し
ま
し
た
ー
つ
い
に
情
報
解
禁
。
あ
な
た
の
近
く
の

「
窓
」
か
ら
は
、何
が
見
え
ま
す
か
？　
何
が
聞
こ
え
ま
す
か
？　
家

の
窓
、
教
室
の
窓
、
バ
ス
の
窓
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
け
れ
ど
、
普
段

あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
「
窓
」。
内
と
外
を
む
す
び
、日
常
を

切
り
取
る
「
窓
」。
空
、
雲
、
庭
の
木
、
鳥
の
鳴
き
声
、
車
の
音
…
…

あ
ら
た
め
て
じ
っ
と
「
窓
」
に
切
り
取
ら
れ
た
日
常
を
眺
め
て
み
る

と
、
家
の
向
か
い
の
木
が
少
し
だ
け
伸
び
て
い
た
り
、
空
き
地
に
家

が
建
ち
始
め
て
い
た
り
、
隣
の
お
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
洗
濯
物
が
リ
ズ

ム
よ
く
な
び
い
て
い
た
り
…
…
。

　
『
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
』
で
は
、身
長
一
五
五

セ
ン
チ 

ダ
ン
ス
デ
ュ
オ
「
ほ
う
ほ
う
堂
」
が
小
金
井
市
内
の
あ
ち
こ

ち
の
「
窓
」
か
ら
見
え
る
景
色
の
中
へ
踊
り
に
い
き
ま
す
。
三 

年
間
、

こ
つ
こ
つ
と
小
金
井
の
リ
サ
ー
チ
や
映
像
撮
影
を
積
み
重
ね
て
き
た

活
動
の
集
大
成
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
小
金
井
の
街
を
、
窓
を
、
踊
り
、

巡
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
生
中
継
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
画
面
と
い
う
「
窓
」
か
ら
、
お
近
く
の
「
窓
」
か
ら
、
ほ

う
ほ
う
堂
の
ダ
ン
ス
と
小
金
井
の
日
常
が
重
な
る
瞬
間
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
生
中
継
映
像
中
に
、
見
覚
え
の
あ
る
道
や
景
色
で
ほ
う
ほ
う

堂
が
踊
っ
て
い
た
ら
、
窓
の
外
へ
飛
び
出
し
て
会
い
に
来
て
く
だ
さ

い
ね
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
二
〇
一
二
年
三
月
二
〇
日
（
火
・
祝
）

一
四:

〇
〇
中
継
ス
タ
ー
ト

少
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
内
容
に
一
部
変
更
あ
り
／
当
日
は
市
内
数
ヶ
所
で

中
継
映
像
を
上
映
予
定
、
ま
た
ほ
う
ほ
う
堂
が
出
没
す
る
エ
リ
ア
を
地
図
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
発
信
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ほ
う
ほ
う
堂
の
二
人
を
探
し
に
小

金
井
へ
き
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
二
年
三
月
一
七
日
土
曜
日

ダ
ン
ス
公
演
＆
生
中
継

「
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
」

　
小
金
井
＋
日
常
×
ダ
ン
ス
＝
？ 

身
長
一
五
五
セ
ン
チ
の
ダ
ン
ス

ユ
ニ
ッ
ト
「
ほ
う
ほ
う
堂
」
が
小
金
井
の
街
を
駆
け
巡
り
ま
す
。
ダ

ン
ス
公
演
＆
生
中
継
企
画
「
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の

窓
」
は
三
月
二
〇
日
（
火
・
祝
）
一
四
時
ス
タ
ー
ト
。

　
あ
な
た
の
近
く
の
「
窓
」
か
ら
は
、
何
が
見
え
ま
す
か
？　
何
が

聞
こ
え
ま
す
か
？　
家
の
窓
、
教
室
の
窓
、
バ
ス
の
窓
、
ど
こ
に
で

も
あ
る
け
れ
ど
、普
段
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
「
窓
」。
内
と

外
を
む
す
び
、
日
常
を
切
り
取
る
「
窓
」。
空
、
雲
、
庭
の
木
、
鳥
の

鳴
き
声
、
車
の
音
…
…
。
あ
ら
た
め
て
じ
っ
と
「
窓
」
に
切
り
取
ら

れ
た
日
常
を
眺
め
て
み
る
と
、
家
の
向
か
い
の
木
が
少
し
だ
け
伸
び

て
い
た
り
、
空
き
地
に
家
が
建
ち
始
め
て
い
た
り
、
隣
の
お
宅
の
ベ

ラ
ン
ダ
で
洗
濯
物
が
リ
ズ
ム
よ
く
な
び
い
て
い
た
り
…
…
。

　
『
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
』
で
は
、身
長
一
五
五

セ
ン
チ
ダ
ン
ス
デ
ュ
オ
「
ほ
う
ほ
う
堂
」
が
小
金
井
市
内
の
あ
ち
こ

ち
の
「
窓
」
か
ら
見
え
る
景
色
の
中
へ
踊
り
に
い
き
ま
す
。

　
三
年
間
、
こ
つ
こ
つ
と
小
金
井
の
リ
サ
ー
チ
や
映
像
撮
影
を
積
み

重
ね
て
き
た
活
動
の
集
大
成
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、小
金
井
の
街
を
、窓

を
、
踊
り
、
巡
り
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

を
配
信
し
ま
す
。
画
面
と
い
う
「
窓
」
か
ら
、
お
近
く
の
「
窓
」
か

ら
、
ほ
う
ほ
う
堂
の
ダ
ン
ス
と
小
金
井
の
日
常
が
重
な
る
瞬
間
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
見
覚
え
の
あ
る
道
や
景
色
で
ほ
う
ほ
う
堂
が
踊
っ
て

い
た
ら
、
窓
の
外
へ
飛
び
出
し
て
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
二
〇
一
二
年
三
月
二
〇
日
（
火
・
祝
） 

一
四:
〇
〇
中
継
ス
タ
ー
ト

少
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
内
容
に
一
部
変
更
あ
り
／
当
日
は
市
内
数
ヶ
所
で

中
継
映
像
を
上
映
予
定
。
ほ
う
ほ
う
堂
が
出
没
す
る
エ
リ
ア
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

等
で
発
信
し
ま
す
。

映
像
中
継
上
映
会
場
：
シ
ャ
ト
ー
小
金
井
一
階
（
瀧
田
水
産
前
、
地

図
本
町
小
学
校
教
室
）
ぜ
ひ
、
ほ
う
ほ
う
堂
の
二
人
を
探
し
に
小
金

井
へ
き
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
二
年
三
月
二
〇
日
火
曜
日

ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
さ
い
ご
の
窓

　
ほ
う
ほ
う
堂
＠
小
金
井
の
あ
ち
こ
ち
の
窓
、
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

集
大
成
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

　
二
〇
一
二
年
三
月
二
〇
日
火
曜
日
・
祝
日
。
二
年
間
紆
余
曲
折
を

経
て
、
つ
い
に
つ
い
に
こ
の
日
を
晴
れ
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
シ
ャ
ト
ー
一
階
に
生
中
継
映
像
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
作
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
窓
枠
の
写
真

や
バ
ナ
ー
旗
な
ど
を
メ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
に
作
っ
て
も
ら
い
、
前
日
に

み
ん
な
で
飾
り
付
け
ま
し
た
。
自
転
車
へ
の
装
飾
も
完
璧
。
窓
枠
に

は
ね
こ
も
登
場
。
そ
し
て
、
あ
っ
と
言
う
間
に
ス
タ
ー
ト
時
間
の
一

四
時
に
な
り
、
ま
ず
は
シ
ャ
ト
ー
小
金
井
地
下
の
ジ
ム
ス
ペ
ー
ス
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
ほ
う
ほ
う
堂
が
二

年
前
に
小
金
井
で
は
じ
め
て
踊
っ

た
場
所
も
こ
こ
で
し
た
。
途
中
、

プ
ー
ル
教
室
前
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

で
遊
ぶ
こ
ど
も
と
遭
遇
、
一
緒
に

飛
び
跳
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地

上
一
階
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
へ
。
お
手
製
の
窓

枠
と
共
演
。
そ
う
そ
う
、
書
き
忘

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
中

継
レ
ポ
ー
タ
ー
、
お
馴
染
み
鈴
木

さ
ん
。
窓
枠
を
持
っ
て
の
登
場
で
す
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
で
き
、
ほ

う
ほ
う
堂
影
の
三
人
目
。
的
確
な
レ
ポ
ー
ト
が
好
評
で
し
た
。

　
そ
し
て
次
の
踊
り
ポ
イ
ン
ト
、
平
代
坂
へ
小
走
り
移
動
。
お
散
歩

途
中
の
こ
ど
も
た
ち
も
何
事
か
と
興
味
津
々
で
す
。
途
中
は
走
っ
て

の
移
動
。
次
は
一
〇
月
の
際
に
も
お
邪
魔
し
た
お
宅
へ
。
ま
た
ま
た

例
の
ね
こ
た
ち
が
い
い
動
き
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
人
懐
っ

こ
い
や
つ
に
ゃ
ん
で
す
。

　
そ
し
て
前
掛
屋
エ
ニ
シ
ン
グ
さ
ん
へ
。
ほ
う
ほ
う
堂
特
製
前
掛
を

つ
け
て
踊
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
踊
り
な
が
ら
住
宅
街
へ
と
移
動
窓
か

ら
見
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
は
け
の
小
道
を
通
り
オ
ー
ブ
ン

ミ
ト
ン
カ
フ
ェ
へ
。
室
内
な
の
で

音
楽
を
流
し
、
が
ん
が
ん
踊
り
ま

す
。お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て

も
有
名
で
す
が
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
が
絶
品
で
す
よ
ー
。
次
も
一
〇

月
に
も
踊
り
に
行
っ
た
某
マ
ン

シ
ョ
ン
横
の
公
園
へ
。
前
日
か
ら

❖
ほ
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よ
ね
。

　
ス
タ
ジ
オ
と
か
舞
台
と
か
で
見
た
も
の
っ
て
、
よ
っ
ぽ
ど
の

こ
と
じ
ゃ
な
い
と
忘
れ
ち
ゃ
う
。
彼
女
た
ち
と
一
緒
に
回
っ

て
、
ま
あ
主
催
者
側
の
一
人
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
彼
女
た
ち
の
ダ
ン
ス
と
小
金
井
の
地
と
い
う

も
の
を
巡
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
一
〇
年
二
〇
年
経

つ
私
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
大
き
な
も
の
を
も
ら
え
た
と
い
う
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
は
あ
る
よ
ね
。
だ
か
ら
ス
テ
ー
ジ
で
、
た
だ
あ

の
N
T
T
の
屋
上
で
踊
っ
た
だ
け
だ
っ
た
ら
、
た
し
か
に
す

ご
く
お
も
し
ろ
い
し
美
し
い
し
感
動
も
し
た
け
れ
ど
も
、
映
像

は
今
で
も
ま
ざ
ま
ざ
と
覚
え
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
ま
ち
の
中

で
踊
っ
た
の
は
そ
ん
な
に
覚
え
て
い
な
い
。
で
も
そ
う
い
う
こ

と
と
違
う
ん
だ
よ
ね
。
視
覚
的
に
美
し
い
と
か
そ
う
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
、
や
は
り
そ
の
場
に
い
て
彼
女
た
ち
を
通
し
て
私

の
体
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
の
ダ
ン
ス
で
あ
っ
た
気
が
す
る
。

彼
女
た
ち
の
ダ
ン
ス
っ
て
い
う
の
は
、「
私
が
い
る
こ
と
自
体

が
も
う
ダ
ン
ス
な
ん
で
す
」
っ
て
こ
と
を
言
っ
て
た
。

　
私
の
職
業
人
と
し
て
の
最
後
に
こ
の
業
務
の
担
当
に
な
っ
た

の
。
そ
れ
ま
で
三
〇
年
ぐ
ら
い
は
と
に
か
く
逃
げ
出
し
た
い
、

で
も
生
活
が
あ
る
か
ら
逃
げ
出
せ
ず
、
最
後
に
辿
り
着
い
た
の

が
こ
の
仕
事
だ
っ
た
。
も
う
、
感
謝
し
か
な
い
よ
ね
。
こ
の
人

た
ち
に
出
会
わ
せ
て
も
ら
え
て
な
ん
て
幸
せ
だ
っ
た
ん
だ
ろ

う
っ
て
。
感
謝
感
謝
。
彼
女
た
ち
は
そ
の
場
を
ど
う
い
う
風
に

表
現
す
る
か
っ
て
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
今
、
私
は
考
え
、
在
り
続
け
て
い
ま
す
っ
て
い
う
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど
。

＊
す
ず
き
・
ま
さ
こ
│
三
〇
数
余
年
の
公
務
員
生
活
の
中
で
、
業
務
と
市
民
と

の
関
係
に
戸
惑
い
、
悩
み
、
刺
激
を
受
け
、
最
後
に
た
ど
り
つ
い
た
の
が
長
年
希
望

し
て
い
た
文
化
行
政
で
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
市
民
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
専
門

家
、
そ
し
て
そ
の
他
ア
ー
ト
に
関
わ
る
様
々
に
よ
っ
て
、
よ
り
小
金
井
を
知
る
こ
と

に
な
り
、
小
金
井
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
「
様
々
」
を
誰
か
と
、
あ
る
い
は

何
か
と
共
有
す
る
こ
と
を
考
え
続
け
た
日
々
で
し
た
。
そ
し
て
退
職
し
た
今
で
も
、

私
は
そ
ん
な
中
で
漂
い
続
け
て
い
ま
す
。

仲
良
く
な
っ
て
い

た
こ
ど
も
た
ち
に

見
守
ら
れ
な
が
ら

の
共
演
で
す
。
マ

ン
シ
ョ
ン
の
窓
か

ら
も
見
て
く
れ
た

か
な
ー
。
次
は
リ

サ
ー
チ
で
何
度
も

訪
れ
た
野
川
へ
こ
こ
で
特
別
ゲ
ス
ト
、
野
川
遊
び
人
の
堀
井
さ
ん
。　

野
川
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
と
、
右
へ
振
り
向
く
と
ほ
う
ほ

う
堂
が
例
の
ベ
ン
チ
で
踊
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
後
、
隣
の
ベ
ン
チ
に

座
っ
て
い
た
カ
ッ
プ
ル
へ
突
撃
！　

し
か
し
、
ま
っ
た
く
反
応
し
て
も

ら
え
ず
、
愛
の
力
に
完
敗
で
す

…
…
そ
し
て
い
そ
い
で
、
い
そ
い

で
、
野
川
沿
い
を
自
転
車
移
動
↓

い
い
感
じ
で
旗
も
な
び
い
て
い
ま

す
。

　
途
中
一
瞬
、
ト
ン
ネ
ル
で
自
転

車
を
止
め
、
踊
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
自
転
車
で
坂
を
一
気
に
か
け
あ

が
り
、
新
小
金
井

駅
前
商
店
街
へ
駅

前
の
靴
屋
さ
ん
へ

お
邪
魔
し
ま
し
た
。

靴
を
持
っ
て
の
動

き
が
新
鮮
で
い
い

で
す
ね
。
古
着
屋

さ
ん
へ
電
気
屋
さ

ん
、
お
肉
屋
さ
ん
、
パ
ン
屋
さ
ん
な
ど
な
ど
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
一
緒
に
踊
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
派
手
さ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、と
て
も
い
い
商
店
街
で
す
。
と
く
に
中
華
屋
、境

軒
さ
ん
の
豚
ま
ん
が
お
す
す
め
。
次
は
こ
の
日
の
中
で
一
番
の
長
距

離
移
動
、
た
て
も
の
園
へ
ほ
う
ほ
う
堂
の
二
人
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
つ
つ
、
タ
ク
シ
ー
で
む
か
い
ま
し
た
。

　
西
川
邸
で
踊
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
機
材
ト
ラ
ブ

ル
で
音
楽
が
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
電

波
が
悪
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
…
…
次
も
タ
ク
シ
ー
移

動
で
武
蔵
小
金
井
駅
前
の
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
へ
。
こ
こ
で
は
親
子

の
方
に
見
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。途
中
テ
ラ
ス
へ
も
登
場
！
。そ

し
て
最
後
の
本
町
小
学
校
へ
、
子

ど
も
た
ち
こ
な
い
説
も
あ
り
ま
し

た
が
、
な
ん
の
そ
の
、
み
ん
な
で

輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。
教
室
か

ら
覗
く
と
と
て
も
い
い
風
景
で
し

た
。
そ
し
て
、
最
後
の
最
後
は
学

校
の
屋
上
へ
移
動
。
み
ん
な
で
小
金
井
の
風
景
へ
。
手
を
振
っ
て
終

了
で
す
。
最
後
に
み
ん
な
で
集
合
写
真
を
ぱ
し
ゃ
り
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
三
時
間
で
し

た
が
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
中
継
を
実
施
す
る
と
決

め
て
、
本
番
ま
で
色
々
な
こ
と
が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
映

像
で
ご
覧
頂
い
た
方
、
実
際
に
見

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
。
当

日
の
映
像
は
後
日
ア
ー
カ
イ
ブ
を

公
開
す
る
予
定
な
の
で
お
楽
し
み
に
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ま
と
め
は
こ

ち
ら
↓https://togetter.com

/li/275785

（
S
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。）

物
と
か
命
あ
る
も
の
す
べ
て
に
と
っ

て
「
あ
る
」
と
い
う
こ
と
自
体
が
ダ
ン

ス
だ
な
っ
て
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
彼

女
た
ち
の
ダ
ン
ス
に
出
会
え
た
こ
と
は

私
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
ぼ

ろ
ぼ
ろ
落
と
し
た
り
落
ち
て
い
っ
た
り

し
て
い
る
〝
今
〞
と
い
う
の
が
も
う

ち
ょ
っ
と
落
ち
て
、
そ
れ
で
何
か
に
出

会
っ
て
新
た
な
も
の
を
発
見
し
、
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
な
っ
て
と
い
う
感

じ
な
の
で
、
出
会
え
た
と
い
う
こ
と
の

タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
み
た
い
な
。

　
彼
女
た
ち
は
、
踊
る
ま
で
に
三
年
く

ら
い
小
金
井
に
通
っ
て
小
金
井
の
ま
ち

を
見
て
感
じ
て
、
自
分
と
街
に
住
む

人
々
と
の
関
り
を
ど
う
表
し
て
い
く
か

み
た
い
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
作
っ
て

い
っ
た
か
ら
、
畑
の
中
だ
っ
た
り
人
の

家
の
中
だ
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
も
、
ど

こ
に
い
て
も
〝
私
が
あ
る
〞
と
い
う
こ

と
を
意
識
づ
け
る
。
名
所
で
は
な
く
て

「
あ
、小
金
井
っ
て
こ
う
だ
っ
た
の
か
」

と
い
う
の
を
言
葉
で
は
な
く
感
じ
さ
せ

る
。
日
常
と
非
日
常
、
生
活
と
特
別
な

場
と
い
う
も
の
が
区
別
で
き
る
も
の
で

は
な
い
、
一
緒
の
も
の
な
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
と
て
も
感
じ
さ
せ
て
も
ら
え

た
。
多
く
の
人
は
皆
、
仕
事
に
行
く
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
け
れ
ど
、

そ
う
で
は
な
い
す
べ
て
を
削
ぎ
落
と
し

た
今
の
私
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
人
た
ち

は
あ
の
時
点
で
作
っ
て
い
て
、
発
信
し

て
い
た
の
か
な
。
本
当
に
ね
、
生
き
方

と
い
う
か
感
じ
方
を
変
え
る
ダ
ン
ス
だ
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誰
も
が
表
現
者
と
し
て
存
在
で
き
る
よ
う
な
、

市
民
を
巻
き
込
む
作
品
の
制
作
を
目
指
す

│
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井

　
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井
は
、
小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
事
業
の
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業
と

し
て
二
〇
一
〇
年
か
ら
一
二
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
招
聘
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
淺
井
裕
介
さ
ん
と
、
事
業
を
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
担
う
白
線
隊
（
※
白
線
隊
と
は
、
植
物
に
な
っ
た
白
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で

す
。）、
そ
れ
に
呼
応
す
る
た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
で
、
道
路
に
白
線
で
植
物
を
描
き
ま
し
た
。
白
線
は
最
後
に
森

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
市
内
の
小
学
校
や
市
政
施
行
五
五
周
年
事
業
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
大
き
な
森
と
な
っ

て
花
ひ
ら
き
ま
し
た
。
個
人
の
お
宅
、
東
京
学
芸
大
学
を
は
じ
め
市
内
の
商
店
街
に
今
も
白
線
は
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
使
い
、
色
々
な
場
所
で
制
作
を
す
る
淺
井
裕
介
の
作
品
の
中
で
も
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
シ

リ
ー
ズ
は
、「
淺
井
一
人
で
は
描
け
な
い
絵
」、「
長
い
期
間
そ
の
場
所
に
残
る
」「
公
共
の
場
に
作
ら
れ
る
」
と
い
う
の
が

最
大
の
特
徴
で
す
。
こ
れ
ま
で
淺
井
裕
介
と
白
線
隊
は
約
二
年
間
を
と
お
し
て
小
金
井
の
個
人
宅
や
お
店
の
軒
先
、
小
学

校
な
ど
少
し
ず
つ
で
す
が
場
所
を
探
し
、
了
承
を
得
て
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
一

緒
に
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
白
線
は
、
小
金
井
の
人
た
ち
と
こ
れ
か
ら
も
生
活
を
共
に
し
て
い
き
ま
す
。

淺
井
さ
ん
を
招
い
た
人
は
│
│

小
金
井
の
街
と
淺
井
裕
介
│
三
ツ
木 

紀
英
（
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
／
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業
専
門
委
員
）

　
淺
井
さ
ん
は
い
つ
も
絵
を
描
い
て
い
る
。
打
合
せ
で
話
を
し
て
い
る
時
も
そ
こ
に
あ
る
喫
茶
店
の
紙
ナ
プ
キ
ン
に
絵
を

描
き
出
す
。
鞄
や
P
C
な
ど
の
持
ち
物
や
そ
の
手
に
も
絵
が
描
い
て
あ
る
。
彼
と
い
る
と
な
ん
だ
か
こ
ち
ら
ま
で
絵
を

描
き
た
く
な
っ
て
く
る
。
自
分
も
な
ん
だ
か
描
け
る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
の
だ
。
壁
や
床
、
道
路
、
空
間
の
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
淺
井
さ
ん
の
作
品
は
増
殖
し
て
い
く
が
、
そ
ば
に
い
る
私
た
ち
の
心
に
も
浸
食
し
て
く
る
よ
う
だ
。

　
「
小
金
井
」
と
聞
い
て
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
遮
る
も
の
が
な
い
広
い
空
の
下
に
、大
き
な
公
園
や
緑
な
ど
の
自
然
。

駅
前
以
外
に
は
高
い
建
物
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ち
ょ
っ
と
懐
か
し
い
よ
う
な
落
ち
着
い
た
街
並
み
。
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

招
聘
事
業
は
「
小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
」
の
最
初
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
選
ば
れ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
街
の
持
つ
空
気
感
と
親
和
性
が
あ
り
、
街
の
中
に
様
々
に
展
開
す
る
こ
と
で
人
の
目
に
触
れ
、
周
り
の
人
を

巻
き
込
ん
で
い
く
求
心
力
が
あ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
た
。
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
と
ペ
ン
で
、
太
陽
の
光
を
求
め
て
育

つ
草
木
の
よ
う
に
壁
や
床
を
伸
び
る
「
マ
ス
キ
ン
グ
プ
ラ
ン
ト
」
や
、
そ
の
土
地
の
土
を
使
っ
て
描
く
壁
画
「
泥
絵
」。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参
加
者
と
道
路
の
白
線
を
植
物
の
形
に
切
り
取
っ
て
焼
き
付
け
て
い
く
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」。

淺
井
さ
ん
の
作
品
は
、
ど
れ
も
小
金
井
と
い
う
街
に
リ
ン
ク
す
る
…
…
。
二
〇
〇
九
年
夏
、
淺
井
さ
ん
を
含
む
三
人
の
候

補
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
公
開
プ
レ
ゼ
ン
の
場
で
推
薦
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
西
武
多
摩
川
線
の
新
小
金
井
駅
周
辺
の
昭
和
な
商
店
街
に
は
、
お
し
ゃ
れ
な
こ
だ
わ
り
コ
ー
ヒ
ー
屋
や
若
い
人
が
は
じ

め
た
雑
貨
屋
も
み
ら
れ
る
。
曜
日
に
よ
っ
て
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
茶
屋
さ
ん
が
現
れ
た
り
、
普
通
の
住
宅
内
に
隠
れ

た
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
り
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
興
し
、
丁
寧
に
生
き
る
こ
と
、
生
活
す
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
る
人
た
ち
が
や
ん
わ
り
と
集
ま
っ
て
く
る
街
。
そ
れ
は
淺
井
さ
ん
自
身
が
描
く
こ
と
に
正
直
に
生
き
て
い

く
姿
勢
や
、
暮
ら
し
に
な
ん
だ
か
重
な
る
。
小
金
井
と
い
う
街
を
少
し
ず
つ
知
る
度
に
淺
井
さ
ん
の
作
品
や
人
柄
が
、
よ

り
し
っ
く
り
と
街
に
な
じ
ん
で
き
た
。

　
公
開
プ
レ
ゼ
ン
の
会
場
や
、
市
民
委
員
か
ら
も
、「
淺
井
さ
ん
の
作
品
に
惹
か
れ
る
」「
緑
の
多
い
小
金
井
の
イ
メ
ー
ジ

と
合
っ
て
い
る
」「
○
○
に
淺
井
さ
ん
の
作
品
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
」
な
ど
、
素
直
に
淺
井
さ
ん
に
抱
い
た
好
感
を
表
現

す
る
言
葉
が
聞
か
れ
た
。
三
人
の
専
門
委
員
と
三
人
の
市
民
委
員
で
、
そ
の
後
数
回
の
議
論
を
重
ね
九
人
の
候
補
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
中
か
ら
、
三
人
に
絞
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
六
人
の
選
考
委
員
の
意
見
は
自
然
と
一
致
し
た
。

　
選
考
委
員
の
手
か
ら
は
な
れ
て
、
約
二
年
。
そ
の
間
淺
井
さ
ん
は
小
金
井
の
街
に
一
〇
〇
本
の
「
植
物
に
な
っ
た
白

線
」
を
制
作
す
る
プ
ラ
ン
を
立
て
た
。
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
た
。
白
線
隊
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
が
で
き
た
。
そ
し
て
本
事
業
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
二
〇
一
二
年
一
二
月
の
暮
れ

の
寒
い
日
に
淺
井
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
本
町
小
学
校
の
広
場
の
焼
き
付
け
作
業
を
手
伝
い
に
い
っ
た
。
こ
ん
な
寒
い
日
に
屋

外
作
業
に
人
が
集
ま
る
の
か
し
ら
、
と
い
う
心
配
を
よ
そ
に
、
親
子
連
れ
や
子
ど
も
同
士
、
学
生
な
ど
何
十
人
も
の
人
が

集
ま
っ
て
、
焼
き
付
け
を
行
っ
て
い
た
。
事
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
小
学
生
が
作
っ
た
形
を
白
線
隊
と
呼
ば
れ
る
学
生

が
地
面
に
配
置
を
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
植
物
の
形
を
淺
井
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
手
を
入
れ
る
と
、
急
に
生
命
力
を
帯
び
る
。

ぱ
っ
ぱ
。
と
配
置
す
る
手
の
動
き
を
周
り
で
見
守
る
人
た
ち
。
地
面
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
た
人
の
心
の
中
に
も
淺
井
さ

ん
の
植
物
は
育
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
途
中
散
歩
で
通
り
か
か
っ
た
夫
婦
が
入
っ
て
き
て
、「
や
あ
ー
、
あ
り
が
と
う
ね
。」
と
、
淺
井
さ
ん
に
声
を
か
け
る
。

焼
き
付
け
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
、
展
示
場
所
の
交
渉
役
ら
し
き
街
の
お
じ
さ
ん
が
、
報
告
と
作
戦
会
議
の
た
め
に
や
っ

て
く
る
。
街
の
外
の
人
と
中
の
人
を
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
様
な
人
を
巻
き
込
み
、
植
物
に
な
っ
た
白
線
は
実
現

し
て
い
っ
た
。
淺
井
さ
ん
が
ま
い
た
種
が
小
金
井
で
こ
の
あ
と
ど
う
芽
を
出
す
か
、
楽
し
み
だ
。

白
線
隊
の
隊
長
は
？

植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井
│
齋
藤 

末
度
加
（
白
線
隊
隊
長
）

 　
「
小
金
井
は
な
に
も
な
い
街
で
あ
る
」
と
、
い
う
の
が
小
金
井
に
小
中
学
生
時
代
住
ん
で
い
た
私
の
印
象
で
あ
っ
た
。

格
別
用
事
も
娯
楽
も
な
い
の
で
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ
こ
と
の
な
い
街
だ
。
し
か
し
、
私
個
人
に
と
っ
て
は
、
幼
少
期
の
思

い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
い
と
お
し
い
街
だ
。

│
│
幼
少
期
。

※
本
稿
は
、
事
業
の
報
告
書『
森
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金

井
』か
ら
抜
粋
、
再
掲
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
は
二
〇
一
〇

年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
、
小
金
井
市
の
個
人
宅

か
ら
市
立
美
術
館
、
小
学
校
で
行
っ
た「
植
物
に
な
っ
た

白
線
＠
小
金
井
」の
様
子
を
紹
介
し
て
お
り
、
活
動
に
関

わ
っ
た
市
民
や
学
生
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
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淺
井
裕
介
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
道
路
工
事
の
白
線
を
目
撃
し

た
と
き
ど
う
み
て
も
絵
を
描
い
て
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
く
て
う
ら
や

ま
し
か
っ
た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
あ
れ
で
絵
を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
」
と
語
っ
て
い
た
。
淺
井
さ
ん
は
少
年
時
代
の
夢
（
目
標
）
を
、
大

阪
・
横
浜
・
代
々
木
公
園
・
青
森
・
そ
し
て
小
金
井
で
見
事
に
実
現
さ

せ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
淺
井
少
年
の
夢
・
白
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

て
小
金
井
へ
赴
く
た
び
に
、
幼
い
頃
の
自
分
が
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

の
横
断
歩
道
の
向
こ
う
側

│
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
白
黒
白
黒
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
の
向
こ
う
側
に

│
陽
炎
め
い
て
立
っ
て
い
る
姿
を
み
つ

け
る
。
私
は
あ
の
頃
何
を
夢
に
見
て
い
た
ろ
う
か
。
今
そ
れ
を
実
現
し

て
る
だ
ろ
う
か
。
等
々
思
考
。

　
白
線
の
焼
き
付
け
は
、
小
金
井
各
所
で
行
っ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
お
子
さ
ん
が
い
た
。
彼
ら
は
こ
れ
か
ら
、
焼

き
付
け
た
白
線
と
一
緒
に
過
ご
し
、
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
街
と
、
白

線
と
一
緒
に
。
彼
ら
は
大
き
く
な
っ
た
と
き
、
白
線
を
見
て
、
焼
き
付

け
を
し
た
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
る
だ
ろ
う
か
。
あ
の
頃
何
を
夢
に
見

て
、
そ
れ
を
今
実
現
し
て
る
だ
ろ
う
か
、
と
思
う
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
金
井
は
何
も
な
い
な
ど
と
失
礼
な
こ
と
を
の
た
ま

わ
っ
た
の
で
、
訂
正
し
た
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
間

に
、
小
金
井
の
魅
力
的
な
風
景
を
沢
山
み
つ
け
た
。
坂
が
あ
る
。
川
が

あ
る
。
原
っ
ぱ
が
あ
る
。
立
派
な
木
も
あ
る
。
昔
か
ら
あ
る
狭
い
道
も

あ
る
。
坂
の
上
か
ら
の
眺
め
。
個
性
的
な
お
店
。

　
「
て
や
ん
で
い
、
そ
ん
な
の
俺
の
街
に
も
あ
ら
あ
」
と
は
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
な
。
小
金
井
と
貴
方
の
街
の
地
べ
た
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

す
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
は
日
本
中
に
木
の
根
っ
こ
の
よ
う
に
走
っ

て
い
る
。
小
金
井
と
ど
こ
か
は
、
根
っ
こ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
の

自
分
の
足
元
の
地
面
も
、
ど
こ
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
は
「
こ
こ
」
と
「
ど
こ
か
」
の
場
所
と
時

間
は
、
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
小
金
井
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
。
横
断
歩
道
の
白
い
線
を
渡
っ
た

先
に
い
る
幼
い
自
分
が
ゆ
ら
ゆ
ら
し
な
が
ら
此
方
を
み
て
い
る
。

　
「
ど
ち
ら
へ
渡
る
か
」
信
号
は
ど
う
や
ら
青
だ
。
横
断
歩
道
の
線
は

気
が
つ
く
と
形
を
変
え
て
、
植
物
の
絵
に
な
っ
て
い
た
。

市
役
所
の
人
は
ど
う
思
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
？

「
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井
」
に
思
う
こ
と

│
吉
川
ま
ほ
ろ
（
小
金
井
市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推

進
係
）

　
「
道
路
に
横
断
歩
道
な
ど
を
書
く
白
線
を
使
っ
て
、
駐
車
場
と
か
に

絵
を
描
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
よ
う
と
思
う
の
で
す
が
…
…
」
と
、

一
年
前
、
当
時
の
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
の
事
務
局
長
に
言
わ

植
物
に
な
っ
た
白
線
　
年
表

年月
・
日 

動
き

具
体
的
内
容

二
〇
〇
九

 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業
開
始

 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
決
定

二
〇
一
〇

 

小
金
井
下
見
1

焼
き
付
け
の
で
き
る
場
所
を
探
す

 

小
金
井
下
見
2

五
・
二
八 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
『
空
き
地vol.1

』

六
・
五 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
『
こ
ん
に
ち
は
、
小
金
井
』

　
・
六 

招
聘
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
お
披
露
目
パ
ー
テ
ィ

一
一
・
一
三 

公
開
制
作
／
W
S
 植
物
に
な
っ
た
白
線vol.1

一
二
・
九 
白
線
隊
、
小
金
井
散
歩

白
線
を
焼
き
付
け
ら
れ
る
場
所
を
さ
が
し
て
う
ろ
う
ろ

　
　
・
一
八 

白
線
隊
、
小
金
井
散
歩
二

白
線
を
焼
き
付
け
ら
れ
る
場
所
を
さ
が
し
て
う
ろ
う
ろ
2

　
　
・
一
九 

公
開
制
作
／
W
S
 植
物
に
な
っ
た
白
線vol.2

二
〇
一
一

一
・
一
五 

公
開
制
作
／
W
S 

植
物
に
な
っ
た
白
線vol.3

あ
け
ま
し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
公
開
制
作
。
い
よ
い
よ
焼
付
け
開

始
！

二
・
五 

公
開
制
作
／
W
S 

植
物
に
な
っ
た
白
線vol.4

駅
前
駐
車
場
に
大
掛
か
り
な
焼
付
け
を
公
開
制
作
し
ま
し
た

三
・
五 

公
開
制
作
／
W
S 

植
物
に
な
っ
た
白
線vol.5

ピ
ク
ニ
ッ
ク
し
な
が
ら
小
金
井
市
内
の
個
人
宅
、
中
村
文
具
店
で
の
公

開
制
作

　
・
八 

公
開
制
作
／
W
S
植
物
に
な
っ
た
白
線vol.6

続
・
小
金
井
市
内
公
開
制
作 

　
・
一
一 

（
東
日
本
大
震
災
） 

 
 

れ
た
時
は
、
ほ
ぼ
鳩
豆
状
態
で
、「
な
ん
の
こ

と
や
ら
？
」
と
思
い
ま
し
た
。
既
に
作
品
と

な
っ
て
い
た
、
横
浜
市
新
羽
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
内
容
や
、
小
金
井
で
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
し

て
い
る
企
画
の
詳
細
を
聞
く
ほ
ど
に
、「
こ
れ

は
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
ぞ
」

と
、
素
材
と
発
想
の
面
白
さ
に
わ
く
わ
く
し
て

き
た
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
自
由
な
発
想
を
、
組
織
の
中

に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
の
壁
は
厚

く
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
小
金
井
と
い
う
土
地

柄
に
ア
ー
ト
と
い
う
発
想
を
ど
う
取
り
入
れ
て

い
く
の
か
と
い
う
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私

自
身
、
現
代
ア
ー
ト
っ
て
な
ん
だ
か
わ
か
ん
な

い
な
あ
と
思
っ
て
い
る
人
で
す
か
ら
、
胡
散
臭

げ
に
斜
め
に
見
て
い
る
人
の
気
持
ち
も
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
で
も
こ
の
白
線
作
品
は
、
素
材
の

意
外
性
と
、
見
る
人
に
、「
ほ
ん
わ
か
の
ほ
ほ

ん
」
と
し
た
柔
ら
か
い
気
持
ち
を
持
た
せ
、
と

ん
が
っ
た
ア
ー
ト
で
は
な
い
分
「
あ
、
私
も

や
っ
て
み
た
い
。
や
れ
る
か
も
！
」
と
い
う
気

持
ち
を
沸
き
立
た
せ
る
の
で
、
小
金
井
に
お
け

る
ア
ー
ト
作
品
の
第
一
歩
と
し
て
は
最
適
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
小
金
井
市
内
で
の
第
一
号
作
品

白線が植物になるまで

❶出発
小金井の遊歩道やはけ
の森緑地を通ったりし
て、焼き付け場所へ向
かいます。

鳥や虫もアクセントに
なる大事な素材です。

❷掃除
素材がよく定着するよ
う砂や土をきれいには
らいます。

❹並べる
切り出した素材を組み
合わせて植物をはやし
ていきます。

❸切る
はさみで白線ロールを
切り出します。

余った素材も、「モザイ
ク」や「まる」として生か
されます。
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を
、
公
共
の
施
設
に
焼
き
付
け
を
し
た
い
、
と
い
う
希
望
は
、
諸
々
の

事
情
が
あ
っ
て
か
な
わ
ず
、
そ
れ
な
ら
ば
ま
ず
、
こ
の
作
品
が
好
き
だ

と
い
う
協
力
者
を
を
多
く
作
ろ
う
と
い
う
作
戦
に
変
更
し
、
市
報
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
や
、
焼
き
付
け
の
場
所
提
供
の
協
力
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
徐
々
に
手
を
上
げ
て
く
れ
る
人
が
増
え
、
個
人
の

お
宅
や
、
民
間
の
駐
車
場
な
ど
に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
白
線
植
物
の
芽
が

出
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
立
本
町
小
学
校
の
全
面
協
力
は
、
本
当

に
奇
跡
の
よ
う
な
話
で
し
た
。「
芝
生
の
校
庭
を
白
線
の
植
物
が
ふ
ち

ど
っ
た
ら
夢
の
よ
う
な
学
校
が
完
成
し
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ

た
校
長
先
生
、
副
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
奔
走
し
て
く
だ
さ
っ
た
図
工

の
日
下
先
生
、
六
年
生
の
担
任
の
先
生
方
、
学
校
を
上
げ
て
協
力
を
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り 

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、

市
長
選
と
ぶ
つ
か
っ
た
せ
い
か
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
成
果
が
な
に
も

な
か
っ
た
の
が
本
当
に
残
念
で
す
が
。
い
つ
か
T
V
の
「
空
か
ら
日

本
を
見
て
み
よ
う
」
で
紹
介
し
て
く
れ
な
い
か
し
ら
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

残
っ
た
課
題
は
、
そ
う
し
て
ぜ
ひ
自
宅
に
も
と
手
を
上
げ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
中
で
、
雨
天
の
中
止
な
ど
で
焼
き
付
け
が
で
き
な
か
っ

た
方
々
。
そ
の
後
は
ど
う
な
る
の
か
、
な
ど
の
連
絡
不
足
か
ら
ご
不
満

四
・
二
六 

【
公
開
制
作
／
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線vol.7

雨
の
日
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。
素
材
制
作
と
「
聞
き
耳
」（
淺
井
裕
介
× 

齋
藤

祐
平
）
が
突
然
公
開
制
作  

 
  

白
線
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
白
線
通
信
制
作
開
始 

 

（
※
白
線
通
信
と
は
、
二
〇
一
一
年
よ
り
制
作
し
は
じ
め
た
手
書
き
の
新

聞
。
焼
き
付
け
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
度
に
、
白
線
隊
、
参
加
者
、
焼
き

付
け
宅
な
ど
か
か
わ
っ
た
人
が
、
そ
の
場
で
み
ん
な
で
書
く
寄
せ
書
き
形

式
。
ブ
ロ
グ
は
基
本
的
に
一
人
の
人
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
だ
が
、
関
わ
り
の
あ

る
人
み
ん
な
で
何
か
記
録
を
残
せ
な
い
か
と
思
い
、
考
案
し
ま
し
た
） 

六
・
二
六 

【
公
開
制
作
／
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線vol.9

個
人
宅
白
線
の
焼
き
付
け
と
、
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2011

報
告
会

七
・
二 

【
公
開
制
作
／
W
S
】 植
物
に
な
っ
た
白
線 vol.10

個
人
宅
へ
焼
付
け
と
公
開
制
作
、
武
蔵
野
公
園
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク 

七
・
二
二 

シ
ャ
ト
ー
2
F
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
&
 キ
ッ
ク
オ
フ
パ
ー
テ
ィ
ー

各
招
聘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中
間
報
告
ト
ー
ク
と
展
示

を
行
う

八
・
六 

【
公
開
制
作
／
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線 vol.11

個
人
宅
へ
焼
付
け
つ
い
にno,30

87

ௌॆമۛߘ]ټෟ,glbb���65

/0-.1-.0���5833

87

ௌॆമۛߘ]ټෟ,glbb���65 /0-.1-.0���5833

86

白線通信とは、2011 年より制作しはじめた
手書きの新聞。焼き付けやイベントなどを行
う度に、白線隊、参加者、焼き付け宅などか
かわった人が、その場でみんなで書く寄せ書
き形式。ブログは基本的に一人のひとによる
レポートだが、関わりのある人みんなで何
か記録を残せないかと思い、考案しました。

ௌॆമۛߘ]ټෟ,glbb���64 /0-.1-.0���5833
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を
持
っ
た
方
が
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
せ
っ

か
く
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
持
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
た
ち
な
の

で
す
か
ら
、
確
実
に
網
羅
し
て
手
を
抜
か
ず
、
丁
寧
な
連
絡
、
対
応
を

し
て
い
か
な
い
と
、
次
に
続
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
全
般
の
情
勢
は
厳
し
く
、
直
接
生
死
に
か
か
わ
り
の
な
い
文
化

に
対
す
る
世
間
の
風
は
冷
た
い
で
す
。
ま
た
、
小
金
井
市
自
身
の
課

題
、
問
題
は
多
々
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
れ
ら
は
、
い
つ
か
必
ず
解
決
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
解
決
が
で
き
た
そ
の
時
に
、
文
化
の

香
り
の
な
に
も
な
い
砂
漠
の
よ
う
な
小
金
井
市
に
は
な
ら
な
い
よ
う

に
、
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
で
も
種
を
ま
い
て
、
小
さ
な
芽
を
出
し
て

と
い
う
努
力
を
続
け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
白
線
の
花
々
が
そ
っ
と
増
え
て
い
く
よ
う
に
。

市
民
と
一
緒
に
活
動
し
た
淺
井
さ
ん

│
あ
と
が
き
か
ら

│
淺
井
裕
介

　
二
〇
一
〇
年
の
春
に
小
金
井
市
を
訪
れ
て
か
ら
ま
る
二
年

小
金
井
市
内
を
く
ま
な
く
と
ま
で
は
行
か
な
い
け
れ
ど
、
ひ

と
月
に
何
度
も
通
い
、
個
人
宅
か
ら
小
学
校
の
校
庭
ま
で
、

横
断
歩
道
用
の
白
線
素
材
で
町
の
中
に
作
品
を
一
〇
〇
本
つ

く
る
と
い
う
挑
戦
に
僕
た
ち
は
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
本

は
絵
描
き
で
あ
る
淺
井
裕
介
と
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
通

称
「
白
線
隊
」
に
よ
る
小
金
井
で
の
全
活
動
記
録
を
中
心

に
、
こ
の
企
画
に
か
か
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
と
場
所
と
の
共

同
制
作
で
あ
る
作
品
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井
」
の

図
録
で
も
あ
ま
す
。
作
品
写
真
を
見
て
も
ら
う
と
一
見
一
人

の
作
家
の
作
っ
た
作
品
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

の
も
つ
特
性
、
か
か
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
や
、
人
数
な
ど
で
違

い
が
見
て
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。
白
線
隊
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ

の
ほ
と
ん
ど
は
学
生
か
平
日
別
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
々

で
、
お
そ
ら
く
今
回
が
こ
う
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
心

者
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
弱
小
と
も
言
っ
て
い
い
チ
ー
ム
で

普
段
か
ら
ア
ー
ト
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
で
も
大
変
な
街
中
で
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
大
仕
事
を
（
ち
ょ
っ
と
お
お
げ
さ
か

な
）
僕
と
二
人
三
脚
で
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
多
く
は
簡
単
で
は
な
い
連
絡
と
確
認
の
積
み
重
ね
で
す
。
こ
ち
ら
か

ら
オ
フ
ァ
ー
し
て
断
ら
れ
る
な
ん
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
、
今
思
え
ば

お
願
い
す
る
こ
と
自
体
が
ま
と
も
に
取
り
合
っ
て
も
ら
え
な
い
と
こ

ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
中
で
時
々
ご
褒
美
の
よ
う
に
ひ
ゅ

る
ひ
ゅ
る
っ
と
、
作
品
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
本
当
に
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
自
由
奔
放
に
振
舞
う
作
家
と
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
る

ス
タ
ッ
フ
や
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
面
々
、
残
る
作
品
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
個
人
宅
の
み
な
さ
ん
や

小
学
校
、
そ
し
て
惜
し
く
も
つ

く
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
場

所
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
出
来
事

は
日
常
化
さ
れ
て
い
く
完
成
後

も
含
め
て
到
底
書
き
き
れ
ま
せ

ん
。

　
そ
れ
で
も
こ
の
本
を
通
し
て

僕
ら
が
感
じ
て
い
た
み
た
い

に
、
絵
（
植
物
）
が
生
ま
れ
る

瞬
間
の
喜
び
や
、
ち
ょ
っ
と
で

も
今
現
在
の
小
金
井
の
雰
囲
気

を
感
じ
て
も
ら
っ
た
り
、
実
際

に
小
金
井
市
内
に
点
在
し
て
い

る
作
品
を
探
し
に
行
っ
た
り
、

あ
る
い
は
あ
り
も
し
な
い
場
所

に
作
品
を
想
像
し
て
し
ま
っ
た

り
、
そ
ん
な
風
に
観
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
企
画
に
か

か
わ
っ
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人

に
至
ら
な
い
点
を
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

九
・
六 

白
線
隊
、
湖
畔
の
原
始
感
覚
美
術
祭
を
見
に
行
く

　
・
二
六 

白
線
隊
、
代
々
木
公
園
白
線
へ
参
加

一
〇
・
二 

【
公
開
制
作
／
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線vol.7

学
芸
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
！

　
　
・
一
〇 

白
線
隊:

小
金
井
散
策
三

白
線
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
た
め
に
、
小
金
井
を
散
歩
。

　
　
・
三
〇 

白
線
隊
が
ご
あ
ん
な
い
！　
秋
の
小
金
井
お
む
す
び
散
歩

淺
井
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
「
白
線
隊
」
が
小
金
井
の
ま

ち
の
案
内
人
と
な
っ
て
、
秋
の
お
散
歩
ツ
ア
ー
を
行
う
。

一
一
・
五 

【
公
開
制
作
／
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線vol.13

小
金
井
市
立
は
け
の
森
美
術
館
へ
の
焼
付
け

一
二
・
一
四 

本
町
小
学
校
・
六
年
生
全
員
へ
レ
ク
チ
ャ
ー

　
　
・
一
五 

【
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
本
町
小

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
1　
六 

年 

三 

組

　
　
・
一
六 

【
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
本
町
小

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2　
六
年
一
組
と
二
組 

　
　
・
一
七 

【
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
本
町
小

焼
き
付
け
一
日
目

　
　
・
二
八 

【
公
開
制
作
／
W
S
】
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
本
町
小

焼
き
付
け
二
日
目

75
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ス
タ
ッ
フ
の
気
づ
き

「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
の
あ
れ
こ
れ
？

│
佐
藤
李
青
（
東
京
ア
ー

ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
、
元
小
金
井
ア
ー
ト
フ

ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
実
行
委
員
会
事
務
局
長
）

　
な
ぜ
、
道
路
に
勝
手
に
白
線
を
引
い
て
は
い
け
な
い
の
か
？

　
こ
ん
な
こ
と
を
真
顔
で
聞
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
め
ん
ど
う

く
さ
い
奴
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
横
断
歩
道
は
人
が
道
路

を
横
断
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
白
線
で
あ
っ
て
、
車
道
の
白
線
は
車
の

走
行
ル
ー
ル
を
表
現
し
て
い
る
。「
公
道
」
の
白
線
は
「
誰
か
」
の
表

現
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
み
ん
な
」
に
共

有
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
標
識
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
個
人
の

判
断
で
乱
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
混
乱
が
生
ま
れ
て
事
故
も
起
き
か
ね
な

い
。
こ
れ
は
、
誰
も
が
あ
た
り
ま
え
に

思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
み
る
と
、

「
植
物
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井
」
は
、

ど
こ
ま
で
も
「
わ
た
し
（
た
ち
）」
を
追

い
求
め
た
活
動
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

う
い
え
ば
、
誰
か
の
意
思
を
感
じ
さ
せ
な

い
、
き
っ
ち
り
と
直
線
や
直
角
で
引
か
れ

た
公
道
の
白
線
と
、
曲
線
ば
か
り
の
、
個

人
の
趣
向
が
た
っ
ぷ
り
込
め
ら
れ
た
素
材

で
出
来
た
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
は
対

極
的
だ
。

　
大
中
小
の
葉
っ
ぱ
と
茎
。
木
の
実
。
虫

や
動
物
。
○
△
□
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

公
開
制
作
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出
か
け
た
緑

地
や
公
園
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
手
で
つ

く
ら
れ
た
白
線
の
素
材
。
こ
の
多
種
多
様

な
素
材
た
ち
は
、
淺
井
さ
ん
の
手
に
よ
っ

て
植
物
と
し
て
つ
な
げ
ら
れ
、
小
金
井
市

内
の
個
人
の
お
宅
や
お
店
に
焼
き
つ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
作
業
を
、
少
し

振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

お
お
ま
か
に
分
類
さ
れ
た
白
線
の
素

材
、
ハ
ン
ド
バ
ー
ナ
ー
と
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、

未
使
用
の
シ
ー
ト
と
ハ
サ
ミ
、「
制
作
中
」

の
看
板
、
そ
し
て
白
線
の
家
主
に
渡
す

「
認
定
証
」
な
ど
道
具
一
式
を
シ
ャ
ト
ー

2
F
で
カ
ー
ト
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
詰
め

込
み
、
現
場
へ
出
発
す
る
。
荷
物
を
抱
え

な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
チ
ー
ム
の
白
線
隊
が

小
金
井
の
住
宅
街
を
歩
く
姿
は
、
行
き
交

う
人
に
は
少
し
奇
妙
に
映
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

　
現
場
に
到
着
し
た
ら
、
家
主
に
ご
あ
い

さ
つ
。
そ
の
日
の
作
業
の
説
明
と
植
物

の
配
置
を
相
談
し
、
素
材
や
道
具
を
広

げ
て
、
仕
事
に
取
り
か
か
る
。
新
た
な
素

材
の
切
り
出
し
、
素
材
の
配
置
と
焼
き

付
け
の
二
つ
が
主
な
仕
事
。
素
材
の
切
り

出
し
は
、
白
線
隊
だ
け
で
な
く
、
焼
き
付

け
を
お
願
い
す
る
家
主
さ
ん
に
も
お
願
い
を
す
る
。
お
店
が
文
具
屋
さ
ん
な
ら
ば
、
文
房
具
。
不
動
産
屋
さ
ん
な
ら
ば
、

家
。
犬
の
飼
っ
て
い
る
お
宅
で
は
、
犬
を
。
そ
う
し
て
、
焼
き
つ
け
る
白
線
へ
そ
の
場
所
に
し
か
な
い
「
わ
た
し
」
の
表

現
が
混
ざ
り
こ
ん
で
い
く
。
と
き
に
は
、
噂
を
聞
き
つ
け
た
ご
近
所
さ
ん
も
一
緒
に
つ
く
り
は
じ
め
る
。
白
線
隊
、
焼
き

つ
け
場
所
の
家
主
や
家
族
、
友
達
や
通
り
が
か
り
の
人
ま
で
、
焼
き
つ
け
の
現
場
に
は
素
材
づ
く
り
を
通
し
た
不
思
議
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
い
つ
も
小
さ
な
居
心
地
の
よ
い
「
わ
た
し
た
ち
」
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
出
来
て
い
た
。

　
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
は
、
こ
う
し
た
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
多
様
な
「
わ
た
し
」
と
の
関
係
性
が
結
ば
れ
た

作
品
だ
。「
ひ
と
り
で
は
つ
く
れ
な
い
も
の
」、「
消
え
ず
に
残
っ
て
い
く
も
の
」
と
い
う
特
徴
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、「
わ

た
し
た
ち
の
つ
く
っ
た
も
の
」、「
焼
き
つ
け
を
行
っ
た
お
宅
（
お
店
）
の
日
常
生
活
に
埋
め
こ
ま
れ
て
い
く
も
の
」
と
い

う
関
係
性
を
示
す
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
関
係
性
が
上
手
く
つ
く
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
悲
し
い
結

末
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
公
道
の
白
線
は
、
た
と
え
消
え
て
し
ま
っ
て
も
「
み
ん
な
」
に
と
っ
て
必
要
と
さ

れ
る
機
能
を
も
つ
が
ゆ
え
に
引
き
直
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
わ
た
し
（
た
ち
）」
の
白
線
は
そ
の
関
係
性
が
失
わ
れ
て
し
ま

え
ば
、
い
と
も
簡
単
に
消
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
（
実
際
に
そ
う
い
う
結
末
を
迎
え
た
も
の
も
あ
っ
た
）。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
真
価
が
見
え
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、「
小
金
井
の
一
〇
〇
カ
所
に
道
路
用
の
白
線
の
植
物
を
つ
く
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
小
金
井
ア
ー

二
〇
一
二 

一
・
一
九 

【
公
開
制
作
／
W
S
】
植
物
に
な
っ
た 

白
線
＠
小
金
井vol.14

雨
天
の
た
め
中
止

一
・
二
〇 

【
公
開
制
作
／
W
S
】
植
物
に
な
っ
た 

白
線
＠
学
芸
の
森
保
育
園

雨
天
の
た
め
中
止

三 

森
に
な
っ
た
白
線
＠
小
金
井

J
R
武
蔵
小
金
井
、
東
小
金
井
駅
、
シ
ャ
ト
ー
2
F
で
成
果
展

94 95
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ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業
の
最
初
の
一
歩
、
小
金
井
の
散
歩
リ
サ
ー
チ
か
ら
生
ま
れ
た
。
小
金

井
の
街
を
見
て
ま
わ
っ
た
印
象
か
ら
、
す
で
に
日
本
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
た
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
を
、
道
路
一
本

を
使
う
よ
う
な
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
大
き
さ
程
度
の
も
の
を
市
内
に
点
在
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
く
に
外
か
ら
見
て
目
立
つ
何
か
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
地
理
的
な
起
伏
も
少
な
く
、
駅
前
以
外
に
そ
れ
ほ
ど
高
い
ビ

ル
も
な
い
。
大
き
な
公
園
が
南
北
に
二
つ
、
住
宅
が
多
く
、
日
常
生
活
を
営
む
場
所
と
し
て
の
特
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
小
金
井
の
街
を
見
た
と
き
に
、
こ
の
方
法
が
選
ば
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
に
は
、
当
初
、「
ひ
そ
や
か
な
る
氾
濫
」
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
挑
戦
的

な
副
題
が
つ
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
た
し
か
白
線
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
き
た
最
初
の
頃
に
淺
井
さ
ん
が
つ
ぶ
や
い
た
言

葉
だ
っ
た
と
思
う
。
無
数
の
小
さ
な
変
化
を
市
内
各
所
で
巻
き
起
こ
す
こ
と
で
、
じ
わ
じ
わ
と
変
化
を
起
こ
し
て
い
く
。

と
て
も
魅
力
的
な
言
葉
だ
と
思
っ
た
。

　
け
っ
き
ょ
く
、
副
題
と
し
て
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
の
活
動
は
、
こ
の
幻
の
副
題

に
沿
っ
た
活
動
と
し
て
進
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
は
、
は
じ
め
か
ら
共
有
で
き
る
「
み
ん
な
」
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
小
さ
な
「
わ
た
し
」
へ
目
を
向
け
、
そ
の
関
係
を
つ
む
ぎ
、
地
域
内
に
無
数
の
「
わ

た
し
た
ち
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く
も
の
だ
っ
た
。
あ
た
り
ま
え
の
「
み
ん
な
」
を
前
提
に
す
る
の
で
は
な

く
、「
わ
た
し
た
ち
」
か
ら
「
み
ん
な
」
を
再
構
築
し
て
い
く
。
そ
も
そ
も
、
小
金
井
市
の
公
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

た
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
う
え
で
も
先
駆
的
な
手
法
だ
っ
た
と
い
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
の
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
東
京

│
岩
井
成
昭

　
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
東
京
と
は
、
市
民
が
現
代
ア
ー
ト
の
手
法
を
使
い
、
地
域
に
居
住
す
る
外
国

人
と
交
流
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
作
品
に
ま
と
め
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

母
体
と
な
る
ほ
か
、
多
文
化
環
境
を
ア
ー
ト
で
支
え
て
い
く
方
法
を
開
発
・
試
行
し
て
行
き
ま
す
。
小
金
井
で
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業
の
一
環
と
し
て
始
ま
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
三
回
の
展
示
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
東
京
﹇
I

M
M
﹈
は
二
〇
一
〇
年
に
小
金
井
で
始
ま
り
ま
し
た
。
小
金
井

市
に
外
国
の
方
々
は
住
ん
で
い
ま
す
が
、
と
く
に
集
住
地
区
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
が
安
定
し
た
層
の

人
々
が
比
較
的
多
く
、
街
も
か
な
り
落
ち
着
い
た
印
象
で
し
た
。
し
か
し
、
と
り
た
て
て
外
国
人
が
集
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
ご
く
普
通
の
ま
ち
で
、
I

M
M
の
展
覧
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
全
国

の
ど
こ
に
で
も
在
る
よ
う
な
町
が
、
潜
在
的
に
持
つ
課
題
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
も
最
初
に
開
催
し
た
の
は

3.11

、
東
日
本
大
震
災
の
わ
ず
か
二
週
間
後
で
し
た
。
福
島
の
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
都
内
で
も
計
画
停
電

が
行
わ
れ
、
展
示
に
必
要
な
ビ
デ
オ
も
機
能
せ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
東
京
都
民
も
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

よ
う
な
状
況
で
し
た
。

　
私
は
あ
の
時
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
も
流
浪
の
民
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
慄
き
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
現
実
の
中
で
I

M
M
を
始
め
た
こ
と
が
、
と
て
も
象
徴
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
、

ず
っ
と
も
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ふ
う
に
自
分
た
ち
の
足
元
が
ぐ
ら
つ
い
て
、
ど
こ
か
別
の
場
所
に
移

越
境
す
る
こ
と
、

ア
ー
ト
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、

ア
ー
ト
に
で
き
る
こ
と
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住
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
い
つ
で
も
起
こ
り
得
る
の
で
す
。
だ
と
す
れ
ば
、
今
同
様
の

状
態
で
日
本
に
来
て
い
る
在
留
外
国
人
と
私
た
ち
の
間
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

小
金
井
市
で
I

M
M
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
私
自
身
も
色
々
な
こ
と
が
学
べ
ま
し

た
。
異
な
る
国
籍
や
民
族
性
（
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）
を
も
つ
人
た
ち
が
東
京
で
暮
ら
す
場

合
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
な
、
と
い
う
の
が
I

M
M
を
始
め

る
き
っ
か
け
で
し
た
。
在
留
外
国
人
で
も
、
同
じ
国
籍
や
出
身
地
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
既
に
存
在
し
、
S

N
S
等
で
固
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
I

M
M
で
は
そ
れ
と
は
別

に
国
籍
や
民
族
を
超
え
て
日
本
に
い
る
外
国
人
同
士
と
し
て
つ
な
が
れ
る
よ
う
な
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
だ
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
小
金
井
市
で
の
活

動
で
、
そ
れ
が
独
り
よ
が
り
の
夢
想
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
小
金
井
市
の
の
ち
に
足
立
区
の
千
住
で
I

M
M
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
で
き

れ
ば
、
出
身
の
国
籍
も
民
族
も
超
え
た
人
た
ち
が
、
日
本
人
も
交
え
て
、
レ
イ
ン
ボ
ー
カ

ラ
ー
の
よ
う
に
隣
り
合
っ
て
存
在
し
な
が
ら
、
そ
の
境
界
線
を
滲
ま
せ
合
う
こ
と
が
理
想

的
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
混
在
の
あ
り
方
（
マ
ッ
ピ
ン
グ
）
を
探
す
と
い
う

こ
と
を
、
I

M
M
の
目
標
に
置
い
て
い
た
わ
け
で
す
。
け
れ
ど
も
東
京
で
も
国
や
民
族

ご
と
の
境
界
は
強
く
存
在
し
て
い
て
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
彼
ら
と
の
接
触
は
ま
だ

ま
だ
日
常
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
方
で
、
移
民
の
増
加
は
確
か
に
眼
前
の
問
題

で
あ
る
わ
け
で
す
。

　
私
は
個
人
的
に
外
国
人
移
住
者
が
人
口
の
一
割
近
く
を
占
め
る
岐
阜
県
可
児
市
の
、
多

文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
が
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
可
児
市
に
は
日

系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
今
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ス
ラ
ム
圏
の

人
た
ち
も
増
え
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
美
濃
加
茂
市
に
も
外
国
人
移
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
多
く
、
こ
う
し
た
外
国
人
移
住
者
が
集
住
し
て
い
る
地
域
で
、
実
際
に
起
こ
っ
て

い
る
近
隣
住
民
と
の
摩
擦
や
共
存
の
成
功
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
私
が
、
二
〇
一
三
年
に
秋
田
公
立
美
術
大
学
に
着
任
し
、
秋
田
に
住
み
始
め
て
分

か
っ
た
の
は
、
こ
こ
が
全
国
で
一
番
外
国
人
移
住
者
が
少
な
い
県
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
過
去
に
は
外
国
か
ら
農
村
花
嫁
を
迎
え
た
歴
史
も
あ
り
ま
し
た
が
、
保
守
的
な
土
地

柄
で
あ
る
た
め
に
、
継
続
に
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
本
年
秋
田
県
内
の

幾
つ
か
の
行
政
区
が
、
農
業
従
事
者
と
し
て
多
数
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
国
家
戦
略
特

区
と
な
る
よ
う
な
流
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
最
初
は
小
規
模
な
技
能
研
修
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
先
に
は
多
く
の
外
国
人
が
流

入
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
る
前
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
法
律

的
な
受
け
皿
も
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
も
民
間
も
彼
ら
に
ど
う
対
応
し
て
い
い
の
か

も
わ
か
ら
な
い
。
本
来
は
適
切
な
理
念
と
基
準
（
法
制
度
）
を
基
に
し
て
進
め
る
し
か
な

い
。
何
よ
り
も
法
律
の
整
備
が
重
要
で
す
が
、
生
活
が
始
ま
る
中
で
日
常
に
立
ち
上
が
る

対
立
項
を
緩
和
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。
こ
の
点
に
は

ア
ー
ト
が
関
与
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
急
激
な
変
化
は
日
本
中
ど
こ
で
も
、
明
日
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
も
危
機

感
と
い
う
か
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
つ
べ
き
だ
し
、
そ
の
意
味
で

I
M
M
の
経
験
は
意
義
を
増

し
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
の
可
能
性

　
国
籍
や
民
族
性
を
超
え
て
、

外
国
人
移
住
者
も
日
本
人
も
含

め
た
人
間
関
係
の
レ
イ
ン
ボ
ー

を
つ
く
る
た
め
に
効
果
的
な
も

の
の
一
つ
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
文
化
の
交
換
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
I

M
M
を
立
ち
上
げ
る

時
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル

ン
の
「
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
、
I

M
M

に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
て
、
交

流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
相
互

の
リ
サ
ー
チ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
通
し
て
、
島
国
で
あ
り
民
族

の
出
入
り
が
比
較
的
少
な
か
っ

た
日
本
と
、
国
家
が
移
民
で
成

立
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
の
違
い
が
ま
ざ
ま
ざ
と
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
・
ヴ
ュ
ー2011

第
一
回
の
二
〇
一
〇
年
度
は
、
以
下
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。
各
プ
ラ
ン

で
は
「
異
国
の
生
活
の
中
で
自
身
の
文
化
を
ど
う
保
持
・
適
応
さ
せ
な
が
ら
日
常
の
中

に
融
合
さ
せ
て
い
る
か
？
」
と
い
う
問
い
を
、
食
／
言
語
／
郷
愁
／
違
和
感
と
い
う
切

り
口
に
よ
っ
て
提
示
し
た
。

期
間

：

二
〇
一
一
年
三
月
二
六
日
（
土
）
│

四
月
九
日
（
土
）

○
ゲ
ス
ト
企
画
「W

E A
R

E SA
M

E TO
W

N
S

（
我
々
は
同
郷
！
）」
も
同
時
開
催
。

○
市
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

岸
真
理
子
「 〝som

ew
hat out of our country

〞
／
こ
れ
は
母
国
の
も
の
で
は
な
い
。」

富
永
京
子
「
ミ
ス
テ
リ
ー
？cooking!!

」

牧
美
和
子
「M

ap of  N
ostalgia

」

大
川 

直
志
「
日
本
語
不
便
図
鑑
」

○
会
期
中
イ
ベ
ン
ト

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
一
「
ア
フ
リ
カ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
リ
ア
ル
」

　
日
時

：

二
〇
一
一
年
三
月
二
六
日
（
土
）
一
九

：

三
〇
│

　
ゲ
ス
ト

：

黒
木
皇
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
美
術
家
／
旅
人
）

　
聞
き
手

：

岩
井
成
昭
（
美
術
家
）

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
二
「
日
本
流
多
文
化
化
＋
ア
ー
ト
」

　
日
時

：

二
〇
一
一
年
四
月
一
日
（
金
）
一
九

：

三
〇
│

　
語
り
手

：

蔭
山
ヅ
ル
（A

RT
 LA

B O
VA

主
宰
）　

　
聞
き
手

：

岩
井
成
昭
（
美
術
家
）

活
動
の
記
録

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
・
ヴ
ュ
ー2012

第
二
回
目
の
二
〇
一
二
年
度
は
、
五
名
の
小
金
井
市
在
住
者
及
び
市
内
へ
の
通
学
者

が
、
I

M
M
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
。
市
民
自
ら
の
関
心
か
ら
テ
ー
マ
を
導
き
出

し
、
外
国
人
の
方
々
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
作
品
制
作
、
展
示

を
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、
季
節
感
／
遊
び
歌
／
心
象
風
景
／
生
活
の
違
和
感
／
路
上
観

察
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
多
様
な
人
々
の
視
点
や
価
値
観
、
世
界
観
の
ズ
レ
等
を
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
展
示
さ
れ
た
。

期
間

：
二
〇
一
二
年
三
月
一
七
日
（
土
）
│

三
月
三
一
日
（
土
）

○
市
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宮
下 

美
穂
「tell m

e your inner landscape

」

大
久
保 

藍
乃
「
あ
そ
び
う
た 

と 

あ
そ
ぶ
」

平
田 

栄
美
「
常
識 

│
日
本
人
の
場
合
│
」

山
中 

元
「
世
界
風
物
詩
巻
」

北
川 

麻
衣
子
「
新
小
金
井
路
上
観
察
学
」

○
会
期
中
イ
ベ
ン
ト

ラ
イ
ブ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

：

「w
asurenaide

」

　
日
時

：

三
月
二
〇
日
（
火
・
祝
）
一
六

：

〇
〇
│

　
出
演

：

リ
サ
・
ガ
ー
シ
ュ
テ
ン
／Lisa

（leah

） Gershten

（
童
謡
歌
手
）

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

：

「
多
文
化
共
生
シ
ア
タ
ー
・
可
児
市
に
お
け
る
実
践
」

　
日
時

：

三
月
二
四
日
（
土
）
一
八

：

〇
〇
│

二
〇

：

〇
〇

　
ゲ
ス
ト

：

田
室
寿
見
子
（
演
出
家
／Sin T

itulo

代
表
）

　
聞
き
手

：

岩
井
成
昭
（
美
術
家
）
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I

M
M
は
今
、
特
定
の
場
所

を
も
た
な
い
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
イ
ミ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
は
権
威
あ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
州

立
の
美
術
館
で
す
。
そ
れ
は
多
民

族
、
多
文
化
を
認
め
合
い
な
が
ら

一
つ
の
共
同
体
創
造
の
理
想
に
向

か
う
た
め
の
、
揺
る
ぎ
な
い
基
準

値
を
示
す
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
仮
に
移
民
の
権
利
が
脅

か
さ
れ
た
時
に
は
「
駆
け
込
み

寺
」
の
よ
う
に
飛
び
込
ん
で
、
自

分
自
身
を
取
り
戻
す
場
所
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
と
っ
て

「
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
は
そ
う
い
う
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
日
本
の
状
況
と
は
だ
い

ぶ
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら

「
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を
お
手
本
に
は
し
な
が

ら
も
、
こ
れ
か
ら
I

M
M
を
ど
ん
な
ふ
う
に
変
え
て
い
く

か
は
、
私
た
ち
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
難

民
申
請
の
実
質
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
る
い
は
そ
う
し
た
実
質
的
援
助
と
は
違
う
、
何
か
一

緒
に
考
え
た
り
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
互
い
に

理
解
を
深
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
方
が
大
切
か
も
し
れ
な

い
。
難
し
い
問
題
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
が
良
か
れ
と
思
っ
て

や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
外
国
人
移
住
者
に
本
当
に
良
い
こ
と

な
の
か
、
彼
ら
の
本
音
は
検
証
し
づ
ら
く
、
そ
れ
が
一
番
の

問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
楽
し
そ
う
に
参

加
し
て
く
れ
て
い
た
方
が
、
予
告
も
無
く
突
然
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
停
止
す
る
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
り

ま
す
。

　
あ
る
日
本
人
の
大
学
生
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
た
ち

が
多
く
集
ま
る
足
立
区
の
梅
田
教
会
に
三
年
以
上
通
っ
て
、
彼
ら
の

生
活
に
入
り
込
み
、
一
緒
に
泣
き
笑
い
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
す
る

よ
う
な
親
密
な
関
係
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
場
所
を
固
定

し
、
時
間
を
費
や
し
た
活
動
と
比
較
す
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス

の
I

M
M
の
方
向
性
が
本
当
に
有
効
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
や
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
考
え
て
い

る
の
は
、
多
文
化
共
生
と
ア
ー
ト
を
結
び
つ
け
て
活
動
し
始
め
て
い
る

全
国
各
地
の
グ
ル
ー
プ
に
呼
び
か
け
て
、
私
た
ち
が
そ
の
ハ
ブ
と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
紹
介
し
た
り
交
流
を
行
う
こ
と
で
す
。
二
カ

年
計
画
で
、
初
年
度
は
リ
サ
ー
チ
に
充
て
て
、
来
年
二
〇
一
九
年
に

は
、
一
堂
に
会
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
文

化
の
共
生
に
対
す
る
ア
ー
ト
の
機
能
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
に
も
な
る

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
問
題
の
共
有
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ア
ー
ト
に
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
確
信
は
な
い
の
で
す
が
、
可
能

性
は
感
じ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
は
い
ろ
ん
な
要
素
を
内
包
し
て
、
今
日

ま
で
拡
張
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
異
ジ
ャ
ン
ル
と
共
存
す
る
汎
用
性
の

高
さ
と
い
う
か
、柔
軟
性
は
ア
ー
ト
の
可
能
性
で
す
。
I

M
M
も
時
々

ア
ー
ト
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
い
、「
そ
れ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
ど

う
違
う
の
？
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
ら
ま
た

ア
ー
ト
の
方
に
戻
れ
ば
い
い
。
そ
の
境
界
を
意
識
し
な
が
ら
活
動
す
る

意
義
は
大
き
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ー
ト
が
拡
張
し
て
い
く
現
場

に
身
を
置
け
る
か
ら
。

　
一
方
で
、
近
年
社
会
に
連
携
す
る
ア
ー
ト
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ー
ト
が
社
会
的
な
目
的
に
偏
向

し
過
ぎ
て
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
色
々
な
も
の
と

結
び
つ
く
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
拡
張
し
て
い
い
わ
け
で
も
な

い
。
そ
れ
で
も
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
I

M
M
の
や
っ
て
い

る
こ
と
は
美
術
史
的
に
は
正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
異
な
る
国
や
民

族
の
文
化
背
景
か
ら
私
た
ち
の
琴
線
に
触
れ
る
表
現
を
す
く
い
上
げ

て
、
そ
れ
を
作
品
化
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
が
多
様
な
文
化
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
し
て
き
た
歴
史
と
見
事
に
符
合

宮
下
美
穂

年
目
の
I

M
M
に
参
加
し
て
制
作
を
し
ま
し
た
。
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
「tell 

m
e your inner landscape

」。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
外
国
人
の
前
に
白
い
紙
を
置
き
、
そ
の
上
に
大
切
な
写
真
を
配

置
、
あ
る
い
は
描
写
を
し
て
も
ら
い
、
な
ぜ
そ
の
画
像
が
た
い
せ
つ
な
の
？
　
と
い
っ
た
質
問

を
投
げ
か
け
る
。
問
い
と
応
え
＝
対
話
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
そ
の
人
の
暮
ら
し
た
土
地
の
風

景
、
家
族
の
様
子
、
本
人
も
忘
れ
て
い
た
小
さ
な
大
切
な
思
い
出
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

国
籍
は
違
え
ど
も
、
人
の
心
の
奥
底
に
は
大
切
な
風
景
が
あ
り
、
そ
の
思
い
出
を
共
有
す
る
こ

と
は
聞
き
手
で
あ
る
制
作
者
自
身
へ
の
励
ま
し
に
も
な
っ
た
。
思
え
ば
不
思
議
な
交
流
。
イ
ギ

リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
香
港
か
ら
来
て
日
本
に
暮
ら
す
人
に
話
を
聞
い
た
。
何
度
も

拙
い
取
材
に
応
え
て
く
れ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
人
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
に
夜
中
に
お
父
さ
ん
の
漁
船
に
乗
っ
て
ベ

ト
ナ
ム
を
後
に
し
た
。
船
の
中
で
泣
く
生
後
三
ヶ
月
の
弟
の
声
を
お
母
さ
ん
が
必
死
で
隠
そ
う

と
し
た
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
経
て
ア
メ
リ
カ
の
南
端
に
た
ど
り
着
き
、
家
族
で
ト
レ
ー

ラ
ー
で
暮
ら
し
始
め
た
こ
と
。
当
然
写
真
は
な
い
。
明
け
方
か
ら
働
き
に
行
く
お
母
さ
ん
に
代

わ
っ
て
お
姉
さ
ん
が
朝
食
の
支
度
を
し
た
。
シ
リ
ア
ル
。
そ
ん
な
話
を
一
枚
の
紙
を
は
さ
ん

で
、
手
を
動
か
し
て
聞
い
た
。
時
々
英
語
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
懸
命
に
生
き
て
来
た
こ

と
、
時
々
に
記
憶
に
残
る
嬉
し
か
っ
た
こ
と
苦
し
か
っ
た
こ
と
の
前
に
話
し
な
が
ら
立
ち
止
ま

る
。
お
じ
い
さ
ん
が
シ
リ
ア
か
ら
の
移
民
だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
た
人
。
シ
リ
ア
と
イ
タ
リ

ア
が
こ
ん
な
に
近
い
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
大
西
洋
を
渡
っ
て
日
本
に
暮
ら
し

て
い
る
。
時
々
、
飛
行
機
の
中
で
こ
こ
は
ど
こ
な
の
か
と
思
う
と
話
し
て
く
れ
た
。
　

　
話
を
聞
き
に
行
く
た
び
に
、
不
思
議
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
食
べ
る
も

の
の
こ
と
、
好
き
だ
っ
た
場
所
、
家
族
の
こ
と
。
そ
う
そ
う
、
香
港
の
人
は
高
台
か
ら
見
た
香

港
の
写
真
と
構
想
の
集
合
住
宅
に
囲
ま
れ
た
広
場
で
、
お
年
寄
り
が
屋
台
で
ご
飯
を
食
べ
る
こ

と
、
体
操
す
る
こ
と
、
オ
ウ
ム
が
い
た
こ
と
も
話
し
て
く
れ
た
。
音
の
話
も
あ
っ
た
ね
。

　
夜
の
ベ
ト
ナ
ム
の
海
も
香
港
の
高
台
も
シ
リ
ア
も
、
も
し
か
し
た
ら
生
涯
行
く
こ
と
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
名
前
し
か
知
ら
な
か
っ
た
遠
い
と
こ
ろ
が
少
し
像
を
結
ん
だ
気
も
す

る
し
、
鼻
に
抜
け
る
空
気
の
違
い
み
た
い
な
も
の
も
感
じ
た
な
。

＊
み
や
し
た
・
み
ほ
│
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

❖
二

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
・
ヴ
ュ
ー2013

本
年
三
回
目
を
迎
え
る
「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
・
ヴ
ュ
ー2013

」
展
で
は
、
市
民
に
よ

る
外
国
籍
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
品
化
す
る
恒
例
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

加
え
て
、
中
国
、
英
国
、
イ
ラ
ン
国
籍
で
首
都
圏
に
在
住
す
る
三
人
の
ゲ
ス
ト
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
で
生
活
す
る
中
で
、
い
か
に
し
て
こ
の
社

会
に
向
き
合
う
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
い
を
前
提
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
作
品

で
回
答
い
た
だ
い
た
。

期
間

：

二
〇
一
三
年
三
月
三
日
（
日
）
│

三
月
二
三
日
（
土
）

場
所

：

小
金
井
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
シ
ャ
ト
ー
2
F
（
小
金
井
市
本
町
六
│

五
│

三
）

○
市
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

北
川 

麻
衣
子 「M

ind the Sound G
ap

」

古
田 

裕
美
　「『
笑
い
』
を
考
え
る
」

富
田 

陽
香
　「
各
国
・
各
家
・
各
自
の
『
お
手
洗
い
』
事
情
」

○
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
展
示

ジ
ェ
イ
ミ
・
ハ
ン
フ
リ
ー
ズ
　Jaim

e H
um

phreys

　「D
raw

ing w
ith a video cam

era

」（
ビ
デ
オ
、
二
〇
一
三
年
）

　「T
he W

orld of K
urokaw

a

」（
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
二
〇
一
三
年
）

リ
ュ
ウ
・
ル
ー
シ
ャ
ン
　Liu Lushan

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
『
私
と
佐
川
義
臣
先
生
』（
二
〇
一
三
）　

　『
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
・
バ
ー
ス
デ
ー
』（
二
〇
〇
七
）

ゴ
ル
マ
リ
ヤ
ム
・ 

マ
ス
ウ
ー
ド
・
ア
ン
サ
リ
　G

olm
aryam

 M
asood A

nsari
O

ur tim
e, tim

e of contradiction, tim
e of am

azem
ent 

私
達
の
時
代
、
矛
盾
の

時
代
、
驚
き
の
時
代
　
一
│

四
」（
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
、
二
〇
〇
八
）「A

nother 
C

hance

」（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ
リ
ン
ト
、
板
、
二
〇
一
三
）

○
会
期
中
イ
ベ
ン
ト

ラ
イ
ブ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
『
私
と
佐
川
義
臣
先
生
』

　
日
時

：

三
月
三
日
（
日
）
一
八

：

〇
〇
│

一
九

：

〇
〇

　
出
演

：

リ
ュ
ウ
・
ル
ー
シ
ャ
ン

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
日
時

：

三
月
三
日
（
日
）
一
九

：

〇
〇
│

二
一

：

〇
〇

ペ
ゴ
パ
ヨ
パ
ー
テ
ィ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
　ver.1

　
三
月
一
六
日
（
土
）
一
七

：

〇
〇
│

ゲ
ス
ト
料
理
人

：

ゴ
ル
マ
リ
ヤ
ム
・
マ
ス
ウ
ー
ド
・
ア
ン
サ
リ

　
ペ
ゴ
パ
ヨ
パ
ー
テ
ィ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
　ver.2

　
三
月
二
〇
日
（
水
・
祝
）
一
六

：

〇
〇
│

　
ゲ
ス
ト
料
理
人

：

ジ
ェ
イ
ミ
・
ハ
ン
フ
リ
ー
ズ
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す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
私
た
ち
は
I

M
M
を
、非
常
に
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
活
動
だ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

可
能
性
に
向
け
て
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
翼
を
広
げ
た
い
　
　

　
く
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
I

M
M
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
日
本
人
は
こ
う
で
す
よ
」
と
か
、「
日

本
の
生
活
で
は
こ
ん
な
ふ
う
に
振
る
舞
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
上
か
ら
目
線
の
押
し
付
け
は
や
め
に
し
て
、
ひ
た
す
ら

学
ぶ
姿
勢
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
作
品
化
に
は
制
作
者
の
色
々
な
意
図
が
働
き
ま
す
か
ら
、
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
た
外

国
人
移
住
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
想
定
外
の
暴
力
的
な
レ
ス
ポ
ン
ス
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
と
に
か
く
「
僕
た
ち
は
あ
な

た
た
ち
の
文
化
に
学
び
た
い
」、「
あ
な
た
方
が
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
自
身
の
文
化
を
日
本
の
環
境
に
適
応
さ
せ
て
き
た

の
か
を
知
り
た
い
」
と
、
そ
こ
に
徹
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
い
ち
ば
ん
理
想
的
な
の
は
、
彼
ら
の
文
化
を
私

た
ち
の
前
で
披
露
す
る
こ
と
が
彼
ら
の
誇
り
に
も
結
び
つ
く
よ
う
な
、
そ
ん
な
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
が
彼
ら

の
文
化
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
を
、
皮
膚
感
覚
で
伝
え
ら
れ
る
と
い
い
で
す
よ
ね
。

　
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
日
本
舞
踊
や
華
道
、
茶
道
を
披
露
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
や
る
側
も
見
る
側
も
意
義
を
共
有
し

て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
I

M
M
が
や
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

　
一
方
、
近
年
の
欧
米
の
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ト
レ
ン
ド
は
「
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
で
あ
り
、

あ
る
市
民
が
移
民
と
な
っ
た
経
緯
や
、
受
け
た
迫
害
、
現
在
の
課
題
を
本
人
の
言
葉
で
語
っ
た
ビ
デ
オ
を
展
示
す
る
形
式

で
す
。
移
民
が
持
ち
込
ん
だ
異
国
の
ア
イ
テ
ム
や
グ
ッ
ズ
を
並
べ
る
、
従
来
の
モ
ノ
中
心
の
展
示
と
は
一
八
〇
度
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
じ
ゃ
あ
、
私
た
ち
も
外
国
の
方
を
連
れ
て
き
て
、
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
何
か
話
を
し
て
も
ら
え
ば
良
い
の

か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
も
の
で
も
な
い
。
も
っ
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
に
地
域
の
人
た
ち
と
外
国
人
移
住
者
が
共
同
作

業
を
行
う
こ
と
で
、
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
い
く
方
が
私
た
ち
の
社
会
に
は
必
要
な
気
が
す
る
。
可
児
市
や
浜
松
市
の
よ

う
に
、
現
実
と
し
て
隣
人
に
外
国
人
移
住
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
よ
う
な
活
動
が
自
然
に
始
ま
る

わ
け
で
す
。
可
児
市
は
全
国
で
も
移
住
者
に
関
す
る
行
政
の
対
応
が
進
ん
で
い
て
、
多
文
化
共
生
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
し
っ
か

り
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
学
び
な
が
ら
I

M
M
の
未
来
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
ビ
デ
オ
の
前
に
座
る
よ
り
も
、
も
う
少
し
彼
ら
に
近
づ
き
た
い
。
で
も
、
私
た
ち
は
そ
こ
か

ら
感
じ
た
り
学
ん
だ
り
で
き
る
け
れ
ど
、
彼
ら
は
果
た
し
て
、
本
当
に
そ
れ
を
欲
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
は
な
か
な
か
検

証
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
結
局
、
私
た
ち
は
自
分
が
良
か
れ
と
思
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
危
う

い
リ
ス
ク
の
意
識
も
含
め
て
表
現
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
責
任
を
担
う
必
要
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
翼
は
な
る
べ
く
大
き
く
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
て
い
た
い
と
。
こ
れ
は
や
や
も
す
る
と
、
あ
る
「
ス
タ

イ
ル
」
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
楽
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
自
身
に
自
戒
を
込
め
て
、
い
つ
も
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

H
i-Blood Pressure

ハ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
展

　
同
展
は
、
二
〇
一
七
年
七
月
一
日
か
ら
一
九
日
に
小
金
井
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
シ
ャ
ト
ー
2
F
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
日
本
在
住
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
カ
ロ
ル
・
カ
チ
ョ
ロ
フ
ス
キ
さ
ん
を
お
招
き
し

ま
し
た
。
企
画
の
段
階
か
ら
、
ス
タ
ジ
オ
で
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
に
移
設
す
る
作
品
で
は
な
く
、

制
作
の
過
程
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
が
協
働
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
金
井
に
お
け
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
招
聘
の
元
と
な
る
以
下
の
三
点
に
よ
る
も
の
で
す
。

一　
運
営
か
ら
制
作
ま
で
市
民
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
作
品
の
創
作
・
発
表
を
行
う

二　
こ
れ
ま
で
の
芸
術
や
地
域
へ
の
ま
な
ざ
し
を
変
化
さ
せ
る
よ
う
な
作
品
制
作
を
行
う

三　
誰
も
が
表
現
者
と
し
て
存
在
で
き
る
よ
う
な
市
民
を
巻
き
込
む
作
品
の
制
作
を
目
指
す

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
に
は
も
ち
ろ
ん
共
通
す
る
点
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
異
な
る
点
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
芸
術
表
現
は
、
日
本
と
比
較
し
て
歴
史
的
文
化
的
な
影

響
が
表
現
の
表
層
や
結
果
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
過
程
に
強
く
作
用
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
芸
術
表
現
に
お
け
る
身
体
性
と
社
会
と
芸
術
の
関
係
の
あ
り
方
、
特
に
社
会
に

向
け
ら
れ
た
眼
差
し
に
内
在
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
シ
ニ
ス
ム
は
日
本
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
未
知
の
も
の
、
非
日
常
の
出
来
事
を
日
常
に
投
入
す
る
こ
と
が
、
先
に
挙
げ
た
三
点
、
と
く

に
「
芸
術
や
地
域
へ
の
ま
な
ざ
し
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
」
を
よ
り
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
型
の
技
術
習
得
や
体
験
を
重
視
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
な
く
、
他
国
の
文
化
的
歴
史
的
特
色
も
ふ
ま
え
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
対
面
し
、
対
話
し

な
が
ら
の
制
作
は
参
加
し
た
市
民
に
と
っ
て
も
意
義
の
あ
る
経
験
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
期

：

二
〇
一
七
年
七
月
一
日
か
ら
一
九
日

イ
ベ
ン
ト

：

公
開
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　
七
月
一
七
日

参
加
作
家
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
タ
イ
ト
ル

キ
ュ
レ
ー
タ
ー

：K
arol K

aczorowski

（
カ
ロ
ル
・
カ
チ
ョ
ロ
フ
ス
キ 

） 

1.
waxwork/

蝋細工のワークショップ
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参
加
作
家

一　

w
axw

ork/
蝋
細
工
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

A
nna O

rlow
ska

（
ア
ン
ナ
・
オ
ル
ヲ
フ
ス
カ
、
一
九
八
六
年
生
ま
れ
）

　
ア
ン
ナ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
撮
影
し
た
写
真
作
品
を
大
き
な
ロ
ー
ル
紙
に
印
刷

し
、
そ
の
上
に
小
学
生
総
勢
八
〇
名
が
、
溶
か
し
た
ワ
ッ
ク
ス
を
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
て
出
来
上
が
っ
た
作
品
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
子
ど
も
た
ち
は
、
ア

ン
ナ
の
写
真
作
品
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
蝋
を
使
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

伝
統
的
な
占
い
方
法
や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な
ど
も
同
時
に
体
験
し
ま
し
た
。
制
作
を
し
た
小
学
生
は

展
示
さ
れ
た
作
品
を
見
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
れ
、
作
家
と
対
話
す
る
鑑
賞
教
室
も
行
い
ま
し
た
。

二　

#A
rt#painting#polish#nailpolish/#

ア
ー
ト#
絵#
磨
く#

マ
ニ
キ
ュ
ア

M
artyna Scibior

（
マ
ル
テ
ィ
ナ
・
シ
チ
ビ
ョ
ル
、
一
九
八
五
年
生
ま
れ
）

　
こ
れ
ら
の
絵
画
作
品
は
、
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
集
め
ら
れ
た
使
い
か
け
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
用

い
、
日
本
の
参
加
者
に
よ
り
制
作
さ
れ
ま
し
た
。 

マ
ル
テ
ィ
ナ
は
性
別
、
年
齢
の
異
な
る
参
加

者
に
、
制
作
の
方
法
を
ビ
デ
オ
で
見
せ
、
彼
女
の
描
き
方
を
真
似
し

な
が
ら
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
日
本
の

市
松
模
様
の
よ
う
に
ド
ッ
ト
を
重
ね
て
い
き
、
隣
り
合
う
参
加
者
と

偶
然
の
形
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
た
す
ら
ド
ッ
ト
を
描
く
単

純
な
作
業
は
瞑
想
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

最
中
、
マ
ル
テ
ィ
ナ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ス
カ
イ
プ
で
参
加
し
、
参

加
者
と
の
対
話
も
実
現
し
ま
し
た
。

三　

exercise for m
en/

男
性
の
た
め
の
運
動

D
om

inika O
lszow

y

（
ド
ミ
ニ
カ
・
オ
ル
シ
ョ
ヴ
ィ
、
一
九
八
二
年
生
ま
れ
）

　
こ
の
作
品
は
、
ド
ミ
ニ
カ
の
指
示
に
よ
り
、
普
段
は
ア
ー
ト
と
関

わ
り
の
薄
い
大
人
の
男
性
参
加
者
に
よ
っ
て
の
み
制
作
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
、
彼
女
の
頭
部
の
写
真
、
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
を
見
な
が
ら
、
骨
組
み
に
油
粘
土
を
貼
り
付
け
て
彼
女

の
頭
部
を
制
作
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
初
対
面
の
男
性
た
ち
は

戸
惑
い
な
が
ら
、
自
然
と
役
割
分
担
を
し
つ
つ
、
し
か
し
、
活
動
の

内
容
の
理
解
し
難
さ
を
抱
え
た
ま
ま
制
作
を
し
ま

し
た
。

四　

photography w
orkshop/

写
真
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ

K
uba D

abrow
ski

（
ク
バ
・
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
、一
九
八
〇
年
生
ま
れ
）

　
ク
バ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
お
年
寄
り
を

対
象
と
し
た
写
真
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま

し 

た
。 

ク
バ
に
よ
っ
て
両
者
に
は
同
じ
タ
ス
ク

（
テ
ー
マ
）
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
を
ど
う
解
釈
し
、

何
を
ど
う
写
真
に
撮
る
か
と
い
う
事
を
通
じ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
文
化
的
な
違
い
、
ま
た
、

欧
米
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
日
本
の
写

真
も
し
く
は
写
真
家
の
ル
ー
ツ
を
探
し
当
て
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
ま
し
た
。

 

五　

I W
A

N
N

A
 BE YO

U
R

 BEG
G

A
R

/

私
は
あ
な
た
の
乞
食
に
な
り
た
い

M
ateusz C

horobski

（
マ
テ
ウ
シ
ュ
・
ホ
ル
プ
ス
キ
、
一
九
八
七
年
生
ま
れ
）

　
こ
の
作
品
は
、
事
前
に
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
た
、
い
く
つ
か
の

タ
ス
ク
に
従
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
あ
ら
ゆ
る
「
物
」

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
て
、
人
々
か
ら
集
め
ら
れ
た
様
々
な
「
物
」
は
、
マ
テ
ウ
シ
ュ
と
共
に
人
々

の
手
に
よ
っ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
街
で
よ
く
見
か
け
る
金
網
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
階
上
か
ら
落
下
し
て
く

る
物
や
ゴ
ミ
か
ら
歩
道
の
通
行
者
を
守
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
網
）
が
取

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

六　

R
e-vitality. Perform

ative w
orkshop/

活
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ワ
ー 

ク
シ
ョ
ッ
プ

A
nna Jochym

ek

（
ア
ン
ナ
・
ヨ
ヒ
メ
ッ
ク
、
一
九
八
八
年
生
ま
れ
）

　
ア
ン
ナ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
当
日
に
多
摩
美
術
大
学
の

学
生
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。
丹
下
健
三
の
モ
ダ
ニ

2.
#Art#painting#polish#nailpolish/#
アート #絵 #磨く #マニキュア

3.
exercise for men/
男性のための運動4.

photography workshop/
写真を用いたワークショプ5.

I WANNA BE YOUR BEGGAR/
私はあなたの乞食になりたい
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ズ
ム
建
築
が
持
つ
「
線
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
か
ら
展
開
し
た
様
々
な
要
素
を
元

に
、
人
間
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
（
生
命
力
、
活
力
）
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
て
表

現
し
ま
し
た
。
当
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
映
像
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ュ
レ
ー
タ
ー

H
i-Blood Pressure. 

ハ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

│
カ
ロ
ル
・
カ
チ
ョ
ロ
フ
ス
キ

　
ハ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
展
は
、
ひ
と
つ
の
実
験
で
し
た
。
東
京
で
行

わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
な
い
地
元
の
日
本
人
の

方
々
が
参
加
し
て
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
自
分

の
作
っ
た
も
の
が
展
示
さ
れ
る
と
い
う
初
め
て
の
経
験
を
し
た
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
教
育
や
文
化
交
流
の
分
野
を
専

門
と
し
な
い
六
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
ま

し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
で

あ
り
、
私
自
身
も
、
自
分
の
専
門
で
は
な
い
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
企
画
、
運

営
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
扱
う
の
は
初
め
て
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
も
日
本
に
来

る
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　
す
べ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
こ
の
展
覧
会
の
た
め
だ
け
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
た
っ
た
一
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る

の
み
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
経
験
が
な
い
参
加
者
の
人
々
に
、
展
示
す
る
作
品
を
作
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
状
況
の
中
で
、
そ
れ
を
ど
ん
な
作
品
に
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
と
っ
て
は
実
は
と
て
も
難
し
い
こ

と
で
し
た
。

　
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
そ
れ
以
外
に
し
っ
く
り
く
る
言
い
方
が
な
い
の
で
使
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ね
ら
い
は
、
技
術
的
な
側
面
に
つ
い
て
教
え
る
、
な
ど
と
と
て
も
明
ら
か

で
す
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
行
わ
れ
た
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ

ル
ー
プ
か
ら
な
る
参
加
者
た
ち
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
の
「
出
会
い
」
と
言
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に

思
え
ま
す
。
参
加
者
と
来
日
し
た
三
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
個
人
的
な
実
際
の
出
会
い
が
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
残
っ
た
三
人

と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
企
画
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
ス
キ
ル
は
特
に
必
要
と

は
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
出
会
い
」
の
後
に
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
参
加
者
の
両
者
に
と
っ
て
得
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
の
と
こ
ろ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
参
加
者
の
ど
ち
ら
が
実
際
に
よ
り
多
く
を
得
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
事
前
に
想
定
さ
れ
た
仮
定
の
結
果
を
得
る
と
い
う
目
的
の
な
い
、
公
開
実
験
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。 

　
で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
の
背
後
に
は
何
が
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
事
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
（
特
に
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
た
六
人
）
は
、
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
は
異
な
る
視

点
で
作
品
を
制
作
、
発
表
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
視
覚
的
な
側
面
に
重

点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
作
品
を
受
け
取
る
側
の
人
々
（
鑑
賞
者
）
と

の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
い
ま
す
。 

彼
ら

に
と
っ
て
、
日
常
性
が
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
常
性
は
、
実
際
に
展
覧
会
が
行
わ
れ
た
場
所
│
小
金
井
ア
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
シ
ャ
ト
ー
2
F
│
も
、
重
要
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
商
業
用
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
で
は
な
く
、

地
域
の
人
々
や
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
人
々
と
ア
ー 

テ
ィ
ス
ト
が

集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て

お
り
、
人
々
の
日
常
に
ア
ー
ト
を
近
づ
け
る
役
割
を
重
要
視
し
て
い
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
で
の
ア
ー
ト
に
関
す
る
考
え
方
、
批
判
的
で
、

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
伝
統
的
な
美
術
の
技
法
を
崇
拝
し
な
い
と
い
う
態

度
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
代
美
術
の
持
つ
性
格
の
特
徴
で
あ
り
、
ま

た
、
こ
の
態
度
は
今
か
ら
約
五
〇
年
前
の
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
七
〇
年
代
を
通
し
て
、「
反
芸
術
」
と
い
う
芸
術
運
動
と
し
て
日

本
で
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
り
、
特
に

人
々
と
の
近
距
離
的
な
関
係
や
日
常
性
を
土
台
に
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
た
の
が
、
か
の
有
名
な
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン

タ
ー
で
す
。
今
回
の
展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
ハ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
・

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
名
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
力
強
く
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

批
判
精
神
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
た
時
代
に
対
す
る
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
で

あ
り
、
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
ハ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
＝
高
血
圧
は
、
同
時
に
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
心
臓
疾
患
は
、
多
く
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
患
っ
て
い
る
病
気
で
す
。
高
血
圧
は
熱
く
な
る
（
情

熱
的
に
な
る
）
こ
と
と
も
関
連
が
あ
り
、
人
が
何
か
に
熱
中
し
て
熱
く

な
っ
て
い
る
時
、
血
圧
も
上
昇
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
企
画
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
来
日
し
た
日
か
ら
日
本
を
去
る
日
ま
で
、
二
四
時
間

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
考
え
、行
い
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、「
情
熱
的
」

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
、
ハ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
の
「
ハ
イ
」

は
気
さ
く
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
印
象
を
与
え
る
挨
拶
の
一
つ
で
あ
り
、 

瀧
本 

多
加
志

二
〇
一
七
年
七
月
一
七
日
　
公
開
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
発
言
か
ら

exercise for m
en / 

男
性
の
た
め
の
運
動
を
め
ぐ
っ
て

つ
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
一
つ
は
、
集
ま
っ
た

四
人
が
ま
っ
た
く
初
対
面
で
何
を
し
て
い
る

人
か
職
業
と
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
く
て
│
。
だ
か
ら

社
会
的
役
割
み
た
い
な
も
の
と
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
の
共
同

作
業
で
、
し
か
も
、
あ
ん
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
作
品
が
ま
と
ま
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。
た
ぶ
ん
、
そ
れ
が
造
形
の
力
な
の
か
な
っ

て
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
に
、
別
に
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
集
め
た

わ
け
で
は
な
く
て
、
た
ぶ
ん
私
も
含
め
て
粘
土
で
何
か
つ
く

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
日
常
的
に
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
ば
っ
か
り
だ
っ
た
と
思
う

ん
で
す
ね
。
な
ぜ
作
品
が
で
き
た
の
か
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
考
え
ら

れ
る
の
は
、
粘
土
で
も
の
を
つ
く
る
と
い
う
の
は
す
ご
く
初
源
的
な
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
行

為
だ
っ
た
せ
い
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
い
う
か
、
そ
も
そ
も
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
発
案

し
た
ド
ミ
ニ
カ
さ
ん
。
僕
は
ド
ミ
ニ
カ
さ
ん
を
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
。
だ
い
た
い
、
僕
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
会
っ
た
こ
と
は
今
ま
で
に
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
は
ひ
と
こ
と
も
喋
れ
な
い
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
こ
と
も
な
い
し

│
だ
か
ら
そ
の
意
味
で
は
ド
ミ
ニ
カ
さ
ん
に
対
す
る
文
化
的
な
感
覚
は
ゼ
ロ
で
す
ね
。

　
だ
け
れ
ど
も
三
時
間
も
彼
女
の
顔
だ
け
を
見
つ
め
続
け
て
、
彼
女
の
顔
に
似
せ
よ
う
と
手

を
動
か
し
続
け
る
と
、
も
の
す
ご
い
距
離
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
か
が
そ
こ
に
生
ま

れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
何
か
が
っ
て
い
う
の
は
「
絆
」
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

よ
ね
。
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、
仮
に
そ
れ
を
「
交
通
」
と
名
付
け
る
と
、
こ
れ
が
英
語
で
適

切
な
意
味
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
一
種
の
イ
ン
タ
ー
コ
ー
ス
み
た
い
な
も
の
が
で
き

た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
│
。

　
で
も
そ
れ
っ
て
、
も
の
す
ご
く
一
方
的
で
双
方
的
じ
ゃ
な
い
か
ら
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な

も
の
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
言
葉
を
媒
介
に
し
て
な
い
か
ら
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
な
ん

で
す
よ
ね
。
相
手
が
目
の
前
に
い
な
い
か
ら
、
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
も
な
い
。
だ
か

❖
二

6.
Re-vitality. Performative workshop/
活力のパフォーマンスワークショップ
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今
回
の
よ
う
な
文
化
交
流
の
場
で
は
必
要
不
可
欠
な
態
度
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
実
際
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
受
け
た

の
は
素
晴
ら
し
く
暖
か
い
お
も
て
な
し
で
あ
り
、
今
回
の
中
で
最
も
意
味
の
あ
る
経
験
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
ら

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
企
画
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
来
日
し
た
日
か
ら
日
本
を
去
る
日
ま
で
、
二
四
時
間
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
考
え
、
行
い
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

　
各
作
品
は
一
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
位
置
付
け
で
は
な
く
、
作
品
は
異
な
る
人
々
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
層
を
成
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
自
由
に
制
作
し
て
よ
い
と
い
う
美
術
的
な
側
面
は
あ
り
な
が
ら
、 参
加

者
た
ち
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
説
明
も
し
く
は
タ
ス
ク
に
従
っ
て
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
各
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
ア
イ
デ
ア
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
図
に
沿
っ
た
参
加
者
が
グ
ル
ー

プ
と
し
て
選
出
さ
れ
、
す
べ
て
の
ア
イ
デ
ア
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
展
と

し
て
、
作
家
に
よ
っ
て
ア
ト
リ
エ
な
ど
で
す
で
に
制
作
さ
れ
た
作
品
を
搬
入
し
展
示
す
る
の
み
と
い
う
よ
う
な
形
態
を
取

ら
な
か
っ
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
よ
り
複
雑
な
行
程
を
経
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
的
な
思
考
と
、
作
品
が
作
ら
れ
る
中
で
下
さ
れ
る
様
々
な
決
断
は
、
職
人
的
な
技
術
よ
り
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
め
の
タ
ス
ク
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
ア
イ
デ
ア
を
よ
り
際
立
た
せ
る
知
的

な
枠
組
み
を
参
加
者
に
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
作
品
に
使
わ
れ
て
い
る
材
料
で
あ
る
パ
ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク
ス
や
マ

ニ
キ
ュ
ア
な
ど
は
、
視
覚
的
な
理
由
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
意
味
」
か
ら
選
ば
れ
た
素
材

で
す
。
例
え
ば
、
小
学
校
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
用
い
ら
れ
た
蝋
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
占
い
の
手
法
に
使
わ
れ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
昔
は
蝋
を
、
傷
を
保
護
す
る
た
め
の
バ
ン
ド
エ
イ
ド
と
し
て
も
使
っ
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ニ

キ
ュ
ア
は
と
て
も
私
的
な
も
の
で
あ
り
、
不
特
定
の
人
か
ら
集
め
ら
れ
た
マ
ニ
キ
ュ
ア
は
、
前
の
所
有
者
で
あ
る
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
日
本
の
女
性
の
存
在
を
そ
の
ま
ま
作
品
の
一
部
と
し
て
表
現
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
二 

カ
国
の

お
年
寄
り
を
対
象
に
行
わ
れ
た
写
真
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
、
彼
ら
の
存
在
そ
の
も
の
を
展
覧
会
会
場
に 

感
じ
さ
せ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
二
カ
国
間
の
国
民
性
に
よ
る
違
い
を
分
析
す
る
た
め
に
出
せ
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
し
た

が
、
実
際
に
は
大
き
な
違
い
な
ど
な
い
、
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
は
、

お
互
い
を
よ
く
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
も
開
か
れ
て
お
り
、
展
覧
会
の
前
に
公
開
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
頭
の
中
を
覗
き
見
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
を
男
性
に
限
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
男
性
に
よ
っ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
女
性
）
の
頭
部
が
作
ら
れ
る
過
程
で
、
個
人
的
で
私
的
な
感
情
が
芽

生
え
ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
は
後
に
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
基
づ
く
印
象
を
文
章
に
し
、
そ
れ
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
全
体
の
背
後
に
あ
る
ア
イ
デ
ア
│
つ
ま
り
、
考
え
る
こ
と
│
が
実
践
さ
れ
た
痕
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
日
に
は
、
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
う
ち
の
一
人
に
よ
っ
て
監
修
さ

れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
が
多
摩
美
術
大
学
の
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
術
的
な
ア
イ
デ
ア
に
基

づ
い
た
行
動
が
公
共
の
場
で
開
催
さ
れ
、
ア
ー
ト
が
街
の
通
り
に
運
び
出
さ
れ
た
と
い
う
形
態
を
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

ま
さ
し
く
、
一
九
六
四
年
に
行
わ
れ
た
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
街
中
の
通
り
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
景

色
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
後
、
展
覧
会
は
一
七
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
実
験
は
、
展
覧
会
の
終
了
と
共

に
同
時
に
終
了
し
て
し
ま
う
性
質
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
、
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
単
純

に
一
言
で
言
い
表
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
一
つ
の
結
果
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
一

人
ひ
と
り
が
異
な
る
感
情
を
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 H

i-Blood Pressure 

展
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
代
美
術

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
考
え
方
を
日
本
で
紹
介
す
る
と
て
も
良
い
機
会
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日
常
で
ア
ー
ト
に
触
れ

る
機
会
の
な
い
人
々
へ
、
ア
ー
ト
を
基
に
し
た
経
験
を
作
り
出
す
こ
と
を
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
日
本
語
訳

：

吉
田
典
世
）

＊K
arol K

A
C

Z
O

RO
W

SK
I

（
カ
ロ
ル
・
カ
チ
ョ
ロ
フ
ス
キ
）

│
一
九
八
八
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
生
ま
れ
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
芸
術
大
学
空
間
活

動
ス
タ
ジ
オ
専
攻
修
士
号
取
得
。
科
学
的
見
解
を
伴
う
批
判
的
思
考
か
ら
の
美
術
理
論
に
つ
い
て
の
研
究
で
多
摩
美
術
大
学
博
士
後
期
課
程
を
修
了
。
色
に
つ
い

て
の
研
究
を
行
う
傍
ら
、
美
術
制
作
で
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
発
表
。

ら
、
こ
う
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
否
定
形
で

し
か
語
れ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
な
に
か

関
係
性
が
生
ま
れ
た
っ
て
い
う
感
触
は
、

こ
れ
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
あ
る
種
の
関

係
性
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
も
の
が
生
ま
れ
た
気
が
す

る
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
う
一
度
ひ
っ
く
り

返
す
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
僕
ら
が
作
っ
た
も
の
が
人
間
の
顔

じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
こ
う
い
う
気
持
ち
に
は

な
ら
な
い
と
思
う
。

　
だ
か
ら
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
で
、
ノ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
で
…
…
と
い
う
ふ
う
に

否
定
し
て
い
く
わ
け
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

本
当
に
否
定
し
き
れ
る
の
か
ど
う
か
っ
て

い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
怪
し
い
。
や
っ
ぱ
り

そ
こ
に
は
微
か
な
、
通
い
合
う
も
の
で
は

な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
一
方
的
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、
何
か
が
込
め
ら
れ
て
い

る
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
な
た

か
明
確
な
言
葉
で
定
義
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
私
は
す
っ
き
り
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
た
き
も
と
・
た
か
し
│
一
九
六
一
年
、
京
都
市

に
生
ま
れ
る
。
幼
小
の
頃
か
ら
病
的
に
本
が
好
き
で
、

病
が
嵩
じ
て
本
の
編
集
を
職
業
に
選
ぶ
。
と
は
い
え
、

本
を
読
め
ば
読
む
ほ
ど
自
分
が
世
界
に
つ
い
て
何
も
知

ら
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、「
見
る
べ
き
ほ
ど
の

こ
と
は
見
つ
」
と
い
う
境
地
が
遠
の
い
て
ゆ
く
ば
か

り
。
少
年
の
頃
は
絵
を
描
く
の
が
大
好
き
だ
っ
た
が
、

長
じ
て
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
描
い
て
い
な
い
。
好
き
な
作

家
は
た
く
さ
ん
い
る
が
、
尋
ね
ら
れ
る
と
、
宮
沢
賢
治

と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
答
え
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
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市
民
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
は
こ
う
振
り
返
る

須
藤
正
樹

│
三
年
間
を
通
し
て
家
族
で
参
加
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、
新
た

な
「
遠
足
」
を
歩
み
始
め
る
。

　
（
二
〇
一
五
年
に
開
催
さ
れ
た
「
小
金
井
と
私　
秘
か
な
表
現
」
の
最

初
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、）
能
と
現
代
ア
ー
ト
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が

ヘ
ン
で
、
何
を
話
す
の
か
、
最
後
は
ど
ん
な
ふ
う
に
ま
と
ま
る
の
か
と
、
ド
キ
ド
キ
し
て
ま
し
た
。
こ
ん
な
ド

キ
ド
キ
感
、
近
年
な
か
っ
た
。
前
半
と
後
半
と
で
は
ゲ
ス
ト
の
顔
ぶ
れ
や
組
み
合
わ
せ
も
変
わ
っ
て
面
白
か
っ

た
し
、
途
中
か
ら
、
ま
と
ま
ら
な
い
で
ほ
し
い
な
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
ま
し
た
。
だ
か
ら
最
終
回
で
と
っ

ち
ら
か
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
ほ
っ
と
し
ま
し
た
（
笑
）。

　
参
加
者
に
は
女
性
や
子
ど
も
が
多
く
て
、
最
初
は
居
心
地
悪
く
て
、
僕
は
な
ん
と
な
く
こ
う
固
ま
っ
て
冷
や

汗
を
か
い
て
ま
し
た
。
な
の
で
、
後
で
男
性
陣
が
参
加
し
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
の

は
「
記
憶
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
三
年
目
の
展
覧
会
で
す
ね
。
ア
サ
ダ
さ
ん
の
脳
み
そ
の
中
っ
て
、
ど
う
な
っ
て

る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
と
い
う
よ
り
は
、
み
ん
な
で
オ
セ
ロ
を
し
た

り
、
じ
ゃ
あ
次
は
こ
う
や
っ
て
み
よ
う
か
…
…
み
た
い
な
流
れ
が
良
か
っ
た
。
そ
の
時
も
「
失
敗
し
た
っ
て
い

い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
成
功
を
め
ざ
す
よ
り
、
イ
チ
ロ
ー
の
打
率
な
み
に
三
割
当
た
れ
ば
い
い

く
ら
い
で
や
っ
た
方
が
、
お
も
し
ろ
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
あ
僕
自
身
も
、
最
初

か
ら
結
論
を
つ
く
っ
て
動
く
こ
と
の
で
き
な
い
性
格
な
ん
で
す
け
ど
ね
。

　
五
〇
歳
に
な
っ
て
、
僕
は
全
体
が
見
え
な
い
、
視
野
が
狭
い
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
走
り
出

し
て
み
て
、途
中
途
中
、何
か
言
わ
れ
て
も
す
ぐ
に
反
応
で
き
な
く
て
、二
・三
日
後
に
「
あ
あ
、
そ
う
か
」
と
、

そ
の
言
葉
を
拾
っ
て
く
る
。「
こ
の
人
と
は
も
う
や
り
た
く
な
い
！
」
と
思
う
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
う
思

う
自
分
を
反
省
も
す
る
し
、
結
局
悩
み
な
が
ら
人
と
一
緒

に
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
な
の
で
、
仕
事
で
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
、
な
ん
と
な
く
徐
々
に
固
ま
っ
て

い
く
感
じ
が
い
い
。
小
さ
な
仕
事
で
も
何
人
か
で
や
る

と
、
か
え
っ
て
四
年
も
五
年
も
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
っ

て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
仕
事
で
そ
れ
じ
ゃ
あ
い
か
ん
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。

　
今
回
「
想
起
の
遠
足
」
で
企
画
し
た
「
小
金
井
サ
フ
ァ

リ
パ
ー
ク
」
で
面
白
か
っ
た
の
は
、
ア
サ
ダ
さ
ん
の
思
い

描
く
内
容
と
僕
が
考
え
る
内
容
の
「
遠
さ
」
で
し
た
。
そ

れ
で
い
く
つ
か
点
を
打
っ
て
い
っ
て
、
最
後
に
は
そ
れ
が

な
ん
と
な
く
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
。
全

部
が
整
理
さ
れ
た
と
い
う
か
…
…
。
他
の
人
の
企
画
は

ち
ゃ
ん
と
論
理
的
で
ま
と
ま
っ
て
て
、
大
人
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
僕
は
使
っ
た
こ
と
も
な
いFacebook

で
何
か

し
た
い
な
っ
て
思
っ
て
て
、
そ
れ
が
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に

な
る
と
は
思
わ
ず
に
始
め
て
い
た
。
と
り
あ
え
ず
動
き
な

が
ら
し
か
で
き
な
い
し
、
動
き
始
め
な
い
と
何
も
思
い
つ

か
な
い
ん
で
す
ね
。
動
き
な
が
ら
考
え
る
。
ま
あ
僕
は

一
〇
年
後
に
は
定
年
を
迎
え
ま
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
も

ま
ち
に
暮
ら
す
人
と
出
会
う
こ
と
、

街
そ
の
も
の
と
出
会
う
こ
と

活
動
の
記
録

小
金
井
と
私
　
秘
か
な
表
現
　

ゲ
ス
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

：

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル

（
文
化
活
動
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

二
〇
一
五
年
度

小
金
井
と
私
　
秘
か
な
表
現 

実
施
期
間

：

二
〇
一
五
年
一
〇
月
〜
三
月
　
全
六
回
　
ワ
ー

ク
シ
ョ
プ

ゲ
ス
ト

：

津
村
禮
次
郎
（
能
楽
師
、
第
一
回
か
ら
第
三
回
）

ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：EA
T

 &
 A

RT
 TA

RO

、
鈴
木

一
郎
太

参
加
者

：

一
八
名
（
小
金
井
市
内
在
住
・
在
勤
）

二
〇
一
六
年
度

「
私
」
の
「
記
憶
」
が
編
み
な
お
さ
れ
る
、

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活
展
　

想
起
の
ボ
タ
ン

実
施
期
間

：二
〇
一
六
年
八
月
二
三
日
（
火
）│
二
六
日
（
金
）

開
催
場
所

：

小
金
井
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
地
下
一
F
　
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ゲ
ス
ト

：

「
あ
な
た
が
住
む
小
金
井
で
、
今
は
な
い
け
れ
ど

大
切
な
場
所
や
も
の
に
つ
い
て
の
記
憶
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。」
と
い
う
問
い
か
け
に
応
え
て
く
れ
た
市
民
の
み
な
さ

ん
、
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
。
会

期
中
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
み
な
さ
ん
。8m

m
FILM

小
金
井

街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
阿
部
裕
太
朗
（
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク

シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

ト
ー
ク
ゲ
ス
ト

：

松
本
篤
（A

H
A

!

）

市
民
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー

：

柴
山
潤
子
、
柴
山
日
杏
、
須
藤
正

樹
、須
藤
み
ど
り
、須
藤
菜
々
子
、田
中
ロ
ナ
、長
澤
麻
紀
、

林
美
貴

二
〇
一
七
年
度
　

想
起
の
遠
足
│
こ
の
ま
ち
の
「
記
憶
」
か
ら

あ
の
ま
ち
の
「
記
憶
」
を
手
繰
り
よ
せ
る
日
常
ツ
ア
ー

プ
レ
ト
ー
ク
＆
プ
レ
遠
足
「
想
起
の
夜
遠
足
」

日
時

：

一
一
月
一
七
日
（
金
）
一
九
時
│
二
二
時
　

ト
ー
ク
＆
夜
遠
足
ゲ
ス
ト

：

高
橋
伸
行
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

小
金
井
と
私
　
秘
か
な
表
現

　
「
小
金
井
と
私　

秘
か
な
表
現
」
は
、
文
化
活
動
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、

二
〇
一
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
三
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
参
加
者
が
多
様
な
文
化
芸
術
に
出
会
い
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
や
日
々
の
生
活
を
異
な
っ
た
視
点
で
も
う
一
度
見
つ
め
、
そ
の
日
常
の

延
長
で
自
分
な
り
の
「
秘
か
な
表
現
」
を
見
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
た
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
二
〇
一
五
年
度
）、
参
加
者
が
初
年
度
の
気
づ
き

を
も
と
に
ま
ち
に
繰
り
出
し
、
声
か
け
に
応
え
て
く
れ
た
市
民
の
「
記
憶
」
を
テ
ー
マ
に
展
覧
会
を
作
り
上
げ
る
市
民
生
活
展
「
想
起
の
ボ
タ

ン
」（
二
〇
一
六
年
度
）、展
覧
会
の
経
験
を
も
と
に
よ
り
深
め
た
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
「
秘
か
な
表
現
」
と
市
民
の
「
記
憶
」
群
を
も
と
に
、

小
金
井
の
ま
ち
に
飛
び
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
想
起
の
遠
足
」（
二
〇
一
七
年
度
）。
こ
れ
ら
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
、
私
た
ち
の
表
現
は
す
こ
し
ず
つ
ま
ち
の
風
景
の
中
に
染
み
出
し
て
い
っ
た
。
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何
か
や
っ
て
い
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
小
金
井
と
私
」
と

出
会
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
と
て
も
よ
か
っ
た
。

小
金
井
と
い
う
場
所
は
、
自
分
の
中
で
は
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
か
五
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
の
感

覚
で
し
た
が
、
娘
が
こ
こ
で
育
っ
て
い
く
に
つ

れ
て
ど
ん
ど
ん
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
考
え
る
こ
と
を
や
め
て
立
ち
止

ま
っ
た
ま
ま
で
い
た
自
分
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
と
く
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
飛
び
出
し
て
、
町

中
で
何
か
や
る
の
は
い
い
で
す
ね
。「
想
起
の

遠
足
」
で
は
完
全
に
外
へ
出
て
、「
あ
あ
、
す

ご
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い

う
場
所
も
ぜ
ん
ぜ
ん
気
に
な
ら
な
い
。
一
〇

年
、
二
〇
年
前
の
僕
で
は
、
と
て
も
想
像
も
で

き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
僕
は
イ
ン
プ
ッ
ト
ば
か
り
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
で
き
な
い
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
〇
年

く
ら
い
前
か
ら
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
な
ら
、

外
へ
出
て
何
か
や
れ
れ
ば
い
い
な
と
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
が
、「
じ
ゃ
あ
何
を
？
」
と
い
う
答
え
が
出
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
が
今
回
は
で
き
た
。「
秘
か
な
」
と
「
表
現
」
は
相
反
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
最
初
は
表

現
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
ス
タ
イ
ル
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
た
。
最
近
は
、
た
と
え
表
現
し
き
れ
て
い
な
く
て

も
「
一
次
加
工
」
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
子
ど
も
が
自
分
の
見
て
き
た
も
の
を
親
に

話
す
く
ら
い
な
感
じ
か
な
、
と
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
ス
タ
イ
ル
よ
り
も
、
そ
の
人
自
身
が
出
て
い
れ
ば
す
ご

く
い
い
。
ま
あ
、
そ
ん
な
あ
た
り
で
、
考
え
も
制
作
も
グ
ル
グ
ル
と
回
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
何
か
変
わ
っ
た

自
分
を
見
て
み
た
い
と
い
う
想
い
も
確
か
に
あ
る
。
ア
サ
ダ
さ
ん
が
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
る
な
ら
、
そ

う
し
て
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
上
が
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
「
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
」
の
よ
う
に
み
ん
な
で
何
か
を
つ
く
る
時
は
、
誰
も
が
楽
し
い
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す

よ
ね
。
行
く
先
が
見
え
な
か
っ
た
り
、
自
分
の
ル
ー
ル
が
通
用
し
な
か
っ
た
り
…
…
。
で
も
人
が
入
り
乱
れ
る

の
は
面
白
く
て
、
同
じ
こ
と
を
も
う
一
度
や
っ
た
ら
、
ま
た
ぜ
ん
ぜ
ん
違
っ
た
も
の
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
ア
サ
ダ
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、
女
の
人
が
一
生
懸
命
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
を
、
見
か
け
ま

す
。 参
加
者
も
サ
ポ
ー
ト
も
ほ
ぼ
ほ
ぼ
女
の
人
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
居
心
地
悪
い
で
す
。 

ア
サ
ダ
さ
ん
は
、
ア
ー

ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
人
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
と
き
、
ど
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。 

囲
ま
れ
て
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
？　
そ
ん
な
想
像
を
し
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。 

仕
事
で
、女
の
人
は
怖
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、警
戒
を
し
て
い
ま
す
。 

最
近
、
や
っ

と
何
か
自
由
に
や
っ
て
も
緩
や
か
に
許
さ
れ
る
環
境
な
ん
だ
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

長
澤
麻
紀

│
三
年
間
を
通
し
て
参
加
。「
想
起
の
ボ
タ
ン
」「
想
起
の
遠
足
」
で
は

家
族
の
思
い
出
と
家
族
の
日
々
を
め
ぐ
っ
た
。

　
小
金
井
市
在
住
一
八
年
目
。
中
学
高
校
と
神
戸
の
学
校
に
通
っ
て
い
て
、

「
も
う
坂
嫌
や
…
…
」
と
思
い
、
坂
が
無
さ
そ
う
な
大
学
を
選
ん
で
東
京
学

芸
大
学
へ
。
大
学
生
活
の
メ
イ
ン
は
中
央
線
よ
り
北
側
。
最
近
に
な
っ
て
、「
あ
れ
、
小
金
井
っ
て
め
っ
ち
ゃ

坂
あ
る
や
ん
」
と
気
づ
い
た
。
子
ど
も
が
五
歳
の
時
に
、「
野
川
っ
て
お
も
し
ろ
い
よ
」
と
教
え
て
も
ら
い
坂

下
デ
ビ
ュ
ー
。
う
ん
、
な
か
な
か
悪
く
な
い
や
ん
っ
と
上
か
ら
目
線
で
、
た
ま
に
坂
下
に
遊
び
に
行
く
今
日
こ

の
頃
。
七
歳
、
〇
歳
の
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
と
、
三
七
歳
の
お
気
楽
旦
那
と
四
人
暮
ら
し
中
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
、
お
義
母
さ
ん
の
影
響
か
な
と
思
い
ま
す
。
早
期
退
職
し
て

海
外
へ
行
っ
た
り
、
シ
ナ
リ
オ
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
朗
読
や
演
劇
を
や
っ
た
り
、
毎
日
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し

た
。
そ
の
途
中
で
病
気
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
病
気
な
ど
置
い
て
お
い
て
も
、（
と
て
も
前
向
き
に
楽
し
ん

で
生
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、）
こ
れ
は
私
も
何
か
や
り
た
い
な
と
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
つ
け
た
ん
で
す
。
な
ん
か
動
い
た
ら
お
も
し
ろ
い
か
も
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
年
目
か
ら
自
分
で
街
に
出
て
行
く
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
人
数
が
ぐ
っ
と
減
っ
た
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
あ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
す
ご
く
よ
か
っ
た
。
着
地
点
は
分
か
ら
な
い
に
し
て
も
、
数
人
で
机
一
個
囲
ん

で
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
人
の
意
見
を
聞

く
っ
て
い
う
会
は
楽
し
か
っ
た
。
今
ま

で
知
ら
ん
か
っ
た
人
た
ち
と
し
ゃ
べ
っ

て
る
っ
て
お
も
し
ろ
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
ね
。

　
街
に
出
て
取
材
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
き
、
タ
カ
ハ
シ
さ
ん
の
お
話
し
を
聞

こ
う
と
思
っ
た
の
は
、
私
の
長
男
が
保

育
園
に
行
っ
て
い
る
五
│

六
年
の
間
に

知
り
合
い
が
増
え
た
こ
と
で
、
子
ど
も

が
で
き
る
と
暮
ら
し
が
変
わ
る
な
あ
と

思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
私
、

名
古
屋
造
形
大
学
教
授
）、
阿
部
裕
太
朗
（
ア
ー
ト
フ
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

会
場

：

想
起
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

○
会
期
中
イ
ベ
ン
ト

想
起
の
大
遠
足

│
思
い
出
す
た
め
に
歩
く
小
金
井
市
内
0
0
0
マ
イ
ル
│

日
時

：

一
一
月
一
八
日
（
土
）
一
〇
時
〜
夕
暮
れ
時

会
場

：

ス
タ
ー
ト
地
点
　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
コ
ー
ト
、
市
内
各
所

想
起
の
遠
足
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

日
時

：

一
一
月
一
九
日
（
日
）
九
時
三
〇
分
〜
一
九
時
　
　

会
場

：

想
起
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
コ
ー
ト
、
上
水
会
館
、
ぬ
く
い
湯
、
上
之
原

会
館
、cafe

ア
ン
、
美
術
の
森
、
く
じ
ら
山
、
は
け
の
森

カ
フ
ェ
、
等

出
演
者

：

（
想
起
の
大
遠
足
）
野
口
由
紀
子
、
瀧
本
広
子

（
遠
足
案
内
人
）
安
達
優
哉
、
石
川
明
代
、
伊
藤
由
実
、

河
村 

宏
、
シ
マ
ダ
カ
ズ
ヒ
ロ
、
須
藤
正
樹
、
須
藤
み
ど

り
、
須
藤
菜
々
子
、
田
中
ロ
ナ
、
環 

笑
子
、
長
澤
麻
紀
、

久
田
浩
司
、
平
田
絵
美
子
、
宮
内
真
希

主
催

：

東
京
都
、
小
金
井
市
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京

（
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）、
N
P
O
法
人

ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン

共
催

：

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者 

こ
が
ね

い
し
て
ぃ
共
同
事
業
体

助
成

：

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造
、
平
成
二
八
年
度 

文
化

庁 

文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
国
際
発
信
推
進
事
業

運
営
ス
タ
ッ
フ
は
こ
う
振
り
返
る

荒
田
詩
乃

│
三
年
間
を
通
じ
て
「
小
金
井
と
私　

秘
か

な
表
現
」
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
。
ア
ー
ト

フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
。

時
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
、
共
に
い
る
　

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
「
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
て
、
何

だ
ろ
う
と
思
っ
て
た
」

　
二
〇
一
五
年
度
の
全
六
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
振
り
返
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
言
っ
た
感

想
で
あ
る
。

　
市
内
在
住
の
市
民
一
八
名
が
参
加
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
全
部
で
六
回
。「
学
習
・
体
験
編
」

と
題
し
た
前
半
三
回
は
、
能
楽
師　
津
村
禮
次
郎

さ
ん
を
講
師
に
、
能
の
所
作
、
身
体
の
使
い
方
な

ど
に
触
れ
た
。
年
が
明
け
て
行
わ
れ
た
「
解
体
・

応
用
編
」
と
題
し
た
後
半
三
回
は
、
能
の
所
作
を

も
と
に
、
自
分
自
身
や

そ
れ
ぞ
れ
が
暮
ら
す
ま

ち
を
違
っ
た
視
点
で
見

つ
め
な
お
す
多
様
な

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
た

と
え
ば
、
能
の
曲
（
く

せ
）
の
語
源
で
あ
る
癖

に
ふ
れ
て
、
二
人
一
組

に
な
り
相
手
の
癖
を
演
じ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
のEA

T
 &

 A
RT

 TA
RO

さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
回
で
は
世
阿
弥
の
「
秘
す
れ

ば
花
」
と
い
う
言
葉
を
も
と
に
、「
思
い
出
の
食

べ
物
」「
嫌
い
な
食
べ
物
」
に
つ
い
て
参
加
者
で
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保
育
園
以
外
の
子
育
て
し
て
い
る
人
た
ち
と
ま
っ

た
く
接
点
が
な
く
、
児
童
館
な
ど
も
行
く
間
な
く

仕
事
復
帰
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
よ
く
聞
く
、
児
童

館
で
悩
み
を
打
ち
明
け
る
マ
マ
が
い
る
っ
て
い
う

の
が
、
あ
ま
り
実
感
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
タ
カ

ハ
シ
さ
ん
が
そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
相
談
を
受
け

た
こ
と
が
集
ま
り
の
始
ま
り
だ
と
い
う
こ
と
を
聞

い
て
、
別
に
時
代
に
関
係
な
く
同
じ
こ
と
を
同
じ

よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
て
、
集
ま
る
と
そ
こ

が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
、
な
ん
か
よ
う
わ
か
ら
ん

け
ど
、
お
も
し
ろ
い
な
あ
と
思
っ
て
。
そ
れ
を
、

私
た
ち
仕
事
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
人
と
専
業
主

婦
と
を
分
け
て
し
ま
う
の
も
、
な
ん
か
お
も
し
ろ

く
な
い
な
と
。
向
こ
う
が
こ
っ
ち
に
対
し
て
思
う

こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
ぶ
ん
、
子
ど
も
と
暮
ら
す
街
と
い
う
と
こ
ろ

に
ず
っ
と
興
味
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
三
年
間
全
然

ぶ
れ
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
地
図
が
好
き
で
、
昔

N
H
K
の
『
た
ん
け
ん
ぼ
く
の
ま
ち
』
っ
て
い

う
番
組
が
あ
っ
て
、
あ
あ
い
う
の
っ
て
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
っ
て
ず
っ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。
想
起
の
ボ
タ
ン

で
は
自
転
車
に
乗
り
、
遠
足
（
？
）
で
は
仙
川
を
子
ど
も
た
ち
と
歩
き
、
子
ど
も
目
線
で
も
の
を
見
た
と
き
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
っ
て
途
中
で
止
ま
っ
て
草
引
っ
張
っ
た
り
、
な
ん
か
拾
っ
た
り
し
て
歩

く
小
学
生
た
ち
が
一
緒
だ
っ
た
の
が
よ
か
っ
た
っ
て
参
加
者
の
方
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。「
あ
の
子
た
ち
が
し

て
い
る
こ
と
を
見
て
、
そ
う
い
え
ば
私
、寄
り
道
し
て
蝶
追
い
か
け
て
た
な
っ
て
思
い
出
し
た
」っ
て
言
っ
て
。

「
思
い
出
し
た
ら
、
私
、
意
外
と
小
学
校
の
と
き
楽
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
た
ん
で
す
、
そ
れ
が
今

日
す
ご
い
収
穫
だ
っ
た
」
と
。
企
画
と
し
て
本
当
に
成
功
す
る
か
な
？　
っ
て
、
当
日
も
ず
っ
と
思
っ
て
い
た

ん
で
す
け
ど
、
最
後
に
そ
う
い
う
言
葉
を
も
ら
っ
て
、
楽
し
く
な
か
っ
た
思
い
出
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
企
画

が
で
き
た
の
か
あ
、
と
思
っ
て
。

　
想
起
の
遠
足
で
は
三
年
目
に
し
て
や
っ
と
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
見
に
来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
道
を
ゆ
く
」
は
展
示
の
と
き
、
長
男
が
通
っ
て
い
た
小
金
井
保
育
園
の
園
長
に
も
声
か
け
て
、
見
に

来
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分
が
保
育
園
と
関
係
な
い
活
動
を
し
ゃ
べ
り
た
く

な
っ
た
の
は
、
こ
こ
に
来
て
初
め
て
で
し
た
。
そ
れ
で
今
度
小
金
井
保
育
園
の
園
長
を
自
宅
に
呼
ん
で
話
し
て

も
ら
う
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
三
年
間
続
け
た
結
果
、
よ
か
っ
た
か
な
あ
。
で
も
、私
は
常
に
受
け
身
な
ん
で
、一
年
目
、二
年
目
が
終
わ
っ

た
と
思
っ
て
も
来
る
連
絡
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
。

　
私
、
仕
事
の
と
き
も
「
な
ん
で
も
や
り
ま
す
」
っ
て
、
あ
ま
り
選
ば
な
い
。
結
果
色
々
来
た
中
で
、
や
り
た

い
こ
と
が
で
て
く
る
ん
で
す
。
今
回
の
も
「
ま
あ
、
な
ん
か
よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
、
行
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
い
う
感
じ
の
入
り
方
。
結
果
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
企
画
や
作
品
に
で
き
て
い
る
な
あ
っ
て
い
う
感
覚
は

あ
る
の
で
、
間
違
っ
て
な
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

河
村 

宏
│
（
下
写
真
右
端
）「
想
起
の
遠
足
」
に
参
加
。

市
外
か
ら
通
学
し
て
い
た
思
い
出
を
同
窓
生
と
市
民

の
方
と
辿
っ
た
。

　
生
ま
れ
て
初
め
て
『
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
な

る
も
の
に
直
接
関
わ
ら
せ
て
頂
い
た
。

　
藝
術
・
美
術
・
ア
ー
ト
な
る
言
葉
の
明
確
な
違
い

も
分
か
ら
な
い
中
で
『
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に

関
わ
っ
た
感
想
と
は
、
一
言
で
申
し
上
げ
る
な
ら
ば

『
体
験
価
値
』
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

用
語
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、『
小
金
井
市
』
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
？

は
極
め
て
シ
ン
プ
ル
に
『
地
域
』
で
あ
り
、
要
約
す

れ
ば
私
は
『
小
金
井
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
』
で
存
分
に
楽
し
ま
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
な
る
、
ま
さ
に
入
場
料
無

料
で
。

　
い
き
な
り
の
他
所
者
（
埼
玉
県
川
口
市
在
住
）
で
あ
る
私
如
き
を
快
く
受
け
入
れ
て
頂
き
、
尚
且
つ
無
料
で

存
分
に
『
小
金
井
市
』
と
い
う
地
域
・
街
を
舞
台
に
楽
し
ま
せ
て
頂
け
た
の
は
こ
れ
ま
で
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク

シ
ョ
ン
様
が
築
き
上
げ
て
き
た
長
年
の
信
頼
・
歴
史
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
意
味
そ
こ
を
原
点
に
考
え
れ

ば
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
様
の
活
動
こ
そ
が
『
小
金
井
の
文
化
』
と
言
う
べ
き
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
回
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
前
か
ら
な
ん
と
な
く
、
ふ
わ
っ
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
『
地
域
』
と
い
う

用
語
・
単
位
に
今
後
の
日
本
の
抱
え
る
様
々
な
構
造
的
社
会
問
題
解
決
の
糸
口
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
私
に

と
っ
て
は
、
ま
さ
に
『
体
験
価
値
』
を
通
じ
て
そ
の
糸
口
は
明
確
な
解
と
な
っ
た
。

　
話
は
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
今
後
は
ま
さ
に
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
様
の
活
動
が
、『
地
域
』
単

位
で
あ
ら
ゆ
る
問
題
解
決
を
図
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
分
か
り
易
い
例
で
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
認
知
症
患
者

の
受
け
入
れ
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
今
回
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
だ
け
を
取
っ
て
み
て
も
、
中
央

大
学
附
属
高
等
学
校
・
東
京
学
芸
大
学
様
が
舞
台
と
な
り
学
校
を
オ
ー
プ
ン
に
地
域
に
開
け
た
場
所
と
し
て
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
が
日
常
生
活
に
お
け
る
普
通
の
景
色
と
な
れ
ば
、
幼
・
小
・
中
・
高
・
大
の
抱
え

紹
介
し
合
い
、
ま
つ
わ
る
記
憶
を
話
し
あ
っ
た
。

株
式
会
社
大
と
小
と
レ
フ
の
鈴
木
一
郎
太
さ
ん
が

ゲ
ス
ト
の
最
終
回
で
は
、「
見
る
こ
と
／
見
ら
れ

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
同
士
で
高
速
で

お
互
い
の
ス
ケ
ッ
チ
を
繰
り
返
す
ワ
ー
ク
を
行

い
、
そ
の
行
為
を
手
始
め
に
会
場
か
ら
ま
ち
に
飛

び
出
す
こ
と
に
も
挑
戦

し
た
。

　
能
と
い
う
、
長
い
歴

史
の
中
で
体
系
化
さ

れ
て
き
た
芸
能
の
持

つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
視
点
の
「
型
」

を
知
る
こ
と
。
そ
れ
を

そ
の
表
現
に
対
す
る
「
習
い
事
」
に
留
め
る
の
で

は
な
く
、
よ
り
広
く
日
常
生
活
の
中
で
「
活
か
し

直
す
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
一

見
交
わ
ら
な
そ
う
な
伝
統
芸
能
と
現
代
ア
ー
ト
の

融
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
者
に
ど
の
よ
う

な
体
験
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
お
そ
ら

く
、
わ
か
り
や
す
い
正
解
の
な
い
、
一
見
難
し
い

不
思
議
な
時
間
だ
っ
た
と
思
う
。
前
半
三
回
が
終

了
し
た
あ
と
、
様
々
な
要
因
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
年
明
け
を
挟
ん
で
後
半
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
は
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
半
数

ほ
ど
い
た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
毎
回
参
加
し
て

く
れ
た
人
た
ち
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
語
り

あ
い
な
が
ら
、「
こ
れ

は
一
体
ど
う
い
う
こ
と

な
ん
だ
ろ
う
」
と
、
考

え
な
が
ら
共
に
い
た
時

間
が
、
メ
ン
バ
ー
同
士

の
「
言
葉
に
な
ら
な
い

絆
や
雰
囲
気
」
を
少
し

ず
つ
醸
成
し
て
く
れ
た

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
を
も
っ
て
そ
の
後
ま
ち
へ

と
出
て
い
く
大
切
な
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ
た
。
の
ち

の
「
想
起
の
ボ
タ
ン
」「
想
起
の
遠
足
」
を
通
し

て
、
あ
の
ワ
ー
ク
は
こ
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
た

と
、
不
思
議
と
実
感
で
き
る
瞬
間
も
あ
っ
た
。

わ
た
し
の
ま
ち
と
も
う
一
度
出
会
う
　

「
想
起
の
ボ
タ
ン
」

　
「
あ
な
た
が
住
む
小
金
井
で
、
今
は
な
い
け
れ

ど
大
切
な
場
所
や
も
の
に
つ
い
て
の
記
憶
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。」
二
〇
一
五
年
度
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
声
を

か
け
、「
市
民
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
以
下
メ
デ
ィ

エ
ー
タ
ー
）」
と
し
て
、
展
示
を
一
緒
に
作
り
あ

げ
た
。
メ
デ
ィ
エ
ー

タ
ー
は
、
自
分
が
暮
ら

す
ま
ち
で
、
気
に
な
る

人
や
「
記
憶
」
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
そ

の
記
憶
に
よ
り
そ
い
な

が
ら
展
示
作
品
と
い
う

形
を
と
っ
た
「
表
現
」
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る
様
々
な
問
題
は
一
気
に
解
決
に
至

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
く
活
動
拠
点

に
困
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

い
く
ら
で
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
あ
れ
ば
東
京
学
芸
大
学
の
広

大
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
わ
せ
て
あ
げ

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
？　
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
る
う
え
に

お
い
て
は
、
も
は
や
日
本
の
縦
割
的

な
従
来
の
枠
組
み
で
は
、
そ
の
開
催

意
義
・
効
果
を
計
る
こ
と
は
不
可
能

だ
と
考
え
る
。
小
金
井
市
役
所
様
で

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
課
を
横
串

横
断
的
に
展
開
し
た
も
の
の
象
徴
が

ま
さ
に
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン

様
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
シ
ン
プ
ル
に
言
え
ば
街
の
活
性

化
と
も
い
え
る
。

　
他
所
者
の
私
が
言
え
た
立
場
で
は

な
い
が
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ

ン
様
の
活
動
を
半
永
久
的
に
継
続
さ

せ
る
こ
と
こ
そ
が
元
々
あ
る
『
小
金

井
市
』
の
文
化
を
全
国
・
世
界
に
発

信
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
逆
説
的

に
聞
こ
え
は
す
る
が
そ
の
よ
う
な

ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
様
の
活

動
こ
そ
が
あ
ら
た
な
『
小
金
井
市
』

の
文
化
た
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？　
文
化
を
ア
ー
ト
で
発
信
す

る
、
そ
れ
こ
そ
が
新
た
な
日
本
文
化

に
な
り
得
る
。
そ
ん
な
活
動
集
団
こ
そ
が
現
代
社
会
で
崩
壊
し
た
『
中
間
共
同
体
』『
中
間
組
織
』
に
と
っ
て

代
わ
る
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
』
＝
全
員
（
様
々
な
社
会
的
弱
者
を
も
）
参
加
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？　
そ
ん
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
極
め
て
緩
い
チ
カ
ラ
で
結
ば
れ
て

お
り
、
ま
た
縛
り
の
な
い
自
由
な
集
団
組
織
で
あ
り
、
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
都
合
の
良
い
時
だ
け
参
加
可

能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
場
・
空
間
で
あ
る
。
一
つ
の
縦
割
の
省
庁
・
課
・
私
立
学
校
・
国
立
大
学
で
は
な
く
、

横
展
開
さ
れ
る
『
地
域
』
と
い
う
舞
台
で
、
同
じ
く
縦
割
で
は
理
解
・
説
明
し
き
れ
な
い
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
』
な
る
も
の
の
形
成
が
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
『
小
金
井
市
』
の
魅
力
は
そ
の
ま
ま
今
後
の
観
光
資
源

と
い
う
形
に
ま
で
姿
を
変
え
、
言
葉
が
汚
い
が
『
お
金
』
を
呼
び
込
み
な
が
ら
も
『
地
域
』
住
民
の
心
を
豊
か

に
満
た
す
『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
団
』
の
形
成
に
ま
で
に
至
る
。

　
私
は
今
回
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
る
ま
さ
に
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
一
石
百
超
の
解
を
、
母
校
で
あ

る
中
央
大
学
に
な
ん
と
か
理
解
し
て
頂
き
、
小
さ
く
小
さ
く
中
央
大
学
内
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
切
に
願
っ
て
や
ま
な
い
。

環 

笑
子

│
二
年
目
の
後
半
か
ら
参
加
。
と
に
か
く
小
金
井
に
詳
し
い
。
市
外
か

ら
の
参
加
者
を
小
金
井
と
つ
な
い
だ
。『
想
起
の
遠
足
』
で
は
、「
い
つ
か
の

通
学
路
」
を
、
ま
き
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
た
。

　
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
夕
方
の
「
想
起
の
閉
会
式
」。
足
の
裏
に
は

水
ぶ
く
れ
が
い
く
つ
も
で
き
て
痛
か
っ
た
け
れ
ど
、
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
平
気
だ
か
ら
不
思
議
だ
。
想
起
の

遠
足
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
参
加
で
き
た
の
は
「
チ
ャ
ル

メ
ラ
ち
ん
ど
ん
♪
」
と
、
ま
き
さ
ん
と
自
分
で
企
画
し
た

「
い
つ
か
の
通
学
路
」
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
行
き
た
か
っ

た
他
の
遠
足
の
写
真
や
映
像
を
見
た
り
報
告
を
聞
く
の
は

楽
し
い
。

　
終
了
後
「
い
つ
か
の
通
学
路
」
に
参
加
し
て
く
れ
た
方

が
ま
き
さ
ん
と
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
、
と
言
っ
て
く
れ
た
。
彼
女
は
ず
っ
と
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
歩
い
て
く
れ
て
、
ゴ
ー
ル
の
上
水
会
館
の
和
室

に
着
い
た
時
、
畳
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ド
ン
と
置
く
感
じ

が
、
あ
あ
そ
う
だ
っ
た
と
思
っ
た
、
と
言
っ
て
く
れ
た
方

だ
。

　
彼
女
の
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
は
あ
ま
り
良
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
で
も
今
日
歩
い
た
こ
と
で
、
辛
い

こ
と
や
悲
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
気
づ
い
た

と
言
う
。「
明
日
か
ら
も
、
今
日
の
こ
の
私
の
ま
ま
で
す

よ
ね
」
っ
て
。

　

彼
女
と
さ
よ
な
ら
し
た
後
、
ま
き
さ
ん
が
つ
ぶ
や
い

た
。「
人
の
人
生
変
え
ち
ゃ
っ
た
よ
」

　
こ
と
の
起
こ
り
は
二
〇
一
六
年
一
二
月
、
初
め
て
参
加

を
立
ち
上
げ
て
い
く
、

「
記
憶
の
変
換
者
」
だ
。

　
展
示
は
、
三
つ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
、

「T
he 1st Button

」
で

は
、
一
般
公
募
し
た
小

金
井
市
民
八
二
名
の

方
々
の
不
在
の
記
憶
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
い
た
だ
い
た
テ
キ

ス
ト
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
展
示
し
た
。「T

he 2nd 
Button

」
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
が
個

別
に
お
願
い
し
た
小
金
井
市
民
一
〇
名
の
方
々
の

記
憶
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
聞
き
手
と
の
対
話
を

通
じ
て
想
起
さ
れ
た
記
憶
を
冊
子
と
展
示
物
を
通

じ
て
再
構
成
し
、「T

he 3rd Button

」
で
は
、
自

ら
も
小
金
井
市
民
で
あ

り
、
本
展
の
制
作
に
携

わ
っ
た
六
組
の
メ
デ
ィ

エ
ー
タ
ー
が
、
各
々
の

手
法
で
取
材
し
た
市
民

の
記
憶
を
「
表
現
（
展

示
作
品
）」
へ
と
変
換

し
た
。
そ
こ
に
は
記
憶

の
語
り
部
と
聞
き
手
の
共
同
創
作
の
姿
が
あ
り
、

聞
き
手
に
よ
る
語
り
部
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
と

誠
実
さ
と
妄
想
と
誤
解
と
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ
た

不
思
議
な
表
現
が
立
ち
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

セ
ク
シ
ョ
ン
を
重
ね

る
に
連
れ
て
、
記
憶

の
「
編
集
の
度
合
い
」

が
強
く
な
る
よ
う
に
構

成
さ
れ
た
。
ま
た
、
会

期
中
に
は
参
加
者
が
さ

ま
ざ
ま
な
記
憶
を
交
換

で
き
る
機
会
と
し
て
の

〝
出
来
事
〞
が
い
つ
で
も
起
き
て
い
る
よ
う
に
、

「
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
」「
想
起
の
試
食
会
」「
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
上

映
会
」、
松
本
篤
（A

H
A

!

）
を
ゲ
ス
ト
に
招
い

た
「
座
談
会
」
な
ど
想
起
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

「
記
憶
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
手
掛
か
り
に
、
手
探

り
で
、
時
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り

方
や
ス
ピ
ー
ド
で
、
少
し
ず
つ
各
々
の
実
感
を
手

に
、「
な
に
か
」
に
出
会
っ
て
い
っ
た
。

未
来
に
思
い
出
す
た
め
に
、
い
ま
歩
く
　

「
想
起
の
遠
足
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
を
経
て
、
三
年
目
は

「
ま
ち
に
飛
び
出
し
て
み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

メ
ン
バ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
重
ね
、
昨
年
度
同
様
「
記
憶
」
を
テ
ー
マ
に

「
遠
足
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
一
年
目
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
、
二
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し
た
「
小
金
井
と
私
・
秘
か
な
表
現
」
サ
ー
ド
シ
ー

ズ
ン
の
顔
合
わ
せ
の
時
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
を
一

列
に
並
ん
で
歩
い
た
り
、
駅
の
切
符
売
場
で
皆
で
一

斉
に
小
銭
を
落
と
し
た
り
し
た
。

　
楽
し
く
て
嬉
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
何
が
嬉

し
い
っ
て
、
好
き
だ
け
ど
、
で
も
本
の
中
の
世
界
だ

と
思
っ
て
い
た
ハ
イ
レ
ッ
ド
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
だ
。
ま
さ
か
自
分
に
で
き
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
い
た
。

　

記
憶

│
恐
ら
く
日
本
に
住
む
ど
ん
な
人
に

も
、
あ
る
程
度
共
通
し
た
記
憶
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

「
通
学
路
」。
ま
き
さ
ん
が
既
に
提
案
し
て
い
た
の

で
、
一
緒
に
や
ろ
う
と
持
ち
か
け
た
。

　
い
ろ
ん
な
方
の
記
憶
を
た
ず
ね
話
し
を
し
て
い
る

と
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
連
想
し

て
お
互
い
に
想
起
し
て
い
く
の
は
お
も
し
ろ
い
。

　
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
記
憶
は
良
い
も
の
だ
け
で
は
な

い
。
想
起
の
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
っ
ぱ
な
し
な
の
で
、

辛
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
も
次
々
に
思
い
出
す
。

　
さ
ら
に
子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
自
分
の
記
憶
も
上
書
き
さ
れ
、
誰
の
記
憶
な
の

か
も
定
か
で
な
く
な
っ
て
い
く
。
人
は
自
分
の
未
来
も
、
過
去
も
選
択
で
き
る
の
だ
。

　
当
日
、
集
合
場
所
のcafe

ア
ン
で
写
真
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
通
学
路
の
地
図

を
書
い
て
も
ら
い
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
出
発
。

　
角
を
曲
が
っ
た
ら
ま
ず
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
。
負
け
た
ら
次
の
電
柱
ま
で

ラ
ン
ド
セ
ル
を
三
つ
持
っ
て
っ
て
も
ら
う
。

　

現
役
の
小
学
生
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
た
の
が
何
よ
り
あ
り
が
た

か
っ
た
。
彼
ら
は
確
か
に
、
い
つ
か
の
私
で
あ
り
私
の
子
ど
も
た
ち
で

も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
前
日
の
雨
模
様
の
大
遠
足
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
た

綺
麗
な
秋
晴
、
見
事
な
紅
葉
と
美
し
い
夕
暮
れ
。
そ
の
中
を
、
お
喋
り

し
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
小
学
生
た
ち
を
追
い
か
け
て
つ
い

て
い
く
。

　
ゴ
ー
ル
は
上
水
会
館
の
和
室
。
写
真
を
共
有
し
、
地
図
に
さ
ら
に
書

き
足
し
て
、
解
散
。

　
そ
し
て
、
閉
会
式
へ
向
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

石
川
明
代

│
「
想
起
の
遠
足
」
に
参
加
。
遠
足
当
日
、
新
た
な
出
会
い
の
中
で
新

婚
時
代
の
蜜
月
に
思
い
を
は
せ
た
。

　
以
前
か
ら
ア
ー
ト
に
関
わ
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
、
子
ど
も
が
産

ま
れ
て
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
二
度
目
の
育
休
中
、
た
ぶ
ん
こ
れ
が
最

後
の
育
休
だ
ろ
う
か
ら
、
と
に
か
く
色
々
な
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
所
、
想
起
の
遠
足
の
企
画

募
集
の
こ
と
を
市
報
で
知
り
、
ち
ょ
っ
と
説
明
会
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
、
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
説
明
会
は
夜
で
、
子
ど
も
と
離
れ
て
夜
に
一
人
で
出
か
け
る
な
ん
て
い
つ
ぶ
り
だ
ろ
う
。
母
親
と
い
う
立
場

を
離
れ
て
、
知
ら
な
い
人
と
話
し
合
う
な
ん
て
い
つ
ぶ
り
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
久
し
ぶ
り
の
非
日
常
感
だ
っ
た
。

　
私
は
結
婚
と
同
時
に
小
金
井
市
に
移
り
住
ん
で
お
り
、「
小
金
井
で
の
記
憶
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
ず
連
想

し
た
の
は
、
新
婚
時
代
の
こ
と
だ
っ
た
。
新
婚
時
代
よ
り
も
、
そ
の
後
の
子
育
て
時
代
の
方
が
期
間
も
長
い
し

イ
ン
パ
ク
ト
も
強
い
の
に
、
と
少
し
不
思
議
に
思
っ
た
け
れ
ど
、
き
っ
と
子
育
て
は
ま
だ
現
在
進
行
形
で
、
記

憶
と
呼
ぶ
に
は
ま
だ
近
す
ぎ
る
過
去
だ
か
ら
。

　
新
婚
時
代
と
い
う
の
は
、
た
ぶ
ん
誰
し
も
少
し
は
甘
い
記
憶
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

　
普
段
住
ん
で
い
る
こ
の
街
の
、
何
で
も
な
い
風
景
の
中
に
個
人
的
な
愛
の
記
憶
が
息
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
を

み
ん
な
で
共
有
し
て
み
た
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
は
壮
大
な
愛
の
物
語
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
⁉
…
…
と
ま
で
は

い
か
な
く
て
も
。
あ
る
人
に
と
っ
て
は
変
哲
も
な
い
風
景
だ
け
れ
ど
、
あ
る
人
に
と
っ
て
は
大
切
な
記
憶
の

場
所
。
小
さ
な
愛
の
記
憶
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る

の
っ
て
、
な
ん
だ
か
愛
し
い
な
と
思
っ
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、
ふ
と
私
自

身
の
新
婚
時
代
の
記
憶
が
蘇
っ
て
き
て
、
そ
れ

は
温
か
な
記
憶
だ
っ
た
の
で
、
少
し
切
な
い
よ

う
な
甘
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
子
ど
も
が
産
ま
れ
て
か
ら
は
私
も
夫
も
子
育

て
に
必
死
で
、
小
さ
な
喧
嘩
ば
か
り
繰
り
返
し

て
い
る
。
で
も
こ
の
時
は
「
あ
の
頃
も
今
も
、

幸
せ
だ
な
」
と
ふ
っ
と
力
が
抜
け
た
よ
う
な
感

じ
が
し
た
。
こ
う
い
う
感
覚
を
、
同
じ
よ
う
な

立
場
の
人
た
ち
と
共
有
し
た
い
と
思
っ
た
。

　
当
初
は
「
子
育
て
世
代
の
夫
婦
で
、
新
婚
時

代
の
記
憶
を
語
り
合
う
」
と
い
う
内
容
で
企
画

し
て
い
た
が
、
結
果
的
に
、
参
加
者
全
員
が
市

年
目
の
「
想
起
の
ボ
タ
ン
」
を
観
て
、
そ
の
後
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
企
画
チ
ー
ム
に
入
っ

た
メ
ン
バ
ー
、
市
民
公
募
で
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

な
ど
様
々
な
出
会
い
方
を
経
て
う
ま
れ
た
新
た
な

企
画
チ
ー
ム
で
対
話
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
の
実
感
や
大
切
な
「
記
憶
」
が
た
く

さ
ん
つ
ま
っ
た
一
五
の
遠
足
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
三
日
間
開
催
し
、
初
日
は
高

橋
伸
行
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
や
さ
し
い
美
術
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
名
古
屋
造
形
大
学
教

授
）
を
招
い
た
ト
ー
ク
と
夜
遠
足
、
二
日
目
は

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
監
修
の
大
遠
足
、
そ
し
て
三
日
目

は
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
実
感
や
思

い
出
を
も
と
に
、
作
り
上
げ
た
。

　

二
児
の
母
、
当
時
育
休
中
だ
っ
た
石
川
さ
ん

は
、
あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
小
金
井
公
園
で

子
ど
も
と
遊
ん
で
い
る

時
、
ふ
と
夫
と
の
記
憶

が
蘇
り
「
あ
の
頃
も
今

も
、
幸
せ
だ
な
」
と

思
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
「
蜜
月
」
を
企
画

し
、
参
加
者
と
と
も
に

家
族
の
は
じ
ま
り
の
物

語
を
語
り
合
っ
た
。
ま
た
、
お
す
す
め
の
ち
い
さ

い
お
店
を
集
め
た
小
さ
な
お
店
巡
り
は
小
学
五
年

生
の
企
画
だ
。
遠
足
企
画
は
一
五
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

の
ぼ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
小
金
井
の
街

の
リ
サ
ー
チ
、
自
身
の
記
憶
の
巡
り
直
し
、
当
日

参
加
者
が
歩
く
こ
と
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
な
ど

試
行
（
錯
誤
）
を
繰
り
返
し
た
。
企
画
の
途
中
で

は
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
を

具
体
化
す
る
た
め
に
助
け
合
う
機
会
が
多
く
生
ま

れ
た
。
リ
サ
ー
チ
の
過
程
で
は
、
メ
ン
バ
ー
自
身

が
銭
湯
や
農
家
、
駄
菓
子
屋
な
ど
と
交
渉
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
成
就
し
て

い
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
り
な
が
ら
、
ず
っ
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
想
起
の
遠
足
は
一
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外
在
住
、
半
数
が
独
身
と
い
う
こ
と
で
、
想
定
し
て
い
た
テ
ー
マ
は
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
。

　
参
加
者
の
属
性
は
当
日
し
か
分
か
ら
な
い
と
は
い
え
、
完
全
に
私
の
準
備
不
足
だ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
参
加

者
の
方
々
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
頂
き
、
無
事
企
画
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
振
り
返
っ
て
み
て
、
企
画
に
参
加
す
る
こ
と
で
「
子
育
て
中
だ
け
れ
ど
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
関
わ
っ
て
み

る
こ
と
」、「
子
育
て
中
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
活
動
に
関
わ
っ
て
み
る
こ
と
」
が
で
き
た
と
い
う
の
が
自
分
の
中

で
大
き
い
と
感
じ
る
。
子
ど
も
の
行
事
や
体
調
な
ど
で
事
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も
あ
ま
り
参
加
で
き
ず
、
当

日
も
子
ど
も
を
連
れ
て
の
参
加
で
バ
タ
バ
タ
し
、
想
起
の
遠
足
に
充
分
に
関
わ
れ
た
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
う

で
は
な
い
け
れ
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
と
い
う
事
実
は
今
後
の
自
信
に
な
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
企
画
と
い
う
こ
と
自
体
新
し
い
経
験
だ
っ
た
。
自
分
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
形
に
な
っ
て
他
の

人
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と
い
う
の
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
は
苦
手
だ
と
勝
手
に
思

い
込
ん
で
い
た
の
で
、
新
し
い
発
見
だ
っ
た
。

平
田
絵
美
子

│
（
下
写
真
左
端
）「
想
起
の
遠
足
」
に
参
加
。
校
舎

脇
の
大
貧
民
、
歌
い
な
が
ら
帰
っ
た
道
を
新
し
い
出
会
い

の
中
で
辿
っ
た
。

　
「
想
起
の
遠
足
」
に
参
加
し
た
感
想
と
し
て
、
担
当
し

た
二
つ
の
企
画
の
概
要
と
、
企
画
を
終
え
て
の
気
づ
き
や

変
化
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
企
画
の
一
つ
め
は
、「
銭
湯
de
音
楽
」。
企
画
の
き
っ
か

け
は
、
遠
足
の
説
明
会
が
あ
っ
た
頃
に
、
ち
ょ
う
ど
大
学

院
で
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
音
楽
を
考
え
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
幼
少
期
に
風
呂
場
で
姉
と
よ
く
歌
を
歌
っ
て
い
た

記
憶
を
強
く
想
起
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
大
き
め

の
お
風
呂
と
い
う
こ
と
で
、
小
金
井
市
に
唯
一
残
る
『
ぬ

く
い
湯
』
さ
ん
で
、
合
唱
し
た
り
、
風
呂
桶
で
リ
ズ
ム
を

と
っ
た
り
し
た
ら
楽
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の

よ
う
な
企
画
と
な
っ
た
。

　
二
つ
め
は
、「
大
貧
民
」。
企
画
の
理
由
は
、
小
学
六
年
の
頃
、
放
課
後
に
女
子
で
集
ま
っ
て
毎
日
大
貧
民
を

や
っ
て
い
た
こ
と
が
、
小
学
校
時
代
の
一
番
ワ
ク
ワ
ク
し
た
思
い
出
と
し
て
想
起
さ
れ
た
か
ら
だ
。
遠
足
当
日

は
、
小
金
井
市
内
に
あ
る
東
京
学
芸
大
学
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
、
大
貧
民
を
し
た
。

　
企
画
を
通
し
て
の
気
づ
き
は
、
私
が
企
画
し
た
遠
足
の
テ
ー
マ
が
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
ず
、
銭
湯
と
い
う
場
所
は
、
男
女
で
分
か
れ
は
す
る
が
浴
場
に
入
れ
ば
誰
も
が
裸
に
な

る
。
そ
こ
で
は
ど
ん
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
ろ
う
と
も
、
み
ん
な
が
、
た
だ
の
裸
の
人
間
だ
。
こ
ん
な
場

所
は
他
に
は
な
い
。
音
楽
も
、
誰
で
も

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
自
由
な
も
の

で
、
か
つ
そ
れ
を
歌
や
楽
器
に
よ
っ
て

他
者
と
共
有
で
き
る
。
企
画
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
と
は
世
代
が
異
な
っ

て
い
た
が
、
一
つ
の
曲
を
合
唱
し
た
時

の
強
い
共
感
の
感
覚
は
今
も
は
っ
き
り

と
覚
え
て
い
る
。
ま
た
、
大
貧
民
も
、

ル
ー
ル
さ
え
知
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
ト

ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
だ
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
そ
も
そ
も
ゲ
ー

ム
名
が
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
違
う
（
例

え
ば
大
富
豪
、
富
豪
、
貴
族
）
こ
と
や
、

ル
ー
ル
の
多
様
性
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
こ
と
だ
。
参
加

メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル

が
大
き
く
変
わ
る
が
、
ど
の
ル
ー
ル
を

採
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
多
少
お
互

い
の
関
係
性
が
影
響
す
る
だ
ろ
う
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
、
大
貧
民
と
い
う

ゲ
ー
ム
は
、
必
ず
し
も
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

と
は
言
い
き
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
も
ま
た
一
つ
の
集
団
に
お
け
る
興
味
深
い
現
象
に
は
違

い
な
い
。
そ
う
思
え
た
こ
と
も
、
企
画
を
通
じ
た
大
切
な
気
づ
き
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
企
画
に
参
加
し
た
後
の
変
化
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
私
自
身
が
誰
か
と
「
共
感
」
す
る
と

い
う
経
験
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
た
が
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
と
共
感
し
た
い
、
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
他
者
と
共
感
す
る
に
は
、
時
に
は
裸
に
な
っ
た
り
…
、
声
を
出
し
た
り
、
主
張
を
し
た
り
と
、
自
分

を
さ
ら
け
出
す
行
為
が
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
を
、
も
っ
と
や
っ
て
い
こ
う
と
、
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
個
人
的
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
私
な
り
の
方
法
で
自
分
を
さ
ら
け
だ
し

て
、
多
く
の
人
た
ち
と
共
感
し
た
い
。
現
在
す
で
に
や
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
は
、
絵
を
か
く
こ
と
だ
。
そ
し

て
そ
れ
を
他
人
に
見
せ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
絵
を
と
お
し
て
の
共
感
と
い
う
の
は
、
未
知
な
の
で
ど

ん
な
感
覚
か
わ
か
ら
な
い
。
国
内
外
に
絵
を
観
に
行
き
た
い
と
考
え
て
い
て
、
も
し
か
し
た
ら
絵
を
か
い
た
人

と
、
も
し
か
し
た
ら
故
人
と
、
絵
を
介
し
て
共
感
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
音
楽
も
作
曲
者
と
共
感
で
き
る

も
の
と
思
う
が
、
絵
と
い
う
視
覚
的
な
も
の
で
は
ま
た
別
の
感
覚
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
感
が

す
る
。

体
ど
ん
な
出
来
事
で
、

そ
こ
に
は
ど
ん
な
意
味

が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
本
当
の
意
味
で

は
、
実
は
今
も
わ
か
ら

な
い
。
だ
け
ど
、
今
少

し
ず
つ
で
も
わ
か
っ
て

き
て
い
る
こ
と
は
、
あ

の
遠
足
の
中
で
、
私
は
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
に
た

く
さ
ん
出
会
え
た
、
と
い
う
確
か
な
感
触
だ
。
大

遠
足
で
、
雨
が
降
る
か
降
ら
な
い
か
ハ
ラ
ハ
ラ
し

な
が
ら
、
た
ど
り
着
い
た
く
じ
ら
山
の
山
頂
で
小

雨
の
中
、
大
き
な
白
い
旗
を
振
っ
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
の
姿
を
見
つ
け
た
と
き
。「
母
校
の
輪
郭
を
め

ぐ
る
」
と
い
う
企
画
を
た
て
た
K
さ
ん
の
企
画

に
参
加
し
た
彼
の
友
人
た
ち
が
「
何
を
や
っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
嬉
し
そ
う

に
み
ん
な
で
歩
い
て
い
た
背
中
に
陽
が
そ
っ
と
さ

し
て
い
た
こ
と
。
当
日
の
ト
ラ
ブ
ル
に
、「
私
が

行
き
ま
す
」
と
対
応
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の

心
強
い
言
葉
。
企
画
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
楽
し

か
っ
た
」
と
メ
ン
バ
ー
が
照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
っ

て
い
る
姿
。
家
族
で
参
加
し
て
い
た
S
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
、
透
明
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
い
る
と

き
の
、
参
加
者
な
の
か
企
画
者
な
の
か
、
そ
れ
と

も
通
り
が
か
っ
た
人
な
の
か
、
混
ざ
り
あ
っ
て
い

た
、
あ
の
な
ん
と
も
言
え
な
い
幸
せ
な
風
景
。

　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ア

サ
ダ
さ
ん
は
、「
未
来

に
思
い
出
す
た
め
に
今

歩
く
」
と
言
っ
て
い

た
。
今
思
い
出
し
て
み

る
と
、
み
ん
な
で
、
い

つ
か
思
い
出
す
た
め
の

大
切
な
風
景
を
、
見
て

み
た
か
っ
た
風
景
を
、

記
憶
を
手
掛
か
り
に
し

な
が
ら
、
ま
ち
を
キ
ャ

ン
バ
ス
に
そ
っ
と
描
い

て
い
た
の
だ
と
思
う
。

そ
れ
は
さ
さ
や
か
な
表

現
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど

そ
の
さ
さ
や
か
な
表
現

が
、
ま
ち
の
風
景
と
混
ざ
り
あ
っ
て
、
こ
れ
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
か
、
ま
ち
の
風
景
な
の
か
、
な

ん
と
も
言
え
な
い
不
思
議
な
瞬
間
を
生
み
出
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
き
っ
と
ま
ぎ
れ

も
な
く
、
と
び
き
り
ス
テ
キ
な
「
秘
か
な
表
現
」

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
遠
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
は
じ
め

た
。
保
育
園
の
園
長
を
招
き
子
ど
も
が
育
つ
街
に

つ
い
て
語
り
合
う
場
を
つ
く
っ
た
り
、
遠
足
の
当
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デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
こ
う
振
り
返
る

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
─
そ
う
遠
く
へ
は
行
か
な
い
地
点
か
ら

　
リ
ア
ル
に
「
生
活
を
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
い
う
様
々
な

出
来
事
に
遭
遇
す
る
三
〇
代
後
半
と
い
う
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
間
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
「
自
由

さ
」
を
失
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
状
況
の
中
か
ら
、
ま
た
違
っ
た
タ

イ
プ
の
「
自
由
さ
」
を
求
め
よ
う
か
と
、
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し

た
ね
。　

　
た
と
え
ば
ど
こ
に
誰
と
暮
ら
し
て
い
て
、
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い

て
、
何
を
食
べ
て
と
い
っ
た
、
自
分
を
成
り
立
た
せ
る
環
境
要
素
。
そ

れ
は
同
時
に
自
分
を
縛
っ
て
い
る
要
素
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
遠
く
に
離
れ
て
み
て
新
し
い
こ
と
を
こ
こ
ろ
み

る
っ
て
い
う
よ
り
、
そ
の
場
所
に
身
を
置
き
な
が
ら
そ
の
縛
っ
て
い
る
要
素
の
模
様
替
え
す
る
。
部
屋
か
ら
出
て
「
遠
く

に
行
こ
う
」
と
い
う
よ
り
は
、
自
分
を
取
り
囲
ん
で
い
る
も
の
を
、
ほ
ん
の
少
し
「
配
置
を
変
え
て
み
る
」
っ
て
い
う
感

じ
の
こ
と
を
や
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
風
通
し
が
良
く
な
っ
た
り
、
物
を
置
き
す
ぎ
て
隠
れ
て
し
ま
っ
て
た
窓
が
開
く

よ
う
に
な
っ
た
り
と
か
、
な
ん
か
そ
う
い
う
感
じ
に
結
構
近
い
体
験
。

　
そ
れ
は
僕
自
身
も
そ
う
だ
し
、
他
の
参
加
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
も
多
分
そ
れ
ぞ
れ
普
段
の
日
常
の
自
分
の
「
配
置
」

み
た
い
な
も
の
に
対
し
て
ど
こ
か
で
窮
屈
さ
を
感
じ
て
い
て
、
埋
も
れ
て
い
て
気
づ
か
な
か
っ
た
も
の
を
探
し
た
り
、
本

が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
後
ろ
に
実
は
花
瓶
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
そ
れ
を
取
り
出
す
み
た
い
な
作
業
を
、
表

現
を
通
じ
て
淡
々
と
秘
か
に
や
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
れ
は
、
場
を
企
画
演
出
し
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も

思
う
け
ど
、
そ
れ
以
前
に
も
っ
と
「
私
」
と
し
て
僕
も
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
必
要
が
あ
っ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

　
僕
は
、「
と
ど
ま
る
」
こ
と
と
「
と
ど
ま
ら
な
い
」っ
て
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
っ
て
い
う
の
は
、常
に
推
し
量
っ
て
る
。

僕
よ
り
も
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
の
方
が
、
基
本
、（
物
理
的
な
意
味
で
も
生
活
ス
タ
イ

ル
に
お
い
て
も
）
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
（
そ
れ
ほ
ど
変
化
さ
せ
な
い
こ
と
）
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
ち
ょ
っ
と
「
窓
」
を
開
け
る
っ
て
こ
と
を
や
っ
て
い
た
と
思
う
の
で
、
僕
よ
り
も
「
秘
か
な
表
現
」
に
対
す
る
リ

ア
リ
テ
ィ
は
意
識
／
無
意
識
を
問
わ
ず
持
ち
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
僕
の
方
は
「
窓
」
を
意
識
し
開
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
状
況
・
枠
組
み
を
つ
く
る
と
い
う
参
加
の
仕
方
を
し
て
い
た
の
で
、
変
な
言
い
方
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
、
理
屈
か

ら
入
っ
て
い
た
し
、理
屈
と
し
て
入
っ
て
も
い
い
よ
う
な
彼
ら
彼
女
ら
の
日
常
に
対
す
る
「
外
部
性
」
を
担
保
し
て
い
た
。

　
要
は
、
自
分
は
と
ど
ま
っ
て
な
い
人
間
の
く
せ
に
、
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
表
現
を
、
と
ど
ま
ら
ざ
る
を

得
な
い
そ
の
日
常
の
中
か
ら
生
み
出
す
表
現
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
設
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
逆
に
僕
の
方

が
、
こ
の
街
で
の
日
常
生
活
を
模
擬
的
に
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
だ
と
も
言
え
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
こ
の
街
で
の
日
常
の
実
践
者
と
し
て
の
参
加
者
・
仲
間
た
ち
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は

や
っ
ぱ
り
す
ご
く
大
き
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
あ
っ
て
こ
っ
ち
に
引
っ
越
し
て
き
た
。

　
世
の
中
に
様
々
な
「
課
題
」
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僕
は
音
楽
と
か
言
葉
と
か
、
そ
う
い
う
表
現
を
使
っ
て
社

会
で
何
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
見
え
た
景
色
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
で
も
一
方
で

ほ
ん
と
無
力
を
感
じ
る
ん
で
す
よ
。
と
に
か
く
。
感
じ
る
と
同
時
に
、
こ
の
あ
い
だ
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
「
三
年
間
お
疲
れ
様
」
を
兼
ね
て
く
じ
ら
山
で
お
花
見
し
た
と

き
、
と
て
も
い
い
風
景
が
出
来
上
が
っ
て
い
て
、
本
当
に
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ん
て
し
な
く

た
っ
て
も
う
そ
こ
に
は
様
々
な
「
秘
か
な
表
現
」
が
自
律
的
に
立
ち
現
れ
て
い
て
、
で
も
、

ま
た
そ
う
し
て
「
こ
う
い
う
小
さ
な
積
み
重
ね
、
大
切
だ
な
」
っ
て
思
う
こ
と
が
、
や
は
り

そ
の
ま
ま
「
無
力
」
に
対
す
る
答
え
に
わ
か
り
や
す
く
は
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
参

加
者
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
て
い
る
個
人
的
な
物

語
の
周
囲
に
は
、
い
ろ
ん
な
世
の
中
の
問
題
が
透
け
て
見
え
て
く
る
こ
と
も
実
感
し
た
。
つ

ま
り
「
私
」
の
問
題
と
、「
社
会
」
の
問
題
は
、
や
は
り
つ
な
が
っ
て
い
る
と
。

　
こ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
る
も
の
か
ら
立
ち
上
が
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
市
民
表

現
の
つ
な
が
り
と
、
い
わ
ゆ
る
「
課
題
解
決
」
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
の
間
に
、
も
う
少

し
架
橋
す
る
言
葉
や
実
践
が
い
る
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
泥
臭
い
も
の

に
な
る
、
一
見
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
そ
う
な
も
の
と
は
ま
た
違
っ
た
何
か
だ
と
思
う
。
僕
は
来

年
四
〇
歳
を
迎
え
ま
す
。
き
っ
と
こ
の
時
期
が
関
係
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
ど
っ
か
で
も
う

「
カ
ッ
コ
つ
け
た
く
な
い
」
っ
て
い
う
思
い
が
あ
る
。「〝
ア
ー
ト
〞
や
〝
表
現
〞
だ
か
ら
、

こ
の
あ
た
り
の
落
ち
ど
こ
ろ
で
い
い
よ
ね
」
っ
て
こ
と
は
言
い
た
く
な
い
と
い
う
か
。「
課

題
は
課
題
で
面
白
く
、
で
き
れ
ば
解
決
し
た
方
が
や
っ
ぱ
り
い
い
っ
て
思
う
。
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
で
。
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
っ
て
、
お
互
い
暗
黙
知
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
暗
黙

知
で
共
有
し
た
景
色
で
「
何
と
な
く
わ
か
っ
て
る
よ
ね
」
っ
て
感
じ
で
や
っ
て
る
こ
と
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
危
機
感
が
あ
る
。
そ
こ
を
も
う
一
歩
深
く
行
く
た
め
に
は
、「
秘
か
な
表
現
」

で
あ
り
な
が
ら
、
見
た
景
色
に
つ
い
て
、
次
に
ど
う
や
っ
て
そ
れ
を
明
確
に
「
言
葉
」
に
し

て
い
け
る
か
。
僕
は
そ
の
た
め
に
「
旅
」
に
出
る
っ
て
こ
と
が
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
る
。

別
に
そ
う
遠
く
な
く
て
い
い
。
例
え
ば
こ
の
街
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
く
知
ら
な
い
、

会
っ
た
こ
と
の
な
い
タ
イ
プ
の
環
境
、
人
た
ち
と
出
会
う
中
で
、
き
っ
と
そ
の
時
に
出
て
く

る
言
葉
は
「
秘
か
な
表
現
」
の
中
に
あ
っ
た
暗
黙
知
を
、
一
回
え
ぐ
り
返
す
だ
ろ
う
っ
て

思
っ
て
る
か
ら
。「
他
者
と
し
て
の
旅
」。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
ま
す
。

日
の
様
子
を
メ
ン
バ
ー
同
士
が
集
っ
て
振
り
返
る

会
の
開
催
や
こ
れ
ま
で
温
め
て
い
た
企
画
を
は
じ

め
た
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い

く
の
は
と
て
も
嬉
し
い
。

　
そ
の
一
方
で
ま
だ
見
え
て
な
い
こ
と
も
あ
る
。

遠
足
を
企
画
し
た
人
、
参
加
し
た
人
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
で
偶
然
こ
の
遠
足
を
見
か
け
た
人
に

と
っ
て
、
こ
の
遠
足
は
ど
ん
な
体
験
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
ま
ち
を
ゆ
く
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ

う
に
こ
の
光
景
を
経
験
と
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ス
タ
ッ
フ
の
手
が
足
り

ず
、
作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
り
、
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
名
の
下
に
、
極
め
て
個
人
的
な

も
の
で
あ
る
記
憶
に
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か

と
い
う
課
題
を
前
に
佇
み
、
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら

な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
。
企
画
す
る
人
、
参
加
す

る
人
、
そ
の
先
に
い
る
誰
か
に
と
っ
て
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
一
体
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
そ

れ
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
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﹇
座
談
﹈〝
展
示
〞
か
ら 〝
窓
〞
に

│
「
か
が
わ
工
房
展
」
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

久
保
田
翠
（
N
P
O
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
）

戸
舘
正
史
（
松
山
ブ
ン
カ
・
ラ
ボ 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
愛
媛
大
学
社
会
共
創
学
部
助
教
）

伊
藤
安
寿
華
（
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
）

宮
下
美
穂
（
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
）

障
害
者
の
居
場
所
を
つ
く
る
N
P
O
法
人
レ
ッ
ツ
の
活
動

久
保
田
◎
現
在
私
は
静
岡
県
浜
松
市
で
、
N
P
O
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
（
以
下
、
レ
ッ
ツ
）
を
主
宰

し
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ツ
は
、
障
害
や
国
籍
、
性
差
、
年
齢
な
ど
あ
ら
ゆ
る
〝
ち
が
い
〞
を
超
え
て
、
人
が
本
来
も
つ
〝
生

き
る
力
〞
や
〝
表
現
す
る
力
〞
と
出
会
う
場
所
や
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
共
生
で
き
る
社
会
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
団
体
で
す
。
そ
の
文
化
事
業
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、二
〇
一
六
年
度
か
ら
「
表
現
未
満
、」
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
レ
ッ
ツ
は
、重
度
の
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
も
つ
、私
た
ち
家
族
の
居
場
所
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
健

常
で
普
通
に
仕
事
を
し
、
暮
ら
し
て
い
た
私
た
ち
が
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
も
っ
た
た
め
に
突
然
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
失
い
、
社
会
か
ら
周
縁
化
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
補
完
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
〇
年
の
立
ち
上
げ
以
来
、
主

に
障
害
を
も
つ
人
た
ち
の
た
め
の
場
所
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
閉
ざ
さ
れ
た
施
設
で
は
な

く
、
町
の
中
で
開
か
れ
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
を
め
ざ
す
「
表
現
未
満
、」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
昨
年
は
「
光
を
観
る
」
と
題
し
、
美
術
や
音
楽
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
〝
観
光
〞
を
表
現
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ア
ー
ト
活
動
は
、
特
別
な
人
が
特
別
な
こ
と
と
し
て
や
る
も
の
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
、
私
た
ち
が
「
ア
ー
ト
活
動
を
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
と
、「
あ
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
」
っ
て
、
そ
こ
で
〝
私
に

は
関
係
な
い
バ
リ
ア
〞
が
で
き
て
し
ま
う
。
で
す
か
ら
最
近
は〝
ア
ー
ト
活
動
〞
と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
く
ら
い
ア
ー
ト
は
、
一
般
の
人
た
ち
に
は
な
じ
み
が
薄
い
ん
で
す
ね
。

　
一
方
で
、
ア
ー
ト
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
つ
く
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
て
、
特
別
な
人
が
何
か
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
と
く
に
そ
れ
が
障
害
者
で
あ
れ
ば
、
障
害
者
だ
か
ら
こ
そ
の
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
（
生
の
芸
術
）」

で
あ
る
と
い
う
〝
読
み
替
え
が
〞、
簡
単
に
で
き
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
け
れ
ど
も
、
表
現
で
き
る
人
が
す
ご
い
と
か
、
そ

の
表
現
に
価
値
が
あ
る
と
か
で
は
な
く
て
、
誰
か
が
粛
々
と
や
っ
て
い
る
こ
と
や
、
す
っ
ご
く
く
だ
ら
な
く
て
、
誰
か
ら

も
取
る
に
足
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
て
も
、そ
の
人
が
一
生
懸
命
や
り
続
け
て
い
る
こ
と
は
、す
ご
く
価
値
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
評
価
し
た
い
と
い
う
の
が
、「
表
現
未
満
、」
な
ん
で
す
。

　
私
の
息
子
は
一
歳
の
頃
か
ら
容
器
に
石
を
入
れ
て
叩
き
続
け
て
い
て
、
今
二
一
歳
に
な
っ
て
も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

﹇
市
民
企
画
﹈
ま
ち
は
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
か
が
わ
工
房
編
　

　
同
展
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
一
六
日
（
火
）
│

二
〇
一
八
年
一
月
二
一
日
（
日
）、
小
金
井
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト 

シ
ャ

ト
ー
2
F 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
人
が
造
形
を
し
た
り
絵
を
描
く
、
身
体
や
言
葉
を
使
っ
て
表
現
す
る
喜
び
や
楽
し
さ
に
、
障
害
の
有
無
は
も
ち
ろ

ん
、
年
齢
も
性
別
も
関
係
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
み
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
内
の
生
活
介
護
事
業
所
「
か
が
わ
工
房
」
の
メ
ン
バ
ー
が
作
成
し
た
作
品
を
、
同
じ
ま
ち
で
暮
ら
す

市
民
が
企
画
展
示
し
ま
し
た
。

　
本
展
示
で
は
、
か
が
わ
工
房
で
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
ア
ー
ト
活
動
で
の
作
品
の
展
示
と
と
も
に
、
展
示
の
会
期
の
初
日
に
か
が

わ
工
房
の
メ
ン
バ
ー
が
描
い
た
「
ま
ち
」
の
絵
に
、
来
場
者
が
自
由
に
「
私
の
ま
ち
」
の
絵
を
描
き
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
か
が
わ
工
房
の
み
ん
な
と
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、一
月
二
〇
日
に
は
、「
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
楽
し
く
表
現
す
る
こ
と
が
、
も
っ
と
当
た
り
前
に
な
っ
た
ら
い
い
な
！
」
と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
展
示
を
進
め
る
最
中
に
は
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
昨
今
の
動
き
や
障
害
と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
展

示
と
い
う
形
態
で
人
に
も
の
を
伝
え
る
こ
と
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
、
参
加
し
た
市
民
か
ら
も
戸
惑
い
や
発
見
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
会
期
中
に
は
ゲ
ス
ト
を
招
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
開
い
た
ト
ー
ク
（
ゲ
ス
ト

：

渡
邊
知
樹
（
芸
術
家
）、
進
行
役

：

正
木
賢
一

（
東
京
学
芸
大
学
））、
展
示
企
画
に
参
加
し
た
市
民
と
久
保
田
翠
さ
ん
（
N
P
O
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト

レ
ッ
ツ
）
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
機
会
を
設
け
（
次
項
参
照
）、「
社
会
的
包
摂
」
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
る
い
は
「
当

事
者
」
を
め
ぐ
り
議
論
の
場
を
設
け
ま
し
た
。　

　
か
が
わ
工
房
と
は
、
小
金
井
市
の
西
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
裏
手
に
あ
る
、
自
閉
症
や
知
的
発
達
に
障
害
の
あ
る
方

た
ち
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
い
、
生
産
活
動
や
創
作
活
動
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
各
家
庭
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
連
携
し
て
生
活
全
般
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
い
る
生
活
介

護
事
業
所
で
す
。

開
催
日

：

二
〇
一
八
年
一
月
一
七
日
〜
一
月
二
一
日　
一
二

：

〇
〇
│

一
八

：

〇
〇

会
場

：

シ
ャ
ト
ー
2
F
 ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
演
者
・
講
師
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

渡
邊
知
樹
（
ゲ
ス
ト
、
芸
術
家
）、
正
木
賢
一
（
進
行
役
、
東
京
学
芸
大
学
）

共
催

：

社
会
福
祉
法
人
雲
柱
社
か
が
わ
工
房
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そ
れ
は
誰
か
ら
も
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。
で
も
寝
る
時
以
外
の
時
間
は
、
ず
っ
と
叩
い
て
い
る
。
学
校
で
は
問
題
行
動
と
し

て
容
器
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
た
け
れ
ど
、
絶
対
に
止
め
な
い
で
、
む
し
ろ
叩
き
続
け
た
い
た
め
に
他
の
こ
と
を
が
ん

ば
る
わ
け
で
す
。
あ
る
時
私
は
先
生
に
、「
こ
の
子
に
は
叩
き
続
け
る
こ
と
の
方
が
大
切
な
ん
で
す
よ
」
と
言
っ
て
み
ま
し

た
が
、先
生
は
最
後
ま
で
わ
か
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
表
現
未
満
、」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
本
人
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
彼
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
モ
ノ
や
や
り
た
い
コ
ト
を
、
取
る
に
足

り
な
い
と
打
ち
捨
て
た
ま
ま
で
い
い
の
か
。
そ
の
扱
い
を
決
め
る
の
は
先
生
な
の
か
、
社
会
的
規
範
な
の
か
…
…
。
で
は

な
い
の
な
ら
、
く
る
り
と
変
え
て
ぜ
ん
ぶ
認
め
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
、
と
。
そ
れ
は
き
っ
と
人
権
の
問
題
に
も
つ
な
が
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
子
た
ち
が
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
び
続
け
て
い
る
と
か
、
ひ
た
す
ら
わ
ー
わ
ー
騒
い
で
い
る
と

か
…
…
、
そ
う
い
う
こ
と
も
彼
ら
の
人
格
の
表
れ
だ
し
、
も
し
か
し
た
ら
文
化
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
く
ら
い
価
値
観
を

大
き
く
広
げ
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
豊
か
な
社
会
を
築
く
こ
と
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。

誰
か
の
〝
作
品
〞
を
〝
展
示
〞
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味

久
保
田
◎
わ
ざ
わ
ざ
障
害
の
あ
る
人
を
招
い
て
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
だ
け
で
〝
特
別
な
コ
ト
〞

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
絵
を
描
く
こ
と
も
、〝
特
別
な
コ
ト
〞
で
す
よ
ね
。
最
近
で
は
、文
化
や
ア
ー

ト
の
特
性
を
生
か
し
て
、
社
会
的
な
孤
立
や
困
難
を
抱
え
る
人
に
社
会
参
加
の
機
会
を
開
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
社
会
的

包
摂
な
ん
て
呼
ぶ
よ
う
で
す
が
、
私
た
ち
の
活
動
を
そ
ん
な
ふ
う
に
括
ら
れ
る
と
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
も
や
も
や
し
て
し
ま

い
ま
す
（
笑
）。

伊
藤
◎
今
年
、
二
〇
一
八
年
一
月
一
六
日
か
ら
二
一
日
ま
で
、
私
た
ち
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
主
催
し
て
、
小
金
井
市

内
の
生
活
介
護
事
業
所
「
か
が
わ
工
房
」
の
メ
ン
バ
ー
が
制
作
し
た
作
品
を
展
示
す
る
「
ま
ち
は
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

か
が
わ
工
房
編
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の
企
画
や
、会
期
中
に
工
房
の
メ
ン
バ
ー
と
市
民
が
共
同
で
ま
ち
の
絵
を
描
き
加
え
て
い
く
、「
か
が
わ
工
房
の

み
ん
な
と
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
！
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
「
か
が
わ
工
房
」
は
自
閉
症
や
知
的
発
達
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
事
業
所
で
す
。
私
た
ち
は
、彼
ら
の
活
動
を
、工
房
の
枠
の

中
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
く
外
に
向
け
て
表
現
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
工
房
の
メ
ン
バ
ー
と
、
ま
ち
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
、
間
接
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
紙
の
上
で
交

流
で
き
た
ら
い
い
か
な
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
絵
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
ら
素
敵
か
な
、
と
考
え
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
彼
ら

の
活
動
日
に
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
ら
が
工
房
か
ら
出
て
、「
ま
ち
の
中
で
」
制
作
す
る
機
会
に
な
る
こ
と
も
意
図
し
ま
し
た
。

久
保
田
◎
私
は
い
つ
も
、
展
示
す
る
意
味
と
は
何
な
の
か
、
考
え
て
い
ま
す
。
展
示
は
、
つ
く
る
こ
と
の
意
味
よ
り
も
、
見
せ
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
。
と
す
る
と
伊
藤
さ
ん
は
、
何
を
見
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

伊
藤
◎
私
は
「
ま
ち
は
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
、保
育
園
だ
っ
た
り
小
学
校
だ
っ
た
り
、事
業
所
だ
っ
た
り
、一

年
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
〝
ア
ー
ト
の
時
間
〞
と
し
て
展
開
し
て
い
る
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
の
、
そ
の
〝
空
気
〞
を

展
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
か
が
わ
工
房
編
」
で
も
、
作
品
を
見
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
彼
ら
の
表
現
し

た
い
、
表
現
す
る
の
が
楽
し
い
と
い
う
、〝
空
気
〞
が
伝
わ
る
よ
う
な
展
示
が
で
き
た
ら
い
い
な
、
と
。
そ
の
た
め
に
は
何

か
展
示
す
る
も
の
が
必
要
で
、
結
果
的
に
作
品
が
展
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
展
示
し
た
作
品
は
、
普
段
の
ア
ー
ト
の
時
間
の
活
動
ご
と
に
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
作
品
を
展
示
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
テ
ー
マ
に
対
し
て
全
体
が
一
つ
の
作
品
で
あ
る
よ
う
な
感
じ
で
見
せ
た
い

と
考
え
て
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
。
作
品
に
付
け
る
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
も
ず
い
ぶ
ん
苦
心
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
づ
く
り
で
は
、
制
作
の
時
の
や
り
と
り
と
か
、
起
こ
っ
た
出
来
事
な
ど
を
思
い
出
し
て
、
彼
ら
が
楽
し

ん
で
い
る
様
子
や
、
そ
の
場
の
〝
空
気
〞、
生
き
て
い
る
感
じ
が
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
、
と
思
っ
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
そ
こ
ま
で
伝
わ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
ね
。
で
も
少
な
く
と
も
、彼
ら
が
何
か
し
ら
〝
特
別
〞
に
見
え
な
い
よ
う
、
ま

た
作
品
も
、「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
は
、
観
る
人
に
は
ち
ゃ
ん
と
伝
え

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

久
保
田
◎
私
は
そ
こ
は
本
当
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
て
、〝
作
品
〞
や
〝
展
示
〞
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、「
そ
れ
は
誰
が
つ

く
っ
た
も
の
か
」
が
問
題
に
な
る
け
れ
ど
も
、
と
く
に
障
害
者
の
場
合
は
そ
の
〝
主
体
〞
が
見
え
に
く
い
ん
で
す
ね
。
障

害
者
自
身
が
「
つ
く
り
た
い
」、「
展
示
し
た
い
」
と
言
う
こ
と
は
ま
れ
な
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
と
す
る
と
、
い
っ
た

い
誰
が
展
示
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
い
と
、「
あ
あ
、
楽
し
そ
う
だ
ね
」
以
上
の
こ
と
が

伝
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
あ
、
そ
れ
だ
け
で
も
伝
わ
れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。

〝
主
語
〞
が
し
っ
か
り
見
え
る
展
覧
会
を
め
ざ
す

久
保
田
◎
今
回
の
展
覧
会
で
は
、伊
藤
さ
ん
が
「
か
が
わ
工
房
」
を
見
て
、「
あ
あ
、

こ
の
空
気
、
す
ご
く
良
い
な
」
っ
て
思
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
伊
藤
さ
ん

自
身
が
し
っ
か
り
と
伝
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
。
そ
れ
を
「
彼
ら
の
た
め

…
…
」
な
ん
て
言
っ
て
し
ま
う
と
、
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
展
示
し
た
い
と
考
え
た

の
が
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
な
ら
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
が
、自
分
が
ぐ
っ
と
き
た
こ
と
、感

動
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
見
せ
て
ほ
し
い
。そ
う
じ
ゃ
な
い
と
御
為
ご
か
し
の
、気

持
ち
の
悪
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

　
障
害
者
が
参
加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
は
、「
一
緒
に
や
り
ま
し
た
」、「
素
敵

で
し
た
」、
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
は
、健
常
者
が
障
害
者
に
接
す
る
時
に

普
通
に
感
じ
る
〝
と
ま
ど
い
〞
す
ら
、
ま
っ
た
く
出
て
き
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
た

と
え
ば
展
示
の
場
合
だ
っ
た
ら
、企
画
者
が
責
任
を
も
っ
て
「
私
は
こ
う
感
じ
た
」

と
い
う
こ
と
を
バ
ン
バ
ン
出
し
て
い
っ
た
方
が
、
む
し
ろ
障
害
者
を
理
解
し
て
い

け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
レ
ッ
ツ
で
は
、
あ
ま
り
展
示
は
し
ま
せ
ん
。
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
お
も
し
ろ
い
モ
ノ

を
つ
く
る
子
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
展
示
し
て
も
、
何
を
見
せ
て
い
る
の
か
（
見
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て
い
る
の
か
）
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の
子
自
身
に
も
、
つ
く
っ
た
モ
ノ
を

見
せ
た
い
と
か
売
り
た
い
と
い
う
意
思
も
見
ら
れ
な
い
し
、
何
の
思
い
入
れ
も
な

く
毎
日
二
つ
、
三
つ
と
つ
く
っ
て
い
く
。
で
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
暴
れ
出
し
た
り
、
か
と
思
う
と
ニ
コ
ニ
コ
し
た
り
…
…
。
そ
れ
に
私
た

ち
は
ぐ
っ
と
き
ち
ゃ
う
（
笑
）。

　
私
は
彼
ら
の
つ
く
る
モ
ノ
は
排
泄
物
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
ん

な
も
の
を
あ
り
が
た
が
ら
れ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
障
害
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

も
、
普
通
に
友
達
を
理
解
す
る
の
と
同
じ
で
、
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
暴
れ
ら
れ
た
り
、
殴
ら
れ
た
り
、
そ
れ
も
人
間
だ
か
ら
起
こ
る
こ
と
で
、
そ

れ
も
含
め
て
人
と
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
、「
社
会
包
摂
」
と
い
う
気

持
ち
の
悪
い
言
葉
に
ど
ん
ど
ん
回
収
さ
れ
て
し
ま
う
。〝
良
い
こ
と
〞を
し
て
い
る

気
分
で
文
化
や
ア
ー
ト
を
や
っ
て
も
、何
に
も
な
ら
な
い
。
と
、〝
私
〞
は
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
、〝
私
〞
と
い
う
主
語
が
大
切
な
ん
で
す
。

　
レ
ッ
ツ
で
は
、二
〇
一
二
年
に
「
佐
藤
は
見
た!!!!
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
開
設
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
ア
ル
ス
・
ノ

ヴ
ァ
」
の
利
用
者
さ
ん
の
行
動
を
、
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
佐
藤
が
、
そ
の
ぐ
っ
と
き

た
と
こ
ろ
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
、
で
す
か
ら
主
語
は
〝
佐
藤
〞
で
、
責
任
は
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
に
あ
り

ま
す
。
わ
り
と
反
響
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
と
く
に
知
的
障
害
を
も
つ
人
た
ち
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
ん
な

ふ
う
に
、
す
ご
く
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

宮
下
◎
私
も
〝
作
品
〞
と
呼
ん
だ
り
〝
展
示
〞
を
す
る
こ
と
に
は
、
ず
っ
と
違
和
感
を
も
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
か
が
わ

工
房
は
、
同
じ
町
に
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
て
、
私
も
工
房
に
二
年
間
通
っ
て
知
り
合
っ
て
、
散
歩
中
に
出
会
っ
た
り
す
る

と
手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、そ
れ
が
結
構
楽
し
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。そ
ん
な
ふ
う
に
彼
ら
と
出
会
う
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
が
こ
の
町
に
生
ま
れ
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
、
伊
藤
さ
ん
に
こ
の
企
画
を
も
ち
か
け
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
〝
障
害
者
〞
の
〝
作
品
〞
の
〝
展
示
〞
と
、
い
ち
い
ち
括
弧
に
括
っ
て
展
示
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に
町
の

中
で
手
を
振
り
合
う
よ
う
に
出
会
え
れ
ば
い
い
。
そ
れ
が
障
害
者
で
あ
る
か
健
常
者
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
関

係
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
人
で
生
き
て
て
寂
し
い
と
き
に
、
誰
か
と
会
え
ば
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
、
そ
れ
と
同
じ
か

な
っ
て
。
そ
ん
な
感
じ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
、
久
保
田
さ
ん
の
お

話
を
う
か
が
っ
て
、
私
た
ち
の
〝
伝
え
方
〞
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

〝
展
示
〞
よ
り
も
、〝
窓
〞
を
つ
く
る
感
覚
で
…
…

久
保
田
◎
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、「
シ
ャ
ト
ー
」
と
い
う
場
所
を
も
っ
て
い
る
の
が
良
い
で
す
ね
。
カ
フ
ェ
が

あ
っ
て
、
私
が
行
っ
た
時
に
は
、
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
奥
で
は
子
ど
も
を
遊
ば
せ
て
い
る
お
母
さ
ん
が
い

て
、
親
御
さ
ん
同
士
で
「
な
ん
か
や
ろ
う
」
っ
て
、
す
ご
く
楽
し
そ
う
な
話
を
し
て
て
、
お
も
し
ろ
い
場
所
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
作
品
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
こ
こ
で
起
こ
る
こ
と
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
し
て
展
示
す
る
こ
と
も
ア
リ
だ
け
ど
、

そ
れ
に
よ
っ
て
〝
特
別
感
〞
も
出
て
し
ま
う
。
私
た
ち
は
そ
の
〝
特
別
感
〞
を
警
戒
す
る
け
れ
ど
も
、〝
特
別
〞
な
障
害
者

だ
か
ら
や
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
の
中
に
多
い
で
す
よ
ね
。

宮
下
◎
〝
展
示
〞
と
い
う
形
式
に
な
る
と
、〝
特
別
感
〞
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
対
す
る
慎
重
さ
が
す
っ
ぽ
り

抜
け
落
ち
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
「
み
ん
な
と
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
白

い
四
角
い
紙
に
ま
ち
の
絵
を
描
き
始
め
ま
し
た
が
、
白
い
四
角
い
紙
に
は
と
て
も
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
深
夜
に
伊
藤

さ
ん
に
、
世
界
に
四
角
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
、
と
メ
ー
ル
し
た
り
。
そ
こ
に
象
徴
さ
れ
る
こ
と
を
丁
寧
に
考
え
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

久
保
田
◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
空
間
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
展
示
す
る
た
め
の
空
間
な
の
で
、「
展
示
し
な
き
ゃ
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
空
間
と
障
害
は
本
当
に
つ
な
が
ら
な
く
て
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
展
示
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と〝
特
別
〞
だ
か
ら
見
せ
た
い
ん
で
す
、と
い
う
気
持
ち
は
捨
て
た
方
が
い
い
。
そ
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れ
よ
り
は
、
障
害
者
の
方
た
ち
と
ず
っ
と
過
ご
す
中
で
、
た
と
え
ば

伊
藤
さ
ん
が
、
ぐ
っ
と
き
た
と
こ
ろ
だ
け
を
写
真
に
撮
る
と
か
、
言

葉
に
す
る
と
か
…
…
、
そ
の
方
が
ず
っ
と
伝
わ
る
と
思
う
。

宮
下
◎
そ
れ
を
伝
え
る
伊
藤
さ
ん
の
人
格
も
、
一
緒
に
す
ご
く
リ
ア

ル
に
出
て
く
る
と
お
も
し
ろ
い
。

久
保
田
◎
や
り
方
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展
示
に
こ

だ
わ
る
と
自
由
に
な
れ
な
い
し
、
む
し
ろ
福
祉
施
設
の
中
で
展
示
す

る
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
っ
て
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
か
こ
つ

け
て
、
普
段
あ
ま
り
入
れ
な
い
場
所
に
遊
び
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

の
も
い
い
で
す
ね
。
暴
れ
た
り
騒
い
だ
り
、
ケ
ン
カ
し
て
る
と
こ
ろ

も
含
め
て
見
て
も
ら
え
ば
い
い
。
そ
う
す
る
と
、「
な
ん
だ
、普
通
の

人
と
同
じ
じ
ゃ
ん
」
っ
て
、
思
っ
て
も
ら
え
そ
う
で
、
そ
の
方
が
う

れ
し
い
で
す
ね
。

宮
下
◎
今
回
の
「
か
が
わ
工
房
編
」
は
、
彼
ら
の
暮
ら
し
を
枠
に
は

め
て
箱
に
入
れ
て
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
乗
せ
て
、〝the 

展
示
〞
と
い

う
ふ
う
に
切
り
出
し
ち
ゃ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

久
保
田
◎
で
も
、
そ
う
な
り
ま
す
。
健
常
者
と
し
て
は
、
障
害
者
だ

か
ら
ち
ゃ
ん
と
扱
わ
な
き
ゃ
と
か
、
否
定
的
な
こ
と
が
言
え
な
い
気

持
ち
も
ど
こ
か
に
あ
る
。
そ
れ
が
障
害
者
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
難
し
い
点
で
す
。
で
す
か
ら
、
む
し
ろ
自
分
に
責
任
が
あ
る
と

い
う
形
で
、「
こ
こ
が
楽
し
い
」、「
こ
こ
が
お
も
し
ろ
い
」
と
、
独
断

的
に
切
り
取
る
方
が
自
由
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

戸
舘
◎
そ
れ
っ
て
、
つ
ま
り
〝
窓
〞
を
つ
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
レ
ッ
ツ
の
福
祉
施
設
は
、
中
の
活
動
や
生
活
が
外
か
ら
見
え
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
と
同
じ
で

レ
ッ
ツ
の
展
示
は
、
空
間
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
来
て
、
ぽ
ん
と
置
く
。

そ
こ
に
〝
窓
〞
を
つ
く
る
と
い
う
か
、〝
窓
〞
ご
と
移
動
し
て
き
た
と

い
う
か
…
…
。〝
展
示
〞を
ど
ん
な
ふ
う
に
設
え
る
か
を
考
え
る
よ
り
、

見
る
た
め
の
〝
窓
〞
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
い
い
。

　
そ
の
点
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
「
か
が
わ
工
房
編
」
は
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
展
示
だ
し
、
色
々
な
制
約
も
あ
っ
て
、
工
房
の
生
活
が
今
ひ
と
つ
見
え
て
こ
な
く
て
、〝
窓
〞
に
は
な
っ
て
な
か
っ

た
。
方
法
は
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
を
重
ね
て
探
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
向
き
合
い
方
の
マ
イ
ン
ド
は
、
レ
ッ

ツ
に
学
ぶ
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

日
常
と
地
続
き
の
文
化
・
ア
ー
ト
を
め
ざ
し
て

伊
藤
◎
余
談
で
す
が
、
私
た
ち
が
三
年
間
担
当
し
て
き
た
「
か
が
わ
工
房
」
の
〝
ア
ー
ト
の
時
間
〞
で
描
い
た
大
き
な
絵
を
、
年

に
一
度
の
バ
ザ
ー
の
時
、
休
憩
室
に
貼
り
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ア
ー
ト
の
時
間
と
し
て
〝
切
り
取
ら
れ
た
〞
ま
ま
に
し
て
お
く

の
で
は
な
く
、こ
ん
な
ふ
う
に
日
常
と
地
続
き
の
場
所
で
使
わ
れ
る
の
は
素
敵
で
す
ね
。
今
回
は
展
示
と
し
て
彼
ら
の
日
常
を〝
切

り
取
っ
て
〞
し
ま
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
の
日
常
の
一
部
と
し
て
地
続
き
に
な
る
よ
う
な
形
を
め
ざ
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
か
な
、
と
思

い
ま
す
。

戸
舘
◎
〝
切
り
取
る
〞
こ
と
に
価
値
判
断
と
選
択
が
含
ま
れ
る
の
で
、「
か
が
わ
工
房
編
」
で
は
、
そ
の
作
為
性
と
無
作
為
性
の
間

の
伊
藤
さ
ん
の
ゆ
ら
ぎ
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。
工
房
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
市
民
の
方
た
ち
も
含
め
て
、
関
わ
っ
た
人
た
ち

み
ん
な
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
、
も
っ
と
一
緒
に
な
っ
て
見
え
て
く
る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

宮
下
◎
〝
特
別
〞
な
工
房
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
、
じ
ゃ
な
く
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
や
っ
て
い
る
生
々
し
さ
が
、
も
っ
と
漏
れ
出
し

て
き
て
も
い
い
で
す
ね
。
で
も
、
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
〝
特
別
〞
な
利
用
者
さ
ん
が
、
外
に
向
け
て
〝
特
別
〞
な
こ
と

を
す
る
、
と
い
う
感
覚
で
ス

タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

し
た
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
は

そ
の
感
覚
を
見
直
す
大
き
な
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

久
保
田
◎
そ
れ
は
大
切
な
こ
と

で
す
よ
。
展
示
が
う
ま
く
い
く

こ
と
よ
り
、
そ
こ
に
参
加
し
た

工
房
の
ス
タ
ッ
フ
が
ア
ー
ト
と

出
会
っ
て
、
考
え
方
や
見
方
が

変
わ
っ
た
り
、「
こ
ん
な
こ
と
も

や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
え
る
こ

と
は
と
て
も
大
き
な
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。

戸
舘
◎
伊
藤
さ
ん
の
言
う
よ
う
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に
、
ア
ー
ト
の
時
間
が
〝
特
別
〞
な
時
間
じ
ゃ
な
く
て
、
普
段

の
日
常
や
作
業
の
時
間
と
地
続
き
な
ん
だ
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
そ

う
い
う
マ
イ
ン
ド
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

宮
下
◎
少
な
く
と
も
絵
を
描
か
せ
る
、
工
作
を
さ
せ
る
と
い
う

マ
イ
ン
ド
で
は
な
く
な
れ
ば
、
ア
ー
ト
の
時
間
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

普
段
の
日
常
や
作
業
の
あ
り
方
も
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
方
へ
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
ね
。

久
保
田
◎
今
の
文
化
や
ア
ー
ト
は
、〝
特
別
〞
な
人
た
ち
の
〝
特

別
〞
な
活
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
日
常
や
作
業
に
も
文

化
や
ア
ー
ト
が
あ
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
も
な
い
人
が
多
い
。

「
私
に
は
関
係
な
い
」っ
て
。
だ
か
ら
び
っ
く
り
さ
れ
よ
う
が
嫌

が
ら
れ
よ
う
が
、
文
化
や
ア
ー
ト
が
そ
う
い
う
人
た
ち
の
テ
リ

ト
リ
ー
に
も
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
行
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
ー
ト
に
は
あ
た
り
ま
え
に
多
様
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ア
ー

ト
に
触
れ
る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
マ
イ
ン
ド
が
変
わ
れ
ば
、
障
害
者
も
も
っ
と
自
由
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
◎
も
う
ひ
と
つ
、
今
回
の
「
か
が
わ
工
房
編
」
を
実
現
し
て
良
か
っ
た
の
は
、
工
房
の
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
に
、
初
日
の
会
場
に
来
て
も
ら

え
た
こ
と
で
し
た
。
み
ん
な
食
い
入
る
よ
う
に
作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
を
見
て
、
手
を
当
て
て
み
た
り
、
つ
く
っ
た
時
の
話
を
し
た
り
…
…
、
み

ん
な
と
て
も
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
喜
び
を
共
有
で
き
た
の
は
、
私
に
も
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

久
保
田
◎
そ
れ
は
ね
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
行
っ
た
り
、
映
画
に
行
っ
た
り
、
ど
こ
か
へ
遊
び
に
行
っ
た
り
と
、
普
通
の
人
な
ら
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
も
、
障
害
者
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い
く
ら
い
、
社
会
的
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

て
い
る
現
実
も
あ
る
ん
で
す
。
今
回
の
展
示
が
、
彼
ら
の
足
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
運
ば
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
む
し
ろ
絵
を
描
い
た
り
展
示
し
な
く
て
も
、
一
緒
に
電
車
に
乗
っ
て
遊
び
に
出
か
け
る
だ
け
で
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
て
、
い
つ
も
す
ご
く
緊
張
し
て
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
接
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
で
す
か
ら
「
か
が
わ
工
房
編
」
で
は
ス

タ
ッ
フ
も
解
放
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
、
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
ト
が
そ
う
い
う
体
験

を
提
供
で
き
た
の
は
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
が
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
遊
び
に
来
る
と
か
、
そ
の
つ

い
で
に
絵
で
も
描
い
て
帰
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
、
大
成
功
だ
と
思
い
ま
す
。（
了
）
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│
大
川
さ
ん
は
、
大
学
二
年
生
の
時
か
ら
三
年
ち
か
く
、
小
金
井

ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
の
事
業
の
立
ち
上
げ
時
に
関
わ
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
で
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
活
動
で
は
メ

イ
ン
の
役
割
を
果
た
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
特
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘

事
業
に
は
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
、〝
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
ま
ち
に
や
っ
て
来
る
〞
と
い
う
こ
と
を
大
川
さ
ん
が
い
ち
ば
ん

間
近
で
感
じ
て
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
ほ
う
ほ

う
堂
も
淺
井
裕
介
さ
ん
も
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
い
っ
た
。
あ
の
感
じ

は
大
事
か
な
っ
て
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
辺
、
大
川
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
今
、
劇
場
、
い
わ
ば
箱
で
働
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
も
比
べ
て
い
か
が
で
す
か
？

　
今
、
僕
は
劇
場
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
今
と
は
真
逆
で
す

ね
。

　
僕
は
、
ほ
う
ほ
う
堂
と
か
淺
井
さ
ん
が
初
め
て
直
接
接
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
っ
て
あ
あ
い
う
感
じ
な
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。劇
場
で
働
い
て
み
る
と
、や
っ
ぱ
り
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
っ
て
そ
う
い
う
人
た
ち
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
自

分
の
作
品
を
自
分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
で
き
る
場
所
で
や
る
っ
て
い

う
人
た
ち
の
方
が
わ
り
と
多
い
で
す
よ
ね
。
ど
ち
ら
が
悪
い
と
か
良

い
と
か
で
は
な
い
で
す
け
ど
、
小
金
井
に
来
て
く
れ
て
外
に
出
て

い
っ
て
訳
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
方
が
少
な
く
と
も
市

民
の
人
た
ち
と
の
接
点
は
多
い
。
い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
め
る
と
い

う
の
は
淺
井
さ
ん
と
か
ほ
う
ほ
う
堂
の
や
り
方
だ
し
、
そ
ち
ら
の
方

が
作
品
の
広
が
り
み
た
い
な
も
の
は
あ
る
気
が
し
ま
す
。
地
域
で
や

る
と
か
市
民
の
方
に
向
け
て
や
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
そ
う
い
う
や

り
方
が
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

　
同
時
に
不
確
定
要
素
も
あ
る
の
で
、
だ
か
ら
、
や
る
方
は
劇
場
の

中
で
や
っ
た
方
が
や
り
や
す
い
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

　
僕
は
小
金
井
に
来
た
の
は
あ
の
時
が
初
め
て
で
し
た
。
地
域
の
こ

と
を
知
ら
な
い
と
活
動
に
還
元
で
き
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
を
見
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
が
す
ご
く

大
変
で
し
た
。「
小
金
井
の
一
一
〇
人
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま

し
た
。
市
内
の
一
一
〇
人
の
方
に
お
話
を
聞
く
も
の
で
す
。
一
〇
人

く
ら
い
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

話
を
聞
き
に
行
く
と
か
ゲ
ス
ト
で
来
て
も
ら
っ
た
人
が
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
招
聘
事
業
の
方
で
関
わ
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
あ
の
企
画
自
体
が
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
映
で
き
た
り
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
エ
ニ
ン
シ
ン
グ
、前
掛
け
屋
さ
ん
と
か
、和

菓
子
屋
の
三
陽
さ
ん
と
か
。

│
三
陽
さ
ん
は
、「
小
金
井
と
私　
秘
か
な
表
現
」
で
も
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
時
間
を
経
て
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
、
面
的
な
広
が
り
に
対
し
て
時
間
的
な
積
み

重
ね
も
あ
り
ま
す
ね
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業
が
三
本
走
っ
て
い
る
他
に
も
複
数
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
て
、そ
の
相
乗
効
果
が
あ
り
ま
し
た
ね
。初

年
度
は
助
成
金
が
取
れ
た
け
れ
ど
、次
の
年
は
予
算
が
な
か
っ
た
。そ

れ
で
も
あ
ん
ま
り
へ
こ
ん
だ
感
じ
が
し
な
か
っ
た
。
二
年
目
に
シ
ャ

ト
ー
2
F
、
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
た
。

　
シ
ャ
ト
ー
2
F
が
で
き
て
、別
に
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
を
や
ら
な
い

と
い
け
な
く
な
っ
た
。
場
所
が
あ
る
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
出
入
り
が

生
ま
れ
る
の
で
、
そ
こ
で
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
ま
し
た
。
場
所
が
あ
る
こ
と
と
か
、
淺
井
さ
ん
み
た
い
に
一
回
に

つ
い
て
長
く
滞
在
す
る
こ
と
と
か
、
月
一
の
ほ
う
ほ
う
堂
と
か
。

I
M
M
の
岩
井
先
生
も
月
一
と
か
定
期
的
に
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

そ
う
い
う
意
味
で
違
う
指
向
性
を
も
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
月
一
だ

と
か
そ
う
い
う
ス
パ
ン
で
活
動
し
て
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
場
所
が

あ
っ
た
り
、
人
の
出
入
り
が
あ
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
と
し
て
は
い
い
感
じ
が
し
ま
す
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
レ
イ
ヤ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。

　
何
か
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
動
い
て
い
た
。
カ
フ
ェ
も
そ
う
で
す
し
、

子
ど
も
も
い
っ
ぱ
い
来
た
り
し
て
、
そ
の
横
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
行

き
来
し
た
り
し
て
。
誰
も
全
体
像
が
つ
か
め
て
い
な
い
け
ど
、
い
ろ

ん
な
動
き
は
し
て
い
る
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
は
見
え
る
場
所
で
し
た
。

│
組
織
と
し
て
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
も
な
く
て
。
み
な
、
と
て
も
若
か
っ
た
し
、
仕
事
も
今

ほ
ど
で
き
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
誰
か
が
何
か
を
や
ろ

う
と
し
た
と
き
に
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
何
か
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も

あ
ま
り
機
能
し
な
い
け
ど
、
細
胞
が
ち
く
ち
く
自
分
で
動
い
て
勝
手

に
で
き
て
い
く
み
た
い
な
状
況
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
高
い
と
い

う
か
活
況
だ
っ
た
っ
て
い
う
の
は
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。Ongoing

の

小
川
さ
ん
も
関
わ
っ
て
い
て
、
李
青
さ
ん
を
、
李
青
さ
ん
は
大
川
さ

ん
の
こ
と
す
ご
く
大
事
に
し
て
い
る
な
と
い
う
感
じ
は
し
た
ん
で
す
。

そ
う
い
う
信
頼
関
係
み
た
い
な
も
の
は
生
ま
れ
て
て
、
そ
う
い
う
こ

と
が
水
平
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
く
基
本
と
し
て
は
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
僕
や
他
の
方
々
も
学
生
の

人
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
平
林
さ
ん
と
か
周
り
の
大
人
の
方
は
指
導

す
る
と
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
く
て
一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
る
と
い
う
か
。

一
緒
に
あ
れ
を
こ
う
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
じ
ゃ
あ

こ
れ
な
ら
で
き
る
よ
と
か
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
タ
イ
プ
の
方
が
多

か
っ
た
の
で
、
直
接
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
周
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
け
っ
こ
う
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
安
心
感
が
あ
っ
た
気
が

し
ま
す
。

│
誰
も
見
て
い
な
い
よ
う
で
、
誰
が
い
て
も
い
い
っ
て
い
う
感

じ
っ
て
い
う
の
は
す
ご
く
い
い
感
じ
だ
よ
ね
。や
っ
ぱ
り
、強
い
リ
ー

ダ
ー
が
い
な
い
っ
て
い
う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
他
に
何
か

あ
り
ま
す
か
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
ヒ

ン
ト
、
な
ぜ
そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
た
の
か
っ
て
い
う
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
で
い
ち
ば
ん
初
め
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ア
ー
ト

フ
ル
ジ
ャ
ッ
ク
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
村
上
裕
さ
ん
も
い
た

し
、
ほ
う
ほ
う
堂
の
N
T
T
の
屋
上
で
の
公
演
も
あ
り
ま
し
た
し
、

神
村
恵
さ
ん
も
い
て
、
あ
と
岩
井
優
さ
ん
も
。
あ
の
と
き
参
加
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
な
と
か
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
た
ち

と
お
も
し
ろ
い
こ
と
し
た
い
な
と
思
っ
た
の
が
始
め
だ
っ
た
の
で
。

│
私
、
覚
え
て
い
る
の
は
、
最
初
の
頃
に
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体

と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
学
芸
大
の
先
生
方
と
展
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

大
川
さ
ん
が
み
ん
な
が
帰
っ
ち
ゃ
っ
て
も
最
後
ま
で
や
っ
て
く
れ
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
入
り
た
て
の
頃
で
す
ね
。

　
僕
は
ネ
ッ
ト
T
A
M
か
何
か
を
み
て
き
ま
し
た
。大
学
は
一
年
生

の
時
点
で
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
あ
の
と
き
も
う
留

年
は
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
一
年
の
と
き
は
学
校
に
馴
染
め
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
和
歌
山
の
田
舎
か
ら
出
て
き
て
、
そ
ん
な
に

や
り
た
い
こ
と
も
具
体
的
に
は
な
か
っ
た
の
で
。
親
に
単
位
が
足
り

て
い
な
い
と
い
う
の
が
バ
レ
て
大
学
じ
ゃ
な
く
て
大
学
の
外
に
出
て

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
こ
と
を
言
わ
れ
…
。

も
と
も
と
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
何
か
な

い
か
な
っ
て
調
べ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
ね
。
も
ち
ろ
ん
佐
藤
李

青
さ
ん
と
か
鈴
木
雅
子
さ
ん
と
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
ほ
う
ほ
う
堂
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ま

れ
て
い
た
の
で
、
一
緒
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
と

思
っ
た
の
が
本
当
に
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
交
通
費
も
、
初
年
度
は

気
づ
い
た
ら
精
算
が
終
わ
っ
て
い
た
よ
う
な
…
。
で
も
、
そ
ん
な
こ

と
も
考
え
ず
、
と
り
あ
え
ず
…
何
か
お
も
し
ろ
そ
う
っ
て
思
っ
て
来

て
い
ま
し
た
ね
。

　
今
、思
う
と
、い
ろ
い
ろ
事
務
的
な
こ
と
と
か
広
報
活
動
と
か
、ま

ず
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
優
先
さ
れ
ち
ゃ

う
の
で
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
こ
う
い
う
こ
と
や
っ
て
い
る
ん
だ

よ
っ
て
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
も
っ
と
で
き
た
ら
よ
か
っ
た
な

思
い
ま
す
。
ほ
う
ほ
う
堂
は
、
次
の
年
の
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

で
同
じ
よ
う
な
形
で
や
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
自
体
は
評
価
さ
れ

た
っ
て
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
が
、
視
聴
者
数
と
か

集
ま
っ
た
人
の
数
と
か
桁
違
い
だ
っ
た
の
で
、
小
金
井
で
も
も
っ
と

い
ろ
ん
な
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
で
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、

今
か
ら
思
え
ば
、
そ
う
思
い
ま
す
。

　
ほ
う
ほ
う
堂
の
小
金
井
の
窓
の
最
終
日
に
、
自
転
車
で
市
民
の
人

が
追
い
か
け
て
き
て
く
れ
て
、
み
た
か
っ
た
ん
だ
、
と
言
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。＊

お
お
か
わ
・
た
だ
し
│

事
業
の
発
足
当
時
に
イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
参
加
し
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
招
聘
事
業
す
べ
て

を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。
目
標
も
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
、
ひ
い
て
は
誰

が
参
加
者
か
も
曖
昧
な
な
か
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
こ
と
に

あ
た
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

意
見
を
聞
き
市
民
の
人
に
働

き
か
け
を
し
、
道
を
探
し

て
い
た
姿
が
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。（
宮
下
）

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈大
川
直
志
─
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
な
く
て
、可
能
性
が
あ
っ
た
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た
だ
け
で
は
な
く
、
一
方
で
、
学
芸
大
学
の
学
生
や
、
地
域
の
学
校
と
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
交
流
す
る

「
ガ
ッ
コ
ラ
ボ
」﹇
※
2
﹈
の
よ
う
な
活
動
も
展
開
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。「
ガ
ッ
コ
ラ
ボ
」
は
、
ア
ー
ト
フ

ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
け
れ
ど
も
、
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
て
自
由
に
外
で
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
活
動
も
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
積
極
的
に
認
識
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
生
ま
れ
て
い
る
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
将
来
的
に
芸
術
文
化
に
関
わ
る
人
を
増

や
し
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
は
「
い
ざ
、
鎌
倉
」
の
と
き
、
小
金
井
で
何
か
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
こ
れ

ば
、「
い
ざ
」
と
集
ま
っ
て
来
て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
全
国
で
見
聞
し
て
い
る
と
、
同
じ
人
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
い
く
つ
か
参
加
し
て
い

て
、
別
の
集
ま
り
な
の
に
い
つ
も
同
じ
顔
ぶ
れ
だ
な
ん
て
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
で
も
「
ガ
ッ
コ
ラ
ボ
」
の
よ

う
に
、
大
学
生
と
連
携
し
て
出
前
授
業
に
出
か
け
て
行
っ
た
り
す
れ
ば
、〝
内
向
的
〞
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
殻
は

常
に
更
新
さ
れ
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
成
す
る
人
の
層
を
厚
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク

シ
ョ
ン
が
直
接
の
主
宰
者
で
な
く
て
も
、
連
携
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
実
は
こ
れ
も
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
一
環
で
す
と
か
、
派
生
し
た
活
動
で
す
」
と
言
っ
ち
ゃ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
…
…
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
展
開
を
最
近
「
ス
プ
レ
ッ
ド
方
式
」
と
名
付
け
た
ん
で
す
。
ま
る
で
、
ト
ー
ス
ト
（
ま
ち
）

に
バ
タ
ー
を
塗
っ
て
浸
み
込
ま
せ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
で
す
。
こ
れ
は
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
主
性
や
主
体

性
を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
信
頼
を
も
た
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
そ
う
し
た
関
係
性
が
少
し
ず
つ
浸
み
込
ん
で
い
く
。「
砂
に
水
を
ま
く
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
言
わ
れ
ま

す
が
、
文
化
っ
て
簡
単
に
で
き
る
わ
け
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

　
そ
も
そ
も
「
文
化
を
つ
く
る
」
な
ん
て
言
葉
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
づ
く
り
を
目
的
に

活
動
を
す
る
な
ん
て
、
笑
え
ま
す
。
あ
る
活
動
を
懸
命
に
や
っ
て
、
幾
重
に
も
工
夫
や
痕
跡
を
積
み
重
ね
た
あ

と
、
振
り
返
っ
て
見
た
と
き
に
、
初
め
て
「
あ
、
こ
れ
文
化
か
も
」
と
感
じ
る
も
の
で
は
な
い
の
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
も
続
け
る
こ
と
、
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
参
加
者
の
中
に
は
、
活
動
し
て
み
て
肌
に
合
わ
な
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
人

は
、
ど
こ
か
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す
れ
ば
い
い
。
で
も
、
た
と
え
肌
が
合
わ
な
く
て
も
、
ア
ー
ト
フ
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
考
え
方
や
活
動
に
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
で
は
、
や
っ
ぱ
り
芸
術
や
文
化
へ
の
考
え

方
が
、
ど
こ
か
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。「
影
響
を
及
ぼ
す
」
っ
て
そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
教
育
の
成
果

は
「
影
」
と
「
響
」
に
現
れ
る
。
流
行
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、簡
単
に
「
成
果
を
エ
ビ
デ
ン
ス
で
」
っ

て
言
い
ま
す
が
、
表
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
ね
…
…
。

　
と
は
い
え
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
自
身
も
小
金
井
と
い
う
場
所
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
育
て
ら

れ
て
い
る
と
も
言
え
る
か
も
。
こ
の
事
務
局
の
あ
る
同
じ
ビ
ル
に
は
小
金
井
市
の
観
光
協
会
な
ど
も
あ
っ
て
、
そ

う
い
う
機
関
と
連
携
で
き
た
こ
と
も
よ
い
影
響
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
場
所
の
力
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ

ん
な
ふ
う
に
本
当
に
い
ろ
ん
な
要
素
が
│
そ
れ
こ
そ
把
握
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
ま
で
含
め
て

│
た
く
さ
ん

絡
み
合
っ
て
、
ス
プ
レ
ッ
ド
み
た
い
に
浸
み
込
ん
で
い
く
。
そ
う
い
う
一
種
カ
オ
ス
的
な
感
じ
は
中
央
線
沿
線
が

積
み
重
ね
て
き
た
文
化
の
個
性
で
も
あ
る
し
、
わ
く
わ
く
感
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
鉃
矢
悦
朗
─
揺
れ
な
が
ら
、
つ
づ
け
て
い
く

◉
「
入
り
に
く
い
」
は
「
入
り
た
い
」
の
裏
返
し

　
私
が
結
構
ど
っ
ぷ
り
関
わ
っ
た
小
金
井
市
の
市
制
施
行
五
五
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
「（
未
来
の
小
金
井
へ
！
）
コ
ガ
ネ
イ
の
地
上
絵

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
二
〇
一
三
年
八
月
か
ら
一
四
年
三
月
に
か
け
て
で
し
た
ね
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
淺
井
裕
介
さ
ん
の
地
上
絵
づ
く
り

に
、
意
欲
の
あ
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
素
敵
な
パ
ワ
ー
が
生
ま
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
、
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
パ
ワ
ー
が
、
い
ま
だ
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
小
金
井
の
ま
ち
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
み
ん
な
が
淺
井
裕
介
と
い
う
遊
牧
民
の
〝
ま
ち
〞
の
よ
う
な
場
に
集
ま
っ
て
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
一
緒
に
制
作
し
て
、
刺
激
を
受
け
、
普
段
の
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
居
心
地
と
の
差
を
感
じ
る
よ
う
な
経

験
を
し
た
人
は
、
淺
井
さ
ん
と
は
違
っ
た
〝
ま
ち
〞
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
人
や
活
動
が
う
ま
く
、
小
金
井
と
い
う
〝
ま
ち
〞
に
返
っ
て
く
る
と
い
い
。

　
こ
う
し
た
集
ま
り
や
活
動
は
人
と
人
と
の
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
濃
密
に
な
っ
て
き
て
、
密
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
特
別
な
言
葉
や
共
通
理
解
な
ど
が
生
ま
れ
、

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
意
味
出
来
上
が
る
も
の
で
す
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
後
か
ら
新
し
い

人
が
入
る
と
き
、〝
入
り
づ
ら
い
〞
と
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
た
く
も
な
い
人
は
、〝
入
り
づ
ら
い
〞
と
は
感
じ
ま
せ
ん
よ
ね
。
つ
ま
り
〝
入
り
づ

ら
い
〞
と
感
じ
る
裏
に
は
〝
入
り
た
い
〞
と
い
う
気
持
ち
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
ー

ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
寄
せ
ら
れ
る
コ
メ
ン
ト
に
、「
あ
ん
た
た
ち
、
入
り
づ
ら
い
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
こ
の
集
ま
り
や
活
動
が
存
在
感
を
増
し
、
興
味
を
も
つ
人
も
増
え
て

き
た
と
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
こ
の
一
〇
年
間
で
、
そ
う
い
う
あ
る
個
性
を
も
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て

き
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
し
た
個
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
観
を
外
部
に
持
た
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
じ
ゃ
あ

次
は
何
を
す
る
の
か
、
を
考
え
る
と
も
っ
と
お
も
し
ろ
が
ら
れ
る
活
動
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

◉
塗
っ
た
バ
タ
ー
の
よ
う
に
し
み
込
ん
で
ゆ
く
文
化

　
そ
の
個
性
っ
て
こ
と
で
一
つ
言
い
た
い
の
は
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
き

＊
て
つ
や
・
え
つ
ろ
う
│
大
学
卒
業
後
建
築
事
務
所
勤
務
を
経
て
一
九
九
四
年

か
ら
鉃
矢
悦
朗
建
築
事
務
所
を
主
宰
、
二
〇
〇
二
年
東
京
学
芸
大
学
着
任
で
前
出
事

務
所
休
眠
、
現
在
に
至
る
。
モ
ノ
づ
く
り
、
コ
ト
づ
く
り
、
バ
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
建
築
・
空
間
デ
ザ
イ
ン
／
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
研
究
と
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

産
学
連
携
や
異
分
野
連
携
、
市
民
協
働
な
ど
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
実
践
的
研
究

や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
手
法
を
使
っ
て
の
子
ど
も
理
解
や
デ
ザ
イ
ン
感
覚
の
育
成
に

奮
闘
し
て
い
る
。N
P
O
東
京
学
芸
大
こ
ど
も
未
来
研
究
所 

理
事
長
。
一
級
建
築
士
。

須
藤
み
ど
り

加
し
た
最
初
の
き
っ
か
け
は

Facebook

で
し
た
。
私
がK

O
_

TO

﹇
※
1
﹈の
創
業
ス
ク
ー
ル
に
通
い
始
め
た
時
、

そ
こ
で
はFacebook

に
入
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
の
お
題
で
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
つ
な
げ
る
と
い
う
テ
ー
マ
の
と
き
、
考
え
て
出

し
た
の
が
、
子
ど
も
に
好
き
な
よ
う
に
絵
を
描
か

せ
る
み
た
い
な
も
の
。
た
だ
仕
事
に
ど
う
つ
な
が

る
か
ま
で
は
考
え
つ
か
ず
、
や
っ
て
み
た
い
け
れ

ど
も
、
う
ー
ん
と
い
う
感
じ
。
そ
の
時
、
自
分
の

❖
参

仕
事
と
は
別
に
や
っ
た
ら
い
い
か
な
と
思
い
、
何

か
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
探
し
て
い
た
と
き
、

「
小
金
井
と
私
　
秘
か
な
表
現
」
が
目
に
と
ま
り

ま
し
た
。
も
と
も
と
ア
ー
ト
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な

ど
に
興
味
が
あ
り
、
そ
う
い
う
関
連
を
見
て
い
た

時
で
し
た
。「
秘
か
な
表
現
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

も
な
ん
と
な
く
気
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　
一
年
目
の
印
象
は
、
津
村
禮
次
郎
先
生
の
お
人

柄
が
魅
力
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
自
体
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
こ
か
ら
「
秘
か
な
表
現
」
に
ど
う
つ

な
が
る
の
？
　
と
興
味
を
持
っ
た
ん
で
す
。
そ
の

後
、
癖
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
っ
た
と
き
、

「
あ
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
く
ん
だ
。
ふ
ー
ん
」

と
感
じ
た
。
そ
の
後
の
ス
ケ
ッ
チ
で
は
外
の
人
を

観
察
し
た
り
と
か
、
初
対
面
で
は
あ
ま
り
話
さ
な

い
よ
う
な
、
自
分
の
癖
に
つ
い
て
を
お
互
い
さ
ら

け
出
す
よ
う
な
ワ
ー
ク
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ

た
。

　
二
〇
一
七
年
に
な
っ
て
「
想
起
の
ボ
タ
ン
」
で

小
金
井
の
街
で
何
か
す
る
こ
と
に
な
り
、
実
際
に

関
わ
っ
て
み
た
感
想
は
、
期
限
が
あ
っ
た
の
で
形

に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
の
と
、
自
分
で
や
ら
な
い

と
何
も
形
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ

の
こ
と
で
街
と
の
関
わ
り
方
が
少
し
変
わ
る
か
も

し
れ
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
私
は
誰
か
と

一
気
に
親
し
く
な
っ
て
い
く
感
じ
で
も
な
い
の

で
、
一
回
踏
み
出
し
た
け
ど
揺
り
戻
し
も
あ
り
、

参
加
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
、
そ
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
。
で
も
そ
れ
を
他
の
参
加
者
や
ア
サ
ダ
ワ

タ
ル
さ
ん
が
い
い
距
離
で
放
っ
て
お
い
て
く
れ
た

の
が
す
ご
く
心
地
よ
か
っ
た
。

　
や
っ
て
み
て
や
っ
ぱ
り
小
金
井
自
体
の
見
え
方

が
変
わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
は
け
の
方
へ
も
全
然

行
か
な
か
っ
た
の
で
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
な
。
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ん
を
招
い
た
学
芸
大
学
で
の
講
演
会
で
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
追
い
込
ま
れ
て
い
く
怖
さ

や
、
地
上
絵
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
招
聘
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
は
、
参
加
し
て
楽
し
く
な
け
れ
ば
な
か
な
か
人
は

集
ま
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
は
も
っ
と
そ
の
先
に
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
の
学
生
も
求
め
る
の
で
す
が
、
一
定
の
集
ま
り
で
の
活
動
は
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
一
直
線
っ
て
い
う
道

筋
、
そ
れ
で
は
大
切
な
も
の
が
生
ま
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
性
急
に
結
論
を
求
め
る
の
で
は
な
く

て
、
た
と
え
ば
一
〇
回
の
活
動
が
あ
っ
た
時
に
、
話
が
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
り
、
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

の
は
当
た
り
前
、
一
〇
回
の
中
の
一
回
で
も
二
回
で
も
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
ら
れ
た
な
ら
、
や
っ
た
ね
！
っ
て
進

み
続
け
て
み
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
誰
か
の
ぽ
っ
と
出
た
発
言
か
ら
、
思
わ
ぬ
お
も
し
ろ
い
話
や
大
き
な
話
が
展
開

す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
い
い
経
験
を
、
み
な
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
積
み
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◉
曲
が
り
く
ね
り
な
が
ら
、
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
│
入
り
口
は
ど
こ
で
も
い
い

　
こ
こ
の
カ
フ
ェ
（
シ
ャ
ト
ー
2
F
）
は
、
ま
ち
の
中
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
知
ら
な
い
人
同
士
が
話
す
き
っ
か
け
は
な
か
な
か
つ
か
め
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
顔
見
知
り
と
な
れ
ば
、
話
す
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
遊
び
で
も
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
で
も
、
同
じ
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
れ
ば
、
そ
こ
に
も
っ
と
濃
密
な
会
話
が
生
ま
れ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
会
話
の
中
か
ら
い
ろ
ん
な
化
学
反
応
が
生
ま
れ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
る
と
万
々
歳
で
す
よ
ね
。

　
入
り
口
は
ど
こ
で
も
い
い
ん
で
す
ね
。
し
か
し
そ
の
入
り
口
を
、
た
と
え
ば
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
目
に
見
え
る

形
で
、
ま
ち
が
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
そ
の
中
身
は
完
成
形
で
は
な
く
、
常
に
建
設
中
で
あ
っ
た
方
が
い
い
。
建
設
中
だ
か

ら
こ
そ
、
気
付
い
た
人
が
指
摘
で
き
る
し
、
そ
れ
を
受
け
て
一
緒
に
考
え
て
前
に
動
か
そ
う
と
思
っ
た
り
、
改
善
し
よ
う
と
す
る
人
も
出
て
く

る
。
ま
ち
づ
く
り
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
は
、
完
成
形
と
い
う
も
の
は
な
い
は
ず
な
ん
で
す
ね
。

　
常
に
じ
た
ば
た
じ
た
ば
た
や
っ
て
、
う
ね
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
う
ね
っ
て
い
る
時
に
ほ
と
ば
し
る
い
ろ
ん
な
も
の
が
、
ま
ち
全

体
を
大
き
く
揺
ら
す
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
小
さ
く
揺
り
戻
す
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
揺
れ
続
け
た
痕
跡
が
、
後
で
見
る
と
文
化
だ

と
感
じ
ら
れ
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
揺
れ
方
は
理
解
で
き
な
い
か
ら
ダ
メ
だ
っ
て
押
さ
え
つ
け
て
し
ま
う
と
、
揺
れ
が
小

さ
く
な
っ
て
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
せ
っ
か
く
み
ん
な
で
動
か
し
始
め
た
揺
れ
な
の
で
、
そ
れ
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
れ
ば
素
敵
な
小
金
井
の
さ
ら
に
先
に
行
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
「
ス
プ
レ
ッ
ド
方
式
」
と
言
っ
た
の
は
、
表
面
に
乗
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
す
ぐ
払
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
浸
み
込
ま
せ
て

ど
ん
ど
ん
い
い
味
に
し
て
、
揺
す
っ
た
り
、
表
面
を
拭
っ
た
く
ら
い
じ
ゃ
あ
取
れ
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
を
こ
こ
最
近
、「
プ
ラ
ス
ス
パ

イ
ラ
ル
を
つ
く
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ま
っ
す
ぐ
上
に
上
が
ろ
う
と
思

わ
な
く
て
も
い
い
、
回
り
ま
わ
っ
て
元
の
位
置
に
戻
り
そ
う
で
も
い
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
上
に
上
が

る
方
向
に
進
み
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
た
ら

ど
う
か
、
と
…
…
。「
や
っ
た
ら
え
え
ん
ち
ゃ
う
（
徳
島
県
神
山
町
に
あ
る
N
P
O
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
が
使
う
魔
法
の
言
葉
）」
と
い
う
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
ず
っ
と
続
く
と
い

い
。
そ
れ
が
、
次
の
チ
ャ
ン
ス
と
出
会
う
最
良
の
方
法
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
「
ア
ー
ト
っ
て
何
？
」「
文
化
っ
て
何
？
」
を
問
い
続
け
る

　
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
一
貫
し
て
日
常
の
中
に
ア
ー
ト
や
表
現
を
持
ち
込
も
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
ど
ん
な
ア
ー
ト
を
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
、
ど

ん
な
ふ
う
に
紹
介
す
る
か
は
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。
先
日
、
大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
で
十
文
字
学
園
女
子
大
学

名
誉
教
授
の
平
田
智
久
先
生
が
「
人
間
が
生
き
て
い
る
こ
と
の
す
べ
て
が
〝
造
形
〞
で
あ
る
」
っ
て
言
っ
て
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
心
が
豊
か
に
な
る
と
か
心
地
よ
く
な
る
と
か
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ア
ー
ト
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
ば
か
り
が
受

け
入
れ
ら
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ー
ト
に
は
、〝
心
を
ガ
サ
つ
か
せ
る
〞
と
い
う
力
も
あ
る
。
生
き

て
い
る
感
情
す
べ
て
に
、
関
わ
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
現
代
ア
ー
ト
の
多
く
は
、
意
表
を
突
い
て
観

衆
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
り
、
不
思
議
な
作
品
で
「
へ
ぇ
〜
！
」
と
言
わ
せ
た
り
す
る
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。

ま
ぁ
そ
れ
も
悪
く
は
な
い
ん
で
す
が
、
ア
ー
ト
の
持
つ
力
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
ロ

ヒ
ン
ギ
ャ
に
対
す
る
迫
害
な
ど
、
今
世
界
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
う
こ
と
も
ア
ー
ト
に
な
り
う
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
問
題
に
ど
れ
だ
け
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
、
根

源
的
な
と
こ
ろ
ま
で
寄
っ
て
い
け
る
か
も
課
題
で
す
が
。
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
日
常
生
活
の
中
で

「
え
っ
？
」
と
心
が
ガ
サ
ガ
サ
す
る
よ
う
な
問
題
や
、「
な
ん
で
？
」
と
い
う
問
い
に
向
き
合
う
展
覧
会
や
語
る
場

を
作
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
何
と
か
し
た
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
で
も
何
も
で
き
な
い
と
思
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
っ
て
い
う
よ
う
な
行
動
に
ま
で
つ
な
げ
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
も
ア
ー
ト
だ
と

言
っ
て
い
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
現
在
の
公
共
的
な
文
化
振
興
計
画
の
枠
組
み
で
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

た
と
え
ば
美
術
系
の
大
学
で
「
ア
ー
ト
っ
て
何
？
」
と
ま
じ
め
に
考
え
て
き
た
よ
う
な
人
と
か
、
ガ
ッ
コ
ラ
ボ
や

ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
人
な
ど
に
は
、
そ
う
し
た
考
え
方
は
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
主
義
主
張
に
近
づ
く
と
、
ア
ー
ト
に
政
治
色
を
付
け
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
見

て
、
敬
遠
す
る
人
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。（
政
治
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
が
分
離
し
て
い
る
よ
う
な
教
育
が
問

題
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
で
す
か
ら
、
ア
ー
ト
の
〝
窓
口
〞
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
ー
ト
っ
て
、
絵
を
描
い
た
り
、
色
を
塗
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
、
と
…
…
。
そ
の
う
え
で
、

描
く
方
法
や
意
味
を
あ
れ
こ
れ
模
索
し
な
が
ら
懸
命
に
絵
を
描
い
て
み
た
り
、
新
聞
の
切
り
抜
き
や
廃
棄
物
を
集

め
て
作
品
を
つ
く
っ
た
り
、
そ
れ
を
今
ま
で
あ
る
ア
ー
ト
と
い
う
常
識
を
疑
っ
て
み
る
と
い
っ
た
よ
う
な
体
験
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、「
ア
ー
ト
っ
て
何
？
」、「
芸
術
文
化
っ
て
何
？
」
と
、
考
え
続
け
て
い
く
し
か
な
い
。

　
た
だ
、
行
政
的
に
は
予
算
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
目
に
な
る
べ
く
公
平
に
充
て
た
い
と
考
え
る
で
し
ょ
う

か
ら
、「
す
べ
て
が
ア
ー
ト
で
す
」
と
い
わ
れ
る
と
困
っ
て
し
ま
う
（
笑
）。
ま
し
て
や
政
治
批
判
の
よ
う
な
ア
ー
ト

に
公
的
な
予
算
は
充
て
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
し
。
そ
う
す
る
と
、
一
般
的
な
解
釈
に
よ
る
「
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ト
」

の
名
目
に
対
し
て
予
算
が
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
さ
ん
も
ジ
レ
ン
マ
が

生
じ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
も
実
は
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
淺
井
裕
介
さ

や
っ
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
で
も
う
ち
ょ
っ
と
動

け
ば
い
い
ん
だ
な
と
い
う
感
覚
は
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
菜
々
子
に
も
見
て
も
ら
え
る
の
も
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
想
起
の
遠
足
」
に
な
っ
た
時
、
前
の

年
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
駅
で
展
示
物
が
あ
っ
て
そ
れ

な
り
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
今
回
は
ま
っ
た
く
実
態

が
な
く
、
本
当
に
実
現
で
き
る
の
？
　
と
す
ご
く

不
安
に
思
っ
て
い
た
。
結
果
、
す
ご
く
濃
密
な
時

間
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
た
だ
、

せ
っ
か
く
参
加
者
の
み
ん
な
で
時
間
を
積
み
重
ね

て
き
た
の
に
、
他
の
人
た
ち
の
と
こ
ろ
に
行
け
な

い
の
は
ち
ょ
っ
と
残
念
だ
っ
た
か
な
。
で
も
あ
れ

は
本
当
に
す
ご
い
一
日
で
し
た
よ
ね
。

　
三
年
間
や
っ
て
き
て
何
が
よ
か
っ
た
か
と
い
う

か
、
自
分
の
中
で
変
化
し
た
こ
と
は
、
学
校
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
。
だ
ん
だ
ん
と
シ
ャ
ト
ー
が
身
近
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
場
所
も
あ
る
ん
だ
な
と

思
っ
て
、
す
ご
く
気
持
ち
的
に
楽
に
な
っ
た
。
ど

こ
へ
行
っ
て
も
い
つ
も
隅
っ
こ
で
ふ
ー
ん
と
聞
い

て
い
る
タ
イ
プ
な
の
で
す
が
、
そ
う
し
て
い
て
も

ま
っ
た
く
大
丈
夫
な
と
こ
ろ
が
い
い
。

　
あ
と
去
年
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
学
童
が

終
わ
っ
た
初
め
て
の
夏
で
、
参
加
で
き
る
と
こ
ろ

を
探
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
と
し
て
も
ち
ょ
っ
と
活
用
さ
せ
て
も
ら
え
た

の
が
よ
か
っ
た
。
菜
々
子
に
親
で
は
な
い
外
の
大

人
と
関
わ
ら
せ
た
い
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
が
で
き
た
と
い
う
の
が
す
ご
く
よ
か
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、「
遠
足
」
が
終
わ
っ
た
あ
と
そ
れ
き
り

な
の
で
、
全
体
で
振
り
返
り
的
な
こ
と
は
や
る
べ

き
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
後
や
り
た
い
な
と
思
う
こ
と
は
、
宮
下
さ
ん

か
ら
前
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
小
学
校
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ま
た
お
手
伝
い
し
て
み
た
い
。
子

ど
も
が
来
て
何
か
を
作
っ
た
り
す
る
の
が
気
軽
に

で
き
る
よ
う
な
場
所
を
作
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
る
の
で
。
ち
ょ
っ
と
ず
つ
い
ろ
い
ろ
と
動
い

て
み
て
、
何
か
に
関
わ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

＊
す
と
う
・
み
ど
り
│
「
小
金
井
と
私
　
秘
か
な
表
現
」
に
出

会
っ
た
の
は
、
た
ま
た
まfacebook

で
見
か
け
て
。
家
族
で
何
か

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
受
け
ら
れ
れ
ば
、
と
私
の
独
断
で
（
笑
）
申

し
込
み
ま
し
た
。
始
ま
っ
て
か
ら
早
三
年
…
。
子
ど
も
も
私
も
、

家
族
以
外
、
学
校
以
外
の
色
々
な
人
と
関
わ
る
機
会
が
少
し
ず
つ

増
え
ま
し
た
。

﹇
※
1
﹈KO

_TO

：

東
小
金
井
事
業
総
合
セ
ン
タ
ー
。
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
一
日
か
ら
利
用
可
能
な
公
共
施
設
。
起
業
家
、
個
人
事

業
主
、
N
P
O
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
業
を
支
援
し
て
い
る
。

﹇
※
2
﹈
ガ
ッ
コ
ラ
ボ

：

ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
の
学
校
連
携
事
業
と
し

て
始
ま
っ
た
。
近
隣
小
学
校
で
実
施
さ
れ
る
図
工
の
授
業
な
ど
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
造
形
遊
び
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
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﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
小
川 

希
─
わ
が
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
厭
わ
ず
に

◉
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
わ
っ
た
き
っ
か
け

　
小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
事
業
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、
行
政
、
大
学
、
市
民
の
三
者
で
委
員
会
と
し
て
運
営
し
た
頃
に
関
わ
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
東
京
大
学
教
授
の
小
林
真
理
先
生
に
声
を
か
け
ら
れ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
し
、
委
員
の
人
た

ち
も
地
元
N
P
O
の
人
も
い
れ
ば
、
大
学
の
先
生
も
い
て
、
誰
が
や
る
と
い
う
方
針
も
な
く
て
、
責
任
の
所
在
が
と
て
も
あ
や
ふ
や
で
し
た
。

小
林
先
生
の
学
生
さ
ん
も
い
て
、
と
り
あ
え
ず
場
を
持
た
な
い
と
何
に
対
し
て
も
責
任
感
も
な
く
た
だ
だ
ら
だ
ら
と
や
る
だ
け
で
、
助
成
金
だ

け
使
っ
て
終
わ
り
に
な
る
か
ら
、
場
所
を
確
保
し
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ト
ー
が
使
え
る
こ
と
に
な
っ
た
後
、

色
々
で
き
る
場
所
に
し
た
ら
い
い
と
な
っ
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
頼
ん
で
壁
を
建
て
た
り
、
床
を
剥
が
し
た
り
壁
を
白
く
塗
っ
た
り
と
い
っ
た

改
装
を
や
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
み
ん
な
で
。

◉
ひ
ら
い
て
い
る
よ
う
で
「
閉
じ
て
い
る
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
市
民
ベ
ー
ス
の
ア
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
中
で
た
く
さ
ん
や
っ
て
ま
す
よ
ね
。
表
面
的
に
は
さ
も
市
民
が
参
加
し
て
ア
ー
ト
の
力
で

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
報
告
書
っ
て
作
り
や
す
い
ん
だ
け
ど
、
実
際
は
す
ご
く
限
ら
れ
た
人
し
か
参
加
し
て
な
い
も
の
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
実
情
は
と
も
あ
れ
、
感
じ
の
よ
い
よ
う
に
報
告
書
と
か
ビ
ジ
ュ
ア
ル
は
作
れ
る
け
ど
、
実
際
は
、
街
の
人
み
ん
な
が
関
わ
っ
て
い

た
り
、
村
の
人
が
大
切
に
し
た
り
な
ん
て
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
の
じ
ゃ
な
い
か
な
。
助
成
金
な
ど
の
お
金
に
対
し
て
は
、
み
ん
な
が
参
加

し
て
ア
ー
ト
の
力
で
活
性
化
し
て
み
た
い
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
作
り
や
す
い
け
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
う
さ
ん
く
さ
い
も
の
が
多
い
と
感
じ
た
り

も
す
る
。
一
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
楽
し
ん
で
い
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
で
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
で
地
域
活
性
し
て
い
る
な
ん

て
い
う
の
は
、
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
概
念
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
あ
る
の
だ
ろ
う
け
ど
、
さ
も
ア
ー
ト
は
全
体
を
網
羅
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
や
す
い
っ
て
い
う

の
が
あ
る
よ
ね
。
公
的
な
事
業
を
進
め
て
る
様
子
を
見
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
く
中
で
開
い
て
い
る
よ
う
で
内
実
は
仲
い
い
人
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
、
内
向
性
み
た
い
な
も
の
が
結
構
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
と
う
た
っ
て
い
る
と
そ
う
な
り
が
ち
と
い
う
か
、
そ
こ
に
自
分
の
居
場
所
が
あ
る
ん
だ
っ
て
思
う
人
た
ち
っ
て
、
依

存
し
た
り
、
固
執
し
た
り
、
私
た
ち
の
空
間
で
す
っ
て
な
っ
て
く
か
ら
、
そ
れ
は
う
た
わ
な
い
方
が
い
い
、
む
し
ろ
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
出
入

り
し
て
い
い
と
思
う
。
N
P
O
と
し
て
の
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
悪
い
方
の
典
型
的
な
感
じ
か
な
と
僕
に
は
思
え
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
内
側
を
向
い
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
、
常
に
ど
こ
か
で
批
評
的
と
い
う
か
相
対
的
な
視

点
み
た
い
な
の
を
強
く
持
ち
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
か
市
民
っ
て
う
さ
ん
く
さ
い
と
い
う
か
、
あ
や
ふ
や

な
言
葉
だ
か
ら
ね
。

◉
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
「
色
」
を
つ
く
っ
て
い
く

　
で
も
人
そ
れ
ぞ
れ
や
り
方
が
あ
っ
て
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
何
か
を
作
り

上
げ
て
い
く
の
は
す
ご
く
よ
い
な
と
思
う
け
ど
ね
。
実
際
に
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
っ
て
い
く
し
ね
。
な
ん
て
い
う
か
「
す
ご
く
よ

か
っ
た
」
じ
ゃ
な
い
こ
と
も
記
憶
に
残
っ
て
い
く
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
の
が
い
い
と
思
う
け
ど
ね
。「
な
ん
か
わ
か
ん
な
い
し
、
全
然
つ
ま

ん
な
か
っ
た
」
と
か
。

　
市
民
っ
て
い
う
言
葉
を
使
う
と
、
色
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
も
っ
と
色
を
持
っ
た
ら
い
い
と
思
う
け
ど
ね
。
例
え
ば
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク

シ
ョ
ン
は
子
ど
も
を
中
心
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
を
明
言
す
る
と
か
。O

ngoing

は
わ
け
わ
か
ん
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま
っ
て
く
る

場
所
っ
て
い
う
色
が
あ
る
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
感
じ
で
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
特
有
の
色
を
も
っ
と
強
く
だ
し
て
、
わ
が
ま
ま
に
な
っ

て
い
い
と
思
う
。
建
築
ベ
ー
ス
と
か
、
都
市
計
画
ベ
ー
ス
と
か
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
か
、
あ
の
場
所
に
参
加
し
て
い
る
人
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
、
特
定
の
領
域
に
強
い
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
か
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
と
か
、
や
り
た
い
こ
と
が
も
っ
と
見
え
た
ほ
う
が
断
然
い

い
。
そ
し
た
ら
そ
う
い
う
問
題
を
考
え
た
い
っ
て
人
た
ち
が
わ
ざ
わ
ざ
行
く
と
思
う
し
、
と
り
た
て
て
市
民
（
だ
け
）
が
行
く
場
所
じ
ゃ
な
く

て
、
あ
そ
こ
は
あ
れ
に
特
化
し
た
場
所
な
ん
だ
み
た
い
な
ね
。
妙
に
み
ん
な
の
意
見
を
聞
い
て
す
す
め
て
る
と
、
あ
ん
ま
う
ま
く
い
か
な
く
な

る
の
じ
ゃ
な
い
か
な
。
三
人
な
ら
三
人
の
わ
が
ま
ま
が
同
時
並
行
で
走
っ
た
ら
よ
り
お
も
し
ろ
い
場
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
っ
と
（
方
向
性
を
）
明
確
に
出
し
て
や
っ
て
い
い
と
思
う
。
行
政
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
行
政
だ
と
だ
め
だ
ろ
う
け
ど
、

行
政
の
金
だ
け
で
や
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。
二
枚
舌
と
い
う
か
、
助
成
金
も
ら
っ
て
る
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
顔
は
し
つ
つ
内

実
違
う
と
い
う
の
は
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

◉
嘘
の
な
い
場
を
つ
く
る

　
日
本
に
お
け
る
ア
ー
ト
を
好
き
な
人
た
ち
は
超
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
中
で
、
自
分
は
す
ご
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
、（
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
る
も
の
は
）
あ
る
一
部
の
人
し
か
取
り
扱
え
な
い
っ
て
い
う
の
を
自
覚
し
な
が
ら
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
く

て
、
私
た
ち
は
開
い
て
い
ま
す
と
言
い
つ
づ
け
て
、
さ
も
よ
い
事
や
っ
て
る
み
た
い
な
感
じ
だ
と
誰
の
た
め
に
も
よ
く
な
い
。
そ
も
そ
も
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
大
し
た
力
も
な
い
け
ど
、
そ
れ
で
も
ア
ー
ト
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
自
問
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
や
り
続
け
る
と
か
だ
っ
た
ら
健
康
的
だ
と
思
う
け
ど
。
よ
い
事
を
や
っ
て
い
る
私
た
ち
感
と
い
う
の
は
や
は
り
す
ご
く
気
持
ち
悪

い
。

　
今
、
僕
が
や
っ
て
い
るO

ngoing

は
よ
い
事
や
っ
て
い
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
し
、
社
会
不
適
合
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、
こ
こ

が
あ
る
こ
と
で
続
け
ら
れ
る
こ
と
っ
て
い
う
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
実
際
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
社
会
の
中
で
の
存
在
価
値
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ベ
ー
ス
の
作
家
で
な
い
限
り
、
自
分
の
興
味
を
追
求
し
て
い
く
人
た
ち
ば
か
り
だ
か
ら
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
。
た
だ
、
そ
う
い
う
人

た
ち
が
他
に
も
い
て
、
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
と
は
何
か
み
た
い
な
こ
と
を
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
く
他
の
作
家
の
つ
く
る
も
の
を
見
て
、
も
っ
と
上

が
い
る
な
と
か
、
こ
い
つ
お
も
し
ろ
い
な
、
と
い
う
感
じ
を
文
化
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
て
い
く
場
所
と
い
う

＊
お
が
わ
・
の
ぞ
む
│A

rt C
enter O

ngoing 

代
表
。
一
九
七
六
年
東
京
生
ま

れ
。
二
〇
〇
一
年
武
蔵
野
美
術
大
学
卒
。
二
〇
〇
四
年
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報

学
府
修
士
課
程
修
了
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
亘
り
、
大
規
模
な
公
募
展

覧
会
『O

ngoing

』
を
、
年
一
回
の
ペ
ー
ス
で
企
画
、
開
催
。
そ
の
独
自
の
公
募
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
形
成
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
に
、
二
〇
〇
八
年

に
吉
祥
寺
に
芸
術
複
合
施
設A

rt C
enter O

ngoing

を
設
立
。
現
在
、
同
施
設
代

表
。
ま
た
、
J
R
中
央
線
高
円
寺
駅
〜
国
分
寺
駅
区
間
を
メ
イ
ン
と
し
た
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『T

ER
A

TO
T

ER
A

（
テ
ラ
ト
テ
ラ
）』
の
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

も
務
め
る
。
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﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
長
島 

確
─
日
常
と
の
つ
き
あ
い
方

　
長
島
確
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
地
域
と
向
き
合
い
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
演
劇
作
品
の
創
作
に
関
わ

る
リ
サ
ー
チ
や
理
念
的
な
下
支
え
を
す
る
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
と
い
う
立
場
で
、
ま
ち
や
暮
ら
し
を
舞
台
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
大
切
に
し
て
き
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
　「
公
共
性
」
が
求
め
ら
れ
る
事
業
の
枠
組
み
の
中
で
、
何
を
担
保
し
て

き
た
の
か
？
　
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
抱
え
る
モ
ヤ
モ
ヤ
と
長
島
さ
ん
の
問
題
意
識
を
重
ね
て
い
っ
た
対
話
と
考
察
の

時
間
で
す
。

│
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
参
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
拠
点
で
あ

る
「
シ
ャ
ト
ー
2
F
」
に
は
カ
フ
ェ
も
あ
り
、
そ
こ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
市
民
参
画
の
ベ
ー
ス
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
市
民
は
、
お
金
の
出
所
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
メ
ン
バ
ー
の
興
味
や
嗜
好
性
が
偏
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

閉
じ
て
い
っ
て
し
ま
う
傾
向
も
出
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
重
な
り
つ

つ
活
動
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
う
の
で
す
が
…
…
。

◉
あ
え
て
、「
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
」
と
は
考
え
な
い

　
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕
自
身
も
、
税
金
を
使
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
場
合
、

い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
公
開
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
人
の
多
様
性
を
ど
う
確

保
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
に
都
の
文
化
事
業
と
し
て
墨
田
区
で
始
め
た
「
ア
ト
レ
ウ
ス
家
」
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
に
登
場
す

る
一
家
が
日
本
の
ま
ち
の
、
あ
る
建
物
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
突
拍
子
も
な
い
設
定
の
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
観
客
に
は

こ
の
建
物
に
来
て
も
ら
い
、
現
実
の
世
界
と
演
じ
ら
れ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
行
き
来
す
る
体
験
を
通
し
て
、
ま
ち
や
住
ま
い
、

暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
こ
の
時
は
税
金
を
使
う
こ
と
に
過
剰
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
、

誰
の
た
め
に
、
誰
に
向
け
て
、
何
を
す
る
の
か
、
ず
い
ぶ
ん
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
た
と
え
都
の
税
金
を
使
っ
て
も
、都
民
全
員
の
た
め
と
い
う
ふ
う
に
は
で
き
な
い
、税
金
を
使
う
か
ら
と
い
っ
て
、

誰
に
で
も
開
か
れ
、
誰
に
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
何
か
を

つ
く
る
場
合
、
尖
っ
て
い
た
り
、
偏
っ
て
い
た
り
、
歪
ん
で
い
る
こ
と
こ
そ
が
お
も
し
ろ
い
。
ア
ー
ト
は
偏
っ
て
な
ん
ぼ
。
そ

れ
を
広
く
薄
く
の
ば
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
は
も
う
や
る
意
味
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
で
す
か
ら
無
際
限

に
開
く
の
で
は
な
く
、
適
切
な
閉
じ
方
や
狭
さ
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

の
だ
け
で
も
十
分
意
味
は
あ
る
と
思
う
。O

ngoing

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、
地
域
住
民
（
や
市
民
）
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
東
京

で
作
品
を
作
っ
て
い
る
作
家
た
ち
が
こ
こ
に
集
う
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
あ
ん
ま
り
嘘
が
無
い
。
誰
か
の
た
め
に
と
か
、

地
域
の
た
め
に
作
品
を
作
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
制
作
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
の
た
め
に
作
品
を
作
っ
て
、
一
人
だ
と
続
け

ら
れ
な
く
な
る
か
ら
、
同
じ
時
代
に
東
京
と
い
う
す
ご
く
生
き
づ
ら
い
場
所
で
、
そ
れ
で
も
自
分
の
作
品
を
追
求
し
て
い
る
作
家
が
、
作
品
や

自
分
が
生
き
て
い
る
社
会
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
そ
の
作
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
た
い
な
も
の
を
支
え
て
る
場
所
だ
と
思

う
。

　
だ
か
ら
み
ん
な
嘘
が
な
い
し
、
恰
好
つ
け
る
必
要
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
こ
が
作
家
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
ハ
ブ
み
た
い
に
な
っ

て
る
。
外
の
展
覧
会
に
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
い
ろ
ん
な
人
が
こ
こ
に
見
に
来
た
り
す
る
か
ら
。
僕
も
な
ん
の
嘘
も
つ
く
つ
も
り
な
い

し
、
地
域
の
た
め
に
こ
の
場
所
を
や
っ
て
い
る
つ
も
り
な
い
し
、
周
り
の
人
た
ち
が
来
る
か
来
な
い
か
は
そ
の
人
た
ち
次
第
で
、
そ
の
人
た
ち

ベ
ー
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
や
る
つ
も
り
は
な
い
。
あ
る
意
味
普
通
で
す
よ
ね
、
普
通
に
や
っ
て
る
。
作
家
や
ア
ー
ト
を
見
た
い
人
が
く
る
と

い
う
場
所
。
い
ろ
ん
な
場
所
か
ら
ね
。
そ
れ
こ
そ
海
外
か
ら
も
来
る
し
、
誰
が
来
て
も
い
い
。

　T
ER

A
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A

﹇
※
3
﹈
は
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
り
な
が
ら
、
問
題
提
起
と
い
う
か
、
み
ん
な
が
目
を
そ

ら
し
て
い
た
も
の
を
む
し
ろ
見
な
い
と
い
け
な
く
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
め
ざ
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ハ
ッ
ピ
ー
に
、
み
ん
な
が

幸
せ
に
な
る
ア
ー
ト
と
か
は
、
他
で
や
っ
て
く
れ
っ
て
感
じ
だ
か
ら
、
劇
薬
と
し
て
の
ア
ー
ト
の
持
っ
て
い
る
力
、
今
ま
で
考
え
な
く
て
よ

か
っ
た
の
に
、
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ア
ー
ト
を
や
っ
て
い
ま
す
。
優
し
い
モ
ノ
だ
け
が
ア
ー
ト
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

◉
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
こ
と

　
自
分
が
今
や
っ
て
い
る
こ
と
が
完
成
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
な
い
し
、
ひ
た
す
ら
こ
う
い
う
場
を
や
り
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
な
と
思
う
け
ど
、

た
だ
最
近
は
自
分
の
や
り
方
と
か
考
え
方
を
他
の
人
と
シ
ェ
ア
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
ん
か
寿
命
縮
め
て
、
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
感

じ
で
や
り
続
け
て
い
る
か
ら
、
僕
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
べ
て
こ
う
い
う
の
が
終
わ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
な
っ
て
思
う
よ
う
に
は
な
っ
て
き

ま
し
た
。
次
の
世
代
の
人
た
ち
が
、
助
成
金
を
つ
か
っ
た
公
共
的
な
ア
ー
ト
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
と
か
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
も
う
少
し
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
考
え
て
わ
が
ま
ま
に
や
る
た
め
に
、
そ
の
や
り
方
と
か
考
え
方
を
シ
ェ
ア
を
で
き
た
ら
い
い
な
っ
て
思
う
ん
で
す
。
助

成
金
の
申
請
の
書
き
方
と
か
、
行
政
の
付
き
合
い
方
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
ど
、
こ
う
い
う
場
所
を
運
営
す
る
の
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
じ
ゃ
な
く
て

も
っ
と
精
神
的
な
こ
と
だ
っ
た
り
す
る
。「
絶
対
や
め
な
い
」
と
か
ね
。
大
切
に
し
て
い
る
も
の
、
根
本
的
な
、
な
ぜ
自
分
が
そ
こ
を
や
る
の

か
、
っ
て
こ
と
に
立
ち
返
る
の
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
じ
ゃ
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い
う
の
根
本
的
な
ア
ー
ト
に
向
き
合
う
態
度
み
た
い
な
も
の
を

シ
ェ
ア
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。O

ngoing

が
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
一
〇
年
間
は
そ
ん
な
に
短
く
な
い
時
間
だ
し
、
次

の
世
代
に
そ
う
し
た
考
え
方
み
た
い
な
の
を
伝
え
る
こ
と
は
少
し
は
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
既
存
の
や
り
方
で
は
な
く
て
、
自
分

た
ち
独
自
の
や
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
掴
ん
で
い
く
の
が
、
な
ん
だ
か
ん
だ
立
ち
返
っ
て

み
て
一
番
民
主
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
最
近
は
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

＊
な
が
し
ま
・
か
く
│
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
。
日
本
に
お
け
る
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク

の
草
分
け
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
出
家
・
振
付
家
の
作
品
に
参
加
。
近
年
は
演
劇

の
発
想
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
劇
場
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
に
興
味
を
も
ち
、
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
積
極
的
に
関
わ
る
。
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
「
ア
ト
レ
ウ
ス
家
」
シ

リ
ー
ズ
、「
つ
く
り
か
た
研
究
所
」（
と
も
に
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
）、「
↑
（
や

じ
る
し
）」（
さ
い
た
ま
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
一
六
）
な
ど
。
二
〇
一
八
年
よ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル\

ト
ー
キ
ョ
ー
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
。

﹇
※
3
﹈T

ER
A

TO
T

ER
A

（
テ
ラ
ト
テ
ラ
）
は
、
東
京
都
と
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル

東
京
と
、
小
川
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
一
般
社
団
法
人O

ngoing

が
協
働
し

て
、
平
成
二
一
年
度
よ
り
J
R
中
央
線
高
円
寺
駅
〜
吉
祥
寺
〜
国
分
寺
駅
区
間
を

メ
イ
ン
と
し
た
東
京
・
杉
並
及
び
武
蔵
野
、
多
摩
地
域
を
舞
台
に
展
開
す
る
、
地
域

密
着
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
そ
の
発
信
機
関
の
総
称
。
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　「
霞
が
関
文
学
」
と
か
「
官
僚
の
作
文
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
が
、
一
見
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
何
を

言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
じ
つ
は
誰
に
も
届
い
て
い
な
い
。
公
共
の
文
化
事
業
と
し
て
行
う
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
、「
官
僚
の
作
文
」
な
ら
ぬ
「
官
僚
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
自
分
も
文
章
の
推
敲
を
し
な
が

ら
感
じ
た
の
は
、
誰
か
ら
も
突
っ
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
揚
げ
足
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
、
誰
に

も
文
句
は
言
わ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
誰
の
胸
に
も
刺
さ
ら
な
い
文
章
に
な
っ
て
し
ま
う
。
文
章
で
も
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
そ
う
い
う

丸
め
方
を
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
と
考
え
た
ん
で
す
ね
。

　
問
題
は
開
く
か
開
か
な
い
か
で
は
な
く
て
、
ど
の
方
向
に
ど
の
く
ら
い
開
く
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
ん
な
ふ
う
に
伝
え
て
い
く

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
興
味
を
も
っ
て
来
て
く
れ
た
人
た
ち
が
、
あ
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
来
た
意
味
が
あ
っ
た
ね
と
言
っ
て
く
れ

る
こ
と
が
、
本
当
に
意
味
の
あ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

◉
い
ろ
ん
な
偏
り
方
が
集
ま
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
人
に
開
か
れ
る

　
そ
の
点
、
通
年
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
経
験
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
が
複
数
回
あ
れ

ば
、
一
つ
く
ら
い
大
失
敗
し
て
も
い
い
か
な
っ
て
思
え
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
伴
う
リ
ス
ク
が
分
散
で
き
る
ん

で
す
ね
。
複
数
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ら
、
も
っ
と
可
能
性
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
つ
ど
偏
り
方
を
変
え
る

こ
と
で
、
来
て
く
れ
る
人
た
ち
の
偏
り
方
も
分
散
さ
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
都
と
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
が
二
〇
〇
九
年
か
ら
始
め
た
「
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン

ト
計
画
」
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
フ
レ
ー
ム
を
つ
く
る
も
の
だ
と
、
遅
ま
き
な
が
ら
気
が
つ
き
ま
し
た
。

「
千
の
ま
ち
見
世
（
み
せ
）」
と
い
う
発
想
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
都
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

N
P
O
と
「
共
催
」
し
て
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
都
内
に
無
数
の
ア
ー
ト
の
拠

点
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
の
こ
こ
ろ
み
は
、
ま
さ
に
小
さ
な
「
偏
り
」
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す

ね
。
そ
れ
は
、大
き
な
花
火
を
一
発
上
げ
る
よ
り
も
大
切
だ
と
、僕
も
こ
こ
二
・三
年
で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
先
ほ
ど
、
尖
っ
て
い
た
り
、
偏
っ
て
い
た
り
、
歪
ん
で
い
る
方
が
お
も
し
ろ
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
尖

り
方
、
偏
り
方
、
歪
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。「
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」
に
参
加
す
る
い
ろ
ん
な

N
P
O
が
い
ろ
ん
な
偏
り
方
を
し
て
い
れ
ば
、
見
に
来
て
く
れ
る
人
も
、
し
っ
く
り
く
る
偏
り
方
が
き
っ

と
見
つ
け
ら
れ
る
と
思
う
。
僕
は
こ
の
理
念
に
す
ご
く
共
感
し
て
い
ま
す
。

　「
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、
N
P
O
は
相
互
に
ゆ
る
く
連
携
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
思
い
き
り
、
ぎ
ゅ
っ
と
偏
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
ひ
と
つ
は

そ
ん
な
ふ
う
に
偏
っ
て
い
て
も
、
い
ろ
ん
な
偏
り
方
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
は
広

く
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
一
つ
ひ
と
つ
は
ち
ゃ
ん
と
偏
る
べ
き
だ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
偏
り
方
に

積
極
的
に
ト
ラ
イ
し
て
み
る
べ
き
な
ん
で
す
ね
。

　
そ
こ
で
大
切
な
の
は
、
常
に
全
体
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
と
、
ち
ゃ
ん
と
言
語
化
し
て
伝
え

合
う
こ
と
、
そ
し
て
「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
し
っ
か
り
確
保
す

る
こ
と
で
す
。
み
ん
な
が
同
じ
花
火
を
打
ち
上
げ
る
な
ん
て
つ
ま
ら
な
い
、
そ
の
た
め
の
分
散
で
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
…
…
。

◉
良
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
発
明
す
る
こ
と
が
大
事

　
誰
に
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
と
す
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
誰
に
で
も
わ
か
る
ア
ー
ト
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
で
も
、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
あ
え
て
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
ま
す
」
と
提
示
す
れ
ば
、

賛
同
す
る
人
は
ち
ゃ
ん
と
受
け
取
っ
て
く
れ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
僕
は
コ
ン
セ
プ
ト

│
つ
ま
り
考
え

方
、
問
い
の
組
み
立
て
方
を
は
っ
き
り
と
表
明
し
、
そ
れ
を
出
発
点
に
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
目
標
で
は
な
く
出
発
点
で
す
。
練
り
に

練
っ
た
お
も
し
ろ
い
出
発
点
を
設
定
で
き
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
ま
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
何
か
あ
っ
た
時
に
も
軌
道
修
正
と
い
う
か
、
元
の
筋
道
に

立
ち
戻
り
や
す
い
。
終
わ
っ
た
後
も
、
そ
の
成
功
不
成
功
は
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
が
な
い
と
、
お
客
さ
ん
の
動
員
数
と
い
う
よ
う
な
数
字
で
し
か
評
価
で
き
な
く
な
っ

て
、
自
分
た
ち
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

│
や
は
り
コ
ン
セ
プ
ト
は
大
切
で
、
そ
こ
に
到
達
す
る
目
的
志
向
と
い
う
よ
り
も
、
熟
慮
し
た
よ
い
コ

ン
セ
プ
ト
な
ら
、
や
り
な
が
ら
考
え
る
よ
り
む
し
ろ
自
由
に
な
れ
る
。
勇
ま
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、

よ
い
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
も
っ
と
考
え
る
た
め
の
考
え
方
や
枠
組
み
も
、
あ
る
種
の
コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
言
え
ま
す
。
以

前
の
僕
は
ア
ー
ト
を
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
日
常
そ
の
も
の
を
ど
う
お
も
し
ろ
が
る
か
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
使
お
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
少
し
飽
き
た
と
い
う
か
、
ア
ー
ト
は
、
や
は
り
日
常

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
え
て
日
常
と
違
う
こ
と

を
す
る
た
め
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、
ア
ー
ト
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
で
な
い

と
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
入
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
、
結
局
は
日
常
と
同
じ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
と
く
に
政
治
や
経
済
と
は
、
し
っ
か
り
と
分
離
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
コ
ン
セ

プ
ト
を
立
て
て
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
言
語
化
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
僕
に
と
っ
て
ア
ー
ト
は
、
現
実
的

に
す
ぐ
に
何
か
社
会
の
役
に
立
つ
と
か
、
お
金
が
儲
か
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
と
は
違
う
こ
と
を
や
る
た

め
の
場
所
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
孤
立
し
た
り
、
あ
え
て
非
常
識
な
こ
と
が
で
き
る
フ
レ
ー
ム
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
ア
ー
ト
と
日
常
は
、
分
け
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

◉
自
分
の
意
見
が
ち
ゃ
ん
と
言
え
る
、
つ
く
り
方
か
ら
考
え
る

　「
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
二
〇
一
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
つ
く
り
か
た

研
究
所
」
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
つ
く
り
方
か
ら
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
フ
レ
ー
ム
を
使
い
回
し

て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
入
れ
替
え
て
い
る
だ
け
で
は
、
自
分
た
ち
が
飽
き
て
疲
弊
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
お
も

鈴
木
祐
輔

に
か
く
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
の
は

わ
か
る
け
れ
ど
、
具
体
的
に
何
を
し
て

い
る
の
か
少
々
わ
か
り
に
く
い
か
な
あ
。
家
庭
内
で
特

に
説
明
を
求
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
。
そ
の
中
で
は
市
政

施
行
五
五
周
年
の
記
念
事
業
の
小
金
井
の
地
上
絵
は
わ

か
り
や
す
か
っ
た
で
す
よ
ね
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
僕
の
感
覚
で
は
、
ま
だ
小
金
井
と
ア
ー
ト
が
結
び

つ
く
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

　
学
校
連
携
事
業
で
は
、
学
校
で
授
業
の
手
伝
い
を
し

て
と
い
う
の
も
側
で
聞
い
て
い
る
分
に
は
よ
く
わ
か
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
こ
ん
な
様
子
だ
っ
た
、
あ
ん
な

様
子
だ
っ
た
と
い
う
の
は
伝
え
聞
い
て
い
る
。
学
校
に

外
部
の
人
が
入
っ
て
行
う
授
業
と
学
校
の
先
生
が
す
る

授
業
と
で
は
子
ど
も
た
ち
の
印
象
も
違
う
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
刺
激
も
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
も
今
ま
で
の
図
工
の
授
業
と
は
違
う
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
な
、
と
い
う
こ
と
は
話

を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
地
上
絵
は
J
R
中
央
線
の
「
中
央
線
が
好
き
だ
」

に
載
っ
た
の
で
多
く
の
人
が
知
っ
て
て
、
宣
伝
効
果
は

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
友
人
が
い
た
の

で
、
う
ち
の
妻
、
こ
れ
や
っ
て
い
る
ん
だ
よ
、
な
ん
て

言
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
し
た
ら
「
へ
ー
っ
」て
。

❖
と

　
地
上
絵
は
学
校
に
も
あ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
日

常
的
に
み
て
い
る
。
そ
こ
で
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ

ン
が
事
業
と
し
て
や
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
、

A
A
は
美
術
的
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん

だ
ね
、
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
よ
ね
。
あ
ん
ま
り
遠
い

存
在
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
近
い
存
在
と
し
て
感
じ

ま
す
ね
。
保
護
者
も
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
目
に
止
め
る

と
思
い
ま
す
。
昔
こ
ん
な
も
の
は
な
か
っ
た
、
素
敵
だ

わ
と
意
識
に
の
ぼ
る
と
思
い
ま
す
。
何
か
モ
ノ
と
し
て

形
が
残
っ
て
い
る
と
人
が
認
知
し
易
い
と
思
い
ま
す
。

N
P
O
の
活
動
も
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
と
わ
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
と
あ
る
の
で
、
地
上
絵
を
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
と
説
明
す
る
と
「
あ
あ
、
あ
そ
こ
な
の
だ
」

と
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
一
市
民
と
し
て
み
る
と
、
活
動
を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
り
、
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
だ

な
と
ふ
と
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
好
意
的

に
見
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
目
に
は
み
え
な
い
と
こ
ろ
で
は

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
、
芸
術
的
な
こ
と
で
貢
献
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
だ
な
、
と
想
像
は
つ
く
。

　
そ
れ
か
ら
、
少
し
古
い
話
に
な
り
ま
す
が
、「
タ
マ

の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
」
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
ね
。

タ
マ
カ
は
妻
か
ら
誘
わ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド

は
よ
か
っ
た
。
あ
れ
は
小
さ
い
子
に
と
っ
て
は
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
ね
。
息
子
も
、
本
人
は
何
を
し
て
い

る
か
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。
あ
れ
は

相
当
大
々
的
で
し
た
ね
。
タ
マ
の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
と
地

上
絵
な
ん
で
す
ね
、
僕
に
と
っ
て
の
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア

ク
シ
ョ
ン
っ
て
。

　
妻
が
A
A
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
精
神

的
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
本
来
の
自

分
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
を
産
ん
で
か
ら
精
神
的
に
不
安
定
な
時
期
が
あ
っ

て
、
他
の
仕
事
で
忙
し
い
の
に
な
ぜ
続
け
よ
う
と
す
る

の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
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│
小
金
井
市
の
計
画
は
、
ど
こ
か
ら
も
突
っ
込
ま
れ
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
設
定
を
も
う
少
し
自
由
に
運
用
し
て
、

突
っ
込
ま
れ
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
に
発
想
す
る
こ
と
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
僕
は
い
つ
も
、
こ
れ
か
ら
「
つ
く
り
手
」
に
な
ろ
う
と
す
る
若
い
人
た
ち
に
は
、「
自
分
の
中
か
ら
何
か
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
の
は
や
め

よ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
と
て
も
し
ん
ど
い
こ
と
だ
し
、
待
っ
て
て
も
意
外
に
出
て
こ
な
い
も
の
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
よ
り
は
も
っ

と
い
ろ
ん
な
も
の
を
見
て
、
経
験
し
て
、
自
分
の
中
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
い
っ
た
方
が
い
い
。
何
が
で
き
る
か
は
そ
の
あ
と
考
え
れ
ば
い
い
。

「
自
己
表
現
」
と
い
う
こ
と
に
幻
想
が
つ
き
ま
と
い
す
ぎ
て
い
て
、
そ
れ
が
ア
ー
ト
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
窮
屈
に
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

◉
何
の
た
め
？
　
ど
の
よ
う
に
？
　
を
、
考
え
続
け
る

　
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
以
降
、危
機
や
破
局
が
描
か
れ
る
作
品
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
ヒ
ッ
ト
し
た
新
海
誠
監
督
の
『
君
の
名
は
。』

を
観
て
思
っ
た
の
で
す
が
、
最
後
く
ら
い
は
無
理
に
で
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
ハ
ッ
ピ
ー
に
落
と
し
込
ま
な
い
と
も
う
や
っ
て
ら
れ
な
い
く
ら
い

に
、
と
く
に
今
の
若
い
人
た
ち
に
は
絶
望
感
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
そ
れ
は
深
刻
で
、

現
実
に
は
未
来
が
な
い
、
と
い
う
感
じ
な
の
か
な
、
と
。

　
震
災
直
後
に
、「
こ
れ
か
ら
つ
く
ら
れ
る
作
品
は
、希
望
を
語
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
言
っ
た
演
出
家
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
同
感
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
問
題
は
、
希
望
を
語
る
に
は
ど
ん
な
や
り
方
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
希
望
じ
ゃ
ダ
メ
だ
ろ

う
し
、
で
も
だ
か
ら
っ
て
、
絶
望
ば
か
り
振
り
ま
い
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
自
分
も
含
め
た
上
の
世
代
が
、
今
は
よ
く
な
い
、
こ
れ
か
ら

は
も
っ
と
よ
く
な
い
と
ば
か
り
言
い
す
ぎ
る
の
は
、
次
の
世
代
に
大
変
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
よ
く
な
い
の

は
確
か
だ
と
し
て
、
ど
う
し
た
ら
少
し
で
も
よ
く
な
る
の
か
を
語
れ
な
い
と
、
無
責
任
な
グ
チ
で
し
か
な
い
。

│
ど
う
し
た
ら
俯
瞰
す
る
立
場
に
立
て
る
か
が
大
切
で
す
ね
。
引
い
て
見
る
こ
と
に
も
す
ご
い
技
術
が
必
要
で
、
そ
の
技
術
を
体
得
す
る

た
め
に
市
民
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
紀
元
前
の
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
劇
中
の
人
物
に
感
情
移
入
し
て
一
緒
に
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
す
る
「
同
化
」
に
よ
っ

て
、
精
神
が
浄
化
さ
れ
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
な
演
劇
の
効
用
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
二
〇
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
劇
作
家
ベ
ル

ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
は
、「
そ
れ
、
危
な
い
か
ら
止
め
よ
う
よ
」
と
言
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
感
情
移
入
に
よ
る
一
体
化
が
ナ
チ
ズ
ム
を
生
み
、

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
生
ん
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
引
い
て
、
客
観
的
、
批
判
的
に
見
る
こ
と
を
観
客
に
促
す
た
め
に
、
見

慣
れ
た
も
の
を
奇
異
な
も
の
に
見
せ
る
よ
う
な
「
異
化
」
と
い
う
こ
と
を
言
い
出
し
ま
し
た
。

　
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
演
出
家
が
以
前
ブ
ロ
グ
に
書
い
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
同
化
に
よ
る
精
神
の
浄
化
は
、
実
は
観
客
だ
け
で
は
な

く
、
作
り
手
の
側
に
も
作
用
し
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
代
表
さ
れ
る
参
加
の
楽
し
み
や
、
や
る
側
の
充
実
感
も
、
間
違
い
な
く

こ
の
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
同
化
が
す
べ
て
悪
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
異
化
の
効
用
と
ど
ん
な
バ
ラ
ン
ス
で
使
っ
て
い
く
か
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
い
ろ
ん
な
場
所
で
、
い
ろ
ん
な
形
で
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
あ
り
う
る
か
を
、
常
に
考
え
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
ろ
い
こ
と
を
や
る
た
め
に
、
つ
く
り
方
そ
の
も
の
か
ら
考
え
直
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　
し
か
し
こ
の
問
題
意
識
は
、
研
究
所
を
運
営
す
る
自
分
た
ち
自
身
に
、
真
っ
先
に
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
所
を
ど
う
運
営
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
、
そ
の
決
め
方
を
決
め
、
打
ち
合
わ
せ
の

仕
方
を
打
ち
合
わ
せ
る
と
い
う
具
合
に
、
い
ち
い
ち
ぜ
ん
ぶ
を
手
前
か
ら
考
え
直
さ
な
い
と
、
自
分
た
ち
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
組
織
図
か
ら
書
き
替
え
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
一
切
な

く
し
、
公
募
で
集
ま
っ
た
一
五
人
の
若
い
研
究
員
の
自
治
に
任
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
途
端
、
彼
ら

の
中
で
気
づ
か
い
や
優
し
さ
か
ら
く
る
い
ろ
ん
な
同
調
圧
力
が
起
こ
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
び
っ
く
り
す

る
く
ら
い
進
ま
な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
ト
ッ
プ
で
あ
る
僕
が
介
入
し
た
方
が
い
い
の
か
、
結
構
悩
ん
だ
ん
で
す
が
、
結
局
放
置
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
一
年
ほ
ど
続
け
る
と
、
も
う
み
ん
な
そ
の
状
況
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
（
笑
）、
今
度
は
逆
に
ど
ん
ど
ん
動
き
出

し
た
ん
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
違
う
話
で
す
が
、
こ
こ
数
年
と
く
に
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
て
き
て
、
僕
に
と
っ
て
通
勤
電
車
の
居
心
地
が
マ
シ
に
な
っ
た

ん
で
す
。
以
前
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
駅
や
車
内
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
人
間
た
ち
の
作
法
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
ち
ょ
っ
と
で
も
違
反
す
る
と
、
舌
打
ち
攻

撃
の
猛
烈
な
同
調
圧
力
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
地
獄
の
通
勤
列
車
を
、
も
っ
と
効
率
的
に
地
獄
に
し
て
い
く
よ
う
な
同
調
圧
力

で
す
。
で
も
海
外
の
観
光
客
は
、
そ
こ
に
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
引
っ
張
っ
て
き
た
り
、
家
族
み
ん
な
で
乗
っ
て
き
て
、
風
穴
を
空
け
て
く

れ
た
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
人
た
ち
も
あ
き
ら
め
始
め
て
、
そ
の
結
果
だ
い
ぶ
居
心
地
が
よ
く
な
っ
た
。

　
社
会
で
は
、
誰
も
が
同
調
へ
の
圧
力
の
中
で
生
き
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
せ
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
だ
け
は
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
空
間

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
広
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

◉
「
自
分
」
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
み
る

│
こ
の
三
年
間
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
さ
ん
と
「
日
常
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
き
て
、
日
常

を
ど
う
考
え
る
か
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
と
く
に
市
の
文
化
振
興
計
画
の
事
業
と
し
て
は
、「
日
常
を
切
り
離
す
」
と
は
な
か
な
か
言

え
ま
せ
ん
。
日
常
と
の
切
断
や
社
会
と
の
連
続
性
は
ど
う
し
た
ら
両
立
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ア
ー
ト
と
日
常
は
分
離
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た
が
、
日
常
と
別
の
も
の
に
な
る
と
い
う
よ
り
、
実
社
会
と
別
の
レ
イ
ヤ
ー

に
な
る
と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
社
会
と
違
う
レ
イ
ヤ
ー
を
日
常
の
中
に
持
ち
込
む
、
と
い
う
感
じ
か
な
。
そ
の
時
に
、
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
が
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
参
加
の
仕
方
を
考
え
た
り
、
明
快
な
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
フ
レ
ー
ム
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
さ
い
た
ま
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
6
」
で
は
、
矢
印
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
会
場
の
方
向
を
示
す
「
矢
印
」
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
市
内
の
自
宅
や
職
場
に
飾
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
決
め
す
ぎ
る
と
窮
屈
に
な
る
の
で
、

矢
印
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
色
も
、
素
材
も
、
形
も
、
大
き
さ
も
自
由
と
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
「
そ
れ
な
ら
で
き
る
」
と
い
う
人
が
結
構

い
て
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
ふ
だ
ん
留
守
の
人
も
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
人
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。「
つ
く
り

か
た
研
究
所
」
は
自
由
す
ぎ
て
逆
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
由
度
の
高
い
ワ
ン
テ
ー
マ
が
用
意
し
て
あ
れ
ば
、「
自
分
な
ら
こ

う
す
る
」
と
考
え
や
す
く
な
り
、
参
加
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

思
え
ば
、
自
分
を
取
り
戻
し
て
い
く
の
に
必
要
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。

＊
す
ず
き
・
ゆ
う
す
け
│
市
民
ス
タ
ッ
フ
鈴
木
佳
子
さ
ん
の
お
連
れ

合
い
。
塾
講
師
。
小
金
井
生
ま
れ
小
金
井
育
ち
。
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「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う
主
体
の
問
題
│
戸
舘 

正
史

◉
危
機
感
が
な
い
街
で

　「
じ
ゃ
あ
、
失
業
率
が
高
く
て
経
済
も
衰
退
し
て
い
る
自
治
体
だ
っ
た
ら
よ
い
と
い
う
わ
け
？
」
と
あ
る
人
に
言
わ
れ
た
。「
経
済
的
に
も
豊

か
で
、
全
国
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
で
上
位
に
の
ぼ
る
よ
う
な
自
治
体
は
危
機
感
が
な
い
か
ら
芸
術
文
化
に
よ
る
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

し
に
く
い
」
と
い
う
話
を
し
て
い
た
時
だ
。
こ
の
発
言
を
し
た
彼
女
の
働
く
自
治
体
は
か
つ
て
栄
華
を
極
め
た
工
業
都
市
で
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
業
界
で
は
名
の
知
ら
れ
て
い
る
公
共
劇
場
を
擁
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
業
界
の
評
価
や
知
名
度
は
高
い
が
、
地
元
の
人
た
ち
の
認
知
度

は
低
い
こ
と
を
い
つ
も
嘆
い
て
い
る
。
し
か
し
い
わ
ば
右
肩
下
が
り
の
地
域
経
済
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
流
出
や
失
業
率
の
高
さ
な
ど
の
危
機
感

か
ら
、
こ
の
自
治
体
は
文
化
政
策
に
は
比
較
的
力
を
入
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
確
か
に
世
界
的
に
見
て
も
危
機
的
状
況
に
お
か
れ
た
自
治
体
が

芸
術
文
化
政
策
を
都
市
再
生
の
た
め
の
政
策
と
し
て
活
用
し
成
功
を
お
さ
め
た
と
こ
ろ
は
い
く
つ
も
あ
る
。
と
り
わ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転

換
や
主
幹
産
業
の
閉
鎖
な
ど
に
よ
っ
て
大
量
の
失
業
者
を
生
ん
だ
都
市
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
や
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
市
な
ど

が
そ
う
だ
。
藁
に
も
す
が
る
か
の
よ
う
に
文
化
に
都
市
再
生
を
託
し
投
資
し
た
ケ
ー
ス
を
こ
こ
で
挙
げ
る
の
は
極
端
か
も
し
れ
な
い
が
、
切
羽

詰
ま
っ
た
都
市
の
課
題
と
芸
術
文
化
自
体
の
動
機
が
重
な
っ
た
と
き
、
政
策
的
に
も
芸
術
的
に
も
秀
で
た
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
証
左
が
そ
こ
に

は
あ
る
。
冒
頭
の
発
言
を
し
た
彼
女
の
自
治
体
も
こ
れ
ら
の
事
例
に
範
を
と
っ
た
は
ず
だ
。
い
さ
さ
か
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
話
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
例
え
ば
日
本
で
の
芸
術
祭
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
等
の
隆
盛
も
ま
た
地
域
活
性
や
観
光
と
結
び
付
け
た
経
済
効
果
を
期
待
し
て
い
る
背

景
が
必
ず
あ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
危
機
感
か
ら
派
生
し
た
芸
術
文
化
政
策
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
社
会
課
題
と
向
き
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
骨
太
な
作
品
や
表
現
が
生
む
芸
術
的
な
成
果
も
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
要
す
る
に
危
機
感
に
よ
っ
て
芸
術
文
化
の
花
が
開

く
と
い
う
非
常
に
皮
肉
に
満
ち
た
現
実
が
あ
る
。
翻
っ
て
東
京
都
小
金
井
市
は
ど
う
だ
ろ
う
？

◉
担
い
手
＝
市
民
へ
の
信
託

　
ま
ず
は
こ
の
街
の
恵
ま
れ
て
い
る
条
件
か
ら
市
民
主
体
の
芸
術
文
化
振
興
を
考
え
て
み
た
い
。
東
京
都
二
三
区
外
の
西
部
、
新
宿
か
ら

J
R
中
央
線
で
三
〇
分
の
人
口
一
二
万
の
街
。
大
学
が
い
く
つ
か
あ
る
文
京
地
域
で
も
あ
り
、
緑
豊
か
な
大
き
な
公
園
も
あ
る
街
。
市
民
団

体
の
活
動
も
盛
ん
。
共
稼
ぎ
で
そ
こ
そ
こ
裕
福
な
家
庭
が
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
る
こ
と
も
可
能
な
街
。
こ
の
街
で
今
か
ら
一
〇
年
と
少
し
前
、

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
条
例
と
小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
条
例
に
基
づ
く
計
画
で
は
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
う

え
、
さ
ら
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
参
考
に
し
て
芸
術
文
化
に
つ
い
て
の
課
題
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。「
一
　
芸
術
文
化
振
興
の
範
囲
が
限

ら
れ
て
い
る
」「
二
　
芸
術
文
化
活
動
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る
」「
三
　
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
場
が
不
足
し
て
い
る
」。
芸

術
文
化
振
興
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
当
然
な
が
ら
芸
術
文
化
に
つ
い
て
の
課
題
整
理
に
な
っ
て
い
る
。
計
画
で
謳
わ
れ
て
い
る

お
題
目
は
こ
う
だ
。「
誰
も
が
芸
術
文
化
を
楽
し
め
る
ま
ち
へ
　
芸
術
文
化
の
振
興
で
人
と
ま
ち
を
豊
か
に 

│
市
民
主
体
の
芸
術
文
化
振

興
に
向
け
て

│
」。
こ
れ
は
こ
の
地
域
で
の
既
存
の
市
民
活
動
、
文
化
活
動
が
盛
ん
な
土
壌
を
前
提
と
し
て
い
る
計
画
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
芸
術
文
化
が
地
域
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
も
の
だ
と
い
う
強
い
確
信
が

あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
市
民
に
対
す
る
強
い
信
頼
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
計
画
の
推
進
事
業
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
柱
を
見
る

と
、
芸
術
文
化
と
市
民
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
は
具
体
的
に
わ
か
っ
て
く
る
。「
市
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
働
し
た
作
品
の
制
作
」、「
芸
術

と
市
民
を
つ
な
ぐ
機
会
の
整
備
」「
市
民
参
加
の
き
っ
か
け
と
な
る
講
座
の
運
営
」。
い
ず
れ
も
イ
ベ
ン
ト
的
に
消
化
さ
れ
る
事
態
を
慎
重
に
避

け
る
か
の
よ
う
な
地
に
足
の
着
い
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
そ
し
て
何
よ
り
市
民
の
既
存
の
活
動
に
配
慮
し
、
あ
る
い
は
新
た

な
文
化
が
生
ま
れ
る
た
め
の
担
い
手
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
中
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
推
進

事
業
計
画
だ
。
担
い
手
＝
市
民
へ
の
信
託
が
こ
の
計
画
の
大
前
提
に
あ
る
わ
け
だ
。

　
し
か
し
、
本
来
そ
う
や
す
や
す
と
担
い
手
＝
市
民
へ
の
信
託
は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
市
民
が
活
動
や
運
動
と
い
う
言
葉
と

結
び
つ
く
と
、
拭
い
き
れ
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
無
論
そ
れ
は
体
制
や
権
力
に
抗
う
存
在
と
し
て
の
市
民
だ
。
し
か
し
一
九
九
八
年
に

N
P
O
法
が
施
行
さ
れ
、
と
り
わ
け
昨
今
は
行
政
が
市
民
参
画
や
市
民
協
働

を
積
極
的
に
謳
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
民
活
動
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
を
脱
し
た
の
と
同
時
に
、
か
つ
て
あ
る
程
度
限
定
で
き
た
市
民
の

イ
メ
ー
ジ
は
再
構
築
さ
れ
て
よ
り
広
範
な
最
大
公
約
数
的
な
市
民
を
指
す
言
葉

に
な
っ
て
い
っ
た
。
小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
に
お
け
る
担
い
手
＝
市
民

へ
の
信
託
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
　
　

　
一
方
で
、
小
金
井
市
の
ケ
ー
ス
で
考
え
る
と
、
既
存
の
市
民
活
動
や
市
民
運

動
の
盛
ん
な
土
壌
と
い
う
の
は
、
モ
ノ
言
う
市
民
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
（
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
と
東
京
都
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
方
針
が
小

金
井
市
内
の
自
然
環
境
の
破
壊
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
を
招
く
と
し
て

反
対
す
る
運
動
は
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
）。

一
般
的
に
行
政
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
公
聴
会
な
ど
で
市
民
の
声
に
耳
を

傾
け
る
と
き
は
、
往
々
に
し
て
ガ
ス
抜
き
で
あ
る
こ
と
が
多
い
も
の
だ
。
市
民

参
画
や
市
民
協
働
に
し
て
も
同
じ
よ
う
な
ロ
ジ
ッ
ク
に
よ
っ
て
モ
ノ
言
う
市
民

の
ガ
ス
抜
き
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
小
金
井
市
の
条
例
と

計
画
の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
う
で
も
な
い
。
小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
条
例
と

計
画
は
、
東
京
大
学
（
小
林
真
理
教
授
）
と
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ

た
も
の
で
、
公
募
市
民
の
委
員
会
で
の
議
論
な
ど
を
踏
ま
え
て
か
な
り
丁
寧
な

過
程
を
経
て
い
る
。
よ
っ
て
行
政
に
ガ
ス
抜
き
の
よ
う
な
ケ
チ
な
思
惑
は
な

く
、
む
し
ろ
当
時
の
役
所
の
担
当
部
署
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
）
の
意
識
と

感
度
の
高
さ
ゆ
え
に
実
現
し
た
条
例
と
計
画
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
小
金
井

市
の
場
合
は
、
そ
の
策
定
過
程
か
ら
も
市
民
活
動
や
文
化
活
動
の
土
壌
の
豊
か

さ
と
担
い
手
＝
市
民
へ
の
信
託
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
市
民
に
よ
る
芸
術
文
化

＊
と
だ
て
・
ま
さ
ふ
み
│
松
山
ブ
ン
カ
・
ラ
ボ 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
愛
媛
大

学
社
会
共
創
学
部
助
教
。
静
岡
県
袋
井
市
月
見
の
里
学
遊
館
・
企
画
ス
タ
ッ
フ

（
二
〇
〇
七
│
二
〇
一
二
）、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
・
調
査
員
（
二
〇
一
二
│

二
〇
一
四
）、
群
馬
県
前
橋
市
ア
ー
ツ
前
橋
・
教
育
普
及
担
当
学
芸
員
（
二
〇
一
四

│
二
〇
一
五
）、
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造
・
芸
術
環
境
部
専
門
職
（
二
〇
一
五
│

二
〇
一
八
）、
二
〇
一
八
年
六
月
よ
り
現
職
。
自
治
体
の
文
化
事
業
評
価
員
、
助
成

選
定
委
員
な
ど
を
務
め
る
。
日
本
文
化
政
策
学
会
、
演
劇
人
会
議
各
会
員
。
共
著
に

『
芸
術
と
環
境
』（
論
創
社
、
二
〇
一
二
）。
専
門
は
文
化
政
策
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
教
育
普
及
（
芸
術
）、
公
立
文
化
施
設
運
営
、
労
音
研
究
な
ど
。

鈴
木
幹
雄

務
局
の
一
員
と
し
て
「
想

起
の
遠
足
」
に
参
加
し

て
、
表
現
し
た
い
人
が
こ
ん
な
に
多
く
い

る
こ
と
が
発
見
で
し
た
。
僕
自
身
は
自
由

に
発
想
す
る
こ
と
は
苦
手
な
の
で
、「
想

起
の
遠
足
」
の
よ
う
に
、
何
か
し
ら
の
枠

組
み
や
と
っ
か
か
り
が
あ
っ
た
方
が
発
想

し
や
す
い
し
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
と
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
企
画
を
つ
く
れ
る
の

は
、
N
P
O
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
表
現

し
た
い
も
の
を
事
務
局
も
一
緒
に
な
っ
て
引
き
出
し
、
企
画
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

僕
自
身
の
幅
を
広
げ
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
今
後
僕
が
、
社
会
の
中
の
芸

術
文
化
活
動
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
方
向
性
と
は
、少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
芸
術
文
化
に
は
ア
ー
ト
的
な
発
想
と
デ
ザ
イ
ン
的
な
発
想
が
あ
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
意
図
を
ど
う
し
た
ら
人
に
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
ふ
う
に
発
想
す

る
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
相
性
が
い
い
の
で
す
が
、
ア
ー
ト
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
個
人
的
な
営
み
で
、
組
織
で
や
る
と
か
、
み
ん
な
に
同
じ
よ
う
に

伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
で
も
、
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
を
切
り
拓
く
こ
と
は
、
デ
ザ
イ

ン
よ
り
も
ア
ー
ト
の
方
が
、
可
能
性
と
し
て
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
僕
自
身

と
し
て
は
、「
こ
う
い
う
表
現
を
し
な
い
と
い
け
な
い
！
」
と
い
う
思
い
込
み
は
な

い
の
で
、
い
ろ
ん
な
創
造
性
に
対
応
す
る
柔
軟
性
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

❖
事
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活
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
非
常
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
一
方

で
、
市
民
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
に
対
し
て
行
政
が
大
い
に
理
解
を
示
し
て
い
る
条
例
と
計
画
ゆ
え

に
、
そ
の
庇
護
の
も
と
事
業
を
展
開
す
る
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
が
陥
っ
て
い
る
問
題

や
課
題
も
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

◉
市
民
は
〝
み
ん
な
〞
な
の
か
？

　
ま
ず
は
市
民
と
は
誰
で
、
ど
こ
に
い
る
の
か
？
　
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
無
論
、
そ
れ

は
小
金
井
に
暮
ら
す
市
民
み
ん
な
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ

ン
に
関
わ
っ
て
い
る
市
民
た
ち
だ
っ
て
「
市
民
と
は
み
ん
な
だ
」
と
き
っ
と
言
う
は
ず
だ
。
公
園

で
、
文
化
施
設
で
、
学
校
で
、
保
育
園
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
移
動
し
な
が
ら
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク

シ
ョ
ン
は
地
域
と
市
民
を
巻
き
込
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
こ
こ
ろ
み
て
き
た
。
し
か
し
い
つ
で
も
私
た

ち
の
脳
裏
を
よ
ぎ
る
の
は
「
こ
こ
に
い
る
市
民
は
み
ん
な
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
不
安
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
市
民
と
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
　
あ
る
い
は
「
市
民
は
み
ん
な
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
？
　
と
も
す
る
と
私
た
ち
は
「
わ
た
し
た
ち
市
民
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
回
し
を

し
が
ち
だ
。
自
分
た
ち
の
活
動
や
考
え
方
が
い
か
に
少
数
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
マ
ス
社
会
と
向
き

合
っ
て
い
く
た
め
に
「
わ
た
し
た
ち
市
民
」
と
言
い
張
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　
ひ
と
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
。
あ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
担
当
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
間
で
わ
か
り
や
す
さ
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
担
当
者
は
そ
の
事
業
が
市
民
に
は
理

解
さ
れ
に
く
い
、
も
っ
と
広
く
市
民
に
理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
小
金
井

の
多
く
の
市
民
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
前
提
は
そ
こ
に
は
あ
る
。
こ
の
と
き
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

応
答
は
仔
細
に
知
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
市
民
が
理
解
で
き
る
か
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
自
体
が

判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
立
場
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
議

論
が
か
み
合
わ
な
い
。
も
っ
と
言
う
と
、
そ
こ
に
は
市
民
と
い
う
よ
り
も
他
者
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
演
出
家
・
劇
作
家
の
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
好
ん
で

用
い
る
「
他
者
と
は
分
か
り
合
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
」
と
い
う
視
点
は
、
多
様
性
を
担

保
す
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
芸
術
表
現
に
お
い
て
は
不
可
欠
な
も
の
で
、
そ
れ
は
社
会
に
お
い
て

も
当
て
は
ま
る
も
の
だ
。
当
然
な
が
ら
小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
で
は
多
様
性
へ
の
理
解
が
触

れ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
多
数
性
を
帯
び
た
「
市
民
は
み
ん
な
」
と
し
て
し
ま
う
こ
と
は
市
民
と

い
う
価
値
を
み
ん
な
と
い
う
一
つ
の
価
値
に
統
合
す
る
よ
う
な
、
多
様
性
な
ら
ぬ
画
一
性
に
手
を
貸

す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
本
来
、
市
民
と
い
う
存
在
は
複
数
形
で
は
な
く
、
単
数
形
の
そ
れ
で
あ
り
、
単
数
の
市
民
が
寄
り
集
ま
り
共
存
し
て
い
る
の
が
社
会
で
あ

る
。
仮
に
こ
の
よ
う
な
単
数
の
市
民
を
前
提
と
し
た
な
ら
ば
、
果
た
し
て
行
政
は
担
い
手
と
し
て
の
市
民
に
対
し
て
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
だ

ろ
う
か
？
　
計
画
に
そ
れ
を
謳
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
　
つ
ま
り
、
た
っ
た
一
人
の
た
め
の
政
策
に
な
る
覚
悟
を
行
政
は
持
て
る
の
だ

ろ
う
か
？
　
き
っ
と
そ
う
す
る
こ
と
は
行
政
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
本
来
的
に
は
、
行
政
は
単
数
の
市
民
に
も
寄
り
添
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
は
ず
だ
。
要
す
る
に
単
数
の
市
民
と
は
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
前
提
と
し
た
多
数
派
の
市
民
で
は
な
い
。
市
民
と
は
属
性
を

離
れ
た
ひ
と
り
の
人
間
で
あ
る
と
考
え
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
市
民
は
み
ん
な
」
と
い
う
考
え
方
を
踏
み
止
ま
ら
せ
て
く
れ
る
権

利
が
思
い
浮
か
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
基
本
的
人
権
だ
。
日
本
国
憲
法
第
一
一
条
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
人
間
が
人

間
で
あ
る
こ
と
の
固
有
性
、
権
力
に
侵
さ
れ
な
い
不
可
侵
性
、
属
性
と
関
係
な
く
誰
も
が
保
障
さ
れ
る
普
遍
性
を
、
国
家
や
制
度
か
ら
与
え
ら

れ
る
ま
で
も
な
い
自
然
権
と
し
て
「
わ
た
し
た
ち
市
民
」
は
持
っ
て
い
る
。
自
然
権
と
し
て
単
数
の
市
民
で
あ
る
こ
と
を
保
障
さ
れ
る
社
会
に

「
わ
た
し
た
ち
市
民
」
は
生
き
て
い
る
の
だ
。

◉
複
数
性
の
市
民

　
単
数
の
市
民
と
は
基
本
的
人
権
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
知
見
を
借
り
て
、
複
数
性
の
市
民
と
い
う
存

在
を
捉
え
な
お
す
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
彼
女
の
代
表
的
な
著
作
『
人

間
の
条
件
』
で
は
人
間
の
複
数
性
の
問
題
が
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
言
う
複
数
性
と
は
、
実
は
前
述

し
た
市
民
の
複
数
形
と
は
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
根
本
的
な
人

間
と
い
う
存
在
を
市
民
と
し
た
場
合
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
倣
っ
て
整
理
す
る
な

ら
ば
、
前
述
し
た
市
民
の
複
数
形
と
は
多
数
の
市
民
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
る
人
間
の
複
数
性
と
は
、
根
本
的
に
自
分
と
い
う
人
間
が

他
者
と
の
出
会
い
を
絶
え
ず
繰
り
返
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
状
態
を
指
す
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
個
で
あ
る
（
単
数
で
あ
る
）
市
民
が
異
な

る
市
民
と
の
関
わ
り
を
不
断
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
考
え
方

に
は
、
行
政
が
担
保
し
た
い
画
一
的
な
「
市
民
は
み
ん
な
」
と
す
る
考
え
方

と
文
化
の
担
い
手
が
寄
り
添
う
べ
き
単
数
の
市
民
を
折
り
合
わ
せ
る
ヒ
ン
ト

が
あ
る
。
そ
れ
は
多
数
性
を
意
味
す
る
複
数
形
の
概
念
で
は
な
く
、
ア
ー
レ

ン
ト
の
よ
う
に
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
に
複
数
性
を
見
出
し
て
い
く
点
だ
。

シ
ン
プ
ル
に
言
う
な
ら
ば
、
芸
術
文
化
活
動
の
過
程
に
お
い
て
、
個
と
し
て

市
民
が
連
な
り
な
が
ら
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
「
市
民
は
み
ん
な
」

と
な
っ
て
い
く
考
え
方
だ
。
最
初
か
ら
「
市
民
は
み
ん
な
」
で
は
な
い
と
い

う
考
え
方
だ
。
統
合
さ
れ
た
画
一
的
な
状
態
で
は
な
く
、
絶
対
的
に
異
な
る

他
者
同
士
が
互
い
の
存
在
を
認
め
合
う
状
態
に
な
っ
て
は
じ
め
て
「
市
民
は

み
ん
な
」
と
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
た
っ
た
一
人
の
た
め
の
政
策
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
政
策
が
動
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
と
の
関
係
性
の
連
鎖
の

中
で
、
み
ん
な
の
政
策
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

す
。

　
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
創
造
の
形
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
可
能
性
を

信
じ
て
展
開
し
て
い
て
、
そ
の
底
流
に
は
、「
そ
の
人
の
あ
る

が
ま
ま
を
受
け
止
め
る
」
と
い
う
想
い
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ど
ん
な
企
業
や
組
織
や
、
そ
こ
で
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
、
人
間
に
対
す
る
愛
情
の
な
い
も
の
は
長
続
き
し
な
い
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
「
愛
」
を
実
践
す
る
方
法
や
組
織

の
つ
く
り
方
は
、
一
般
的
な
企
業
と
N
P
O
と
で
は
異
な
る

の
で
し
ょ
う
ね
。
参
加
者
一
人
ひ
と
り
と
丁
寧
に
付
き
合
う
こ

と
は
、
他
方
で
は
間
口
を
狭
く
し
て
し
ま
い
が
ち
で
、
そ
れ
ゆ

え
に
入
り
づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
付
き

合
い
の
深
さ
と
間
口
の
広
さ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
ア
ー
ト

フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
今
後
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
重
要
だ
と

感
じ
ま
す
。

　
芸
術
文
化
と
い
う
と
、
何
か
を
つ
く
っ
た
り
、
世
の
中
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
し
て
い
こ
う
と
し
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
僕
自
身
は
、
何
か
を
表
現
し
た
い
人
ば
か
り
で

は
な
く
、
何
か
の
表
現
を
受
け
て
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
く

よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
も
巻
き
込
ん
で
い
け
る
よ
う
な
、
新
し
い

文
化
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
す
ず
き
・
み
き
お
│
一
九
六
一
年
生
ま
れ
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
四
年

ま
で
J
R
東
日
本
か
ら
出
向
で
株
式
会
社
J
R
中
央
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
（nonow

a

）

の
社
長
を
務
め
、
小
金
井
と
の
縁
が
生
ま
れ
る
。
二
〇
一
七
年
に
J
R
東
日
本
企

画
の
仕
事
を
最
後
に
J
R
東
日
本
を
退
職
。
現
在
は
、
楽
し
く
活
気
あ
る
地
域
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
模
索
中
。
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
で
は
、
淺
井
裕

介
さ
ん
の
企
画
を
駅
で
展
開
す
る
こ
と
が
関
わ
り
の
き
っ
か
け
。
昨
年
、
退
職
後
の

時
間
で
想
起
の
遠
足
の
事
務
局
業
務
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

マ
ス
タ
ー
（
村
松
真
文
）

は
ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
の
最

後
に
就
職
し
た
世
代
で
、

僕
の
年
ま
で
は
、
だ
い
た
い
み
ん
な
好
き

な
会
社
に
正
社
員
で
就
職
で
き
た
。
で
も

次
の
年
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
新
人
も
入
ら

な
く
な
っ
た
。「
こ
の
先
ど
う
な
っ
て
い
く

の
？
」
と
。
自
分
よ
り
若
い
人
は
み
ん
な
非

正
規
の
派
遣
に
な
っ
て
い
て
、
生
き
に
く
い
、
息
苦
し
い
会
社
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で

す
よ
ね
。
僕
と
同
世
代
か
そ
の
上
の
世
代
で
『
会
社
が
社
会
で
あ
る
』
と
い
う
価
値
観

を
持
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
生
き
に
く
い
、
息
苦
し
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
僕
な
り
に
、
同
じ
思
い
を
持
っ
た
人
が
生
き
や
す
い
社
会
や
場
所
を
つ
く
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
東
京
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
、
僕
は
そ
こ
で
運
営
す
る
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
事
務
局
の
男
の
子
が
も
う
死
に
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
ヘ
ト
ヘ
ト
に

な
っ
て
走
り
回
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
は
段
取
り
が
ち
ゃ
ん
と
組
め
て
い
な
い
か

ら
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
段
取
り
通
り
や
る
べ
き
だ
と
僕
は
言
っ
た
。
一
方
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
岩
井
さ
ん
は
段
取
り
に
通
り
に
行
く
と
い
い
も
の

が
で
き
な
い
。
最
後
の
火
事
場
の
馬
鹿
力
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
い
い
も
の
が
で
き
る
の

だ
か
ら
、
あ
え
て
段
取
り
は
気
に
し
な
く
い
い
ん
だ
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
決
裂
し
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。

　
同
じ
時
期
に
二
〇
一
四
年
に
ア
ー
ト
フ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
で
行
っ
た
「
多
文
化
ア
ー
ト

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ィ
レ
ク

❖
僕
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◉
「
わ
た
し
た
ち
」
が
立
ち
上
が
る

　
具
体
例
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

係
わ
る
事
業
と
し
て
は
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
た
「
タ
マ
の
カ
ー

ニ
ヴ
ァ
ル
」（
主
催

：

五
市
共
同
事
業
実
行
委
員
会 

武
蔵
野
市
、
三
鷹
市
、

小
金
井
市
、
国
分
寺
市
、
国
立
市
）
は
、
一
〇
〇
名
近
く
の
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ダ
ン
サ
ー
、市
民
ス
タ
ッ
フ
、学
生
イ
ン
タ
ー

ン
な
ど
が
関
わ
り
、
半
年
の
間
、
隔
週
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
最
後

に
街
中
を
練
り
歩
く
パ
レ
ー
ド
を
し
た
。
こ
こ
で
の
主
体
と
な
る
わ
た
し
た

ち
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
市
民

ス
タ
ッ
フ
な
の
か
？
　
子
ど
も
た
ち
な
の
か
？
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
の
か
？
　

保
護
者
な
の
か
？
　
お
そ
ら
く
、
は
じ
め
は
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

コ
ア
な
数
名
の
市
民
ス
タ
ッ
フ
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
し
か
主
体
は
宿
っ
て
い

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
ん
だ
か
フ
ワ
ッ
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
限

ら
れ
た
人
間
た
ち
が
机
上
で
編
み
出
し
た
枠
組
み
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
子

ど
も
た
ち
や
市
民
を
巻
き
込
み
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
を
、
数
名
の
市
民
ス
タ
ッ
フ
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
「
わ
た
し
た

ち
」
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う
に
し
て
主
体
と
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て

経
験
の
少
な
い
市
民
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
枠
組
み
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
主
体
性
が
殺
が
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
っ
た
ん
動
き
出
す
と
、
関
わ
っ
て
い
る

市
民
や
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
も
ま
た
お
ず
お
ず
と
動
き
出
し
て
い
っ
た
と

い
う
印
象
だ
。
つ
ま
り
、
大
人
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
他
者
同
士
が

意
見
を
す
り
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
忖
度
し
な
が
ら
「
わ
た
し
」
の
考
え
方
が

複
数
共
存
し
て
い
る
状
態
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
は
「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う
複
数
性
を
帯
び

て
き
た
の
で
あ
る
。
設
定
し
た
枠
組
み
と
い
え
ば
、
時
間
と
場
所
、
そ
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
物
好
き
な
市
民
を
配
置
す
る
こ
と
く
ら
い
で

あ
っ
た
が
、
自
ず
と
、
自
分
た
ち
で
秩
序
や
規
範
を
探
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
芽
生
え
、
主
体
性
が
喚
起
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

（
こ
の
事
業
の
記
録
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
『
は
じ
ま
る
よ
う
で
は
じ
ま
ら
な
い
、
で
も
は
じ
ま
っ
て
い
る

│
タ
マ
の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
言

葉
』
に
詳
し
い
）。

◉
出
会
わ
な
い
他
者
が
い
る
と
い
う
こ
と

　
市
民
主
体
は
小
金
井
市
の
条
例
と
計
画
の
中
で
最
も
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
に
流
行
り
の
ア
ー
ト
を
陳
列
す

る
よ
う
な
文
化
振
興
で
は
な
く
、
市
民
の
手
で
芸
術
文
化
を
創
造
す
る
環
境
を
立
ち
上
げ
て
い
く
と
い
う
方
向
性
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。

行
政
と
市
民
が
協
働
す
る
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
市
民
主
体
の
芸
術
文
化
振
興
と
し
て
理
想
的
な
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
、
関
わ
る

市
民
が
「
わ
た
し
」
と
「
わ
た
し
た
ち
」
の
関
係
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
思
考
の
作
業
が
な
け
れ
ば
、
独
り
よ
が
り
の
市
民
主
体
と
な
っ
て
し

ま
い
か
ね
な
い
。
一
人
ひ
と
り
の
個
の
価
値
を
き
ち
ん
と
担
保
し
な
が
ら
も
、「
わ
た
し
」
同
士
、
他
者
同
士
の
関
わ
り
の
中
か
ら
「
わ
た
し

た
ち
」
が
立
ち
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
は
無
数
の
価
値
を
内
包
し
た
主
体
が
生
ま
れ
て
く
る
。
一
方
で
、
そ
う
や
っ
て
立
ち
上
が
っ

た
「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う
主
体
が
、「
わ
た
し
た
ち
」
の
輪
を
作
っ
て
い
く
た
め
だ
け
の
芸
術
文
化
振
興
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
念

を
持
た
な
い
で
も
な
い
。
そ
こ
に
は
「
わ
た
し
た
ち
」
に
は
、
絶
対
出
会
う
こ
と
の
な
い
他
者
が
こ
の
街
に
も
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら

だ
。
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
と
さ
れ
る
小
金
井
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
陰
に
、
出
会
わ
な
い
市
民
が
必
ず
い
る
と
い
う
自
覚
を
「
わ
た
し
た
ち
」
は

持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
市
民
主
体
の
芸
術
文
化
振
興
を
展
開
し
て
も
、
主
体
と
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
り
、
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

市
民
が
い
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
他
者
と
の
出
会
い
の
中
で
「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う
主
体
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
受
け
容
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
に
芸
術
文
化
は
、
ア
ー
ト
は
、万
能
で
は
な
い
。
危
機
感
の
な
い
街
で
は
、出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
他
者
は
、

い
つ
も
視
界
に
は
い
な
い
。

タ
ー
で
あ
る
リ
ュ
ウ
・
ル
ー
シ
ャ
ン
と
ぶ
つ
か
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
自
分
が
今
ま

で
持
っ
て
い
た
価
値
観
が
い
い
意
味
で
崩
れ
、
新
し
い
価
値
観
な
り
行
動
パ
タ
ー
ン
が

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
小
学
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
く
中

で
、
も
ち
ろ
ん
段
取
り
は
ち
ゃ
ん
と
す
る
べ
き
だ
と
、
僕
は
今
で
も
思
う
の
で
す
け

ど
、
段
取
り
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
時
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
と
考
え
る
の
が

確
か
に
お
も
し
ろ
い
し
、
い
い
も
の
が
、
い
や
、
い
い
も
の
が
で
き
る
と
い
う
言
い
方

は
、
僕
は
好
き
じ
ゃ
な
い
な
、
そ
れ
が
予
想
し
な
か
っ
た
も
の
を
生
み
出
す
と
い
う
の

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
っ
て
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。

　
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
中
で
、
具
体
的
に
言
え
る
こ
と
は
、
会
社
員

だ
っ
た
僕
が
た
ぶ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
的
な
、
段
取
り
を
組
む
こ
と
を

仕
事
に
し
て
い
た
人
間
か
ら
し
て
、
そ
の
段
取
り
を
無
視
し
た
と
こ
ろ
、
段
取
り
が
崩

れ
た
と
き
に
、
で
は
、
ど
う
す
る
？
　
と
い
う
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
る
、
そ
れ
を
お
も

し
ろ
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
一
番
言
葉
と
し
て
は
し
っ
く
り
く
る
の

で
す
け
ど
。

＊
む
ら
ま
つ
・
ま
さ
ふ
み
│
電
機
メ
ー
カ
ー
で
製
造
業
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
正
社
員
と
し
て
二
〇
年
間
働
い
て
い
た

が
、
あ
る
日
い
き
な
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
を
決
断
す
る
。
一
年
間
の
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
期
間
を
経
て
、
接
客
業
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
様
々
な
生
き
方
や
働
き
方
を
リ
サ
ー
チ
す
る
よ
う
に
な

る
。
ア
ー
ツ
千
代
田
3
3
3
1
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
四
年
に
「
多
文
化
ア
ー
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
参
画
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
小
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
多
種
多
様
な
人
が
関
わ
り
合
う
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
、
閉
塞
感
に
苦
し
む
社
会
を
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
で
き
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
。
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主
な
記
事
で
の
登
場
順
で
掲
載
、
＊
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
転
載
し
ま
し
た
。

多
田
淳
之
介
─
た
だ
・
じ
ゅ
ん
の
す
け

一
九
七
六
年
千
葉
県
出
身
。
演
出
家
、
俳
優
。
東
京
デ
ス
ロ
ッ
ク
主
宰
。
富
士
見
市
民
文
化
会
館
キ
ラ

リ
ふ
じ
み
芸
術
監
督
。
二
〇
一
三
年
、
日
韓
共
同
製
作
作
品
『
ਜ਼
ක
ඈ  

カ
ル
メ
ギ
』
で
、
韓
国
の
演

劇
賞
「
第
五
〇
回
東
亜
演
劇
賞
」を
受
賞
。（
財
）地
域
創
造
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
シ
ア
タ
ー
派
遣
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
。
四
国
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。A

PA
F

ア
ジ
ア
舞
台
芸
術
人
材
育
成
部
門
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

菅
野
麻
依
子
─
す
が
の
・
ま
い
こ

一
九
七
四
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
卒
業
後
、
パ
ル
コ
ア
ー
バ
ナ
ー

ト
＃
6
優
秀
賞
受
賞
。
二
〇
〇
四
年
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
修
士
課
程
修

了
。
二
〇
〇
六
年
、
東
京
芸
術
大
学
先
端
芸
術
表
現
科
教
育
研
究
助
手
就
任
。
二
〇
〇
九
年
、
文
化
庁

新
進
芸
術
家
海
外
研
修
制
度
研
修
員
。
ド
イ
ツM

A
RTaH

erford

美
術
館
に
て
客
員
研
究
員
。
東
京

藝
術
大
学
木
工
芸
研
究
室
在
籍
を
経
て
、
博
士
号
取
得
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
場
所
で
行
う
ア
ー
ト
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
制
作
を
続
け
る
。

下
中
菜
穂
─
し
も
な
か
・
な
ぼ

造
形
作
家
。
も
ん
き
り
研
究
家
。
江
戸
時
代
の
切
り
紙
「
紋
切
り
あ
そ
び
」
を
通
し
て
「
か
た
ち
」
に

込
め
ら
れ
た
祖
先
の
暮
ら
し
や
文
化
、
自
然
観
な
ど
を
紹
介
。
国
内
外
で
切
り
紙
の
文
化
を
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
。
文
様
を
暮
ら
し
の
中
で
使
い
楽
し
む
生
活
文
化
を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
べ
く
活
動

中
。
著
書
に
「
こ
ど
も
文
様
ず
か
ん
」（
平
凡
社
）
な
ど
。
映
像
の
百
科
事
典
「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ

ア
・
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
カ
」
の
活
用
チ
ー
ム
と
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
の
実
験
的
な
上
映
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
。
ど
ち
ら
の
活
動
で
も
、歩
い
て
、出
会
っ
て
、観
て
、聞
い
て
、感
じ
て
、

や
っ
て
み
る
。
手
や
身
体
を
通
し
て
「
過
去
か
ら
の
贈
り
物
」
を
受
け
取
り
、
手
渡
し
て
行
く
こ
と
が

モ
ッ
ト
ー
。

A
rthur H

U
A

N
G

─
ア
ー
サ
ー
・
フ
ァ
ン

一
九
七
二
年U

SA

・
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
生
ま
れ
。
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
ロ
ー

ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
に
て
絵
画
・
版
画
専
攻
、
美
術
修
士
号
取
得
。

二
〇
〇
九
年
に
来
日
し
、
理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
と
し
て
東
京
に
在
住
し

活
動
中
。
主
な
展
示
に
、
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ2017

（
沢
渡
温
泉
）、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
メ
リ
ア
（
東

京
・
銀
座
）、ジ
ル
ダ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
名
古
屋
）、hasu no hana

（
東
京
・
鵜
の
木
）、HA

G
ISO

（
東

京
・
谷
中
）、SIC

F15

（
東
京
・
表
参
道
）、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭2013

な
ど
。

い
ち
む
ら
み
さ
こ
─
い
ち
む
ら
・
み
さ
こ

二
〇
〇
三
年
か
ら
東
京
の
公
園
の
ブ
ル
ー
テ
ン
ト
村
に
住
み
始
め
、
国
内
外
で
、
資
本
主
義
の
問
題
や

反
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
関
連
す
る
作
品
や
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て

い
る
。
著
書
に
『D

ear

キ
ク
チ
さ
ん
、
ブ
ル
ー
テ
ン
ト
村
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
』（
二
〇
〇
六
年
）。
主

な
展
覧
会

：

「W
oofer ten A

rtivist in R
esidency Program

（III

）M
isako Ichim

ura

」（
二
〇
一
一

年
）、「Inter-local Project 2011 : N

orth East A
sia, O

ur Public Future

」（
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

藤
塚
陽
子
─
ふ
じ
つ
か
・
よ
う
こ

演
出
家
。
小
金
井
市
在
住
。
日
本
大
学
芸
術
学
部
文
芸
学
科
卒
業
。
在
学
時
よ
り
演
出
・
演
劇
に
携
わ

る
。
近
文
研
に
て
演
出
・
出
演
。
近
代
文
学
を
再
構
築
し
舞
台
化
を
し
て
い
る
。
近
年
で
は
小
金
井
市

を
拠
点
に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
演
劇
を
通
し
た
身
体
表
現
を
共
に
つ
く
り
上
げ
る
活
動
を
し
て
い

る
。
演
出
に
際
し
て
、
音
響
は
生
音
に
こ
だ
わ
り
、
過
剰
な
装
置
な
ど
は
使
わ
な
い
空
間
づ
く
り
を
行

う
。

R
IE

─
り
え
＊

一
九
八
二
年
大
阪
府
堺
市
生
ま
れ
。
現
在
、
神
奈
川
県
湘
南
在
住
。
二
〇
〇
二
年
、
京
都
嵯
峨
芸
術
短

期
大
学
陶
芸
学
科
卒
業
。
二
〇
〇
五
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ
ル
ネ
オ
島
の
あ
る
村
を
訪
れ
一
人
の
少
女

に
出
会
う
。
貧
し
く
て
も
感
謝
の
気
持
ち
と
笑
顔
を
忘
れ
な
い
少
女
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
「
き
っ

と
豊
か
さ
は
彼
女
の
心
の
中
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。」
と
感
じ
る
。
帰
国
後
、
ボ
ル
ネ
オ
島
滞
在
で
気
づ

か
せ
て
も
ら
っ
た
「
心
の
豊
か
さ
・
人
の
温
か
さ
」
を
日
本
中
に
、
そ
し
て
世
界
中
に
広
げ
た
い
と
い

う
想
い
を
込
め
て
絵
を
描
き
続
け
て
い
る
。

中
島 

崇
─
な
か
じ
ま
・
た
か
し
＊

一
九
七
二
年
東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
九
四
年
、
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
写
真
研
究
科
卒
業
。
東
京
在

住
。
二
〇
〇
一
年
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
に
居
住
。
二
〇
一
四
・二
〇
一
六
年
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興

財
団
助
成
。

井
上
ヤ
ス
ミ
チ
─
い
の
う
え
・
や
す
み
ち
＊

画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
一
九
七
九
年
静
岡
生
ま
れ
。
東
京
都
豊
島
区
在
住
。
人
が
矛
盾
を
抱
え

な
が
ら
も
生
き
る
た
く
ま
し
さ
を
絵
に
描
き
た
い
と
、
小
さ
な
挿
絵
か
ら
大
き
な
壁
画
ま
で
、
毎
日
絵

を
描
い
て
い
ま
す
。
絵
画
制
作
や
イ
ラ
ス
ト
挿
絵
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
、
描
い
て
描
か
れ
る
相
互
型
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
、
野
外
フ
ェ
ス
で
の
顔
は
め
パ
ネ
ル
制
作
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
ト
な
ど
、
絵
を
介
し
て
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
人
を
巻
き
込
む
よ
う
な
企
画
も
あ
れ
こ
れ
展
開

中
。
助
産
師
の
妻
と
、
三
人
の
子
ど
も
た
ち
と
の
五
人
暮
ら
し
。
日
々
の
育
児
が
、
絵
の
活
動
に
と
て

も
影
響
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
く
す
玉
を
作
る
こ
と
、
く
す
玉
を
開
く
こ
と
。

武
政
朋
子
─
た
け
ま
さ
・
と
も
こ

一
九
八
四
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
二
〇
〇
七
年
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
油
絵
学
科
卒
業
。
主
な

個
展

：

「6:37

」（
ナ
リ
ワ
イ
・
東
京
都
、
二
〇
〇
八
年
）、「shadow

 play

」（
秋
山
画
廊
・
東
京
、

二
〇
〇
九
年
）「H

er eyes can’ t catch anything

」（
秋
山
画
廊
・東
京
、二
〇
一
一
年
）、「A

nonym
ous 

days

」（
秋
山
画
廊
・
東
京
、
二
〇
一
四
年
）、「It is m

ere guesswork

」（m
aebashi works

・
群
馬
、

本
報
告
書
で
取
り
あ
げ
た
活
動
に
参
加
し
た
ア
ー
テ
ィス
ト

二
〇
一
五
年
）、「This sentence m

akes no sense.

」（
秋
山
画
廊
・東
京
、二
〇
一
六
年
）。
主
な
グ
ル
ー

プ
展

：

「m
y_your precious pieces

」（gallery

坂
巻
・
東
京
、
二
〇
一
二
年
）、「short

」（
秋
山
画

廊
・
東
京
、
二
〇
一
二
年
）、「From

 the nothing, w
ith love

│
虚
無
よ
り
愛
を
こ
め
て
│
」（
シ
ャ
ト
ー

2
F
・
東
京
、
二
〇
一
四
年
）、「in passage

」（
静
岡
県
熱
海
市
内
、
二
〇
一
五
年
）、「
渚
町
五
丁
目
四

番
地
4
F

・5
F

・6
F
」（
静
岡
県
熱
海
市
内
、二
〇
一
六
年
）、「
ダ
ム
の
底
」（aw

aiartcenter

・長
野
、

二
〇
一
七
年
）、「vinyl house

」（A
rai A

ssociates

・
東
京
、
二
〇
一
八
年
）。

亀
田
奈
美
子
─
か
め
だ
・
な
み
こ

香
川
県
生
ま
れ
。
一
二
歳
よ
り
フ
ル
ー
ト
を
始
め
る
。
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
特
別
教
科
教
育
音
楽

科
フ
ル
ー
ト
専
攻
卒
業
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市
チ
ロ
ル
州
立
音
楽
院
に
留
学
。
第

一
一
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
一
般
部
門
三
位
入
賞
。
ソ
ロ
の
ほ
か
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
室

内
楽
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
マ
タ
ン
メ
ン
バ
ー
。「
一
生
楽
し
め
る
音
楽
を
」
を

テ
ー
マ
に
、
小
金
井
カ
メ
ダ
フ
ル
ー
ト
教
室
を
主
宰
し
て
い
る
。

松
村
拓
海
─
ま
つ
む
ら
・
た
く
み

フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
。
T
V
、
C
M
音
楽
の
演
奏
、
制
作
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ン
ド
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品
に
参
加
。 

演
奏
活
動
の
他
レ
ッ
ス
ン
や
連
載
執
筆
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い

二
〇
一
五
年
頃
か
ら
ア
ー
ト
フ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
と
し
て
小
金
井
市
内
の
小
学
校
や
保
育
園
で

の
制
作
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。 

二
〇
一
七
年 

一
〇
月
号
か
ら
雑
誌
『T

H
E 

FLU
T

E

』
で
「
ビ
ギ
ナ
ー
だ
っ
てJA

Z
Z

は
吹
け
る
！
」
を
連
載
執
筆
。  

二
〇
一
五
年 

八
月 1st 

A
lbum

『D
uologue

』、
二
〇
一
七
年 

五
月 2nd A

lbum
 『+81

』
を
リ
リ
ー
ス
。

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル

一
九
七
九
年
大
阪
生
ま
れ
、
東
京
在
住
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
文
筆
家
、
大
阪
市
立
大
学
都
市
研
究
プ

ラ
ザ
特
別
研
究
員
、
博
士
（
学
術
）。
音
楽
や
言
葉
を
手
立
て
に
、
人
々
の
生
活
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

き
わ
め
て
近
接
し
た
共
創
的
表
現
活
動
の
実
践
と
研
究
に
取
り
組
む
。『
住
み
開
き
』（
筑
摩
書
房
）、

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
難
民
の
ス
ス
メ
』（
木
楽
舎
）、『
表
現
の
た
ね
』（
モ
＊
ク
シ
ュ
ラ
）、『
想
起
の
音
楽
　

表
現
・
記
憶
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』（
水
曜
社
）
な
ど
多
数
。
ま
た
、
サ
ウ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「SjQ

/
SjQ

++

」
の
ド
ラ
マ
ー
と
し
て
、
ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ2013

デ
ジ
タ
ル
音
楽
部
門
準
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
。

ほ
う
ほ
う
堂
─
ほ
う
ほ
う
ど
う
＊

二
〇
〇
一
年
、
新
鋪
美
佳
と
福
留
麻
里
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
身
長155cm

ダ
ン
ス
デ
ュ
オ
。
ふ
た
り

と
い
う
関
係
性
を
軸
に
、
様
々
な
や
り
と
り
を
往
復
さ
せ
な
が
ら
、
日
常
的
な
身
体
の
衝
動
や
微
細
な

発
見
の
実
感
を
も
と
に
、
独
自
の
ダ
ン
ス
を
更
新
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
「
東
京
コ
ン
ペ
#1
」
に

て
ケ
ラ
リ
ー
ノ
・
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
賞
、
二
〇
〇
五
年
「TO

YO
TA

　C
H

O
R

EO
G

R
A

PH
Y

 
AW

A
R

D
 

〜
次
代
を
担
う
振
付
家
の
発
掘
〜
」
に
て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
受
賞
。
近
年
は
劇
場
で
の

発
表
に
加
え
、
美
術
館
や
船
上
と
い
っ
た
舞
台
空
間
で
は
な
い
場
所
で
の
作
品
上
演
も
さ
か
ん
に
行

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ュ
オ
と
い
う
形
態
で
追
求
さ
れ
続
け
て
い
る
そ
の
関
係
性
は
、
人
と
人
の
間

に
横
た
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
と
も
リ
ン
ク
し
、
踊
る
こ
と
つ
く
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、K

ER
A

・

M
A

P 

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
の
振
付
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
学
校
で
の
授
業
を
行
な
う
な
ど
、
年
齢
や

環
境
を
こ
え
新
た
な
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
る
。

淺
井
裕
介
─
あ
さ
い
・
ゆ
う
す
け
＊

一
九
八
一
年
東
京
生
ま
れ
個
人
の
ア
ト
リ
エ
で
の
絵
画
制
作
と
並
行
し
て
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
に
耐

水
性
マ
ー
カ
ー
で
植
物
を
描
く
「
マ
ス
キ
ン
グ
プ
ラ
ン
ト
」
ま
た
土
と
水
を
使
用
し
、
動
物
や
植
物
を

壁
面
い
っ
ぱ
い
に
描
く
「
泥
絵
」、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
で
使
用
さ
れ
る
白
線
素
材
を
地
面
に
焼
き

付
け
て
制
作
す
る
「
植
物
に
な
っ
た
白
線
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
条
件
の
異
な
っ
た
い
か
な
る
場
所
に
お

い
て
も
奔
放
に
作
品
を
展
開
す
る
。
近
年
は
立
て
続
け
に
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
ゆ
う
に
超
え
る
泥
絵
の
大

作
を
発
表
し
て
注
目
を
集
め
国
内
外
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
多
数
参
加
し
て
い
る
。

岩
井 

優
─
い
わ
い
・
ま
さ
る

一
九
七
五
年
京
都
府
生
ま
れ
。
東
京
芸
術
大
学
美
術
研
究
科
後
期
博
士
課
程
修
了
博
士
（
美
術
）。
洗

浄
・
浄
化
を
テ
ー
マ
に
映
像
作
品
か
ら
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
ま
で
多
岐
に
わ
た
る

メ
デ
ィ
ウ
ム
を
用
い
た
作
品
を
発
表
。
主
な
展
覧
会
に
、「reborn art festival 2017

」、「
通
り
す
ぎ
た

と
こ
ろ
、
通
り
す
ぎ
た
も
の
」（
二
〇
一
五
年
）、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館ISP

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
・
リ
ク
ワ
イ
ア
ー
ド
」（
二
〇
一
三
年
）、「
ニ
ー
ド
レ
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」（
二
〇
一
三
年
）

岩
井
成
昭
─
い
わ
い
・
し
げ
あ
き

東
京
の
ど
真
ん
中
千
代
田
区
に
生
ま
れ
、
映
画
監
督
志
望
と
し
て
ま
ず
は
絵
画
を
志
す
が
、
芸
大
で
バ

ン
ド
活
動
に
明
け
暮
れ
挫
折
。
気
を
取
り
直
し
一
九
九
〇
年
代
か
ら
特
定
地
域
の
調
査
を
基
に
複
合
的

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
視
覚
表
現
を
展
開
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
ハ
バ
ナ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
横
浜
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
等
、
国
内
外
の
国
際
展
に
多
数
参
加
。
近
年
は
、
移
民
受
入
に
よ
る
地
域
の
多
文
化
化
を

テ
ー
マ
に
欧
州
、
豪
州
、
東
南
ア
ジ
ア
の
調
査
を
踏
ま
え
二
〇
一
一
年
か
ら
「
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
東
京
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
さ
せ
現
在
に
至
る
。
そ
の
一
方
で
、

二
〇
一
三
年
よ
り
課
題
先
進
地
域
・
秋
田
に
新
設
さ
れ
た
美
大
を
拠
点
に
「
辺
境
芸
術
」
を
標
榜
し
発

信
を
続
け
る
。
著
書
に
『
路
傍
の
光
斑
│
小
津
安
二
郎
の
時
代
と
現
代
』
等
、
共
著
に
『
辺
境
芸

術
最
前
線
』。
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年
度 

 

名
称 

補
助
・
助
成
・
共
催
・
事
業
委
託
元

平
成
二
一
年
度 
二
〇
〇
九 

文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
支
援
事
業 

文
化
庁

 
 

東
京
都
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業 

東
京
都
産
業
労
働
局

平
成
二
二
年
度 

二
〇
一
〇 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
共
同
研
究
委
託 

小
金
井
市

 
 

東
京
都
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業 

東
京
都
産
業
労
働
局

 
 

東
京
都
市
町
村
総
合
交
付
金
ま
ち
づ
く
り
振
興
割
地
域
特
選
事
業
枠 

東
京
都
総
務
局
行
政
部

平
成
二
三
年
度 

二
〇
一
一 

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
事
業
共
催 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

 
 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
共
同
研
究
委
託 

小
金
井
市

 
 

東
京
都
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業 

東
京
都
産
業
労
働
局

 
 

東
京
都
市
町
村
総
合
交
付
金
ま
ち
づ
く
り
振
興
割
地
域
特
選
事
業
枠
（
一
押
し
） 

東
京
都
総
務
局
行
政
部

平
成
二
四
年
度 

二
〇
一
二 

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
事
業
共
催 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

 
 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
運
営
委
託 

小
金
井
市

 
 

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業 

東
京
都
産
業
労
働
局

 
 

東
京
都
市
町
村
総
合
交
付
金
ま
ち
づ
く
り
振
興
割
地
域
特
選
事
業
枠 

東
京
都
総
務
局
行
政
部

平
成
二
五
年
度 

二
〇
一
三 

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
事
業
共
催 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

 
 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
運
営
委
託 

小
金
井
市

 
 

起
業
支
援
型
地
域
雇
用
創
造
事
業 

東
京
都
産
業
労
働
局

平
成
二
六
年
度 

二
〇
一
四 

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
事
業
共
催 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

 
 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
運
営
委
託 

小
金
井
市

 
 

緊
急
雇
用
創
出
事
業
地
域
人
づ
く
り
事
業
（
処
遇
改
善
） 

東
京
都
産
業
労
働
局

平
成
二
七
年
度 

二
〇
一
五 

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
事
業
共
催 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

 
 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
運
営
委
託 
小
金
井
市

 
 

文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
（
文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
国
際
発
信
推
進
事
業
） 
文
化
庁

 
 

地
域
の
文
化
・
芸
術
活
動
助
成
事
業
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
般
分
） 

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

平
成
二
八
年
度 

二
〇
一
六 

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
事
業
共
催 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

 
 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
運
営
委
託 

小
金
井
市

 
 

文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
（
文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
国
際
発
信
推
進
事
業
） 

文
化
庁

 
 

地
域
の
文
化
・
芸
術
活
動
助
成
事
業
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
般
分
） 

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

平
成
二
九
年
度 

二
〇
一
七 

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
事
業
共
催 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

 
 

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
運
営
委
託 

小
金
井
市

 
 

文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
（
文
化
芸
術
創
造
活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業
） 

文
化
庁

 
 

地
域
の
文
化
・
芸
術
活
動
助
成
事
業
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
般
分
） 

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
事
業
に
か
か
る
　
補
助
・助
成
・共
催
・事
業
委
託一覧 

 

や
っ
て
み
る
、

 

た
ち
ど
ま
る
、

 

そ
し
て
ま
た
は
じ
め
る

 

小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！

 

（
小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
）

 
2009-2017 

活
動
記
録 

制
作 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン

発
行 

二
〇
一
八
年
六
月
一
五
日 

発
行
者 

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
（
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）

 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
一
│

二
八
　

 

九
段
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
八
階

 

電
話

：03-6256-8435

　

 
FA

X

：03-6256-8829

　
　

 
w

w
w.artscouncil-tokyo.jp

図
書
設
計 

松
田
洋
一

　 

本
書
は
無
断
複
写
、
複
製
、
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

 
©

2018 npo artfull action

本
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン

東
京
都
小
金
井
市
本
町
六
│
五
│
三
シ
ャ
ト
ー
小
金
井
二
階 

電
話

：050-3627-9531
m

ail@
artfullaction.net

http://artfullaction.net/ 

■
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は

ア
ー
ト
と
出
会
っ
た
人
が
自
分
自
身
の
新
し
い
可
能
性
を
発
見
し
、
よ
り
豊

か
な
生
き
方
を
獲
得
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
市

民
、
自
治
体
、
学
校
、
他
の
N
P
O
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

に
お
け
る
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
発
足
。

■
小
金
井
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！

（
小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
推
進
事
業
）
と
は

「
誰
も
が
芸
術
文
化
を
楽
し
め
る
ま
ち
〜
芸
術
文
化
の
振
興
で
人
と
ま
ち
を

豊
か
に
」
と
い
う
理
念
の
実
現
を
目
指
し
、
二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
市
内
各

所
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
度
か
ら
、
東
京
都
、
小
金
井

市
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
（
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）、

N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
四
者
共
催
に
よ
り
「
東
京
ア
ー

ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
小
金
井
市
芸
術
文
化
振
興
計
画
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
》

小
金
井
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進
係
　
電
話

：042-387-9923

主
催

：

東
京
都
─
小
金
井
市
─
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
（
公
益
財
団
法
人

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）
─
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
フ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
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